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農業祭受賞者の
技術と経営
昭和43年度

農産・園芸・畜産部門



奥会々長室霊をう

ける受資者たち



天皇杯受鍵者は 皐太

子さまから それぞれ

励げましのおことばを

いただいた(特君主展で)
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、ー干リ発 の

良業祭i土，全国民の農林漁業に士、!する認識を深め， 22林漁業者の技術改善

および経営発展の意欲の高揚を図るための国民的な祭典として，昭和37年，

農林漁業者に天皇杯がご下賜になることとなった機会に，従来の新穀感謝祭
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を発展的に拡充して始められたものである。

この農業祭は， 1忍主i 占11月 23日の勤労感謝の祝日を中心として天皇杯授与な

どを行なう式典をはじめ多彩な行事を，農林省と白木農林漁業振興会が各方

話iの協力をえて間指してきており，明治百年を追えた昭和43主fmtは，記念事

としての良林漁業先党者の顕彰事業など女合め，明治百年記念第 7 回農業

祭として突施した。

この民業祭に参加した法林漁業関係の各種表彰行事は 285 fLl'で，それら行

において法林大臣賞を受賞したものは 544 点にのぼったが，そのなかから

蚕農業祭中央審査委員会において 6 名の天皇杯受賞者 u忠産， I頚芸，

さらにこれに準ずるものとして日本糸， ;1木および水産部門ごと 1 名)が，

農林漁業振興会会長賞受賞者12名(各部門 2 名)が選賞された。

、て表彰されたこれら受賞者の優れた業績こそは，当面する

林漁業近代化の生きた指標として農林漁業者をはじめ農林漁業技術，経営に

関係する各方部の方々に大し、に稗益することと思い，ひきつづきここにとり

まとめて印刷に付した次第である。

終りに，本書の縞集にご協力を頂いた執筆者および編集協力者各位に対し

深甚の謝を表する。

日本農林漁業振興会財団法人

日現和 44 年 3 月
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出品財

主主之 r計 二土た
又貝柱1

7k 稲多収穫技術

宮田農事研究会
代表者小松沼系太郎

(秋田県平鹿郡大tl~村宮間町字佼j !líT)

警察研究を基礎として発展一一受賞者の略歴

間鉄奥羽線の横手駅から西へ 12km，秋田県の穀倉といわれる平鹿盆地の

中央に位する大雄村は昔から米作り一途に生き続けてきた地域であるO

宮田農事研究会は昭和30年に発足したが，戦後の混乱期を過ぎた昭和20年

代の半ば頃から，生活費の高騰におされて生活が年々苦しく， ，農業収入拡大

のため何とかしなければと案じながらも，現に明治43年に土地改良を終った

という，先進性が逆にわざわいして遊休耕地がなく，また耕地を手離す人も

ないために，規模の拡大ものぞめず，水稲の跡地を利用するには気候条件が

よくないという，八方ふさがりに，これという名案もないままに日を送って

宮田農事研究会のメンバー
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お互いに研究成果を発表し合う

いたところ，たまたま県内の民間設事指導者加川為輔氏が訪れ， 11 人 1 年

の経験は僅か 1 年分の経験にすぎないが，これを10人集めれば、10年分になる」

と毛利元就の例をひき，多収技術のための研究会結成の必要性を説いたのに

感銘をうけ，有志j主16秀で組織したのがそもそもの発端といわれている O

当時の水稲の収量は10a 当り 8~9 俵で，県内での高収地ではあったが，

栽培技術の程度は低く，多くの農家はただ季節にしたがって作業をすすめ，

隣りがこうしたから自分もとし寸，いわば隣り百姓のJJ1l-裂的なものであった。

そこで研究会においては 1 人 1 研究，すなわち，会員各自がそれぞれ10a 宛

の試験回を設け，予め検討された設計にもとづいて実施した研究成果をその

年の冬に持ちより，それを発表し検討する，いわゆる「個別研究を生かした

技術の交換J を図るとし、う方法によって，お互いの技術水準を高めることに

努力した。

研究会発足以来，現在までにとりあげられた研究内容は多岐にわたってい

るが，そのうち改善技術として実際の栽培にとり入れられた主なものは次の

とおりである。すなわち第 1 年目には施IlEi訟の噌加といもち病肪除のための

水銀部の導入，第 2~第 3 年自にはどニ…ル焔苗代，保温折衷I古代，第 6 年

自には除草剤や漏水田へのベントナイトの施用，第 8 年沼には仁|コ型トラクタ

ーによる深耕，さらに昭和39年からは追肥重点施肥，昭和40年には~ÌÉ木植に

よる密縮化 (30 X 15cl11, 3. 3m2 当り 72 株)等で，この結果，収量:は年々著

しく増加した。

-9-



なおこの閉会員は漸次増加し，最近では部落50戸のうち半数の 25 戸 (25

となり，今後さらに増加するものとみられる。名)

一方，秋田県においては稲作の集団化にあわせて，安定多収化をすすめる

ため，県内の部落および農家の集団を単位とし，面積はおおむね 30ha を対

象として，昭和41年以降， 750kg (5 石)集団ほう賞制度を設けているが，

当研究会は第 1 年目は 720kg と 750kg に準じる収量をあげ準特別賞をうけ，

第 2 年目は10a 当り 752.4kg をあげ，参加315点中第 1 位で特別賞をうける

とともに，農林大宮賞を授けられたのである。

以上の経過を簡単に表示すると第 1 図のとおりである。
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議研究会を軸とした経営一一受賞者の経営概況

大雄村は雄物川流域平坦地の典型的な水稲単{乍地で 1 戸当りの経営規模は

水田約1. 3ha，畑 10 a であって， 1. 5ha 以上の農家が全農家戸数の約3996を

占めている。そしてこれ以下の農家は，いわゆる非自立経営農家で，農業以

外の収入に生活を依存しており，そのかなりが冬季出稼ぎを余儀なくされて

村(第 3 表)平均 2ha で，いる。一方研究会員の経営面積は後記のとおり
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また水稲の収量の多いこともあって，ほとんどが専業農家平均より大きし

で，冬季の出稼ぎが全くなく，比較的恵まれている。

この研究会はさきにのべたとおり，水稲多収化のための技術向上を自的と

した研究会で、あるが，稲作に生活のほとんどを依存しており，会員としては

単に収量向上のみではあきたらず，稲作全般の問題から，生活の問題にまで

研究会の内容を漸次充実させつつある。すなわち，研究会の現在の組織を第

さらに共同利用施設，機2 図に示したが，会員25名を 4 つの作業班にわけ，

研究会の組織第 2 図

員役
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土壌調査

成果の検討

械として催芽所やトラクターを共有するなど共同作業の態勢をかなりととの

えており，また昭和43iéf二に新しく婦人部が設けられたが，ここでは食生活の

向上を当閣の目的として，本年度はとりあえずレタス等洋菜の栽培，調理の

講習が行なわれている。

研究会の活動はきわめて活発である。年 1 自の定期総会のほか，冬季問し

ばしば臨時総会が持たれ，稲作の設計，成約，新技術等の討議が行なわれ，

また役員会は稲作期間中もしばしば行なわれて稲作作業推進の円滑化を期し

ている。

研究会は倒人技術の向上から漸次共同化へと発展してきたが，その経過を

作業項目別に示すと第 3 1Z1のとおりで，種子の予措をはじめとして相当部分

の機械化が進んで、おり，とくに防除，本国の耕転については機械の共同利用

にまで到っている。苗代の管理，施肥，水管理等，比較的，集中的な労力を

12 



第 3 図共同化の推進状況
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要とせず，しかも収量に影響しやすし、作業については協定はしているが，個

別作業の成を脱していなし、。しかし，その目標に示されるとおり将来は，こ

れらの作業も共同化がすすむものと思われる c

なお，この生活組織の発展はすべて会員全員の総;去によるもので，それだ、

けに共用施設，機械の使用料，個人用機械を借用した場合の使用料等，会員

全部が納得のゆくよう，無理のない形になっており，また共同作業がうまく

行‘なわれるよう，会員と会員外との「ゆしゴによる労働の交換は現在すべて

現金決済の方法にきりかえる等，会の運営についてもいろいろと工夫がこら

されている。

された技術一一一受賞財の特色

明治43:tfrこ当時としては同期的といえる耕地整JFが行なわれた。これは地

主たちの手によるもので，この当時から地主主ど中心とした地域の結束はかた

いものといわれているO 農道は約く，少し大きな機械の導入も卜分とはいい

にくいが，整然と設んだ水田|玄[rJjjは，今でこそ珍らしくはないが，当時は拝

観であったに相違ない。

その後，当研究会の結成の直面jの昭和29年に弾丸暗渠が行なわれたが，現

在は老朽化し，あまり役に立たなくなっている。また最近トラクターを導入
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育宙

田植風景

する関係から幹線農道の幅を拡げている。

地形は平坂で，闘場による土壌条件の差異はあまりない。すなわち第 4 図

に示したとおり，粘性の大きい埴土で， 60cm 内外から下はグライ層になっ

ている。透水性は比較的よく，稲作には条件のよい土壌といえる。

毎年の稲作計画は会員各自がめいめいに作ったものを持ちより相談するこ

ととなっているが，最近では計画の人によるちがいはほとんどないとのこと

である。土壌条件があまりかわらず，各人の技術の程度も問じなので当然の

ことと思われる。しかし共同作業や機械の共同利用の時期等について若干の

調整が行なわれている。

このようにして出来た稲作栽沼概要の標準的なものは第 1 表のとおりで，

苗代様式はここに書いたように有孔ポリ被護保祖折衷苗代が大部分であるが，

関場の関係と収穫時期分散の関係から，わずかにピニール畑苦代も行なわれ
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稲作の概要第 1 :表
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第 4 図土壌の構成
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る。品種はデワミノリ 40%，レ

イメイ 2596，ョネシロ 15タムサ

ワニシキ1096，タチホナミ 55ふ

その他 596である。

この昭和42年の栽培概要で前

年度よりとくに気を配ったのは

品種，健商養成，深耕，追)JE重

点施杷等であるので，これにつ

いて若干詳述すると次のとおり

である。

品種最近東北地方に適した多肥多収性品種の育成がすすみ，栽培技術の

進歩とあいまって，一般に収量が高まっているが，ここで用いられている品

種はし、ずれも最近育成された耐冷，耐病，耐肥強稗な特性をそなえたもので，

管理および収穫作業の関係から適宜早晩生を考慮して選定されている。

健苗育成と竿期田植，寒冷地で収量を高めるためには，気温の許す限り

期に健苗を移植することが大切で、，その方法として戦後保温折衷商代が導入

され，さらに保混折表苗代の被覆資材としてポリエチレンフィルムが油紙に

かわって普及した。ここでは有孔ポリエチレンフィルム被覆保組折衷苗代で

あるが，健活を育成するために， t~種床としては，根に十分酸素を与えるた

め，土を練らないで，床土を耕転機でこまかく砕土し， I佳をたて，レーキで

平らにならしてから，肥料を数布し整地ローラーで仕上げる。商代の施肥は

肥培土の施用と燐離を多くしているが，燐離を一度に多量施すと根を痛める

ので，播種の10 日以上前に70%を散布し床土と混合しておき，残りは床{乍り

の擦に床土とよく混和している。催芽は均一であることが大切なので，第 5

図の方法によっているが，これはどニールノ、ウスを改良した共同催芽所で、共

同で行なってきたため失敗したことはなかった。また本年度，本格的共同催

芽所を設置したので，以降はさらに改善されるとみられる。水管理の方法は

初期は保協のために夜間深水，後期は苗の軟弱徒長を防ぐため， なるべく
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高いことをみとめ，以来毎年15~18cm の深耕を行なっている。この圏場は

~9t土が深く，また地下水位も低いので，深耕の効果は高いものと考えられる

が，このように深耕を毎年くりかえすと当然地力の消耗がおきるので，これ

に対しては予め持Jill巴を多投して地力を補給している。

施肥:この地域は比íl~的早く過繁茂になり，元肥重点施肥ではどうしても

秋落ちしやすい。そこで窒素を元肥に4096，追肥に60必とし，さらに追肥を

数回にわけている。追肥回数をこれほど多くしなければならなし、かどうかは

さらに検討しなければならないが，会員の説明によると，とくに晩期追肥に

ついて，出穂直前の追肥は防聴をはやめ穂、ぞろいをよくする目的で少量の窒

素を追肥するが，葉色の濃い稲にはやらないようにしているO 穂ぞろい期の

追肥は葉の同化を高め，登熟歩合の i向匂上をはカかミる目的で

下葉の枯上りの防i止tと，葉の活力主ど高め玄米千粒重の増大をはかるために 1

~2 回行なうが，晩期追肥で注意すべきことは，窒素の多い稲または葉の垂

れ下った稲にはやらなし、。いもち病，紋枯病防除を完全にする。葉色の淡い

品種には施肥量を少なくする。良問には少なく，秋落田には回数を多くする。

-17 -



必要以上に多く施すとせっかくで、きた澱粉が穂に移行せず，茎葉に蓄積され，

わら，もみ重の比率が低くなるので，生育状態と土壌により適量をきめる等，

細心の注意を払っている。また堆肥の増施，ケイカル，ボーキ鉄等土壌改良

資材も十分に施し地力の減耗を防いでいる。

水管理:初期は深水によって生育の促進につとめ，後期は減水によって根

の老化防止につとめるとし、う寒地稲作の要諦にしたがって回植後 6 月初めま

では深水とし，以後 6 月中は減水，その後約 1 遊間中干し，その後は間断濯

蹴とし 9 月上勾に落水するが，とくに昭和42年は夏季高温が続いたので，

掛流し懐棋や夜間排水によって地温の{底下をはかった。

以上昭和42年の稲作で収量を高めるためにとくに配慮した点を中心に栽培

の概要をのべたが，さらに注目すべき点として除草と収穫作業の能率化をは

かるために，それぞれ除草剤の利用とパインダーの導入がみられる。すなわ

ち，除草のための除草剤jの利用は暖地ではすでに一般化しているが，寒地で

は薬害が出やすく，またそれによる成熟期のおくれや収量の抵下が起りやす

い。しかし当研究会では平くからこれをとりあげ，寒地用として開発された

PAMを積樋的に導入し，付近でもこれにならって漸次普及しつつあるが，

当研究会で容易に除草剤を導入し得たのは除草剤にたえうるような健苗を用

いていたためと忠われる。次にバインダーは最近急速に全国的に拡がってい

るが，当研究会では早速これをとり入れている。

以上，当研究会の稲作概要を大雄村と比較すると，若干特異な点はあるが，

j 収穫物を中心に会員一同の顔

-18 -



それほどの違

いはなく，い

わば誰にでも

できることを
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ただ若突にや 600 

ったといえる

500 
(kg) 

第 8 図収量および労力のうごき

.10a当り収量

であろう。い

し、かえるなら

ば，この技術

は誰にでもで

きることの集

積にすぎなし、。

そしてその結

果は7501沼以

上という大記

(1117，手[]) 38 39 
1... 

40 41 ,42 

録となった。

この技術の特

徴はこの辺に

のる。

昭和42年の

収穫物につい

21 

20 

19 

18 

17 

16 
人)

10 a当り労働時間

--Í 一一一一一一一_.....___L

38 40 41 42 

て調査した収量構成要素を第 2 表に示したが， 1 株穂数 18~20本で， 3.3m2 

当り 72株であるから， 3.3m2 当り穂数は 1， 300~1， 450 本となり，この程度

の収量としては適当であるし，梓長もまた適当で、あって，決して無理な生育

とは考えられない。

第 6 図に当研究会員経営全面積の平均収量および労力の最近の動きを示し

たが，収量は昭和38年頃は大雄村の平均よりやや多かったが，最近はいちじ

るしく増加するとともに，村平均との差も大きくなっている。労力について
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第 2表収量構成要素 (横手農業改良普及所調査)

一徳平均刈液
種名 l出穏期科長 l 穂長|穂数 1-一一 I r.:!;;;r J一一一一一一一一汗霊1 1&量

1""'= 1全粒数l 運委 i 禁忌|差別 |ぬお

二二日UZ耳目可否「下釘立医引っ語
7-1 /-寸五戸不よ01 19.01 941 801 15 1 玄戸両 735
サワニシキ 1 8.1 1 79.01 18.01 18不可司 101~戸~示
(調査株 10株抜取り調査平均穂数株 3 株調査王子均刈取収設は750kg

審査部分刈成績)

はもともとこの地方は稲作所要労力の多いところで，年々減少しているとい

っても，他府県に較べると決して少なくない。しかし大雄村の一般と比較す

ると作業の共同化によってかなり節約されており，昭和43年の資料によると，

とくに節約されているのは収穫作業で大雄村の 5 人に対し 2.7 人となってい

る。

生産性の向上をめざして一一一技術・経営の分析，その普及性と今後の

発展方向

昭和30年の発足以来， 13年の歴史をこの研究会は持っている。何事でもそ

うであるが，当初はものめずらしさもあって活動が活発であるが，なれるに

したがって惰性におされてだんだんと沈滞し，消滅しないまでも動かなくな

ることが多いが，この研究会は逆にますます発展の方向をとっている。この

理由はし、ろいろあげられるが，そのうちのー，二について若干ふれてみよう。

この地域はさきにのべたとおり，古くから地主を中心としての結束が強心

地主は稲の増産と技術改良に努力を惜しまなかった。その後農地解放等，時

代の変遷はあったが，比較的人の移動が少ないこともあって，この結束はく

ずれておらず，旧地主も現在は一会員として活動していることからもわかる

とおり r人の和J の強さが理由の第一と考えられる。

次にこの地域は平担地で，経営および稲作環境が比較的単純で，しかも第

3表に示したとおり，会員の経営規模は大小あるが，全体としては比較的大
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きく，しかも稲単作経営が圧倒的で，利害関係がかなり共通しているので，

研究会を中心として，まとまりやすかったものと思われるが，それとともに

会員の総意によって作った研究会を会員全員で、もりたてようとする心がまえ

が強い。またそれとともにたえず前進しようとする努力が感じられる。すな

わち，発足以来現在までに，この地方で話題となった新しい技術や篤農技術

は第 4 表のよ

うに一応経験

しながらも，

それにとらわ

れることなく，

その中からよ

い点を学びと

りながら当研

究会でいう総

合技術にまで

発展させた。

さきに， ラM 加

、-'--

の稲作概要は

やろうと思え

ば誰でもでき

ることである

とのべたが，

これだけの経

験と努力の上

につみかさね

られたもので

あって， 〉四~

'--'--

の地域性にあ
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800~660 
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780~660 I 乳牛 5 政

840~720 

820~720 

780~680 

720~660 

750~690 

760~700 

780~690 

700~650 I 一部水害回有

720~660 I 11 

760~690 I 
700~690 I 一部水害問存

720~660 I 11 

720~660 I 11 

850~660 



ったものと考えられる。しかし，なお会員は積極的にこれの改善につとめて

いることはいうまでもない。

当研究会の構成員のf年令別，学歴加の分布は第 5 表のとおりである。平均一

年令が35才で， 13年の歴史を持っている研究会としては若いが，これは研究

会の規約として，新しく後継者が学校を終えて，この研究会に入ると，研究

会全員で最初の 1~2 年間徹底的に稲作りを指導する。いわば医者のインタ

ーン期間に相当するもので，これを終ると，親の許可を得て，稲作栽培計画，

実施および研究盟場の計画管理の一切を任され，一人前の研究会員となり，

第 4表稲作技術の推移

年次 取り入れた理論と技術の割合

29 元肥 Z重点のやり方

30 細川式多収技術 元肥重点

31 " " 
32 11 " 
33 清博原友太 1松事島現省三 I

土理論 士論 総 )11 株多収技術

34 11 11 11 

35 武藤寿之助氏稲作診断と栽培技術!控室率 l 松島理論 " 
36 寒決河江式法 武藤氏稲作診断と栽培技術 松烏理論

37 11 11 11 

38 片倉式 寒河江式 11 11 

39 岡島秀夫
片倉式 l寒河江式| 11 11 

I~~ .....L社二ロ""

40 11 11 11 11 

41 11 11 
理論

11 11 

42 n。は与ふ、、 メ口5、 技 手I:Ï

(新しく取り入れたものは，この表の左から記入した)
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第 5 表 研究会員の年令別・学E差別構成

20才迄 1z1~30才!3 同41~50引50才以上|令音i 平均

前 小 (1日) 4 6 1 11 

中 (18) 高校卒 2 。 6 13 

大 AヴLー 卒 1 1 

メ口" 計 。 11 6 1 25 35 

それとともに親は研究会から離れることになる。このようにしてすでに創立

当時の全員の半数は交替しているように，たえず若がえっており，このこと

は見方によっては批判もあろうが，古いことにとらわれることなく，新しい

技術をどしどしとり入れ，時代の流れにあわせて発践を続けている一回であ

ることは否めなし、。しかも新しい会員は;地元の農業高校卒で，いわば同窓会

的なつながりのあることも，この発展に寄与しているものと忠われる。

また役員の任期は 2 ヵ年と定められており，再任はもちろんみとめられて

いるが，会長は会のリーダーであるとともに，稲作技術の実力者であること

が，不文律としてきめられているので，会の仕事が忙しいといって，稲作か

ら手を放くことは許されず，の実力者であることが要請される。このこと

が技術導入念熱心にしている一つの理由であろう。

この研究会は最初にのべたとおり 1 人 1 研究をモットーに会員の和と強い

結束によって発展してきた。発展の内容はもちろん，多収技術に中心がおか

.，n， その点で、はなお施肥技術や栽培管理の点で、問題があるかも知れないが，

一応の成果を収めた。 またそれとともに作業の能率化を高めるために作業の

共同化が漸次進み，なお目標までには距離はあるが，この面での改穫がはか

られている。

さらにまた本年，婦人部が誕生，食生活の改善を目標に活動を開始するな

ど，稲作研究会の名前にはどうかと思われるほどの発展をしている。

このような事情から，この研究会の将来はさらに期待できるものと思われ

る。当研究会員の言によると，さらに集団化の程度を強くして，共同作業や

機械の共同利用を充実し，また稲作のみで、なく，水田裏作等についても進め
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るが，一方婦人部を活発にして生活改善をもはかつてゆきたいとのことで，

まことにもっともなことと忠オつれるO

なお，当面，当研究会で計画している改善事項は次のとおりである。

① 圃場条件の整備: 一応耕地整理が終り， 10 a 区画の圏場が整然と並

んでいるが，農道がせまく，また暗渠排水が老朽化しているので，機械作業

ができやすいように農道をひろげ，用排水路を整備し，さらに交換分合を行

なって共同化しやすいように改めるO これは近く着工の予定である。

② 多収省、力技術の推進 10 a 当り 900kg を目標とした把培， 管理技

術を確立するとともに，品質を改善し，さらに田植機，コンパイン，乾燥施

設等近代的な装備を充実してlO a 当り労働力10人を目標に努力する。

③ 援合経営の確立: 研究会の内部ですでに一部の会員が試験をしてい

るビニールハウスの読菜作，水田裏を利用した館料作物による酪農を潟rr次経

営にとり入れてゆく。

以上宮田農事研究会の概要をのべたが，秋田県では，宮田農事研究会のこ

の記録達成を機に，秋田県稲作集団五石会が結成され，当研究会長小松田嘉

太郎氏が会長に推されたO この集団五石会の加入集団は424，会員数は8， 638

名に及んでいる。また大雄村で、はこの表彰を機に，農業指導体制を強化する

ため，村内にちらばっていた役場，農協，共済組合，普及所をーヵ所に集め 9

農業指導センターを設立した。また村内の各部落で、は当研究会にならって，

最近農事研究会が続発し，現在28を数えるに至った。

このように，宮田農事研究会は村内のみでなく，県内各方面iこ強い影響を

与えている。
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酔誠訪問署吋

失敗の連続を記録分析で克服
宮田農事研究会

私達の宮田差是事研究会は，昭和30年 いたことを知り，索令調査に基づく生

に稲作技術の向上による所得の拡大を 育過程と，肥培管理のやり方交記録

目標に発足しましたが，当時は技術水 し，後で俗体分析を行ないその結果を

準がイ尽く，稲作りのやり方も多種多様 データーとし，生育段階に応じた施胞

で，それに加えこと壌条件も惑いため失 法の改善など科学的な積み重ねによる

敗の連続でした。いわゆる篤農家は技術の向上に努めました。また，土地

その技術の公開を降った時代で，私達 生産性の向上と共に労働生産伎の向上

は l 人で10年かかって研究する事は， と生産主主の節減に努力し， トラクタ-

10人の会員が力を合わせて研究しあえ や防除機その他の近代化施設を若手入し

ば 1 年で出来るであろうと考え，毎年 て作業の共同化による一環した集団栽

「ひとり 1 研究」を談題に，会員ひと 培を推進して米ました。

りひとりが10 a ずつの試験問を設け， 当研究会の今後の課題は，初期の白

色々な学者の理論や，先覚寺号のやり方 襟である 900 キロ生産の確立と，良質

を取り入れ，実際に自分遠の臨場でや 米の生産であり，これが実現に当って

ってみて，その研究成果を持ちより研 は闘場条件の整備と，高性能差是機兵の

鍛に努めてきました。 選手入による省力化および集団の組織を

発足後 3 年ぐらいの隠は，その成果 より強化することであります。さらに

が民党支しく上昇しました。しかし 共同化によって生じた労力を活用し，

その後 5 年ぐらいは，遅々として遂ま 裏作を利用した家畜の導入や，ビニー

ずその打開策に頭を痛めました。こう ノレハウスを利用した換金作物の若手入な

した技術の停滞期に，昭和38年金県的 ど総合的なしかも高度な幾業経営を夢

ないもち病の大発生にそうぐうし，当 克ております。

研究会員の翻場も大きな被害を受け， 日本の差是業は震大な危機に直閉して

忠、わぬ減収をきたしました。単作差是家 いるといわれていますが，私達は，国民

にとって災害ほど恐しいものはありま の糧である米作りに全生命をかけ，そ

せん。私達は「天候に左右されない稲 れを誇りと思っています。われわれは

作りのやり方」を真剣に研究し合うこ 天史杯受賞を契機に決意を新らたにし

とを替いました。それまでの研究会の て農業の発展に尽すことを誓います。

やり方を反省してみると，研究の結果 宮田農事研究会会長
を記録しておくことをおろそかにして 小松田嘉太郎
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一一一一ー日本農林漁業振興会長賞受賞二二二二二

出品財 てん菜体系的技街

受賞者池守邦雄

(帯広市大正町基線58)

務謙虚な気持と積極的な行動一一一受賞者の略歴

北海道の中でも典型的な畑作地帯である十勝平野の中心地帯広野駅から真

南に約 13km，広尾線の愛国駅を過ぎると間もなく池守さんの住む大正UIJ幸

一部落に入る。しかし十勝畑作の特徴の一つが火山灰土壌で、あることからす

れば，ここはその例外といわねばならない。

池守さんの家のすぐ傍を流れる札内川の運んだ沖積土の上にその農業は営

なまれている。

池守さんは今年34才，大正小学校，大正中学校を経て， JII西農業高等学校

農業科に学び昭和28年同校を卒業後，父金雄氏を扶けて家事に従事，特に30

年からは乳牛を導入， 39年には父君から経営を引継ぎ酪農部門の拡大，作物

栽培の機械化による経営の近代化に努めて来た。人柄は温厚，真面白で今回

受賞の対象となったてん菜栽培についても「特別のことはやっておりません。

ただやらなければならないことを実行しただけですj ということで、われわれ

調査者を盟らせるほどの謙虚さである。技術については試験場・普及所・会

社等の指導を素直に受け，よく理解納得した上で、実行に移すといわれ，その

気持の謙虚さと行動の積極性が以下に紹介するような成果を挙げたものとい

えよう。てん菜栽培では昭和40年にも共励会で寵秀賞を受けている。

-26 -



御両親の外に祖母さん， 9 才を頭に 3 人の男児，合計 8 人という大家族を

抱き家業に精を出すかたわら，今迄に青年会会長号事を勤め，現在も幸一てん

菜耕作組合副組合長・農協生乳共販運営委員会副委員長・幸一部落納税部長

等の役職員をつとめ公共のためにつくしている。

三議酪農部門と耕種部門の結合一一一受賞者の経営概況

池守さんは組ユ民~32一位~伏期，一一山林:.~J!引を所有，他に並拡誕

華民立主主主鼠強Lている。耕地は前に述べたように札内JII の沖積土壌で地

形は平坦，畑は家の周りに集中しており機械化には好適している。この点~

めて恵まれた土地条件といえよう。家主îit.詳し$.9頭小品 1 乳…鶏2..Q~~を飼養，

後に見るように酪農部門の比重が漸i脅しつつある。機械については20馬力の

トラクターを基幹に，プラウ，デスクハロー，モアー， トレーラー，畜力用

カルチベータを所有する他，尿散布機，スプレーヤ，へーレーキ，ビートハ

ーベスタを共同で所有し省力化に努めている。

家族は 8 名であるが，農業従事者は本人夫妻と年鵠の女子，それに父君が

時々手伝う程度ーで計3.5人である。

大正 8~三祖父の代に入憾，昭和28年頃までは豆類に偏重した経営であった

が，この年の冷害を契機に安定性の高い畑作酪712への転換を決意，訴から油

守さんが卒業したことでもあり， 第 1 表最近 3 年間の作物別作付比率

30年にまず 1 頭を入れ，その後 作物名 昭和40年 壮年 42 年

機械化により耕語部門の省力化
てん菜 10.0 13.3 16.0 

を留りつつ資産部門を拡大， ~え 馬鈴しょ 4.7 6.0 9.3 

在 9 頭(うち搾乳牛 5 頭)にま
旦 類 46.6 40.0 32.6 

で増加した。 変 類 6.7 4.7 5.3 

最近 3 ヵ年の作付状況は第 1 飼料作物 4.0 3.3 4.7 

麦類一立一牧 ( 表の通りで'音fí菜 牧 主主 27.7 30.3 29.7 

ロハー混播)一牧草一豆類一根 その他 0.3 2.4 2.4 
モシー

吾卜 100 100 100 
莱(てん菜・馬鈴しょ)の 5 年
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第 2 表主要農作物のlO a 当り収監 (kg 昭和38~42年 5 ヵ年間平均)

馬鈴しょ てん菜 飼料作物

帯 広 市 103 118 2, 214 3, 069 4, 012 

大 正 町 115 114 2, 531 3, 116 4, 016 

孝一部落 126 119 2, 658 3, 700 4, 610 

池守邦雄 141 140 2, 900 4, 300 5, 220 

第 3 表池守氏の経営の収支

一
得
一
円
M山
田
町
山

こ
一
の

f
U
F
O

ヴ
4

月
一
久
仏
&

宏
之
一
円

0
4
A
つ

d

習
耳
一

5
1
9

長
一
L
L
L

工
二
円

5
7
6

一

一
仁
ι

一
日

υ
m
U
4

‘
一

7
b

一

8
2
0

一
一
二
一

q
ο
-
U

門
/

業
一
泊
印
槌

幾
一

L
1
1

一
一
円
目
白
出

一
一

1

ノ
ハ
リ
\
J

勾
i

、
}
ノ

Q
U

一
一
ハ
リ

'
n
u
'
n

リ

一
心l
x
U
Q
U
A
U
F
b
n
u
q
o

一
圭
旦
宅i

巧
t
τ
i
A

守
宅
i
q
G

と

7
1
o
o
f
-
\ヴd
〆

L
ρ
b

4

一
一

η
L
q
L
q
o

収
一E
一
円7
6
3

一
月
比
三

q
u

つ
d
q
u

一
一
\
ノ
戸
U
1

ノ

Q
d
\
J
A
2
\
j

一
畳
一
川
悦
仰
瓜
仰
札
伊

一
一

4
8
9

業
一
憲
一

乞
種
団
山
山
)
問
、
j
m
)

よ

h
Z

可
。

'
n
v
!
A

せ

'
F
3

一
万
百
つ

d
m
i
ι
時p
a
円
/
勾
d
m
i

一
一

q
J
Q
d
n
h
U

F
作
町
一

η
ん
宅

i
η
4

5
7
i
l
 

一
項
\
一
川
叫
叫
必
均

一
-
一

z
f

二
度
一
昭
平

一
\
年
一

作から乳牛頭数増加を図るため機械化と{乍自の単純化を意図し 4 年輪作へ転

輪換の過渡期にある。

主要作物の最近 5 ヵ年間の10 a 当り平均収量を示すと第 2 表の通りで，池

守さんの属する卒一部落は概して高収量であるが，その中でも池守さんの収

量は今回受賞の対象となったてん菜ばかりでなくすべての作物で部落平均を

上回っていることが判る。また搾乳牛 1 頭当り搾乳量は年間約 4， 500kg で

ある。

このような経営の総結果である経済収支は第 3 表に示す通りで，畜産収入

の比率が漸次高くなって来ており，そのため特に昭和41年度は冷害年であっ

たにもかかわらず粗収入は前年の 5 必減にとどまった。昭和42年度の作目別

相収入割合は豆類3996，牛乳26;lんてん莱2596，馬鈴薯1096で、ある。

なお池守さんは凡帳面に農家簿記をつけており，これにより経営の改善・

合理化につとめている。

鱗酪農と結びついた生産性の高いてん菜作一一受賞財の特色
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本出品財は北海道主催の昭和42年度北海道てん菜経営改善共励会で最優秀

賞(農林大臣賞)を受けたものであるが，本共励会では次に示す項目ごとに

カッコ内数字で示すように配点・審査を行なっている。すなわち1.経営状

況 (200点)， 2. てん菜の栽培技術 (100 点)， 3. てん菜の収量 (200 点)で合

計500点満点であるが，池守さんは490点であった。このように総合的にすぐ、

れていることが受賞の理由といえるが，主な特色を挙げれば次の通りである。

1. 2.4 ha のてん菜平均反収が 5.1 トン

受賞の対象となった坐集車金足!民はエヱあるが，最近の年次別反収を

挙げれば第 4 表の通りで，年々!順調に伸びていることが判るO

また，この42年の北海道全道平均反収は 3.4 t であるから，その5096高で

あり，しかも共励会用の 1 枚や 2 枚の出品焔における収量ではなく，作付全

面積 2.4ha の平均であるところに価値があるO すでに述べたように 40 年度

にも本共励会の優秀賞を受けており，さらに今年の収量も 5 t を下るまいと

いわれており，この高収量は決して偶発的なものではない。

年次

収量( t ) 

第 4 表 10 a 当りてん菜のj反設の推移

2. 多収穫技術の内容

てん菜の耕種技術の概要は第 5 表に示す通りである。この中から特にこの

ような高収量を挙げた要因なあげてみよう。

( 1 )土作り

すべての作物がそうであるように，この場合も多収穫の基盤となっている

のは合理的な土作りである。ここの土壌はすで、に述べたように札内川の沖積

砂壌土で市内では一級地といわれるが，現在てん菜収量については高台の火

山灰土壌畑との間に援がないといわれ，ことに今年のごとき乾燥年には下層

種々の深さに砂i深層があるため部分的に卒害を受け，むしろ作りにくいとい

われている。このような土壌で多収穫をあげる基盤には前記のごとき合理的

な輪作，酪農との結びつきによる厩肥の多施，大型機械による深耕の 3 つが
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第 5 表三耕種技術の概要

作付面i積 2.4ha (全部紙筒移植)

品種 KWS ポリベタ- 1 矯種 I 3 月町 ビニーノレハウス内服

耕起 4月別搬 24cm 1 移樋 1 4 月 3013
炭カノレ 50kg，厩肥 4t ， S260化成 (12-16-10) 150kg，逃石 20kg，

施肥量 |智利硝石(硝酸ソーダ) 20kg (うち10同は移植15 日後追肥)， (成分量

N 15. 2kg, P2ﾜ5 300kg, K2� 15.0kg) 

中耕除草 1 5 月初~7 月叫に 4 間

病虫防除 I 6 月 3~8 月初日に 5 回

あげられる。輪作によりてん菜は牧草一豆類の後作として作付けされ，厩肥

は10a 当り 4 t が重点的にてん莱に施されている。

(2 ) 全面積に紙筒移植栽培

2.4ha の作付面積は全部紙筒移植によっているが，さらにその内容を見

ると

CD 41年にビニールハウス 1 棟を建てハウス内育苗を行なっているO した

がって早播ができるO

② 床土は日てん帯広製糖工場の原料根洗い水の沈i鍛土を貰い，しかも切

返し等を行なって 2 年間熟成したものを用いている。

③ 早期間引と水・温度管理を適正にして健苗育成につとめている。

(3 ) 適期移植と補植の励行による栽植本数の確保

移植作業には時聞が多くかかっているが，精度を高め，術H躍も行なって，

10a 当り 6， 600本を確保している。

(4 ) 病害虫の徹底的防除

幸一部落では病害虫訪除の徹底と作業の省力化のために共同防除が行なわ

れているが，池守さんはそれ以外に単独で 8 月中旬以降も防除を励行してい

る。このため42年には十勝管内ではかなり褐斑病の発生を見たが，池守さん

の畑では見られなかったとし、う。

3. 10a 当り所要労働時間は僅かに 44 時間
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第 6表作業機の月rr有と利用状況

作業名 使用作業機名 間稼勤時間

刻; ﾉ フ プ ウ 20 a寺

3室 地 デスクハロー " 11.0 2.4 8 

波数布 尿散布 1幾 共 同 4.4 。 。

防 除 スフレヤー " 11.0 2.4 25 

牧草刈iJ 1反 ーザ』 ア 自 己 4.4 。 。

実E 主主 へーレーキ ゴノf、二 同 4.4 。 。

てん菜収穫 ハーベスタ " 2.4 2.4 15 

i主 搬 トレーラー 長i 己 15.0 2.4 45 

池守さんのてん菜栽培所要労働時間は10a 当り 43.6時間で， 41年度全道王子

均労働時間(移植栽培)の76.8時間に比べると約60郊に過ぎず， 42年度十勝

管内音吏IllJ (移l他栽培)の平均49.6時間に比べても約 1 割少なく掻めて省力

的である。

所有機械の使用状況は第 6 表に示す通りで，この他に中Mには馬利用のカ

ノレチベータを使用している。

作業別労働時間を全道平均と比較すると第 7 表に示す通りで，これによる

と施肥，中iijj ・除草， )1\1.護の諸作業のぞi力が進んで、いるが，これは前記のよ

うに機械の完全利用によっていることはいうまでもなし、。嬬種の所要時間の

少ないのは熟練による作業の速さと 第 7 表作業別所要労働時間の比絞

仕事の手11演の良さであろうか。

移績のみは全道平均より多くの時間

をかけているが，これは機械をまだ

使っていないことと，欠株主どなくす

ために作業騎震の向上と， frlì植に意

を用いているためで、増収の大きな要

因となっている。

4. てん菜葉茎の 3/4 は乳牛の飼

料!こ

てん莱茎葉は比較的多量に生産さ

作業名

函 床
--EJAbJ ,=E ム :1m 
フじ 肥

J黍 緩

移 続

追 RE 
中耕，除草

防 除

間

掘耳支タッピング

収穫調製

計‘
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4.8 8.3 

O. 7 

15.4 6.7 

1.3 0.8 

0.6 

10.0 7.8 

7.9 

76.8 43.6 



れしかも飼料価植の高いことから，古くからその銅料利用が奨励され，酪農

とてん菜栽培の結合が唱導されて来ているが，両者ともに多労であるために

農家への普及は進んで、いなし、。池守さんは上記のような省力化の徹底によっ

てみごとにこれを実践している。すなわち地守さんの茎葉利用の実綴は次の

通りで全生産量の 3/4 を飼料として利用している。

総生産量 販売

90 o 

一方酪農音ß門から出る厩肥はてん莱に重点的に施用されそれが多収の一因

となっていることはすで、に述べた通りで，てん菜作と酪農とが完全に結びつ

いた経営ということができる。

5. 10a 当り 2 万円近い収益

さて以上見て来たように池守さんのてん菜作は極めて省力的でありながら

10a 当りの収最も高し、。結果として収支はどのようになっているだろうか。

やはり移植栽培の場合の全道平均と比II交してみよう。第 8 表は資本利子や租

税公課は除いた直接生産費の比較である。

資用合計で池守さんの場合は全道平均より約12忽少なくて済んでいる。機

第 8 表直接生産費の比較 械化を進めているだけに農具費と諸

材料費が高くなっている他はどの費

目も少なくて済んでいるが，なかん

ずく労働費が全道平均の 7， 300 丹に

対し 5， 600 円と 80必以下であり，合

計の差も主としてこの費自の差によ

っていることが判る。すなわち生産

費の節減は主として機械化・省力化

が進んだ結果ということができる。

資料料金 871 その結果10 a 当りてん菜作の収支

費用合計 19.947 I 17.657 
はどうなるか。第 9 表に示すように
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10a 当り収量がいちじるしく高いため

に池守さんの場合は粗収益から生産費

を差ヲ|し、たものに家族労賃分を加える

と 10 a 当り 2 万円以上という極めて高

い収入を挙げている。

警護機械化の一層の進展に支えられて

第 9表てん菜作の収支比較

項 El I 全道平均 i 池守氏
収量 3.4 t i 5.1 t 

粗収入 (a) I 23 ， 611円 37， 205丹

生産費 (b) 21 , 910 19 ,366 
(的一助) I 1, 701 I 17, 839 

7, 904 I 21 , 299 

酪農部門の拡大を一一今後の発展方向と課題

池守さんの住む帯広を中心とする十勝平野は，わが盟で畑作らしい畑作経

営の営なまれる唯一といってよい場所であり，貿易自由化の時代にあっても，

やりようによっては輸入農産物と対抗しうる畑作物の生産可能な地帯と考え

られる。

池守さんはこのような1也被でその住む大正IUJの平均経営規模 12ha をかな

り上回る大きな耕地を持ち，それだけに耕種部門の作業の機械化・省力化な

進めることによって酪農の導入・拡大を図れ冷害に対する安定度の高い経

営に切り換えて来た。また耕種部門の中でも冷害に~~l 、豆類宅ピ減らし，安定

性のあるてん莱等根菜類の作付を哨して来た。その結果牧草の作付が憎した

ために合理的な輪作式が確立され，連作筈を4!ff，くしさらに!即lEの域施と地域

による深耕で土壌の肥沃化と物理性の改替が行なわれて，高収量の2毒殺とな

っている。

その基量生の上に~~t種技術としては全面的に紙筒移植栽培が採り入れられて

いるが，この方法は労働集約的な側面も持つが，一面で、は播種・間引等の諸

作業を農閑期にずらすことにより労働配分をよくし，また移植機の利用を容

易にし得る利点をもち，さらに土地生産性の面でも早播により生育期間を延

長し，幼商時代の管理を集約にして多収を挙げることができる。

池守さんはその利点を 10096生かして驚異的な高収量を挙げているわけで、

ある。またこの方法の難点の一つは苗床の床土の取得で，山土の採取等も行

なわれているが，池守さんは製糖工場から比較的近いとし、う立地条件を生か

して原料根洗瀧水の沈澱土を貰って利用するといううまい方法をとっている。
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北海道帯広・十勝平野の

池守さんのてん菜畑

しかもそれをすく、、には伎わずに 2 年間切返し熟成して用いているが，その把

沃性てど生かし土壌伝染性の病容の防止を考慮した賢明な方法である。次に作

業技術については耕起・整地・中耕・収穫・運搬の諸作業はほぼ、完全に機械

化または畜力化されており，全道平均の 6 割程度の労力で済んで、おり極めて

労働生産性が高い。

以上のように耕稜・作業両技術とも理に適ったものであるが，先にも述べ

た池守さん自身の言葉のように何といって特別なことはやっているわけでな

く，むしろ特徴をつかむのが掴難なくらいである。それだけにその技術の普

及性は高く幸一部落全体も池守さんに引きずられて技術・収量ともに高水準

にある。

最後に今後の発展一方向として池守さんは，酪農部門の拡大(当面搾乳牛10

頭)を考えており，そのためには永年牧草地を造成して省力的な自給飼料を

確保するとともに，耕地に関しては作自主ど単純化しより効率的な機械化を可
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能とするため，今までの 5 年輪作から 4 年輪作(牧草一牧草一豆類一根菜)

に切り換え中である。これによって作付比率は根菜3096 (てん莱20;;ぢ，馬鈴

しょ 10;;ぢ)，豆類 3096，牧草 40;;ちとなり，耕種部門と酪農部門の収入割合は

2 : 3 となり，一層安定性を婚す計画である。

すですこ孝一部落は欝接地区を加えた 50 戸の共向で，昨昭和 42 年度に道の

「てん菜生産合理化推進地区j の認可を得ており，大型トラクタ -2 台を基

する一連の機械の導入計闘が進められている。これによって従来機械化され

ていた諸作業も一層効率的になるであろうし，またこれまで機械化されてい

なかった移植機も 3 台導入されるので，この部分の機械化によってさらに労

働生産性が向上するのはもちろん，これに支えられて池守さんの上記経営改

善計酪はより…層早く達成されることであろう。

-35 -



無限の可能性にひかれて

池 守 邦 土佐

私が本格的にてん菜栽培に取り組ん 今迄の多くの苦労を吹き飛ばすのに余

だのは，経営を受け滋いだ昭和38年か りありました。現在で、は機械化一葉作

らであります。それ迄の豆作偏重経営 業体系も確立し，労働力の節減により

で，地力の減耗甚しく，また線虫の発 増反に一段の自信を深めました。所得

生により，豆収最は次第に減収の傾向 においては他産業従事者の所得を目標

にむかい，加えて打続く冷害により， に努力し万ドル突破を合言葉で、家

従来の経営方式に行きづまりをきたし 族一昨精進し，現在では自擦を突破す

てまいりましたので，畑作酪農経営に ることが出来ました。これは農家簿記

転換したわけで、あります。その後農業 の記帳により，自己の経営分析，反省

労働力の低下をカバーし，農業近代化 に基づく計画樹立が確実に行なわれ，

のための機械化体系の確立と，酪農部 一歩一歩の積み重ねが効を奏したもの

門の拡大およびてん菜作付の増大の 3 と思われます。今後も無理な計画をさ

点に経営改善の目擦を震いて取り組ん け，経済成長にともなう所得の増大を

でまいりました。特にてん菜栽培にお 呂擦に耕地の拡大，酪農部門の紘大，

いては，無限の可能性を秘めている魅 作自の単純化により，機械の効率的利

カにとりつかれ， :1mカの培養と移植栽 用を進め，根菜3096，豆類3096，飼料

培に重点をおいて，実施してまいりま 作物40必の輪作方式によって， :t也力の

した。移植栽培は，普及された初年呂 増大を図り，企業者として，きびしく

より実施しましたが，育宙技術には，全 自己を律し，寒地農業確立のため一層

く無知識のため，幾度投げ出そうかと 努力する覚悟であります。最後に今回

思う程苦労しました。また移植機も未 受賞の光栄に浴しましたのは，今日の

完成品のため，毎日が苦労の連続で終 私を予言てて下さいました，各指導機関

始したのであります。しかしながら夜 および行政機関の皆々様の御指導の賜

熔栽培に比べ3096 も増収したことが， と深く感謝申し上げます。
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二二二二島本農林漁業振興会長賞受賞二二二二

出品目オみ そ

受賞者武田はな

(仙台市間若竹判 1臼5

武回j醤盗?治由株式会社

警護天保10年から 4 代田の伝統一一受賞者の略歴

みそ・しょうゆのような缶続的食品の業界にあっては，企業の繁栄の陰に，

f云統的パックが大きく影響している場合が多い。受賞者・武田はなさんの略

澄を述べる前に，武田醤油株式会社の沿革について述べることにしよう。

天保10年 (1839年)に，現所在地に初代互に悶文四郎氏が，みそ・しょうゆ醸

よび製粉業主f創始したといわれる。伊達政宗の奨励による仙台みその伝

統を守って今日に到っているわけで、あるが，投手!ìÎの近代化への脱皮は，はな

さんの夫 4 代目武田文四郎氏の努力によるものとみてよし、。昭和16年には，

みそ・しょうゆの生産実績および品質の優秀性を認められ，みそ・しょうゆ

の配給所の指定を受け，霞良品の円滑なi型店合は消費者の好評を博し，業界の

となった。昭和26年 6 月に法人経営とし，鋭意品質の向上と経営の合理化

を企図して，県内業界内で率先して醸造機械の導入，工場施設の改善を行な

い，また食品衛生法にづ、き工場内の ìjlJ潔維持には一段と意を用い，業界の

模範とされた。この間はなさんは，文西部氏の妾としての内助の功は高く評

価されねばならないが，昭和42年 1 月初日夫の逝去とし、う悲運にもめげず，

敢然として社長の任に就き，ますます卒業の発展に努力している。人格すこ

ぶる円満ーで，事業の発展のため，進攻の気性に富み，率先して業界の発展の
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ために尽力し，特に従来は不潔になりがちであったみそ・しょうゆ工場内の

清潔維持には，女性らしいきめの細い配慮、がなされている。そしていうまで

もないことであるが，みそやしょうゆの品質の向上には最大限の努力を傾け

ている。今日では子息文一，昭平，秀夫氏らの協力を得て，ますます品質霞

秀な製品を出荷すべく努力している。現在，会社の概要は，資本金2， 000， 000'

円，役員数 7 名，従業員数日名，工場敷地 1， 462m九建物延 1， 257m2 であ

る。なお，これまで当社の受賞歴の主なものを要約すると，みその部として，

農林大臣賞 1 回，知事賞12田，しょうゆの部では食糧庁長官賞2 聞，知事賞

13閉，また公衆徳生模範のため昭和41年に仙台市長賞，同じく 41年と 42年連

続して仙台市東保健所長賞を受賞している。

譲受賞者の経営概況

昭和38年 6 月に中小企業業種別振興臨時措置法により，みそ業は指定業種

となり，さらに翌39年 4 月には，中小企業近代化促進法の業種指定を受けて

いるが，当工場はこの基本線に諮って，昭和39年11月には業界に率先して，

仙台味噌醤油製麹協同組合の理事として積極的に組合結成に努力し，翌昭和:

40年 8 月に近代的設備の新工場が操業を始めるや，これを全面的に利用する

製造方式に敢然として切換えることにした。みそ醸造工程において，大量生

産方式が省力を中心とする経済効果を顕著に示すのは，原料処理から仕込み

までの工程であるから，この間の作業を機械化工場に一任し，設備投資や人

件費を大幅に節減できることは明らかである。その上近代的設備の工場で

は，徴生物的ならびに酵素的品質管理がなされるので，仕込み時点の若みそ

の品質は優秀であるから，以後の勝、酵管理を誤らなければ高品位の製品が得

られる。このような経営方法は，中小企業近代化への一つの指標として貴重

であり，いち早くこの転換に踏切った当工場の卓見と決断は称賛するに価し

よう。協同組合委託経費を算出してみると，みその場合大豆 1 右当り 2， 440、

円，しょうゆの場合元石 1 石当り 1， 330 円となっている。昭和42年の当工場7

の売上げはみそが 50 トン (4， 060， 000 円)しょうゆ 250kl (15， 210， 000 円)
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となっている。このうち，みそについての委託手数料は約21万円となり，こ

れは売上げ、金額の約 596\こ相当するわけで，この程度まで原料処理費を節減

できれば，経営上には明らかなプラスとして成績を向上させているものと考

えられる。その上，品質の向上が顕著に認められて，今回の優秀品の醸造に

成功している。

受費財の特色

(イ) 品質上の特徴

現在市販されているみその品種，銘柄は数多くあるが，これらを原料別品

種として米みそ，麦みそ，および豆みそに大別すると，それぞれのシェアー

は大体7596 ， 1596, 10必である。それらの中で最大のシェアーをもっ米みそ

は，さらに甘辛の度合や色調によって分類すると甘みそ，淡色甘口みそ，淡

色辛みそ，赤色辛みそが挙げられる。これらの中でも，淡色辛みそと赤色辛

みそが米みそ全体の8096を占め，両者の比率はほぼ50: 50というのが現状で

ある。銘柄としては前者の代表が信州みそであり，後者ーには津軽みそ，越後

みそ，佐渡みそ，北海道みそなども含まれるが，歴史的伝統を有する仙台み

そが代表とみてよいであろう。

そこで，これら代表的銘柄の特徴を要約比較してみると，一般成分的には

両者間に大差は認め難いが，色，呑，および味には非常に顕著な議異がある。

前者は色調は鮮やかな黄金色な称えるのに対し，後者は鮮麗な濃い赤味を子ij:

びた色を特教とする。香りについては，前者はきわやかな香りを，そして後

者は鍛醇によって生じる酪醇香を特徴としている。さらに味については，前

者はあっさりして毎日食べてもあきない味を主張し，後者はくど味のない濃

い旨味と，米よりの甘味と酸味;塩なれした調和のとれたもので，醸酵味を

有し，ゴク味とシマリ味が調和していることを主張する。このように赤色辛

みその代表格である仙台みそとして，受賞材の官能審査結果を報告書から要

約すると，色沢は本場仙台みそ特有の鮮明な赤味を帯びており，香味は十分

に騒辞した香りが高く，憾酵食品として最も重要な「ゴク味」と「シマリ j
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受賞者所在地付近略図
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があり，さらに鶴の分解作用により生成した分解産物の味との調和がよくと

れている。組成も硬からず軟らかからず，粘らず溶解しやすい。以上の鑑評

は本場仙台みそとして最優秀の品質を明示するものである。その物理的化学

的分析結果は水分5096，蛋由質12.996 (うち水溶性57~ぢ，遊離アミノ態窒素

2496) ，油脂 696，糖分1296，食塩 1396 ， pH4.7，酸度 113，酸度 TI13.5 で

あり，本品は適正原料を使用し，十分に醸酵した優秀なみその品質を裏付け

ている。

さらに付雷したいことは，一般に品評会出品は，そのために特別に高品位

の原料を用いたり，経済性を無視した特別な製法で、造ったものが多いのであ

り，特に醸造品である酒類，しようゆ，みそ，酢のようなもので

向が強いのでで、，審査に当ってはこの点、に十分留意しなければならない。今回

の受賞財は 1 仕込みロットの是が約3.75 トンから抽出したことは確かであ

り，昭和43年10月 16 臼の現地調査において審査したみそも，また優秀品であ

った。

(ロ) 生産技術上の特徴

受賞財が上記のように赤色辛みそとして極めて優秀な品質を示した背景に

は，原料の精選をはじめとして，仙台みその伝統を生かしつつ，醸造方法を

近代化した総合的な技術の俊秀性を認めることができた。そしてそれらの擾

秀な技術の確立は，本場仙台みその品質の向上と製造の合理化に絶大な努力

を払ってきた宮城県味噌鵠油工業協同組合のバックアップのあることを見落

せなし、。つまり協同組合の強力な支援と，武田醤油工場の真面白な努力が一

体となって，始めて優秀な製品の誕生をみたといってよし、。以下それらの要

点を，少し具体的に挙げてみよう。

①原料の計函的集荷と原料精選

みそ醸造工場で、は適正原料の磯突な入手が，工場の健全な運営と製品の品

質の維持の上に欠かすことのできぬ重要性を持っている。みその主要原料，

米，大豆および食塩は，工業協詞組合の手を経て一括購入される。このよう

な一括購入は，他府県でもみられるもので，特に本県の特筆すべき組合活動
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ではない。しかしながら，つぎに述べる塩以外の主要原料の一括精選方式は，

本県独自のものとして見落すことはできなし、。みそはしょうゆと兵なって，

製造工程に炉過工程合含まず，原料中に爽雑物があれば，そのままみその

中に移行し残存するものであるから，仕込みに用いられる原料の精選は，製

造工程全般を通じて重要なポイントの一つに数え挙げ、られるものである。特

に最近のように，しばしば爽雑物の多い輸入原料に頼らねばならぬ原料事情

下では，この点はし、かに強調しても過ぎることはなし、。ところが実施の段階

になると，性能の優秀な精選機を必要とする。しかしながら中小企業にとっ

て，各自がこのような精選機を備えて原料精選することは，機械のフルな活

用，設備投資とランニングコスト，工場の汚染の点で合理的でない。したが

って原料の一括精選方式は好ましいことである。大豆は入荷量の 1%相当量

の現物を，精選加工費として支払うだけで，爽雑のない，かつ粒形の予寄った

きれいな大豆が工場に運ばれる。この際箭加された小粒種は，みそ醸造には

不向きだが，納豆用大豆としては高値で売れるとし寸妙味があるので，精選

費が比較的少なくてよし、。いっぽう砕米を主とする原料米の爽雑物は，質的

に比重が米と類似していることもあって，極めて困難で、ある。これも専門工

場に任せて 1 トン当り 4， 500 円で精選している。このようにして精選原料

を使用する結果，みそ中に異物の混在をなくして，食品衛生上の問題を解消

するのみならず，大立の種皮に付着している鉄が除去でき，みその品質上好

ましい結果を生んでいる。

②製造施設と製法の特徴

東北地方の醸造工場は，濁造は別として，みそとしょうゆは兼業が多い。

当工場もその例に漏れなし、。生産に当っては，ボイラー，蒸煮倍，仕込み桶等

のように両者の生産に兼用できるものもあって，画然とは底別し難い。現在，

当工場では原料処理の工程は仙台味噌醤油製麹協同組合の近代的工場に一任

している。この工場の製造技術面の優れた点はつぎの通りである。まず第 1

は工場の立地条件が郊外にあるために，醸造工場の最も嫌う空気汚染に由来

する危険が少い利点を挙げねばならなし、。第 2 はみそ部門としょうゆ部門を
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完全に分離して徴生物の相互汚染を防止していること，第 3 に工場全般に徴

生物汚染に対して万全の対策を講じていること，第 4 に原料や躍の移動がス

ムーズであり，機域装置の配列が整然、とし，それぞれの能力のパランスがよ

くとれている。これらの優れた機械装置の中でも，製麹装置は宮城県味噌盤

油工業協同組合技術部長伊沢吉男氏の創意によるものであるが，ユニークな

換気装壁による雑菌の汚染を防止することと，勉の欝素力価を高める点で，

極めて優れた装置として特筆するに価しよう。この工場では，前掲の原料

精選工場から入荷した原料を，直ちに組合員(現在11名)の発注に応じて原

料処理に着手するよう態勢がととのえられている。本場仙台みその基本的原

料配合は，大立 1， 380kg，米 750kg，塩600kg であるが，組合員の注文によ

り多少の婚減はある。当工場の米麹は，官能的評価によれば呑味ともに良好

であり，大豆蒸熟の程度も適正で、あった。仕込みに捺して，培養酵母と乳酸

菌を添加しているが，この技術はみその徴生物管理方法として最も進歩した

ものであり，その成果が今回の受賞財の優秀性に遮るとみてよい。これらの

培養酵母と培養乳酸留は，前記の宮城県味噌醤油工業協同組合研究室で 2

基のジャーファーメンターを用いて培養され，仕込みに際して若みそ 19 ~I::t 

にそれぞれ10万個添加する。かくして混合した未醗酵の若みそを，プラスチ

ック製容器に填めて額酵工場に運ぶ。したがって現在，武田啓治会社工場で

は，従来原料処理に要した機械装置は撤去して，他の用途に活用してし、る。

以上のようみそ混合までは近代化工場で行なうので，同工場を利用している

11工場の製に，若I加工，同じ香味のものができ上るかというと，必らずしも

そのように簡単にはいかないのが醸造食品であり，そこにこの種食品の品質

管理のむずかしさがある。武田工場では，みその醗酵管理と製品調製に全力

を傾注している。ここでは醗酵は，話i醸と後熟の二段階に分けて行なってい

る。みその温醸室は，内容約 4 トンの楠 4 個を 1 単位とした室が 2{悶，隣合

せの形で設けられ，加llili.方式は蒸気パイプによるエアロフインによるもので

ある。後熟は，温醸室外に隣接して設けられたコンクリート製タンクの内商

を耐酸性コーテイングをしてあったが，これはみそ・しょうゆの仕込みタ γ
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クに不可欠のコーテイングで，武田文四郎氏の創意である。

みその醗酵管理は，徴生物の徴妙な醗酵作用と関連するもので，それを完

全に行なうことは，今日なお極めて関難なことに属する。その要点は，第 1

が工場内の徴生物学的清潔さを維持することである。このことは，云うは易

く行なうは難いのであるが，当工場は前述のように，涼料処理や製麹作業を

専門工場に任せているので，それだけ不潔になる要因を削除している関係も

手伝って，工場内は極めで清潔に維持されていた。単に見掛け上の清潔さの

みならず，殺菌灯の活用によって有害菌の汚染を防止している。この考案は

文四郎氏により創められ，最近では県内の他の業者もならって利用するよう

になったとしイ。第 2 の要点は，仕込みみその温度管理と切返しという一種

の撹持作業の実施である。仕込んだみそはそのまま， 15 臼放置し(上面に重

石するのは一般醸造法と陪じである)以後 300 C まで室温な高め，それによ

り品温宏 280 C 前後に徐々に上昇させ， 30~45 日開醗酵さぜる。この聞に切

返しを 2~3 回行なう。ところでこの切返しという一種の撹持作業は，古く

から実施されていたものであるが，最近はその余りにも重労働を要するため

と，これが着色を促進するとし、う判断に立って，実施しない工場が多くなっ

ている。そのために醗酵が不十分で、，製品香味は悪く，かつ再醗酵の危険を

伴うことが最近の研究により明らかにされたのである。当工場の製品の香味

の良さは 1 つにはこの切返し作業を怠らずに行なって，騒酵を促進させ，

桶内部の均質を維持した結果によるものと考えられる。当工場では，この切

返し作業は，従来通り人力に頼っている点は変りないが，作業しやすいよう

に楠の配置に特別に考慮が払われている。かくして混撲の完了したものは，

室外のタンクに移され，最低 1 ヵ月の後熟を経て初めて製品とする。ここで

は製品には特別に加工せず，粒みそのままの状態である。粒みそは最近市場

に少なくなりつつあるが，本来粒みそこそ，みそのあるべき姿である。その

理由は，粒みそは漉しみそと異なり醸酵熟成完了時の姿であり，コ'マかしの

きかぬものであることと，漉しみそに較べ品質を維持しやすい利点がある。
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-経営の分析および普及性と今後の発展方向

これまでにも述べたように，武田工場の製品品質の優秀さは，原料の精選

を専門工場で厳密に実施し，原料処理は近代的工場で厳重な徴生物管理の下

で合理的に行ない，純粋培養した郡塩性酵母や耐塩性乳酸菌を添加して，醸

酵を正常にし，かつ促進させる方式で仕込んだ若みそを，徴生物学的清潔

宏保った工場内で理想的な醗酵管理念行ない，酎塩性徴生物の韻酵作用を十

分に活用することによって，始めて達成しうるものであることがわかった。

このように要約してしまうと，それは極めてf凡なもののようにも見えるの

であるが，内容を 1 つ 1 つ検討してみると，そこには品質の向上に対する強

い意欲がうかがわれ，みその醸造原理によく溜っていることがわかるのであ

る。このように原料の精選から原料処理とし、ぅ，機械化により能率を高めう

る工程を専門工場で行ない，自己の工場では，酪酵管理に全力を傾注する方

式は，労働力不足の小企業のとりうる手段として，極めて合理的であると考

えられ，全簡の数多い小企業の今後歩むべき一つの道をぶしたものといえよ

う。このような経営方式の利点として，みその原料処理費を売上げ金額の 5

96相当にまで軽減することができ，経営調査企業別分析表に現われた自己資

本対経常利主主率は，昭和40年は 4.696 であったのが，昭和42年には， 13.896 

と向上していることにも窺い知ることができょう。
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国民食生活の変革に対応して

主℃ 田

昭和43年度全国農業祭において，私

共の会社が栄えある日本農林漁業振興

会長賞受賞の光栄に浴し感激を新らた

にいたしました。

当社は天保10年創業して以来，味

噌，替、油の醸造を行ない今日に三さって

おります。

この間に味噌業界は幾多の変遂に透

過してまいりましたが，とりわけ昭和

14年には戦時体制のもとに統制品目に

指定され，原料の一元配給が実施され

たものの配給に円滑を欠いて原料が不

足し，市中には粗悪製品が出廻り，本

県における味噌の生産量は減産の一途

を辿りました。ここにおいて当社は先

代の意志のもとに栄養供給源としての

味噌生産確保と優良製品の醸出を使命

として，社員一向懸命な努力を払い，

販売聞においては味噌配給所の指定を

受けて円滑な配給に努力し消費大衆

の要望に応えることができました。

昭和39年度から，県味H官接油工業協

t土 な

同組合が示した，本場仙台味噌統一仕

込み要領に準拠した醸造法を取り入

れ，特に仙台味噌の特色である采った

味を出すべく切返し方法を熟成以前に

数回行ない，熟成後は低湿で数カ月の

調熟きとはかることに主限をおいて品質

の維持向上に努めております。

更に伺年から麹の品質向上と生産コ

ストの低減をはかるため，同志12名と

はかり仙台味1I曾醤油製麹協同組合を結

成し，関係官庁および県，味噌醤油工

業協同組合技術陣の指導のもとに製麹

の共同施設を設け，かつ当社の醸造施

設の改善をはかるなどして，所郊の目 i

的を達成することができました。 I
近年に主り，国民食生活の変革?こは 1

目覚しいものがありますので， これに i

fiP応した栄養備の高い良質味噌の駿出|

に一周の研鐙努力を行ない，伝統ある

本場仙台味噌の声価昂揚に努める所存

でありま -j-。
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園 ささf

ヱミ 部 F号

天皇杯受賞/檎沢果樹共同防除組合 4~ 

(農林省園芸試験場果樹部長/大畑徳輔)

民本農林漁業振興会長焚受賞/大熊儀一郎.......

(宇都宮大学総合差是場/大沼孝之助)

悶本農林漁業振興会長賞受賞/上松美智夫…H ・ H ・..…・… H ・ H ・-… H ・ H ・..… 7少

(農林省農業技術研究所/小野誠志)，



一一一天皇杯受 賞ι一一一一一一一一一一一一一

出品財 リ ン コ 圏

受賞者楢沢果樹共同防除組合

代表者高 t喬 活 白

(秋田県横手市橋沢)

山間のリンゴ国一一受賞の背景

楢沢部落は，秋田県横手市の南端に位置し，国道13号A142の東沿いにあり，

北東部から緩{頃斜をしめし， í岳地は水田，山地はリンゴ園になっている o 横

手駅から国道13号に沿って約 8km 南下すると，左側道路沿いに，農事組合

法人橋沢果樹組合の事務所，冷蔵庫，選果場が見えてくる。部落はこれから

東方約 2km 入った所にあり，奥羽 ilJ系が横手盈i也に伸びている山裾にある。

楢沢部落17戸は，全部リンゴ栽培専業農家として堅実な歩みな進めている。

部落の農用地面積は， ヲンゴ関 32ha，水閃 8 ha，普通畑 2ha，山林 12ha

で，粗生産額は，リンゴ 1 ， 480 万円 (73.9必)水田 520 万円 (26.196) ， 1 

戸当りの平均粗生産額は 118 万円になる。

秋田県果樹共同防徐立木品評会は，県下果樹栽培の生産技術の改善と運営

の合理化を関るため，社団法人秋悶県果樹協会が開催するもので，とくに参

加組合における「予察調査班の活動J ， I共同作業内容とその効果J ， I組合の

運営状態」なども重視して，慎重な審査が行なわれている。

受賞組合は，昭和42年度第 8 回品評会において，県下出品詞60点のなかで

も調査活動に結び付いた的確な防除体制・共同作業の成功・共選共肢体制の

徹底・新技術への積極的な姿勢などの点で優秀さが認められ，最高点の農林
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天皇杯受賞組合のメンバー

大臣賞を受賞した。さら ìこ，このたびの農業祭で、関主主部門第1t立となり，天

皇杯受賞の栄誉を得たのである。

リンゴ鹿造成の契機となった溜池用地の供出一一一受賞組合の略歴

檎沢部落は，大正時代は戸数13，全音líが農家で， 16 ha の水田と 20ha の

山林からの収入で生活していた。リンゴはその頃からわずかに栽培されてい

た。昭和 8 年に隣接平鹿郡西部の水田 13， 000 h旦の瀦淑用水不足対策とし

て，部落内水田用地 8ha (全水聞の50必)の提供を求められ，やむなくこれ

に応じて溜池を作ったのは，部落にとっては打撃であった。しかし，これが

契機になり，稲作収入に依存していた各農家は，経営を傾斜地利用のリンゴ

閣に切換え，山林の開墾・関関を進めて，昭和152手までには， 13ha の果樹

閣を造成した。

戦後， リ γ ゴにかける意欲はさらに高まり，昭和32年新設山漁村建設総合

対策事業で 8.4ha の開国，昭和40年には構造改善ミ存業による 5.04 ha の開

閣と個人閲閣も含めて，ついに今日の 32ha のリンゴ栽培面積に達した。

この間，昭和32年に共開給水施設の17戸全戸加入， 33年に定一置配管式の共

同防除総合結成 (23.7ha の防除施設完成)と共向防除組合としての体制も

確立された。

さらに，防除活動を中核として， 34年共河i読売卒業に着手， 35年共民i選果

場建設， 37年共同現定， 38年共同施肥と共同組合としての質的向上も順調に
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進んだ。 40年 3 月に農業組合法人，檎沢果樹組合を設立した。 41年には果実

冷蔵庫を建設し，貯蔵果 3 万箱を収容できるようになった。

現在，防除組合は農事組合法人檎沢果樹組合に所属し，次の組織体制から

なる。

一一会計係一一記録係

一一病害虫調査班(5)

防除部長一一機械，調剤，放送(1)

←一ー第 1 班(8)

一作業班-1一第2斑(8)

一一第 3 班(7)

一一第 4 班(3)

( )内は人数

調査班はこの組合の特徴的存在なので後述するが，作業班は団地におのおの

配置され組合員は自分の所有地が一番広く含まれている団地の作業班に加わ

るのを原則とする。

楢沢果樹組合は体舗としては，平鹿果樹農協の傘下で，支部的性格をもち，

生産や販売は本部の計画によって行なわれる o 40年以前は，組合的な組織も

不完全で，指導・共防・販売・生活改善が，それぞれ別個になされていたが，

果樹組合発足後は一元化・機能化を強化して，総務部・販売部・共防部・指

楢沢地区所在地付近略罰 導部および会計の各部門に整理し，総

合長，役員会によって運営されている。

この法人組合は部落の祭典，環境衛

生，道路，消防などの管理も司ること

になっている。

推進力となった経営規模拡大一一一

受賞組合の経営概況

受賞組合は出発点からすべての点で

恵まれていた訳で、はなかった。むしろ，
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調査班のナメ 1) :果調査

冷蔵庫と選果場

その時々に逢着する難問を，組合員のたゆまぬ志気と団結力で解決してきた

多くの場合が認められる。地勢においても，無理に山地へ追い上げられた事

情もあって，急、傾斜地が多く，なかには40度以上のところもあるとし寸。近

代的な経営技術をとり入れるには不利な条件である。

それにもかかわらず経営の合理化が進んでいるのは組合員の努力に負うと

ころがきわめて大きし、。現在の経営蝶況とそれに到達するまでの経過を見る

と，その患に流れているのは，組合員全員を専業農家として自立させようと

する努力であり，そのための具体的な対策として，常に規模拡大に励んでき

たことを注目したい。

総合の経営概況

土地傾斜地リンゴi翠がおもで， 1 戸当り平均面積は， リンゴ閤 190a，

水田 50a，普通畑 11 a ，山林 80a である。昭和 30年の総経営面積は 25.1

ha であったが， 42 年は 41. 1 ha で 6496の増加になるO 果樹園は 15.6 ha 

から 32ha と 10196増加で， 1 戸当りの乎均経営面讃では1. 5 ha から 2.4

ha (リンゴ匿と水田のみ)になり，平均90a の増加をみている。

農家 部落の全戸 (17戸)が組合員であり，果樹専業農家で、ある。

果実 リンゴ国の生産果実は全部共選共販で，違反者は総合員除名その地
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第 1表組合の概要

事 項 想t 要

位 置|横手市の段南部で平鹿i惜聞に隣接している

地勢・地質

面 積|リンゴ鴎 3仇水田 8凶，普通畑 2弘山林12ha

栽培者戸数 I 17戸，ほかに共選場利用他部落戸数87

生産量のあらまし l 現在 4 万箱，将来10万箱間擦にする。

選 果 場|横沢共選場延 623.7 m2 

冷 蔵 庫|檎沢冷蔵庫山収容能力附 (3 万箱)

所属農協名(平鹿果樹農協

第 2表経営関税と生産量の推移

36 23. 7 

37 23. 7 

38 23. 7 17, 775 14, 178 797 

39 23.7 18, 495 15 , 614 844 

40 32.0 20 , 145 16, 659 827 

41 32.0 17, 600 14, 469 822 

42 32.0 20 , 800 19, 765 950 

第 3表投 資 状

摘 要年次 l 面積

昭和41年は国光不作の

ため減収，成木園4296 ，

未成木園5896 ， ゴーノレ

デン5596，デリ系2596 ，

国光その他2096

況

年次 Z1E 業 投資額 摘 要

新農建事業 31 生活改善施設 151千円 台所，便所の改善

32 果樹園造成 1, 385 8.4ha 

32 共同給水施設 481 17戸上水道

農林漁業資金 33 定置配管施設 3, 700 全箇配管，建物91m2

構造改善事業 40 農地造成 6, 246 関畑5.04ha，農道2， 313m

40 選 果 場 12, 419 6, 237m2 1棟，選果機一式

40 果実冷蔵庫 23 , 144 726m2，収容力 3 万箱

41 リンゴ植栽 2, 000 5 ， 04h日
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の罰則言ともうけている。冷蔵庫，選果;場の設霞;によって，取扱数量は年々増

加し，昭和 36 年 16 ， 430 箱が 42 年度は 20， 800 箱に達し，売上額は36年の約

1， 260 万円が約 1， 976 万円に増大，昭和50年度には 4， 500 万円になろうと期

待されている。

投資 過去10年間，新民山漁村建設総合対策事業，農林漁業資金利用によ

る事業，民業構造改善事業の公共投資による事業など，リンゴへの投資総額

は約 5， 000 万円， 1 戸当り 280 万円， 10 a 当り 16万円の投資になる。

施設 施設・設備は比較的整っており，将来の機械化に備えた基盤整嬬や，

婿人労働の軽減を考えた生活改善設備もしている。防除施設としては， 33年

第4 表昭和.12年度薬剤散布突絞

i汝布
団数

F J 1lí布月日
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;) . 20 キノレパーノレ

ハイノミン

ホリドーノレ

薬 剤

x 1, 500 

x 1, 500 

x 500 
x 2, 000 

x 500 
x 2, 000 

5' 26 鰍剤 ?12Zナポン;;;;

総数布泣 l 間 l 倣
~=t II 一人

4
4
&
7
 

τ
a
ι
A
品

τ
a

ハ
U

の
δ

•• 4

怯

e
B
4
B
A

R
υ
c
o
 

83.7 I 21 

18.0 悶光が主 1
1認紅玉ゴーノレ

ス
ス
ル
ス
ス
ル

ク
ク
一
ク
ン
ク
一

ツ
ツ
ド
ツ
セ
ツ
ド

ノ
ノ
リ
ノ
ル
ノ
リ

モ
モ
ホ
モ
ケ
モ
ホ

ヮ
“
i
A
q
J
門i
1

ム
つ
ム
ハ
り
巧

i

1
1
4
2
2
1
1
2
2
 

ハb
n
b

ウ
i

ワ
d

つ
d 

持

。

ρ 

'� 

7 

8 
つ
d
4
A

四b
o
o

可
g

ム
宅
t

ム

•• 0

0

0

0

 

モノックス

ホリドーノレ
ミノレベックス

モノックス

ホリドーノレ

4守

問。
ム

ス
剤
一
散

ク
止
一
一
特

ツ
紡
一

ノ
果
一
回

モ
落
一

m
w

o
O
A
u
n
v

一

つ
ル
っ
、υ
1
i
~

只
U
Q
d

一

x 800 

x 800 
x2 , 000 

x 800 
X2 , 000 

x 800 
x 2, 000 

x 800 
x2, 000 
x 1, 500 

x 800 
X2 , 000 

8 

っ
“
っ
，

u

q
δ

内J

Q
U
4
4
A
 

•• 0
J

つ
白

内
V

今
以

宅
急
ふ
句
も
a
A

120.6 I 32 I 無袋

有袋

150.3 42 
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43年口、 10月 6 沼に国光には，ジョンカラー(務業都)散布
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の組合結成と共に全国配管固定式を設置，丸山式S ブロリヤ三台，モータ-

40IP，パイプの総延長 9， 800m，薬剤調合室 91mヘ放送設備一式，連絡用

電話 5 基を有する。

そδ って前進一一一受賞財の特色

的確な防除体制 防除効果を安定させ，かつ生産費の低減をはかるために

組合員全員による共同の防除作業を実施し，重点病害虫の発生密度を下け事て

薬剤散布団数を減らすことを民的とした。とくに，近年増殖気味のウドンコ

病， 4，足袋栽培の障害となっているモモシンクイガおよび薬剤費の高いハダニ

類の防除に重点尽擦をおいた。

第 4 表は，昭和42年度の薬剤散布実績であるが，病虫害防除のための散布

はわずか10回で，これは県の標準回数13回より少なく，一般のり γ ゴ園の15

~羽田に比較すれば，格段の差がある。しかも，防除効果は十分に上ってい

るのである。これは発生予察鵠査が綿密に行なわれ，調査結果に即応して処

置が適期・的確に実施されたからである。また，防除が農薬散布にのみ依存

する IB弊から脱して，ウドンコ病被害校現去の共同作業，モモシγ クイガの

4-T I セ 11 ル制令\ |ミ 11 べ\"円 第 5 図ハダニ類調査指

3 

2 

。 13 24- 22 JO 15 25 30 10 25 5 15 
、ー~一一ー一ー， 、ー一一一ー一一一一一~一一叩………ω一一ー〆 」仰向一ー、~一一一， -一一一v一一~

5再 E丹 ワ月 8月 3 月

数と薬剤散布の

効果

被害果処分を共河で実施するなど，病害虫の発生密度を下げる努力を惜しま

なかったからである。昭和42年度の全園防除費 (32ha 分)は 208 万円で，

農薬費だけをぬき出すと 168 万円， 10a 当りに換算すると，それぞれ 6 ， 491

円， 5， 265 円となり，いかに防徐買が節約されているかがうかがえる。

上記の目的達成のために貢献した説査涯の功績は特記されるべきである。

査班は班長と 4 名の班員からなれ 班員の平均年令は22才で，青年連の意欲

的な協力が目立っている。活動は 4 月から 9 月にわたり，調査回数は15回
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第 5表共訪園地等級査定基準

等級 規 帯主 内 訳

1 

2 

3 

4 I :=t校数は 3 級と変りなく主校に結果母校の3~5位直結されているもの

D 

6 I 主校は 5 級と等しく結果母校は 3~4 年枝のもの

7 

8 

9 

10 I 樹令4~5性
111 樹令 3 年生
12 I j濁令 1~2 年生

{モニリア病 2 回，ハマキムシ 3 回，ウドンコ病 1 田，ハ夕、、ニ 12回，モモシン

クイガ 9 回)で，期間中は 122 名の調査延人員が出動した。 6~8月の調査は

罰時に数種の病虫につき重複調査せねばならず手間を要するので，調査班員

のほかに組合員家族中の青年連が応援した。調査班は県南醍献の県立果樹試

験場，県北果試花輪分場その他の研究機関ともよく連絡を取って研修を怠ら

ず，毎月 1 回調査員会議を開き翌日には情報を発行するなど，きわめて積極

的に問題と取り組んでいる。

発生調査の方法は各病虫!5!Jに規定しており，発生相を指数によって標訴し，

妨除対策をたてやすいよう~'こしてある場合が多し、。調査回数の一番多いハダ

ニの場合を例示すると第 5 図のようになる。発生したダニは春がリンゴハダ

ニ，オウトウハダニ，変がこの 2 積とナミハダニで，幼虫指数は， 0 (無)，

1 (1 ~3 頭)， 2 (4~10頭)， 3 (11~20頭)， 4 (21頭以上)とした。効

果を検討した結果， 8 月 3 日のミルベックス散布は，やや防除が運れたきら
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いがあるが， 5 月 18 日， 7 月 1Hl の散布は適期をおさえ，年 3 回の殺ダニ剤

散布でかなりの防除効果が得られている。

出役によあ労力調整

32ha のリンゴ園の管理と，約 2 万箱の販売処理は，男21人，女21人の組

合員が行ない，他部落からの腫入れは全くしないことにしている。出役のわ

り当ては，陸地の等級と所有面積によって作られた年間の義務出役わり当て

によるが，都合で出役できないときは賃金を支払うことになっている。所有

反加の多い人は義務出役量を消化しきれず，所有反別の少ない人の超過出役

に依存しているO 問地の等級は第 5 表に示す通りである。

薬剤散布に要した労力を昭和39年の調査からみると，薬剤散布，調査IiL

機械修繕，会議に要した出役人数は 677人，内訳で男 629 人，女48人で，女

子の出役は6.Hぢで低し、。

経営の合理化 42年度組合員の農業粗収入は 428 万円~73 万円(平均 118

万円)で，年間所得は 304万円~53万円(平均 114 万円)であった。現在の

経営状況を10~13年前と対比させてまとめてみると，第 6~受，第 7 表のよう

になる。

17戸のうち11戸が自立経営農家の所得基準(昭和41年)の92万円を超えて

いる。現在，部落の5896が未成木固なので，収量は年ごとに1596増加してい

る。しかも，新植樹はゴールデン 3 割，スターキング 3 割，ふじ 4 割と将来

性のある品種が多い。これによる所得増加を勘案すると， 5 年後には部落の

ほとんど全員が年収 180 万円以とになることも十分に予想できる。「組合員

の全員が，自立果樹経営農家に…""Jという，組合設立以来の願望が達成す

る日は遠くないのであるO

以上のように，組合全体の自立経営計画が順調に進んでいることもあって

この部落には出稼ぎ人員が皆無で、ある。現在，秋田県内12万戸のうち 4.2 万

人が出稼ぎをしているが，この組合のように部落ぐるみ出稼ぎがないのは珍

らしい。 11月中旬以後の労力は冷蔵康作業に振り向けている。作業は主とし
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代表農家の10年間における経営捻移第 6 表
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て選果・荷造・出荷で， f時間給 120 円を支払っている。ほかに詰めこみ作業

があり，時間当り 200 円を支給する。

戦後の果樹栽培技術の変化は極めて顕著で、ある。新技術への積極的な姿勢

これは労力節減の必要が切実になったことにもよるが，新農薬の開発，新資
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新橋地とその道路網

材の登場，新らしい機械器具の考案などにも起困している。受賞組合のこれ

ら新技術への姿勢は，非常に積極的な反面堅実で、，他の範になるような事例

が多い。

①共間作業

共同作業を多面にわたって実施している。現在まで共同でやフているのは，

防除のほかに，理定，施肥，調節剤散布(摘果剤・落果防止剤三落葉剤など)

であるが，これらは労働生産性向上のためだけで、なく，生産果実の均一化を

も目標としており，偲人差を縮めている。現在，個人的に行なう作業は，現

定枝の焼却，草刈り，人力摘果，袋掛け，支柱立て，収獲，園地整理となっ

ている。

②無袋栽培と無ボノレド一散布

労力節減に無袋栽培が果している役割は大きいが，昭和42年度に全面積の

63絡が無袋になり，祝・紅玉・デワシャス系・ふじは全て無袋，国光の6096 ，

ゴールデンの55%も無袋である。ことにゴーノレデγの無袋化は全国的に見て

も先駆的な功績である。薬剤散布の面でも，昭和37年からすで、に無ボルド一

散布に切りかえ，作業の能率化をはかつている。

部落の年間所要労力は10 a 当り，有袋で34.3人，無袋で27.3人と非常に少

ない。

③施肥5:節減

労力節減をする反面，作業の要点、は確実におさえ，新技術に対しては堅実

だが積極的な姿勢を示している。たとえば，施肥量を思い切って下げて，良
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い成績を上げている。これは近年不必要に施肥過多に傾きやすい弊風からの

脱出と考えられる。楢沢地区では，ゴーノレテ。ンの窒素施用f置を 10a 当り 8

kg に下げたが，これは他県の基準の 4 分の 1 に相当する。他の品種もlO a

当り 16kg と他県の 2 分の 1 を基準にしている。この池域での10年前の窒素

施用量が 35kg 以上であったことを思いあわせると，これは格段の進歩であ

る。共向施肥では最高量を県の標準設までとし，さらに，経験に基づいて減

量している。また，間一銘柄を一括購入して肥料費の節減をはかつている。

④現定の簡易化

現定も形にとらわれないで、簡易化し，主校数は10年生が 5~6 本， 20年生

で 4 本， 30年で 2~3 本と順次減じている。昭和41年から始めている，圏内

の農道整備に際しては，あくまで道のほうを優先して，邪魔になる校はへツ

シング(機械刈込み現定)に近い大胆な切民しを実施している。施肥量を減

じてから強再定の必要がなくなった点も便利である。

③ごと壌改善対策の共同実施

この地域一帯は第三紀凝灰岩を母材とする土壌の表面に火山灰が堆積した

ものであり，傾斜地上部は堆積層が流亡し(平鹿統) ，下部は堆積摺が厚い

(北野統)。第三紀凝灰岩は風化しやすく，岩塊でも約 1 年間で完全に風化す

る。このことが開謹による闘地造成を容易にしている。しかし，良い点ばか

りではなく，土壌一般は強酸性で，苦土欠乏の懸念は多く，火山灰地帯では

マンガンの過剰吸収による粗皮病の発生が目立つ。これらの対策として，組

合では昭和39年以来，苦土お)夫の多量施用や熔燐・液肥などの深間施用を共

悶で実施している。

荘盛な共同精神 「せまい山間部務なので，家族的にまとまったものにし

たいJ とし、う組合指導者の基金:は，順調に進展しており，組合員全体が精神的

にもよくまとまっている。他の地IRの多くの部落共同体がともすれば崩れや

すい今日，このような事例には注目すべきものがある。

組合員は17戸の中で男21名，女別名と同数であるが，婦人部は月 1 国見学・

研修などを実施している。しかし，活動の重点は生活改善におかれ，共同作
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業への女子労力の提供はきわめて少なし、。組合は婦人労働の軽減に重点を置

き，婦人達は家事に専念し，組合の事業も女子の生活指導にカを入れること

によって，それが結局は生産性の向上につながるとし寸考えである。

組合の方針は今もなお，新植に重点をおき，規模拡大による経営会J:m化を

進めている。また栽培技術面でも，新知識に対して常に前向きの姿勢をとり，

時代の流れに敏感に応じようとしている。このような目的を達成するには，

若い世代の新鮮な感覚と活動力の参加が望まれるが，調査班活動を中心とす

る組合の諸事業は，若い人達の農業への関心を喚起し，常に積極的な協力を

得ている。現在高校在学中の若者も，卒業後直ちに農業に従事することを希

望している。

17戸の全農家が 1 戸の脱落もなく，そろって前進し，立派な自立経営を達

成しようとしているのである。

品種更新 リンゴでは既存品種の伸びなやみから，収益性の高い品種への

更新，将来，消費の伸びる可能性が高い品種への切り替えが件ばれており，

秋田県では国光・紅玉・ Mなどが多い闘地では，ゴールデン・スターキング

・ふじなどへの品種更新が奨励されている。新植地に対しては黄色品種3096 ，

第 8 表品種別作付割合(昭41) 単位96

祝 旭紅玉デリ系ゴーノレ国光ふじ印度その他

県王子均

槍沢

4 

2 

広手l 祝
1~5 

6 ~10 

11~15 

16~20 

20以上 50 

50 

14 17 17 37 4 3 3 

3 24 35 15 20 1 

第 9 表 リンゴ品種別樹令別面積(昭42) 単位 a

1区 紅玉 デリ系 ゴーノレ 印度 国光 ふ五じ

40 70 500 

120 110 120 

450 500 

75 230 

75 230 30 500 

o I 100 I 1, 140 30 500 650 

60 

610 

350 

950 

305 

985 

3, 200 



収穫袋の別用

スターキング309ふふじ， I認光3096，その飽1096を標準とするようすすめて

いる。

楢沢の I品種構成は第 8 表，第 9 表にみるように，ゴールデン，デリ系，ふ

じの比率が他の地区よりも高く， j尽の奨励標準に非常に近いc

将来への夢と課題一一ー受賞組合の技術・経営の分析およびその普及性と

今後の発展方向

組合の現状 上述したように，受賞組合の出発点においては必らずしも諸

条件に恵まれていたのではなかった。それが組合らしい一致問結の努力によ

って困難を克服し，新技術の導入，経蛍の合理化，生産・貯蔵・販売の共同

化，後継者の養成などに数々の成果をあげ，組合の全戸が経営的にも，栽培

技術的にも，立派な自立経営農家の域に達したことは賞讃に値いするもので

あるO この組合の歩みが今まで成功した要閣をまとめてみると，およそ次の

ようになろう。

①家族的ともいえる強力な共開精神。

②的確な防除体制の確立から出発した活動を経営・栽培のあらゆる聞で，

共同にまで、広めた。
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母共選共販の徹底0

9常に本末の識加に留意し，工員事にこだわらず，要点をしっかりおさえた。

⑤時流や新技術に対して，積極的・建設的な態度で接した。

6経営の規模拡大を重んじ，組合員全員が例外なく自立経営農家として活

動できるように努力したO

⑦記録・記帳を励行し，これが成果の検討や反省に役立った。

組合の将来 事業に必要な施設投資はほぼ完了したので，今後は事業内容

を充実して収益の高揚をはかることが望まれている。現在，組合が希望して

いる今後の方向は次の諸項である。

①園地内農道の整備とスピードスプレヤーの導入

昭和 8 年に平坦地を用水池に供出した時，組合の人達は開墾ということで

急傾斜地と対決したが，今は全く新らしい観点から，再び急、額斜地の克服と

いう課題を見直すことになった。

従来，防除施設も「傾斜地は定置配管式，平坦i也はスピードスプレヤ一式J

とし、ぅ考え方が広く認められていたが，管理作業の機械化が進展するにつれ

て，近代技術としては傾斜地でも平坦地なみの機械化が考えられるようにな

った。

組合i認地の多くが急傾斜地なので，すべての管理作業に不便が多い。その

対策として，第10表Jこ見られるように，幹線 1 ， 800m，支線 4， 500m の整備

を計画している。これは将来の大型動力作業機の導入をも考えてのことで，

さしあたりスピードスプレヤー 2 台を導入して，現在の年間防除労力 370 人

事

基盤整備

幹線長道1， 800m 

支線農道 4， 500m

スピード・スプレーヤー導入

S S 2 台

格納庫 14来

薬液スタン f 7 基

3, 000 

800 

80 
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を，将来成園化が進んで、も， 200 人前後で行なえるようにする。

農道整備にあたっては，用地確保のため，保障，権利関保の調整など大き

な困難が予想されるが，用地提供者に代替地として開墾可能な土地を組合が

提供する方向が検討されている。

②規模拡大をさらに進める

現在，造成可能地が 13ha あるので，漸次この開墾をすすめ， 50年度まで

45ha のリ γ ゴ闘を目指している。とくにこれは 2ha 以下の農家 10戸の強

化を優先する。目標は全戸 3ha 以上の専業農家である。

水器との労力競合を避けるため，田植の持期， d71種，収穫時期については

積々検討しているが，それでも 8ha の水間管理のために，果樹閣の作業が

制約されるので，いずれは水間をすべて果樹園に転換する計画である。

③共詞果樹闘の設定

今後，新技術，大製作業機の開発・導入が急、速に進展し，それにともなっ

て栽培技術の変化が予想される。これら技術の検討・実証に役立て，組合員

の技術統一や法人資本強化のためにも，共同果樹閤 5ha 程度を新規造闘す

る計画である。

④生産から販売までの組合集中管理

現在，組合の運営は賦課金で行なわれているが，これは施設資金の償還

があるからで，償還が終れば，賦課金は廃止し，生産物の施設利用料収入で

運営することが考えられる。また，生産物の全長出荷が原即であるので，将

来は生産管理費の一部を組合が負担する方向も考えられている。このために

も，なお一層技術の統ーを強化し，生産量の増加，品繋の向上，共間作業部

門の拡大が必要で、ある。

⑨後継者育成対策

現述したように，組合の後継者育成は非常に]1語調に進んで、いるが，組合の'

抱負は大きく，新らしい時代に適し，共同体の運営，経営の能力にすぐれ，

良きりーダーシップ，メンバーシツフ。を備えた若い世代の育成が望まれてい

る。そのために，有能な学生の奨学制度，試験研究機関や他の共同化集団へ

の派遣研修などを計画している。
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リンゴ、作専作経営のために

楢沢共同果樹!坊除組合

f:L3主の焔沢泉樹共同防除組合は，昭

和33年に発足しました。

この直接の動機は，関懇ーによって求

めた水回を他地区の濯ìl克用水の溜池に

提供せざるをえず，この面積規模の縮

少を打践し，農業経営の安定化を図る

ため，新椋園を関畑して箇121規模を拡

大し，既存淘と一体化して， リンゴ専

作経営にふみ切ることにあったわけて、

あります。

しかしその前途は多岐多難を纏め

ました。そこで，人の和を大切にしな

がら組合員の深い話し合いにより，定

置自己管方式|坊除施設を導入し共同紡

除を cþ心とする果樹の共同作業，技術

協定などの協業組織体制iを確立して，

発足当初13ヘクターノレのリンゴ図を約

3 倍の32ヘクターノレにまで拡大し，1"槍

沢リンゴ」の銘柄を中央市場に広める

ことができたので、あります。

リンゴ作の生命は，防徐の良し悪し

にあるので，防除を徹底し，防除効果

と生産費の低減を図るため，組織を 5

班に分け，地域地形別の病害虫発生時

M，密度を綿密に調査し各国の重点、

病害虫発生状況の報告を検討して防除

間放を減ずることに留意しました。

とくに近年は，多発傾向にある「ウ

ドンコ病J，無袋栽培の障害となる「モ

モクイシンクイガJ，薬剤費の高くつく

「ハダニ類」の 3 つを重点に，調査DI

活動を徹底させ合理的な防除体lljljの確

立につとめた。その結果，基準の12図

散布を10@]以下ゐに止めることに成功し

たのであります。

当組合の今後の方向としては，現在

の定i設配管方式を樹閑地内の農道を整

備し，スピードスプレヤ一方式に切替

え，管理作業苦どより一層省力化し，さ

らに関畑を助長して共同果樹簡を実施

していく計闘であります。

また，冬期聞は労働が遊休化します

ので， これを完全利用して所得fとする

方途を見出すとともに，秀れた後継者

を育成することにもとりくんでいきた

いと考えています。

したがって， このような諸条件を整

備することにより，農業諸情勢の変化

に対応し，安くておいしい「治沢 F ン

ゴ」の生産に組合員一同強い団結のも

とにまい進する所存であります。
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二二二二二日本農林漁業振興会長賞受賞二二二二二

出品目j 都市近郊の野菜を中心

とする経営

受賞者大熊儀一郎

(埼玉県北葛飾郡三郷町茂田弁588)

「幸せを生みだす農家経営j を自ざす経営者一一受賞者の略歴

ノミスで浦和市から県道浦和草加線を東に走り，さらに流111卒加線を東進す

ると埼玉県最東南端の三三郷町に斎く。 H汀の東北部，江戸川沿いにある茂田芥

部落が大熊氏の居住地である。

大熊家は部落の!日家であるが，氏は当時小自作農であったこの家の長男と

して生れ，高等小学校を卒えると家業のJJiJ:業に従事したo 10 ヵ所におよぶ分

散耕地で住宅から最速 4km とし、う悪条件になやまされながら経営にはげん

だ。この聞に氏の深い思態と強い意志，信念とたくましい突行力が培かわ

れ，巧みな経営技術が養われたO 氏は「卒せを生みだす農家経営J をめざし

て，まず自家経営の合理化を関わさらに部落のリーダーとして， r人の和」

を基底とする部落経営，とくに洋莱を中心とする主産地化を進めてきた。

後述するように，自家の経営合理化では，分散耕地に対応してオート三輪

車を導入して労力節減をはかり，下肥中心の施肥を化学肥料に切り換え，従

来の近郊野菜作りとしての雑多な野菜を整理して，労働の強化を軽減するた

め洋莱を導入し，その清浄栽培をなしとげ，セル担ー，レタスを主作とする

野菜経営をつくりあげた。この合理化の過程はすべて詳細な記帳の結果から

導き出し，慎重な計画をたて，実行にあたっては，全家族の和宏基にして蒼
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実に転換をはかつてきている。全経営における担当もよく，生活面は夫人が

分担して詳細な家計簿記帳により，経営からの所得と調和のとれた予算生活

を行なっている。また後継者問題についても深い関心をもって，その希望に

そうよう環境作りを行ないつつある。

また，化学肥料施用を中心とする経営改善の研究のため阜くから同志とと

もに「みどり研究会」を結成して，その中核的活動を行なってきた。さらに，

洋菜の導入とともにその産地化を図るため，農協に園芸部を設けることに努

力し，そのなかにセルリ一部会を発足させて，中心的役割りを果たすなどの

活動を行ない，番号洋菜マークで共腹共計を進めて大市場の信用を得，この地

域の洋菜産地化に不断の努力を傾注してきている。

氏のこのような業績は，昭和34年に毎日新聞社，富民協会共催の第 8 回農

業コンクーノレで、関東京山地区代表，優秀賞受賞となり， 42年にはNHK寵秀

農家の選定で関東地区代表となり，今回，振興会長賞受賞の栄誉を得たもの

である。

受賞者所在地付近略図
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都市化傾向の強い野菜産

1也一一ー受賞者の経営環境

経営の行なわれている北葛飾

郡三郷町茂田弁の環境のあらま

しは次のようである。

(1) 三郷町の概況: 三郷町

は埼玉県の最東南端にあり，南

は東京都葛飾区に接し，地勢は

平坦，海抜 3m の低位地にあ

り，野菜どころであるが，大東

京の近郊農村として都市北が著し

い地域である。



40年の農業センサスによれば，農家戸数は 1， 721 戸，内専業農家 473 戸，

耕地 1， 805.61 ha，内出1， 461. 15 ha，畑344. 46ha である。

(2) 茂周井部落の状況:茂æ井部落は，沖覆土で肥沃，耕土は 30cm以

上で野菜栽培に好適しており，水利も，良好で、ある。戸数は13戸でほとんど

専業農家，経営規模は 2~2.5ha と平均し，粗収益 200~300 万円で所得率

60広前後であれ所得は 120 万円をこすいわゆる自立経営農家の集落となっ

ている。市場は 1kmの処に 2 ヵ所あるが，共版出荷のおもな市場は東京築

地，神田，豊島，新宿となっている。 13戸の農家はまとまりがよく，機械の

利用，育苗，資材の購入が共同でなされるなど組織の利点をよく発揮してい

る。とくに農休日を利用し，各戸順番に当番となって，夕食会を催し，技術，

経営のあり方，共同利用の諸計算などがとりあげられ，食後は家族を交えて

の「明日への農業Jr明日への生活」の話し合いがなされ，これが大きな希望

と活力を生みだす場となり，部落全体がよく「人の和」を保持している。

第 i 表家族，農業従苓言者，臨時廃

家 族 年令 労働単位(A) 消費単位(V) 分 担

経営主 45 1.0 1.0 計商指櫛，農作業一般

妻 42 1.0 1.0 幾作業一般(家事担当)

父 65 0.5 1.0 差是凝作業(公職あり)

母 72 0.5 留守厨

長 女 20 1.0 公務員(家事手伝)

長 男 18 O. 7 高校生

次 女 15 0.6 中学生

計 (7 人)

臨時麓 B3植
<:，ゴ，<1 4孟，.

洋菜中心の高所得経営一一受賞者の経営概況

大熊氏の家は部落の真ん中にあり，経営規模も中位である， 42年度を中心

に経営の概況をみると次のようである。

(1) 家族，農業従事者，臨時雇:第 1 表のように家族 7 人で消費単位対
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労働単位の割合 (VjA) は 2.32 で必らずしも良くなし、。この状況は長男が

学卒して後継者として就農する数年後まで続くものと思われる。

(2) 経営耕地:水田 155 a (70.5労)，畑 65 a (25.596) 耕地計 220a ，

宅地14a ，耕地の分散は10 ヵ所で最遠団地まで 4kmある。

(3) 農用建物:専用作業舎 (27m2 ) ，倉庫 (38 m2) ，農兵舎 (20m2 ) ，堆

肥舎 (25m2 ) ，ビニーノレハウス(1， 500m2) , 1深耕ハウス(宅地内200m2) ，育

第 2表主な作物の作付と粗収入

作 物 生産量|価 緩 比 (96) 備考

ノ、コ ノ、::z

セノレリー
325 1,300 1, 053, 000 28.4 

16.1 I 米軍特需85 

サラダ菜 40 2, 500kg 

レタス 7 2, 140 
きゅうり 18 2, 890 

葱

校 五王 8 1, 250 

花;芯白菜 4 

米 155 

340 

1O, 000kg 

1. 500 

5, 200 

1,000 

105俵

595,000 

920,000 

80, 000 

161, 200 

50, 000 

40, 000 

12, 500 

782,500 

24.9 

2.2 
(計7 1. 6) 

4.4 
1.4 

1.1 

0.3 

計ー 3, 699, 200 100.0 

苗ハウス(宅地内300m2)

(4) おもな農機兵: 個人有=モーター

( 2 台) ，エンジン( 2 台)，テーラー，揚

水機，自動稲刈機，白動脱穀機，防除機，

暖房機，乾燥機，小型トラクター。

共有z大型t11 転機， トラクター，アタツ

チメント，コンパイン。

(5) おもな作物の作付と粗収入: 第 2

表のように粗収入に占める野菜の割合は

78.7;ぢで，手F菜の割合はその大部分で全収

第 3表経営費

種 別|金額
肥料，農薬，資材費 I 318 ， 590円

大型耕転機利用料 I 10, 000 

町有トラクタ- " I 46, 250 

共i可妨除費 23 , 000 

田植労賃 I 42, 500 

籾すり賃 I 10, 500 

容器代 I 278 , 060 

その他 |216, 225 

計 19札 125

入の71. 6;ぢとなっており，全くの洋菜中心の経営となっている。

(6) 経営費 42年の経営費は第 3 表のようである。
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(7) 所得: 全所得 2， 754， 075 円， 10a 当り所得 125， 185 円で農業従事者

(能力換算2.5人) 1 人年間所得は 1， 101 ， 630 円とすこぶる高い所得の経営と

なっている。

襲撃計画的に伸ばした洋菜中心の経営一一一受賞財の特色

(1) 記i擦に基づく経営の改善: この経営の特色の一つは，経営改善がす

第 4 表 オート三輪率若手入前後の野菜部門の労働時間

1'1' 導入前 (A) 導入後 (B) (B/A) 

耕絃播種定結 2， 300時間 22.6必 2 ， 500待問 28.6$ぢ 108.696 

中耕，除草 700 6.9 910 10.4 130.0 

想? 方面 肥 420 4. 1 530 6. 1 126.2 

被 夜 400 3.9 418 4.8 104.5 

1'1' 病虫害防除 210 2. 1 320 3. 7 152.3 

i怒 オt 100 1.0 118 1.3 118.0 

作 間 ヲ| 450 4.4 550 6.3 122.2 

整 校 180 1.8 192 2.2 106.7 

芸誌 調 整 1, 015 9.9 1, 220 13.9 120.2 

その他 400 3.9 480 5.5 120, 0 

言ト 6, 175 60.6 7, 241 82.8 117.3 

i車
肥料運搬 1, 400 13.7 500 5. 7 35. 7 

搬 』又 穫 820 8.0 310 3.5 37.8 

1'1' 資 材 1, 800 17.7 700 8.0 38.9 

業
4,020 17.2 39.4 1, 510 37.6 

l口k 音r 10, 195 100.0 8, 751 100.0 85.8 

ベて詳細な記l恨の反省検討の上に立って実現可能なものから実施に移してき

たところにある。その概要は次のとおりであるO

①オートミ三輪車の計倒的導入:耕地の分散が多く住宅からの距離が 1km

以上の回帰が耕地の6596近くを占めている。したがって通作時開が多く，運

搬などの労働が過大である。これを改善するため集団化をはかったが実現で

きずに現在に至っている。このため，主な労働力の相当量が運搬に費やされ，

これが経営を伸ばす大きな阻害要因となっていた。そこで氏は当時の運搬用

ハ
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サラダナのハウス

具がリヤカー，牛，馬車であったのを苦心の末オート三輪車に換えて運搬時

間の軽減をはかった。オート三輪車導入前後における野菜部門の労働割合を

抽出すると第 4 表のようである。

運搬労働は導入前は全労働の 39.496 ， 4， 020 時間であったものが，導入後

は全労働の 17.296に減じ， 2， 510 時間の節減が実現している。この節減され

た労働は野菜耕作にふりむけられ導入前に増した集約栽培を可能にしている

(導入前より 17.396増投)ばかりでなく，野菜部門でも 14.296の労働節減を

達成し得ている。

②下肥施肥を化学肥料に転換:従来近郊野菜栽培は，都市から排世され

る下肥を唯一の把料としていた。大熊氏は記|恨の結果，年間 4 万黄色を用い，

その施肥労働は表 4 のように 1 ， 300 時間をこえることを知り，この過重とゴド

衛生的施肥農法からの解放が近代化の一歩であるとして，同志によびかけ

「みどり研究会jを結成し，越ヶ谷農試の指導をうけて，化学肥料に転換をは、

かった。これにより現在の清浄野菜地帯を育成する先駆者的役割を果した。

③セルリーの導入: この地帯は芯止胡瓜(白イボ胡瓜)の栽培が盛んで，

多い作付農家は20~30a も作り，この収穫期は 6~7 月の田植と労働の競合

がはなはだしく，ほとんど不眼不休の出荷が強いられる。この改善のため，

管理が容易で収穫に多少の無理がきき出荷を弾力的になしうる作物で，しか、

も芯止胡瓜に匹敵する収益のある作物の選定導入を同士、とともに研究し，化

ζ 学肥料施用と相まって清浄野菜としての洋菜導入を決意し， 32年頃よりセル
リー，レタス栽培の研究をはじめて，これに成功した。セルリー中心の経営
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は次の利点がもたらされた。

ア)セルリー栽培は肥沃な土地条件がいる。したがってセルリーを栽培す

ることにより地力が高められ，後作野菜の栽培に好結果をもたらしている。

イ)セノレリーは胡瓜のように毎日収穫しなければ商品価龍が減殺されるわ

けではなし、。数日間の収穫の幅があるし，また，ある程度同時収穫が可能で

ある。したがって収穫労働の語達，節減の可能性がある。

ウ)セルリーは，食生活の変化にともなって需要が拡大する見込みが十分

にある。すなわち近代的成長作自の野菜で将来性が期待される。

@セノレリーの集団産地形成への努力: セノレリーは，高度な栽培技術を要す

ることと，現に産地としてまとまっている長野・静岡に伍していくには，い

かに近郊地帯といえどもバラバラな傾人出荷では太刀打ちができないことか

ら計画にもとづく集問産地化の方向をとらねばならなし、。このため， 38年

より農協に閤芸部を設立し，その中にセルリ一部会を設けて，技術の向上，

量産，計画出再，市場の信用を高める方策等を研究し，集問産地形成をはか

るべく同志とともにその実現に努力して成功させた。かくして市場において

第 1 図

(幻 IBIλ当 1)脅伶殺到四件がと E 採
1(1) 租収益.所得田神がと自採 "̂̂̂' 5∞ト ∞oト 11中ぴ←ー・|〆 1:': ~_ p' 

450卜../ 4500ト 1 13 擦← p'
400ト，/，. A"""'" 40∞ト
350ト伶炉斗一一 / ,<ú"'- 35∞ト

L 山ι一組収益 / ...p"'" ~~~~ I ... 
300ト主塁出主主土J ^ , .ú..' 3000 ト ノ
250 卜 / /J'，..~ 25ωト./'

2∞ト ノ/J'とふ叫が おωト / 
，~~Nil写ごコ :::~I ./ 150 ト ..........-ぷごと盟主 1500 ト / 

i ∞トニ==" (4z制制ÌI~l~ "，'た 10∞ト./'
50ド O~ -
01 pl 

líRI制 36 37 38 お 40 4 J 42 43 44 45 46 47 48 43 50 ー ム一一

⑧マークの洋莱が信用を博すに至るとともにセノレワーの米箪特需を年々伸ば

してきた。

⑤稲作労働を省力化して野菜栽培に投入:洋菜中心の経営ではあるが耕

地の70.5~ふ 155 a の水閃を持っている。したがって稲作部門の労働を省力

化することなしには野菜部門の有利性を保持し得ない。この省力化のため儲
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人有の農具を整備するとともに部落有， JRJ有の大型機械の利用によって，余

った労働を野菜に投入している。しかも稲作の収量は部落平均が 10 a 当り

360kg であるのに，大熊氏は 420kg を上げている。今後は機械化による揺の

直播栽培を企て，より省力化して野菜部門を強化する研究に着手している。

(2)高所得の経営 42年度は粒収入 370 万円，所得275万円， 1 人当り年間

所得 110 万円余とし、う高所得をあげ経済余剰 100 万円余を得ている。 50年に

は所得 400 万円， 1 日 1 人当り労働報酬 5 ， 000 円を目指して努力している。

過去の所得の伸びと 1 日当り労働報酬および今後の目標は第 1 図のようであ

る。

(3)生活改善などへの配慮:経営改善によって高所得をあげるばかりでな

く，経営と生活の調和をはかり，とくに家族の保健と衛生を重視している。

そのおもな事項をあげれば，①作付体系の改善により労働自己分の合理化をは

第 5表主な野菜の施肥 i際準

施 n巴量

元肥|追
施 日巴 法

1:燐硝安 160 kl尿素 40 ki 鶏尿堆肥(牛1*:)を耕起前に施用，元肥
N問 sk BMイ同 80 塩加 50 は整地前(一回耕転)に全面施用
ω.3 j熔過燐 ω l硝安 25 I その後一却さらに耕転整地，追胞は数

ルリ -135fi i菜種治粕 200 ['"'""'" L.v [悶に分施
品川・ v 1鶏尿 400 

IN25.6 
サラダ菜IP18.0

IK21. 0 

IN26. 。
レタスIP15.3

IK21. 3 

i堆肥 4， 000
iBM化成 100 住友液RnE L 1 元胞は整地前に施用
口加 5i 3k| 液肥ーッ叫水とと吋用
苦土石灰 150 1 

~1~ n巴 200 1 

千代田化成80 1燐硝安 i 元肥，主主土tÞ.前金箇散布
|塚 1]自 加里 30k! 追肥は 2 閉
|苦土石灰 150 I硫安 10 
!堆肥 1.000
7二可示友商安 10 1 セノレリ守一後作
塩加 101 [残肥か多いので根者肥だけ元肥とし銚
熔燐初団諒甑

かつており，②全体として家庭生活に無理のない経営を行なわこのことは

部落の夕食会，研究会に提唱して全部落で実現している。また，③農家全経

営における家族の分担を明確にし，④予算:生活を行なっている。さらに，⑤

後継者の育成に深い考慮を払い，長男が30代になったら経営権を譲って，脇
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役として経営を助けてゆくべく家族全員で準備している。

要するに大熊氏は「家族の和J を2去にした生活一経営を確立すべく努力を

払っており，もろもろの改善はこの基礎の上になされているのである。

洋菜の集団産地形成を推進する経営一一生震技術，経営の分析と発展

方向，普及性

(1) 生産技術

①施肥技術の改善と洋菜の導入:前述のように，同志とともに研究会を

結成し，率先して施肥改善を行ない，施肥設計標準を作り，洋菜の良質イヒと施

肥労働の節減をはかつている。おもな野菜の施杷標準は第 5 表のようである。

セノレリーは，地力を増すため鶏尿， J-ftr肥を耕起前に十分施用しその他は化

学肥料中心としている。かくして増進された地力をたくみに利用し，サラ夕、、

菜，胡瓜などを作付けて肥料費の節減をはかつている。

②優れた栽培技術: セノレリー中心の洋莱を率先導入した先駆者にふさわ

しい技術を身につけ，例えばセノレザーでは10 a 当り， 35年当時は 3， 500 株で

あったものを 4， 200 株と逐次密植方式をとり，節聞の伸長をよくし良質なも

のを生産するに至っているO またサラダ菜でも 1~6 月出荷ものは栽槌密度

を大にし，またポリマノレチの採用などによって収量を高めており， 7~12月

出荷は露地栽培など出荷期那による技術の適応を行なって良質，増産を達し

ている。このことは42年セノレリー闘場共進会で上位グループ。に入っており，

また年次別収量は第 6 表によって明らかである。
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第 6表年次別10 a 当り収量と価格

35 年 38 年 42 年 42/35年
季 5J1j 

生産科価格 生産最|価格 生産最|価格 生産量i 価格
4首 考

kglk 当り kglk 当り kglk 当り 9ぢ 9ぢ

セ春秋 作{乍 4, 000 75円 4, 200 82円 4, 450 110円 111.3 146.7 出荷4~7月
4, 200 40 4, 450 50 4, 600 72 109.5 130.0 価需格1をO~は含米む12軍月特

平 均 4, 100 57.5 4, 325 66 4, 525 91 110.4 158.3 
ノレ

木箱75門 ダンボーノレ ダンボー/レ (ダ荷ン姿ボ) ーノレ担容器代 6 本誌 lO k詰 lO k 詰
78内 ダブル80円 LLL~SSS 

10k詰7本5 本木, 
612本本, 7;;ji:, 9 

容1 株器代当り 1 |ロ 1 11FlI 1 11 . 4円| 1 95.01 本lO k 平均詰 7

1~6月もの 2,200kg 90門 2,500kg 100門 2,800kg 108円 127.3 120.0 
ハウス， トン

ネノレ，露地
7~12月もの 2, 200 80 2, 200 79 2, 200 76 100.0 95.0 露手ノレ地価数格料，はをト市除ン場ネく
平 均 2, 200 85 2, 350 89.5 2, 500 92 113.6 108.2 

容器代 8 212.5 21(6荷kルケ姿詰8入)2ヶ箱，〆2噛欄表γ詩示ポ包
1 77 1 1 77.51 I 75 I 1 97.41 手取収益額

③ 作付体系の合理化:合理的な作付体系の確立は地力維持や労働配分

に大きな影響があるが，この点よく配慮がなされ，第 2 図が示すように野菜

の中心であるセルリーとサラダ莱，レタスの合理的な組み合わせがなされて

いる。

セノレリーは10a 当り 4， 000 kg 以上の堆肥が必要で、，金肥も多量に施用さ
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第 2 図 臨場別・付男IJ作付娘序と出荷最盛期(昭42)

圏 I晶 語積 )~ 2 3 4 5 E 7 8 日 10 1) 12 備増

/-/ |3;Z3333008材J4担降惇江呉島勾合、
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3 5即，J 11...'1- ユ今 1
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5-J 8" セ lJ... ll
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8-1 2" 
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10-1 2,50. 
しタス

10ヘZ 50 C9 ス

10-3 5" 

治作 1 '55'
"民収閉院こ4 糊!L

れる。これによって高められた地力と残肥はサラダ莱の生育によく，金肥も

標準の2096伎で優良品が多く生産される。すなわちこと壌管理，残肥の利用で

後作の生産コストを引き下げる作付体系を行なっている。

(2) 経営

①運搬労働と稲作労働の節減:前述のように分散した耕地への運搬労働

節減のためオート三輪車を導入して，節減された労働を野菜部門に投入する

とともに稲作労働を機械化して節減し，これを中心部門の野菜に投入して強

第 7 表 春作セノレリー作付計画

作型|揺副 fF ~下雨量制
1 112月lO SI 1.m話1ハウス 14 月 20 白 ~30 日

2 112月 20悶ハウス 15 月 1 日 ~15 臼

3 日叩日大型トンネル I~ 月 15 日~羽目
� I .L ....μ山イ小型トンネノレ 15 月初日 ~30 日

4 12 月5日露地 16 月 1 日 ~30 日

化していることは増収を達し得て

所得を橋大する基となっている。

②施肥労働の節減:下肥中心

の施肥労働と非衛生からの解放に

より 1， 300 時間もの労働を節減

し，配分をよくし，かつ清浄野菜栽培にもっていったことは市場で磯固とし

た地位を獲得して経営を安定仕する大きな要因となっている。

③作型設定による計画出荷:東京市場へのセルリーのおもな出荷産地に

長野・静岡がある。この両大産地と同時期に出荷すると勢い競争が激化す

る。これをさけて出荷するための作型…作付計画を設定していることは極め

て妥当な措置で、ある。春作セルリーに例をとれば第 7 表のようである。
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このようにして， 7~10月の長野もの， 12~4 月中旬の静岡ものの中間，

4 月中旬~7 月前と 10月 ~12月出荷を行なって，市場価格を確保するよう努

力している。この実行はセルリ一部会で厳格に規制されており，共同出荷，

共計も厳重に行なわれている。

(3) 今後の発展と普及

まず，この経営の発展のための今後の課題をあげてみよう。

①セルリーとサラダ菜の組み合わせとセルリーの前進栽培:すでにみた

ようにセルリーとサラダ菜の組み合わせは経営上利点が多いからこれを伸ば

す努力がし、る。同時に第 2 図でみるように，大体各作物との労働競合がさけ

らているが，春作セノレリーの収穫と田植が重さなっているからこれを回避す

るようセノレ F ーの前進栽培を考指するか，または水稲の早植栽培を行なう方

向をとる必要がある。

②団地ごとの作物の設定: 耕地は住宅から 4 km , 1. 7km , 1.3 km , 1 

km の 4 集団となっているO この団地ごとに作物とその作付体系を工夫して

労力節減をなす必要があるO これに対しては， 4km 問地には花木，校物を

1. 7km 団地には秋作セルリーとし， その前作に夏葱を配するなどの工夫が

とられようとしている。この実現はさほど困難なものではない。

③稲作の早生品種導入と機械化: とくに刈取機利用を可能にする措置を

考慮して全経営の労力を適正化することが望まれる。このことは部落農家の

協力によって実現する。大熊氏はすでに同志とともに今後機械化と霞婿栽培

を実現すべく検討に着手しているO
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④生活改善は予算化しているが，このことは今後所得と均衡する計画合た

てー震強化する方向が望まれるc

⑤後継者の育成が，今後この経営を持続するカギである。これに対する措

置も前述のように十分な考慮が払われている。

地域農家への普及性についてみれば，洋菜を経営の中心とするには，共同

化，産地化を進めねばならないとして，すでにこの方向で今日の経営を伸ば

してきた。これによって産地化も達しつつあるからこの経営の普及性は十分

なものがあるといえる。

今後の都市生活は洋風化し，農村でも都市化傾向が強まるO したがって食

生活における洋菜の需要が増すであろうから，洋菜導入の見透しはきわめて

あかるいといってよし、。要は都市近郊の野菜農家は偶13IJのバラバラな出荷が

多いが，この地域のように農協中心の共販共計方式の出荷を強化してゆくこ

とによって個々の経営も安定化し，さらに発展するものといえるであろう。
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私の経営改善

大熊儀一郎

(1) オート三輪による労働待問の短

縮

私の家は農地解放を機会に自作農に

なった。こうしたことから，耕作地は

以前の小作地で散在しており，速くは

家から 4km もあり， 1. 5km 以上離れた

耕地が全体の60必も占めていた。その

ため運搬労働に多くの労力を消費して

いることが簿記の集計から判った。し

かし交換分合も不可能な地帯なので，

オート三輪利用による労力節減を計っ

た。その結果，年間労働時間 12 ， 810

待問 (4.5人)のうち 3， 880 時間の短縮

ができた。

(2) 施肥改善(下肥から化学肥料に)

昭和29年頃同志とともに埼玉農試越

ヶ谷支場を訪ねて化学肥料の施用試験

地(水田裏作読菜栽培試験地)を白か

ら引受け施用技術の習得に努めた。こ

うして 4 万貫もの下肥を使用してい

たのを，昭和32年には完全に化学肥料

に転換し， 700 時間の施紀労働の節減

を計ることができた。

(3) セノレリー導入の動機

昭和32年領は芯止キュウリの栽培が

盛んで，わが家でも20 a , 30 a と作付

し，収穫時は稲作と競合し不眠不休の

状態であった。

どんな事情があっても収穫を休むと

大きなキュウリになってしまい価値は

半減し花芽にまで影響し収益も{尽く

なってしまう。このように作物に振回

わされる経営で、なく，人が作物をコン

トローノレできるものをと，同志ととも

にセノレリーの導入を考え，昭和36年ま

でには本格的に栽培するようになっ

た。

(4) セノレリ一政売体制jの確立

セノレリーが同志、の聞に普及した昭和

38年には，農協国芸部の設立と同時に

セノレリ一部会主ど作り技術の研修と之も

に共販体命Jjを強化し静岡・長野に劣ら

ない埼玉セノレリーの代表産地として基

礎を築いた。

(5) 地域ぐるみの経営改善

私の部務は13戸で全部専業農家であ

る関係から，大型トラクター 2 台・コ

ンパイン 4 台・大型耕転機・管理機各

1 台の共同利用を農協の技術銀行が発

足したので、協力して行く予定である。

(6) 予算生活の実施

農業収入は，月別の収入が不安定で

そのため40年からは，それ以前 3 カ年

の年間生活費の平均を計算しこれを

家内だけの当座預金にする，生産と生

活を別にした計画的安定的・生活を行

なっている。
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一一一一一日本農林漁業振興会長賞受賞二二二二二

出品財 ぶどう園を主体とした経営

受賞者上松美智夫

(向山県上道郡上道町)

欝受賞者の略歴

間山県の中核的ぶどう産地には二つの型がある。一つは上道町を中心とす

る露地ぶどうであり，もう一つは，津高町をを中心に拡がる温室ぶどうの産

地である。いずれの産地も岡山市から北東へ12~3kmの距離にあわ交通は

便利である。

受賞者の住む上道町草ケ部は，山腸線瀬戸駅に近く，車窓からぶどうの温

室や，山麓から中腹へかけての露地ぶ、どうが散見されるところである。ぶど

う閣は山合いに拓かれているためか，簡の集団としては，大きいという感じ

は受けない。だが，中へ入ってみるといたるところに問地が拓かれている。

車ケ部はぶどう産地としての撞史は古く，わが障でも先駆的なぶどうの産

地で，品種改良その他でぶ、どう生産の発展に大きな功績をのこしている。そ

して今なお若き世代に受継がれ，創造的展開をとげようとしている部落であ

る。

上松美智夫氏はそのような環境で育ち，昭和26年， 1巣立瀬戸農業高等学校

を卒業した。病身の父(第二次世界大戦従軍，マラリアに擢病)をよく助け，

ぶどう栽培に精励するかたわら，主主ケ部 4HC を結成してその指導的役割を

果し，白から，ぶどう閤 1 ha の経営を目指して増反に努め，遂に昭和 29年

には1. OShaの規模に達した。いわば計間性と行動力に富んだ青年である。
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また，昭和28年には岡山県 4HC代表として全層大会に出席し， rぶどうの

粒間引」について成果を発表した。研究心に富む彼の創造性は，平くもここ

に結実したのである。そして翌29年には知事賞を受け，震なる受賞に奮起し，

当時いわれだした 7 桁農業の突現に取組んだので、ある。しかし，水田を含め

て，1. 5ha の経営規模では，その達成が留葉mなため，従来のキャンベルだけの

栽培を高級品種に切りかえ，かつ労働力の配分をよくするための作型の研究

を行なった。

ネオマス，ベリ -Aをど新植し，さらにマスカット，アレキサンドリア(以

下アレキという)を導入して二重ビニールによる加温栽培の計闘を樹立した。

先人の家を訪ねて研究を重ね，同時にキャンベルのビニール被覆を35年から

実施したO このようにして収量を高め，昭和38年には加温ビニールアレキの

収穫がえられ，その結果は予想以上によく，願望の 7 桁農業を達成したので

ある。

また38年には，岡山県果樹発表大会で第 H立となり，さらに同年，第10回

矢野賞第 2 部(地域社会の発展に貢献した者)の賞を受けた。上松氏の創造

性が，地域社会の発展に寄与したことが認められたのである。

39年には岡山県企業者クラブに加入し，企業的経営能力を練磨し，他方で

はどニールアレキの栽培の普及に努め， 43年にはその研究会を結成して会長

受賞者所在地付近略図 となり，ビニーノレアレキの産

""""監 l立鉄道

一一ー It 国道

80 

地造りを推進している。

彼は「現状維持は退歩なり j

とし、う言葉を信条とし，創造

性，実践性，計四性を具えた

企業者精神の持主である。そ

してそれを自分だけのものと

することなく，積極的に公開，

普及に乗りだす点は新しい農

業指導者としての人間像を感



ビニールハウス会景

じさせる。信望の厚い優れたリーダーであると問時に，両親を助け，生活の

改善もゆき屈き，円満な家躍をつくりあげている。

営の概況

経営面積は，水田42a ，ぶどう園 113a で，普通畑はなし、。この地域の農

家としては上)習に属していて，ぶどう中心の経営である。

ぶどう閣の品種別内訳はつぎのようになる。

{キャンベノレ

!ネオ，マスカット

露地栽培 i
(53 a) ベリ A

i デ、ラウェア

{キャンベノレ

38a 

5a 

5a 

5a 

28 a 

ビニール栽培;マスカットオブ{無加祖 22a 
(60a) 

i アレキサンドリア l 1J1l昆 10 a 

この地帯は瀬戸内に酉していて温暖な気候に恵まれ，年間降水量は少なし、。

また，ハウス栽培の障害のーっとされている台風の被害が，少ないところとし

て名高い。ハウス栽培が可能な条件を具えている地帯:といえよう。

だが，耕地条約二は必らずしも恵まれているとはいえない。水田は Z ヵ所，

果樹園は 6 ヵ所に分散しているO しかも果出閣は，王子坦地にあるのは 1 ヵ所

だけで，他は傾斜地であり 2 ヵ所は自宅から 1kmほど離れている。
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このように園地が分散しているが，それはこの地帯としては一般的であっ

て，珍らしいことではなし、。だが，各圏に通じる農道は整備されていて，軽

四輪が自由に入れるだけではなく，一部は舗装もされている。また全園に定

置配管がなされ，防除，濯水に利用されている。菌地が分散しているので共

同防除は行なわれにくいが，一斉訪除は徹底している。

家族は 7 名で，農業に従事している労働力は 4 名である。但し，父は病身

のため，換算労働能力は， 0.3 人にすぎない。主として上松夫妻がぶどう栽

第 1 :表 決機具の機種別購入額と年次 培に当り，ほと

種 類 |台数| 型式・銘柄・能力 |購入価額[購年入次 んど雇用労働力

テイラー は入れていな

トレラー 1 共立式 5, 0001 34 い。ただ，農業
動力噴霧機 1 丸山式 クライスホープ 30, 0001 40 

脱穀機 1 大竹式 5, 0001 39 高校生の実習を

長用エンジン 1 クボタ 5~6P S 40, 0001 41 かねた雇用をわ
潜水ポンプ 1 キリュウポンプ毎時 100石 34 ， 0001 42 

軽三輪 1 ダイハツミゼット 80, OOOi 39 ずかに入れてい

軽自輪 1 I 三菱 360ライトパ γ 150, 0001 42 るだけである。
ミスト機 1 丸山式 P S. 2. 5 I 35, 0001 42 
草刈機 l ニッカリ式 P S 1 I 25, 0001 38 したがって労{動

農用エンジン 1 中古オーノレパワー2~3P S I 4, 000: 42 
はきっく，年間

i寝水ポンプ 1 小坂式ユニパース毎時50石 12, 000 34 

農用エンジン 1 オールパワー 2~3P S 15,000 26 稼動日数は 1 日

加湿機 1 閤研式 300坪用 133,000 42 
8 時間として延

1， 232 日に達している。稼動人員 4 人とすると 1 人 300 白以上の就業とな

る。経営主夫妻の 1 日当り労働時聞はかなり長いといえよう。

このように家族経営で過重労働となるため，できるだけ農機具を整備し，

省力に努めている。おもな農機具の機種別購入額と年次を示しておこう (第

1 表)。

ぶどうの出荷は，@出荷組合 241 戸の共同出荷である。陪山県のぶどう産

地は共同出荷ができにくいといわれているが，その中で昭和26年ごろから目

別プール計算の共選，共販を行なってきた。仕向市場は，京阪神はもとより

京浜，北海道まで出荷され，銘柄は高く評価されている。
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簿記は長年にわたりよく記帳され，とくに労働の記録をとって経皆改善に

役立てている。この経営は，家族労働力を基準として経営の合理化をはかり，

自立しようとする典型的な農家の型とみられよう O

受賞財の特色

1) 経営のあゆみ

この経営は，耕地面積の拡大が密難な条件の中で，山績に点在している適

地を拓き，ぶどうによる自立農家を目指して規模の拡大をはかった。だが，

家族労働力に制約されて，ある眼震以上の規模の拡大は困難であった。加え

て露地ぶどうの価格は停滞的であったため，目標通り所得をのばすことがで

第 2 表

予言
翻26 1 27 1 28 1 291 30 31 1 32 1 33 1 34 1 35 36 1 37 1 38 1 39 1 40 41 1 42 1 43 

君辛事f最葉高 11 草fヶ吉ß4 H1ラ7、、時代 l ⑨波略研糊代 ⑧酔研究合時代
1悶也事企替選 7ラ 7、、持 1'<::

キャ〉ぺ1[，
威本 十20' 十 13 巴 一向 IL f定義一「管 ③ @ @ ⑫ ⑨ @ ③ 38 。oG 80 93 93 93 7/ ワl 7/ マl 36 2/ 3/ 43 38 38 

ヰオマ λ
結後
5 5 5 5 5 5 5 g 5 5 5 5 5 S 

へつI-A
務権
s 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 

T 7 
新緩
5 5 5 

マオ 7ス"771vレキト 新③権
@ @ ⑤ ⑤ ⑤ (5) 

十2@ワG
@ @ @ ② 加

JE@ -一一 題サ〉ドリヤ

フ'J~ III 60
a 

42 42 42 42 42 42 42 42 42 42 42 42 42 42 42 42 

重h 畷 戸と害蓄店長診I~ 草 軽三 ;量水
古を設

配定 管置 トLラ“ IOa 十45a 十30a メ 1) ト寺、1 '1 十 5 G

古を設喜Jl，
4経 TAフ叩 経由

海ポL水プ (実昔) )~. ;. 
工>:.:'~ ト L'7 ミスト

習1 M，
(貿替) 悲

震従 3， 6入 3.6 3.6 3,6 3,6 3,6 4φ4 44 4.4 4.4 4.4 3.51 3.5 2.7 2.7 2.7 2.1 号1' 1力力

品t と、う %γ|州 62qlmY48Y14| 旬。 1614 797 L236305 IM43250 6 1.466 1.734 /.fJ32 2498 
粗収入 820円 950 1330 I bbO i 190 1680 I 240 820 545 140 450 120 

きなかった。その壁を破るには，どうしても高級品種の栽培へ移行しなけれ

ばならなかったので、ある。だが，ガラス室は多額の資本を要したので，蓄積

の少ない彼にとっては高嶺の花であった。アレキを安上りの施設で，しかも
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良質のものをいかにして栽培するか。その方法を創造しようとした契機はこ

こにあった。そしてビニール被覆から加温ハウスへと発展する。その足どり

を示しておこう (第 2 表)。

これで明らかなように，露地栽培からキャンベル，アレキのビニール被覆，

さらに42年からはアレキの加温栽培をとり入れて経営の集団化をはかつてい

る。この経営の特色は，アレキのどニール加温栽堵を確立し，これを経営の

中核として高収益農家を確立したということである。

ところで，通常，アレキの家族労働力による温室栽培規模の限度は 300 坪

といわれている。この経営はすでにその限度を突破し，さらに増反を進めよ

うとしている。このような経営は，一般には過重労働に拍るだけで不可能に

近い。そこで省力と労働配分の合理化が大きな課題となる。

ビニ-}L
加湿YLキ

ピニづL
1'["キ

ぜこ-}L.
キャ〉べ1~

~:地-fFウ
ヰャメ10他

稲

第 2 図

砂百 11ft 2Fl 3Fl 4Fl 5Fl 

収穫

6Fl 7月 8 Fl 8丹lOFl IlFl 121� 

2) 省力技術

の開発とみごと

な労力配分

ぶどう栽培の

規模拡大を組む

大きな要因は粒

間引と収穫の労

働である。これ

らを上手に組合

わせることが規

模拡大の秘訣で

ある。上松氏は，ビニーノレ加温アレキから無加温のアレキ，キャンベル，露

地栽培と作期をずらし，上手に組合わせている。その型を稲作労働も含めて

国示しておこう (第 2[玄1) 0 また，横行栽培では，ネオマス， アレキの粒間

引には10 a 当り 80人かかっているといわれているが，氏は手で開花前に最終

的な房の形とする方法を開発し， これを 20~30 人に省力している。 この省

力は規模の拡大に大きな貢献をしている。
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袋かけ作業をしている受賞者の

奥さん

さらに彼は，総ての作型について一律に手を抜くのではなく，アレキはで

きるだけ手を抜かずに，大粒( 1 粒22g) でl品質のよいものを生産すること

に心掛けている。もちろん，大きいほど値段もよい(第 3 表)。つまり粒間引

によって，収量を下げても高 第 3 表等級別の価格差(l k 箱)

級品を生産し，有利に販売す L M S 俊上並

ることに努めている。 ビニール (412 M2  L094 987 886 
キャンベノレ 42~ 1, 182 1, 064 881 792 

LLL LL LA L M 

3 )高級ぶどうの大衆化 ビニーノレ Jl41年年 600 570 368 334 300 
プレキ 42 672 605 401 354307 

組放なぶどう栽培では，省力技術によって生産費を下げても，閥横を拡大

せずして農家所得の向上は望めなし、。面積拡大の余地がないとすれば，経営

は集約化へ指向せざるをえないが，ビニール加温アレキ栽培は品質を低下さ

せることなく，しかもガラス室よりも安ーとりに経営の集約化を可能にした。

それは，わが国ぶどう栽培の発展に新生面を開く卒新技術とみられる。

ともすると，これまでのガラス室によるアレキの栽培技術は，伝統的で閉

鎖性が強く，熟練的で非公開的であったといわれるO その秘{云は，血縁関係

を通して伝播し，現在もなお強く守られているとし寸。

そこにアレキの大衆化をはばみ高級化へ指向させた根拠がある。

これに反してビニールアレキはガラス室よりも経済性が高く，また技術も

公開しているから普及性に富んでいる。しかもガラス室より面積の拡大がで

きるので，従来のアレキほどの価格でなくても生産ができるO したがって高
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級ぶどうの大衆化が可能な栽培法として注目されるO この経営は着々とその

方向へ歩んで、いるのである。

しカ込以上のようにこの経営が，市場の消費動向に合わせた生産に切替え，

も労働力と所得技術とのバランスをとりながら着実に経営の合理化に努めて

いる点、は高く評価される。自立農家の発展の形態として，先導的役割を果し

支i反の営

ている盛れた事例とみてよかろう。

第 4表経
入)

よご

417.220.-
837.330.-

1.243.570.-
38.400. 

露地キャンベノレ
ビニーノレキャ γベノレ
ピニーノレアレキ
家計仕向

2.536.520. うど

〔収

132.190.-
194.400. 一

17俵?G 
向仕目

前

政
家326.590. 一稲

2.863.110. 引
削

56.376.-
7.500. 
15.570 

217.135 .一
5.250. 
54.200. 
2.140. 一

[ピ‘ニーノレ他
生産資材費{竹，杭，ワラ

l針金， ビニーノレ蹴
出荷資材費
稜商費
?由，光熱費
運搬星空

358.171.一

出〕

ぶどう生産費

〔支

J L  

:J勺

73.416.-
5.220. 

77.976. 
32.003.-
63.200. 

820. 
15.545.-
5.500. 

大農具費
小差是兵費
農用建物施設償却費
農薬費
肥料費
水矛IJ 費
農用被服星空
研修費

19.170. 一

273.680. 一J( 

水稲生産費

コ透

121, 270. 課f、1
ﾄ 税手民

15.000. 一賃労告lîE霊

(@800x 1, 232 日)967.600. 一賃労家自

1.754.891.一

1.108.219. 一
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襲撃経営の分析と今後の発展方向

42年の実績によると，収入 286 万円，自

家労賃見穣りを含む総支出額は 175 万円で，

純収益は 111 万円となっている。自家労賃

を差ヲ iいた農家所得は 208 万円で，家計費

は年間95万円であるから，農家経済余剰は

113 万円となる。自立経営としては，かな

り高い所碍水準に達しているといえよう

(第 4 表)。

総収入にしめるぶどうの割合は88.796 ，

ぶどう収入の中では，ビニーノレアレキは

49.096 , ピニーノレキャンベル33.096で，最

も面積の大きい露地は謹か16.496にすぎな

し、。

また作型別の10 a 当り粗収入はつぎのよ

うになる (a苦手1J42年) 0 

ビ、ニールアレキ(力rli晶)

ビニーノレキャンベノレ

696， 000円

341, 250 

102, 025 地

なお， ピニーノレ加龍アレキの所得は54万

言 I 9 千円であるからその所得率は79.腕とな

る。し、かにアレキの被覆栽培の収益性が高

いかが明らかであろう。

では，それぞれの市場価格と 10a 当りの

粗収入，ならびに経費の動きはどうか。過

去 5 ヵ年間について比較してみよう (第 5

表)。

。q

司
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各作型によって，市場価格は著しく異なるo 42年についてビニーノレ加温ア

レキと露地ぶどうでは10倍の聞きがある。だが，その経費は 3 倍強にすぎな

いので，面積を拡大するよりは加温アレキへ移行することがし、かに有利であ

るかが明らかであろう。しかも市場価格は，全{乍型とも停滞的であるから，

集約的作型へ移行した方が経済性が高まる。上松氏は，このような経済性に

そって自己展開をとげているのであるO

ビニール被覆で、の無加混と加温の技術上の差はそれほど大きくはなし、。に

もかかわらず市場価格に著しい差があり，また所得も異なるとすれば，よ

り，経済性の高い加温ビニールへ移行するのは当然であろう。しかもその技

術は普及性をもっているので，今後が期待される。
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〔闘謹謂踊車場

8 桁農業で地域社会の発展を

上松美智夫

理想、を諮るのはやさしし、。しかし実

現するのは容易なことではなし、。未来

l は現実の吋生…。過去の緩
験から自分の能力をフノレに回転し，創

1 意と工夫によって築いて行くものであ

ると信じている。

昭和35年から始めたマスカットビニ

ーノレ栽士音もこうした考えからできるだ

け絞設を節約し，しかも大規模経営が

できると信じたからで、す。そして昭和

38年には市場でも認められ，以後栽培

者も増加し，現在上道町で 100 名を越

す裁第農家を数えるにいたりました。

より優れた品安生産するため43年 4

j 月にはどニーノレアレキ研究会も発足

し，日夜研究に励む同志、の姿がありま

す。思えばこの間幾多の難題に直面し，

もうだめだと思ったことが幾度か (40

年 3 月には春震のため発芽したばか

|りのハウス制され，また 4 月の

突風に破られたこともありました)そ

のたびに今更のように自然の力の偉大

さを知り，これに打ち勝つことよりも

利用することだと自分に言い関かせた

り，開花期の降雨のため浪度を下げる

のに苦労した結果，現在実施しなお普

及しつつある上松式とでも言いたい換

気法令考案したり，加温設備の必要性

を教えられたりして，一歩一歩前進し

やっと現在に至ったのであります。

色々な点で苦境に立ったとき，また

期待どおりの戦果を上げた喜びを皆ん

なと共々に諮り合うとき I現状維持

は~歩なり J というこの言葉を深くか

みしめて見るのです。

これからも科学の進歩とともに，世

の中の移ワ変りも激しくなると思いま

す。農業も一万ドノレ経営から今や 8 桁

農業へと発展し，経営も企業化してい

ます。この進歩に乗り遅れることな

く，現在の仕事に最善を尽すこと，そ

して合理的に働くことによって企業農

業をより立派なものにし，子供が進ん

で農業と取組んで地域産業の発展が末

長く続くよう益々頑張る覚悟です。
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豆三
日ヨ 産 部 Fう

天皇杯受賞/二見一雄
(農林省白河種畜牧場茨城支場長/松崎 格)

日本農林漁業振興会長賞受食/森 田 正…H・H ・-…H ・ H・-…H ・ H ・. 105 

(農林省畜産試験場飯料作物部長/山 田 豊

日本農林漁業振興会長賞受賞/神 田 千代子…H・ H・-… H ・ H ・.........・ H ・. 116 

(全国肉用牛協会草子ー務理事=/大 川 忠 男)



皐杯受

出品財 豚

受賞者 見 雄

(神奈川県高Jm:郡綾瀬町古関858)

襲撃二見系を造成一一受賞者の略歴

二見さんは大正 2 年 1 月 12 日平塚市四之宮に生れ，昭和 3 年藤沢中学卒業

後農業に従事していた。しかし，生来の研究熱心から主穀生産だけでは農業

経営の確立は困難であることを痛感し，種鶏と種践を経営にとり入れ農業経

営の改善に努力し，昭和18年頃より本格的に畜産経営にとり組んだ。

当時の経営規模は種鶏約3， 000羽と種豚(ヨークシァ一種) 5 頭であり，こ

の種豚の血統のものは現在でも高く評価されている。

終戦後，平塚周辺の発展はめざましく，宅地化の波に押され農地が狭くな

り，また糞尿による公害の問題もではじめたので，昭和32年，現在の高座郡

綾瀬町に新天地を求めて移転し，種原の専業経営に専念することとし，その

基礎種豚は種雄 2 頭，種雌 25 頭で産肉能力の向上を目ざして改良をはかっ

た。このとき，昭和36年，外国においてランドレース種の産肉能力が優秀で、

あることを知り，いち早く自ら渡欧し各国のラ γ ドレース種の性能を調査し

た。そしてオランダ産のものにすっかりほれ込んだこ見さんは， 3 田にわた

り 53頭(種雄 7 頭・種雌46頭)を選定購買して，これらを素材として交配・

選放し改良を重ね，今日のいわゆる二見系を造成するにいたわわが闇ラン
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ドレース種のトップブリーダーとしての基礎を確立した。

この間，県および全国段階の種豚共進会において 7 国の農林大臣賞を，特

に第 6 回全日本種豚共進会においては最優秀賞をとり，高松宮杯・内閣総理

大臣賞をも受賞した。

二見さんは昭和41年から経営の拡大に着手し，支場を宮城県南石市福岡深

谷 2 の茸 1 に建設するとともに新たに昭和43年オランダより今まで導入した

ことのない血統の種豚38頭(種雄13頭・種雌25頭)を選抜・購入し，これを

素材として第 2 の二見系の造成をはかつており，わが間ランドレース種の改

良に熱情を傾践している。

なお，二見さんは日本種隠登録協会理事，監事，神奈川県養豚農業協同組

合理事等の要職を歴任するとともに，国をはじめ地方における養豚に関する

講習会の講師として養豚振興につくされ，また自場に全国から養豚研修生を

受け入れ後継者養成にあたるなど，わが国養豚界の指導的役割を演じ活躍し

ている。

家族は本人 (55才)，はな夫人 (52才) ，長男 (24才)，次男 (18::t) , 3 男

(16才)の 5 人家族で， いずれも健康であり，家庭生活は円満である。本人

の人柄は明朗活達で，旺盛な研究心と強い信念をもち，家族の信頼が厚く，

長男は本場の場長として協力し，また，次 3 男も養践を志しており，真の養

豚一家といえよう。

安定した穏豚経営一一受賞者の経営概況

-=さんの経営は種豚専業経営で，昭和41年12月法人組織とし，現在，二

見種豚牧場本場(神奈川県綾瀬町)支場(宮城県白石市)を有している。

経営規模は第 1 表の通りであり，基礎種豚として種維25頭，種雌100頭，

計125頭を繋養し，総土地面積は 29.4ha である。

昭和42年度経営収支の駿要は第 2 表の通りであり，収入の8096は種子豚の

販売によるもので，廃用原( I有用豚を主体とする) 1896，その他 296となっ

ており，これは問場がたゆまざる研-究努力により優秀な系統造成をした結果
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であり，今後のわが国種豚経

営にとって模範的事例である

といえよう。なお支出におい

て飼料費が 26. 696，給料 12.

896，減価償却費11.296などと

なっている。

労働力は本人，長男および

雇用人 5 名と研修生 3 名であ

り，研修生の研A修期間は 1~

3 年で全国的な範屈から集ま

れ現在までに26名の修了生

を出し，飼育管理を通じて勉

第 1 :表経営規筏の概要

区 分 本 ;場(神奈川) 支場(宮城)

-J K E 種雄豚 01兵) 12 13 

尽に 種雌豚(頭) 65 35 
口 計(頭) 77 48 

面 積 (ha) 3.8 25.6 

施 豚)棟数(練) 13 4 

舎面積(坪) 427 430 

倉)棟数側 1 l 
設 庫面積(坪) 37.5 30.0 

計

25 

100 

125 

29.4 

17 

907 

2 

67.5 

備考 その他支場に燥機兵庫 1 僚と，大農具として 25Hp トラクタ- 1 台

等を所有している。

強をしているが，手当の外 1 年につき 2 頭の割合で実習期開に応じ，箆良種

子豚を贈与支給するなど特別の考慮を払い，宿舎も完備しており，食事は家

族とともにしている。

二見さんは種豚経営には，よい環境づくりが必要であることに着目し，牧

場の移転，新設に際しては，地形・交通・公害および防疫問題に特に留意し

て場所の選定を行ない，畜舎の設備については，乾燥・通風・保温に特別の
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注意を払い，かっ，畜舎への過剰投資をさけ，錆養管理にあたっては放餌放

牧により強健な体躯づくりを行なうとともに，給与銅料については子豚・育

第 2表昭和42年度経営収支の概要

区分 項 自 金 怨 t議 考

JI3Z. 入 E家 販 官?L: 28, 680, 000 

精液販売 416, 000 

受取利息 180, 000 

JI3Z. 入 計 29 , 276, 000 

支 出 諸 給 与! 3, 322, 000 給料，雑給

消耗器材費 1, 509, 000 j誇耗品， 図主主

飼 料 主ま 6, 523, 000 

旅 費 1, 698, 000 旅費，交通費

主主録手数料 705, 000 子豚登記，登録

通光熱信・水料星空 1, 425, 000 燃料・電気・水道・通信

視税公課・地代・家賃・保険料
租税公課等 1, 214, 000 

厚生福利変 63, 000 

修 結= 議' 1, 102, 000 

減価償却費 2, 756, 000 

雑 星空 4, 195, 000 交際他主主，負担金，支払利息，運賃

支 出 音十 24, 512, 000 その

利益金

成践は発育過程に応じ，成豚はH治手L期・種付期・妊娠j拐に応じて細心の配合

を行なうなど研究を重ねている。また程飼料の確保については甘藷産等の利

用を行なうなど緑餌を十分に与えている。なお，予防衛生については特に留

意し，予訪詑射，消毒・し駆虫の励行はもちろん，敷地周辺には柵を設け外

来者の出入禁止を厳重に実施し，防疫に万全を期している。

種豚の理想像を示す一一受賞財の特急

(1) 理想的な体型・資質

受賞財(豚)はラ γ ドレース種経産豚の，フアンダ オスカー アジュデ

γ ト フタミ 5~3 号で昭和41年 6 月 3 B生れである。この種雌豚は昭和43
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給与飼料の配合割合の 1 例 年 4 月埼玉県熊谷市で開催された第 6

回全日本種豚共進会(主催は日本種豚

登録協会)において最優秀賞を獲得し

たものである。

本種豚の産子検定成績は第 3 表の通

りで， 15点満点に対して第 1 回13点，

第 2 田 15 点をとり， いずれも優れた

繁殖成績を示しているO なお本種豚の

血統は次に示すように，父母とも名誉

高等繁殖践で，その産子検定成績の得

点は 3 聞の平均で，それぞれ10.04点，

13.33 点と優良な成績で、あり，かっ，

父の血統の子・孫の多くは~肉能力を

受検し，良好な成績を上げている。

第 3表産子検定成績

(1)種目家用 (80kg

以上)

市販種豚配合飼

料 30

大麦 30

ノレーサン 10 

魚、粕 10

大豆粕 5

青主主(甘藷箆・

青刈麦等 40

その他炭酸カノレ

シウム， ミネラ

ノレ，抗生物質飼

料添加剤を添加

する。

なお，青草40

とは問形物換算

で 15 とみなす。

(2)子豚用 (30~8

Okg) 

市販子啄飼料75

魚粕 10

大豆粕 5

ノレーサン 10 

その他炭酸カノレ

シウム， ミネラ

ノレ，抗生物質飼

料添加剤を添加

する。

回 数
一
四
回

1 

2 

得点

13点

15 

ファン夕、、 オスカー アジュデント フタミ 5~3 号(種第50018 号)

生年月日 昭和41年 6 月 3 日生

血統

文 アジュデント 96064

名高繁第 1 号

種第140号

体格審査得点 85.70

産子検定得点 10.04

(3 回の平均)
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母 ファン夕、、 オスカー フタミ 1~4 (視父アジュデント 96064

名高繁第35号 J 名高繁第 1 号

種 第11927号 |祖母サクセスファンダ
¥ 26229  

体格審査得点 85.28

産子検定得点 13.33
( 3 回の平均)

名高繁第40号

本種豚の体型は，体積に

富み，頭部や前身障が絞く，中

躯の伸びと後艇の幅・深み

があって，ランドレース種

の理想的な体裂を現わし，

品位のある優秀な種雌掠

で，先進諸国のものに比し

ても劣らぬ代表的な種豚で

今後わが国種豚の改良に主主

i献することが期待jされる。

(2) すぐれた種豚選抜技術

第 4表第 6 回全日本種豚共進会時

体尺測定値

ファン

出品収 ー アジューデン ランドレース38jî均貝
の平

ト フ ミ 5~3

体 重 (kg) 283.2 266.4 

体 長 (cm) 176.0 172.0 

1旬 関 (cm) 143.2 146.0 

体 高 (cm) 84.4 85.1 

年4 深 (cm) 48.2 51. 5 

﨔ﾍJ 中沼 (cm) 42.4 41. 3 

胸 中頃 (cm) 40.3 37.8 

後 阪 (cm) 43.2 41. 3 

úlli考 ランドレース38頭の平均は38.3~42. 1生

れの経~音ß門の出品JJ奈の平均値である。

さんの抵の改良基礎は種鶏経営の経験が基になっているO すなわち，

約23年間の種鶏餌養とふ化事業を通じて得た経験によれ種豚の経営は錦料

費の節減と産肉性の向上を重点目標とし，そのうえ強健で、銅い易い，いわゆ

る丈夫で、長もちするもので，繁殖能力のすぐれたものへと改良を進めてきた。

これがため，昭和39年ランドレース種の産内能力の検定が開始されると，積

極的に受検するとともに，種雌豚の産子検定を行ない，これらの結果を改良

に反映させ，研究を重ねて，今日のいわゆるニ見系を造成するにいたった。

すなわち，ランドレースの産肉能力検定が開始されてから昭和往年までの

3 カ年間の全国の種地豚受検総頭数は 308 頭であるが，二見牧場産のものは

お頭 (9.093ぢ)を占めている。なお，その成績は第 5 表の通りで，二見牧場産

のものは総合判定成績において a が25.096 ， b が60.796 ， c が14.396であ
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り，全罰で受検したものの成績がそれぞれ8.996 ， 28.696 ， 41.19ちに比べ非常

に寝秀な成績を示しており，産内能力についての選抜技術がいかに卓越して

いるかがうかがえるとともに，わが国の種豚改良に大きな影響を与えている。

次に繁殖能力について見ると，現在，繋養種豚125頭の内，名誉高等繁殖

豚49頭，高等繁殖豚 1 頭，繁殖能力登録豚26頭で619ぢを占めており，なお現

在実施中のものもあれこの結果は昭和42年度における牧場の繁殖成績が産

子数の H隻平均11. 2頭，その育成率は96.696ときわめて高いすぐれた成議と

なってあらわれている。

第 5表種雌豚~肉能力検定成績(昭39~昭41) 以上のような改良の結

区 分

|頭数 必 |頭数

受検頭数 28 9. 280 

a 7 25.0 25 

総書成絞宇
b 17 60.7 80 

c 4 14.3 115 

d 。 59 

e 。 - I 1 

28 100.01 280 

計(全国平均)果は，昭和39年第 5 回全

96 ノ 頭数

90.9 308 

8.9 32 

28.6 97 

41.1 119 

21. 0 59 

100.0i 308 

タd 日本寂共進会にランドレ

100.0 ース種の部門が初めて設

10.4 けられると種雄豚若令の

31. 5 部に 2 頭を出品し，優等
38.6 
19.2 賞および 1 等賞の上位を

0.3 独占し，また譲渡した同
100. 。

叩 l諸国輩出 rr 1~~~11~ I竺
f二割 2212l::z l顎3:抗野

場生産のもの 2 頭も他の

部で優等賞 1 等賞を獲

得した。

さらに 4 年後の昭和43

年に開催された第 6 回全

日本種豚共進会においては，ランドレース出品頭数 125 頭のうち，突に，い

わゆるこ見系のものが90頭で， 7296を占め，その成績は優等賞以上のものが

92銘に達し 1 等賞では5496を占め，なお本人出品献の 6 頭はすべて優等賞以

上を獲得し，その中のファンダ オスカー アジュデント ブタミ 5~3 号

は，地の部門である，ヨークシャ一種，パークシャ一種を通じて，最箆秀賞

に輝くにいたったことは，二見さんのたゆまざる努力と研究および卓越せる
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種)ぼ選抜技術によるものである。

二見牧場から生産された種豚数は現在までに 6， 000 頭を数え，その譲渡範

囲は奈良，広島 2)果を除く 44都道府県に及ぶとともに，わが国のみならず，

遠くフィリピン，タイ，台湾，香港，韓国および沖縄に輸出され，その数は

240頭におよび，名声を博していることも特筆されよう。

(3) ランドレースの役割と背景

わが閣の養豚は，肉味がよく，脂肪つきがやや多いヨークシャ一種やパー

クシャ一種が飼養されてきたが，源内の需要が脂肪の少ない赤肉量の多いも

のが要望されるようになり，昭和36年を境として，欧米で赤肉が多く，脂肪

が少なく，錦料効率の良い豚として好評を博しているランドレース種が輸入

され，その数は2000余頭となり，また，肉豚の銅脊型態も零細な副業養豚か

ら多頭飼育の主業的，専業的養豚へと進むにともなって，強健で飼い易く，

集団飼育が容易で，かつ産肉i生も中間的な{底を示す品種間交配による雑種生

産がとられるようになった。

すなわち，昭和36年におけるわが国の豚の品種の割合は，総餌養頭数 264

万頭の内，ヨークシャ一種8596，パークシャ一種1096その他 596であり，ヨ

ークシャ一種，バークシャ一種の純粋交配がほとんどであった。しかるに，

昭和38年にはヨークシャ一種79.396 ， パークシャ一種8.196 となり， ランド

レース種は漸次増加して 2.196 となり，かつヨークシャ一種・パークシャ一

種を雌としてランドレースの放を交配して生産したま:l~種は1096と増加しはじ

め，昭和43年になると， 総餌養頭数 594 万頭の内， 雑種の割合が 71矢ぎとな

り，純粋種は2996と逆転するにいたった。そして雑種はヨークシャ一種とラ

ンドレース種との交雑種が大部分を占め，その他大ヨークシャ一種，パーク

シャ一種，ハンプシャ一種との交雑も若干仔なわれて，雑種生産の時代に移

行してきた。この内容を検討すると，成雌頭数60万頭の内，品種の割合がヨ

ークシャ一種44.196，パークシャ一種5.096，ランドレース種34.696，大ヨー

クシャ一種3.596，ハンプシャ一種0.6必，その他の品種の0.196，雑種12.196

となり，ヨークシャ一種が最も多く，次にランドレース種が3596と急速な増
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加を示していることがうかがわれる。一方，成Mt頭数の割合を見ると，給、頭

数 18， 679 頭の内，ランドレース種 58.7%，ヨークシャ一種 15.696，パーク

シャ一種 5.396，大ヨークシャ一種 14.6;ぢ，ハンプシャ一種 3.6労， その他

0.396，雑種 2.1必であり，ランドレースとヨークシャーの割合が成雌の場合

と逆転しており，また，大ヨークシャ一種，ハンブヘンャ一種の若干の噌加が

認められる。このことは，雑種生産においてランドレース種の役割が大きな

比重を占めていること示している。

これらのランドレース種はイギリス，スエーデン，オラン〆，アメリカ

の諸国より輪入されたものであったが，当初は玉石混清であり，また無計固

な交配，飼養管理技術の未熟等により，必ずしもランドレース種本来の能力

を発揮できず，色々の難問をなげかけた。このような無秩序なときに，二見

さんは自ら渡散し，オランダのランドレースがわが留の餌養環境に適し，か

つ産肉性・経済性にすぐれていることに白羽の矢をたて，導入後は一貫して

オランダ導入豚による選抜交配を行ない，繁殖能力，産!有能力に重点をおき

選抜圧を強くして改良し，いわゆる二見系の造成をなし得たことは，二見さ

んの種豚選抜技術の優秀さとともに，種豚改良の基礎理念ょっ綿密な計画i生

に基づいた不捷不屈の研究の成果にほかならない。数多くのランドレースが

輸入されたにかかわらず，そのほとんどが十分性能調査もされず，無計|国交

配により系統の造成も見られず，沈滞している現在，全国的に名声を高めた

二見系の造成は一朝一タにで、きたことではなく，種豚改良のむずかしさを克

服した二見さんの粉身努力の賜であり，今後のわが国の種豚改良のあり方に

大きな指針を与えたといっても過言ではあるまい。

受賞者の技術・経営の分析一一一普及性と今後の発展方向

(1) 種豚改良技術の分析

二見さんは，種豚改良の着隈点は骨太の頑丈な骨格，後艇の充実と胴のび

のよいものを体型選抜し，産内能力検定，繁殖能力検定を行ない，その結果

を交配に反映させるとともに相性(ニツキング)を調査して，どの組合せが
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よい結果なもたらすかまで調査して改良を進めていくことであるとし、う。

このことは種豚育種の原則であり，この原則を着実に実行して系統を造成

していることは今後のわが闘の種豚育種家へのよき範例であろう。しかしこ

れには幾多の臨難が待ち受けている。すなわち，種豚選抜の技術，大型種の

飼養管理技術，調査研究のデータ整理とその内容分析の能力，種豚繁殖経営

の手腕等であり，これらは民間ブリーダーが熟練・熟達し備えなければなら

ぬ事柄であるO

二見さんはランドレース輸入に先だち欧州各国の調査は勿論，ランドレー

ス種の能力を発揮するにはどんな餌養管理が必要であるか，わが閣に適応性

するかどうか，前養の容易性・強健性はどうかなど細部にわたり調査研究し

て，確信のもとに導入にふみ切っており，導入後は飼養管理にあたっては，

できるだけ習性に適するような環境づくりを行ない，日光と線と土に親しめ

適正飼料の給与により，強{建な体躯づくりに努めるとともに種豚育種にあた

っては全雄豚の康子検定の受検およびできうる限りの産内能力検定の受検を

実施したO そして種雄豚の能力調査と，種雌啄は種U;fíをかえて，どの組合せ

がよいかについての適性の調査をし，選抜・淘汰EE'â::加えて改良をはかった。

この結果，平均近交係数は概ね 1296 以上となれ いわゆる二見系として一

般に認められるようになり，かっその優秀さは第 6 回の全日本種豚共進会に

おし、て，出陳頭数・上{立入賞頭数においてかがやかしい金字塔を打ち樹てる

にいたった。

二見さんの改良についての意欲と熱心さを測るには，彼の記憶力のすぐれ

ていること安もつけ加えねばならなし、。すなわち現在繋養の種豚の血統はい

うに及ばず，それらの 2 ・ 3 代以前の体型，繁殖性，産肉性にいたるまで頭

の中に整理されていることである。

(5) 経営の分析

二見さんは種豚経営の重点目標を優秀な種子豚の生産においている。これ

には擾秀な系統の造成を行なうことによって，繁殖性・産肉性の能力の向上

をはかることとし，繁殖性においては仕上り子掠数(子核売払時の頭数)が
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二見さんの経営する第 2 繁

猫場

(宮城県白石市福岡深谷 2)

多く，かつ種畜取得率が高いこと，額豚の供用年眼が長いこと，産i相生につ

いては後躯の充実・体の仲び・発育のよいこと，錦料の利用性がよいこと，

また，強鑓で飼い易い種豚を生産することに傾倒した。

これがため，導入時においては徹底した選抜と淘汰を加えて資質の改善を

はかり，その結果は繁殖雌平均産子数が11.2頭，育成率は96.6必となり，総

収入の80必が種子豚による版売益を上げるにいたった。

なお，二見さんの種豚経営で見のがせないものに，種子豚の譲渡先に対す

るアフターサピスがある。彼は譲渡先に対して，ランドレースの飼い方につ

いて指導してまわり，技術の普及をはかつているO これはひと月の半ば以上

も直接指導に回っていることからして，いかに技術指導に力を注いでいるか

がうかがえる。このことは強く購買者に信頼感を与えており，これがまた種

子豚の販路の底流ともなっているO

その他，子豚登記・登録の実施，飼料の効率的利用，飼育環境の改善等に

ついては常に研究しており，特に畜舎についてはよい環境づくりに細心の注

意を払っているが，畜舎への過剰投資をさけ，減価償却費の負担を軽くして

経営への圧迫を防止している。

(3) その普及性と今後の発展方向

わが国の養豚がヨークシャ…種・パークシャ一種の時代からランドレース

種旋風時代を経て雑種時代に入り，無計画交配のため肉豚の品質低下が現わ
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れるにおよび，ようやく反省期に入ろうとしている。すなわち昭和36年頃よ

り輸入されたランドレース種・大ヨークシャ一種・ハンプシャ一種と在来飼

養されていたヨークシャ一種・パークシャ一種との雑ぱく交配が行なわれる

につれ，当初の純粋種の改良についての努力意欲は失われ，寄目的な品種間

交配が行なわれ肉質の低下が現われるにいたり，ょうやく優れた肉豚生産の

基燥である純粋種の品質の向上が認識されようとしている。

このような動向の中にあって，二見さんは一貫してランドレース種の改良

に傾倒して，震秀な，いわゆる二見系を造成するにいたったことは，わが国

の種豚ブリーダーへのよき指針ーとなろう。

現在，二見さんは経営の拡大にともなって，宮城県の支場の整備拡充をは

かり，第 2 の二見系の造成をはかるとともに伝染病の危険分散を意図してお

り，今後の活擢が大いに期待されるところである。
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輸入豚に負けない豚をめざして

見

私がランドレースの改良に取り組ん

だのは，昭和36年に神奈川県で輸入し

たランドレースの購買のため，北本弥

三郎氏に同行してヨーロッパ諸国を旅

行したときに始まります。

それまで，白木の豚はヨークシャー

とバークシャーで占められていたので、

すが，この年を境にラ γ ドレースブー

ムが起り，各県では競ってスェーデ

γ，イギリスなどから大量の稜豚を輸

入したので、す。さてT:l.達もその両国を

回って見たので、すが，どうしても私を

納得させるようなものが見当らなかっ

たのです。私もヨークシャーの改良繁

殖には自信を持っていましたし，その

年の春行なわれた第 4 回全日本豚共進

会では，種雄豚で優等賞を受賞しまし

たので，この程度のラ γ ドレースなら

むしろヨークシャーの方が良いとさえ

思ったので、した。しかし一応予定の購

買を終って，イ也の国々を視察したと

き，私の血を湧かせるに十分なランド

レースを発見したので、す。それはオラ

γダでした。私はこの留のものなら，

必らず日本のランドレースになり得る

雄

という強い信念をもち，帰国後直ちに

外貨の割当を頂いて，再びオランダに

飛んだのでした。そしてさらに，その

翌年輸入した穏豚と合せて雌雄約40頭

の種豚を基礎として，ランドレースの

改良に専念したので、す。幸い昭和39年

に関かれた第 5 回全日本豚共進会に

は，私の生産した 2 頭の種雄豚が優等

賞を獲得したので、すが，私は決してこ

れに満足しなかったので唱す。改良は前

進あるのみ。私はこの信念を変えず，

その日から一層改良に改良を重ね，さ

らに優れた種目家をつくることに努めま

した。私は今回の受賞によって，長い

間改良に努めた成果が突ったことを喜

ぶとともに，私の考え方と豚の選抜方

法に誤りのなかったことに一層の自信

を深めました。

受賞の際皇太子殿下から「輸入した

ものと今のものと，どちらが良いかj

とのお言葉がありましたとき，私は即

座に「現在の 2 世， 3 散の方が改良され

ています」とお答えすることがで、きた

ことは，豚づくりに精進してきた私と

してこの上ない嬉しさで一杯でした。
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こ二二二二二段本農林漁業振興会長笠受賞二二二二二

出品財 草 地

受賞者
フト之
耳苛三 田 正

(北海道主主関市香川町81)

毅酪農理想像の実現にいどむ一一受賞者の略産

森回さんは大正14年 3 月輝成氏の長男として室蘭市に生れ，昭和16年農業

専修学校卒業以来，父を助けて苦難の時代を乗り切って今日の優れた大型酪

農経営を築いた44才の働きざかりである。

森田家は祖父の代，明治25年に香川県より入植し，炭焼をしながら開墾に

従事し，馬の育成を中心に経営をした。父輝成さんの代に，室蘭製鋼所設立

とともに工場に出た開拓者から土地を購入して所有地の拡大をはかったが，

それは馬産経営上必要な処置であった。

戦後，馬産の衰退は森田家にも大きな打撃を与え，経営の転換を迫った。

そこで，水稲，大小麦をはじめビート，あま，じゃがいもなど16種に及ぶ作

物を栽培し，また馬をへらして豚，めん羊，にわとりなどの中小家畜の飼養

も試みた。しかし周知のように当時の情勢はきわめて厳しかった。価格変動

は予測を越えてはなはだしく，また北海道につきまとう冷警による損害も大

きく，とくに額斜地に起る土壌侵食で、地力の減耗は意外にひどかった。

このような過患で，昭和24年に乳牛をはじめて導入し， 36年頃から安定性

の高い酪農専業化への途にふみ切った。すなわち， 39年には水稲 O.6ha，

大小麦1. Oha を残すのみで，牧草地 14.5ha，えんばく1. Oha，デントコ

ーン1. Oha と飼料基盤の拡充し，成牛13頭，育成牛 5 頭の段階にこぎつけ
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た。 42年には第 1 表のように，一般作物を全廃し，しかも 0.5ha のデント

コーン以外はすべて牧草として単純化に徹し，成牛17頭，育成牛17頭，馬 2

頭と急速に草地を基盤とした多頭化の途を前進しているO

森田さんは地域酪農振興のため室蘭市乳牛経済検定組合を組織し，その初

代会長をつとめ乳検事業の普及につくした。現在，市農協代表幹事，室蘭酪

友会会長，乳検組合顧問，営農改善推進委員，牛乳販売委員など農業関係

のリーダとして活動しているほか， PTA会長などとして人望厚く，地域社

会の発展にも奉仕している。 42年には北海道館料作物共励会草地の部で北海

道一賞になり， 43年には第 6 回全国草地コンクール集約牧野の部で、日本一賞

(農林大臣賞)を得た。

なお，祖父市街門さんは昭和12年馬産功労者として農林大臣賞ならびに天

皇銀杯の下賜をうけた。父際成さんも民生委員，家裁調停委員などをつとめ

た。まさに森田家は，明治百年の風雪に耐えて発展した北海道農業を象徴す

るものといっても過言ではなかろう。

省力化に徹した大型草地酪農一一受賞者の経営概況

家族は本人 (44才)のほか妥 (43才)，両親 (70， 63才)，子供 (19 ， 16, 

12才)の 7 人であり家族

労働力は 2.9 人となる。

雇用は42年でサイレージ

調製のための計29名にす

ぎない。

経営用地は第 1 表のよ

うであるが，起伏の多い

波状傾斜地(標高 100~

250m) で，火山灰土から

種 B日

耕地

造成草地

原野

薪炭混牧林

植林地

宅地・施設地

第 1 :表経営用地 (42年)

面積 内 訳

ha 
13.1 牧草地12.5，そさい0.1

6.0 

23.0 うち 18.5は共用放牧地に利用

50.0 

16.5 

0.4 

109.0 

なり，太平洋の寒風をまともに受ける霧の多いところであって，厳しい自然

条件にある。

乳牛飼養頭数は前記のように42年で搾乳牛17， 育成牛 17 で， 平均乳量は
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建物，施設の全景

4， 700kg とそれほど高くはないが，もち論全国平均を越し，北海道乳検成絞平

均の水準にある。増殖途上にあって初産，二産の若牛の比重の高いことを考

慮すれば，多頭飼育の草地酪農としてはかなりの水準にあるとみてよかろう。

建物・施設としては欝舎(腰ブロック二階) 248m2 1 棟(二階は乾草舎) , 

農機具庫(木造トタン張) 100m2 1 棟，サイ口(ブロック) 2 基 1873m3，堆

肥場 125m"，尿溜 25m3 とよく整備されているが，多くは自家建造であっ

て，けっしてぜい沢なも 第 2 表主主主燥機兵(液得価格399万円，

のではなし、。農機具は第

2 表のように，個別農家

としては異例の高装備に

あるが，これによって後

述のような省力作業を可

能にしている。借入金は

近代化資金 180 万円のみ

で，それも現在残金は10

万円にすぎない。

経営収支は第 3 表に示

したようであって，農業

収入(畜A産)は 3， 811 千

償却512， 380門)

種 Z!!J 

トラクタ

モア
プ。ラウ

デスクハロ

レーキ

トレーラ

ヘイベーラ
フロントロータ府

フゃロードカスタ

マニアスプレダ
フ守 ロ ア

ジャイロテッダ
フォーレージノ、ー
ベスタ

小型トラック
ノレ カ

ウォタカッア。

尿散布機
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型 式

35P S フォードソン
サイド， 6ft
16x 2 
18x24 
6 リーノレ
夕、ンプ 2t

小西式
2t 
特大スター

スパイサーピ
ックアップ
2t 
2 頭用

数量

1 台
1 1! 
2 1! 
1 1! 
1 1! 
1 1! 
1 1! 
1 式
1 台
1 1! 

1 合

1 1! 
2 1! 
151! 

1 台



円であって前年度の3， 096千円を大幅に越し，農業経営費は2， 369千円で，

れまた前年震の1 ， 874千円をうわ回っており，規模拡大をよく反映している。

〉・

」ー

農外(林業)所得を加えた農家所得は

これを家計費 1 ， 039千円に使って，

1 ， 039 千円の家計費は北海道全戸平均より約 4 割も高く，住宅

内もよく整備され，団らんの生活が営まれている。

なお602千円の余剰を

差引農業所得は 1， 442千円となり，

1， 642千円である。

ヨミじている。

経営収支 (42年)

3 ， 811 ， 000円(前年度 3 ， 095 ， 760内)

3, 196, 000 ( " 2, 489, 760 " ) 

390, 000 ("  390, 000 " ) 

45 ， 000η36， 000" ) 

180, 000 ("  180, 000 " ) 

第 3 表

79, 900kg 

3 頭

9 " 
15, 000kg 

代
牛
く
草

入農業

{乳

内|廃

訳は
農業経営費

と

収

1, 873, 600 " ) " 2, 369, 200 

65, 000 

141, 186 

277, 500 

5, 634 

585, 700 
76, 400 

83, 800 

22, 500 

53, 000 

66, 000 

125, 000 

35, 000 

21, 750 

106, 000 

704, 730 

種苗費

養畜費

肥料費

農薬費

飼料費

材料費

光熱水料

小農具索

差是機修理費

農用建物施設修
理費

賃借料

麗用労賃

農用被服費

負債利子

償却費

内

訳

1, 222 , 160 " ) 

250, 000" ) 

1, 472, 160" ) 

" 
" 

1, 441 , 800 

200, 000 

1, 641, 800 

1, 023, 750 " ) 

448, 410" ) 

" 
" 
" 

1, 039, 400 

602, 400 
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多収.良作で永続性の高い模範的草地一一受賞財の特色

第 4 表

主主種(品種) 揺種f設 備考

オーチヤードグラス(ブロード)1. Okg 

チモシー(クライマックス1. 0

アルフアノレファ(ジュピー 0.8 狼粒菌接種

赤ク口ーパ(メジューム1. 0

ラジノクローパ(市販種 0.2

(1) 寒冷条件を克服して

得られた 1 万 kg草

地の実現

受賞財は昭和 40 年 6

月，薪炭混牧林として経

済性の低かった雑木林を

きりひらいて造成された1. 4ha の牧草地であって，平均 8 度の傾斜地にあ

る。造成時元把として 10a 当り窒素 2.6kg， りん酸 18.2kg，加塁 3.2kg，

石I3Z 3181湾を施用し， 42守二の追肥は窒素 7.6kg，りん酸 13.7kg，加塁 17.1

kg で分施した。

草穣は第 4 表のようで， 5 種が混播された。

第 5 表 JI又設，草種総成および用途

生主主収量(kg! lOa) まめ科~l (96) ffl 途

l 番草 (6 月 8 日) 4, 290 36.8 サイレージ

2 番草 (8 月 6 日) 3, 990 41. 6 車2 主主

3 番茶 (9 月 2813) 1, 750 42.4 乾 草

計 10, 030 37.9 

高位生産草地乾燥調袋中
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放牧地における牛群

42年の収穫は 3 回行なわれ，第 5 表のように合計生草収量で実に 10 a 当

り 1 万 kg 余の高い生産があげられた。これは気象的制約の大きい北海道で

はかつてほとんどなかったものであり，驚異的水準といえよう。さらに強調

すべき点は草種組成が適正に維持されたことで， 3 種のまめ科草合計の重量

比は年間ほぽ40%で経過し，年合計で約3896 と革質の点で極めて望ましい状

態にある。ついでながら羽生存10月調査時においても草生は依然、すこぶる良好

で刈跡の襟地割合は大変少なく，造成 4 年後においても高い生産力が保持さ

れていた。このように，この草地ば量質問面で、優れているばかりで、なく，永

続性についても高心理想的な草地である。

(2) 合理的な草地利用

初めにも述べたように，離農者より取得して土地を拡大してきた関係で，

草地はいくつかの飛び地からなっている。このような，合せて 20ha に近い

牧草地を省力的に管理利用するのに，森田さんは，はなれた所~採草地とし

て専ら乾草とサイレージに利用し，近い所を利用頻度の高い放牧地として利

用している。はなれた草地で、あってもトラクタなどの機動力を活用している

ので，それほど、不便ではない。

放牧地は畜舎近傍の 6.6ha 1 団地で， 6 牧i玄に分け， 5 月上旬より 10月

下旬までの間，草生に応じて 2~5 日の滞牧日数で集約的な輪換放牧を行な

っている。放牧草地には放牧向き草種を主体にし，オーチヤードグラス，ベ
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機械によるベーリング作業

レニアノレライグラス，メドーフェスキュ，チモシー，ラジノクローバなどを

用いてある。草生密度は著しく良好で， 42年現在で利用 7 年自になる古いと

ころでも，新しい草地と変らない生産力を示している。推定採食量から計算

すると，新!日平均してlO a 当り約 5， OOOkg の生草設を得ていることになる 0'

受賞者の技術・経営の分析および普及性と今後の発展方向

(1) 技術の特色と分析

このような優れた草地が具現したのは，森田氏の並々ならぬ技術上の努力令

と研さんの結果に他ならない。

その技術の特色の第ーは，創意と工夫にみちた科学性にある。草程につい

ていえば，前述のように利用目的によって選択し，さらに品種のレベノレにま

で配慮している。牧卒は他殖性であれまた茎葉矛IJ用のため品種間の識別が

むずかしく，優良品種の評髄が農家段階に惨透しにくい面があるが，森田さ

んは北海道における寵良品種を積極的にとり入れているO 生産に至大の関係

ある施肥については，まめ科卒根粒:菌による窓素の補給~考えに入れれば，

大変ノミランスのとれた施用であり，年 4 自の分施によって肥料効率を高める

配[さも払われている。利用についても，梱包草のスタックサイレージ調製をφ

試みており，省力的新技術のとり込みに積極的であり，また廃棄トラックの

ディーゼルエンジンをサイレージカッタの原動機に活用するなど創意工夫に匂
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すぐれている。

放牧についても集約的な輪換法を採用し，とくに滞牧区のゲートを開放し

ておき，搾乳時には牛群が白から牛舎を往復するよう調教しており，また放

牧期間中も乾草を自由採食させて鼓賎症などの予防と乾物の補給に意を用い

ている。

技術の特色の第二は， 32馬力トラクタを基幹とする機械化ー賞作業である。

前掲第 2 表に示した農機の整備はけっして過剰装備ではなく，省、力化に著し

く貢献し，経営の中に有効に生かされてし、る。

要するに，生草の放牧により入手をかけず収穫し，貯蔵飼料は徹底した機

械化で処理するとし、う歌米並みの省力技術がこの人の技術特色で、あるといえ

第 6 表 iヨ給飼料の生産矛IJ用量

現物総量 給与 養分量 (kg)

日数 FU  DTP 現物※ FU DTP 

牧草放 牧 196， 000kg 169 28, 000 3, 080 7, 000 1, 000 110 

乾 主主 78, 400 365 34, 160 3, 416 2, 800 1, 220 122 

サイレージ 168, 000 242 28, 000 2, 240 6, 000 1, 000 80 

コーンサイレージ 22, 400 166 3, 220 140 800 115 3 

93, 380 8, 876 3, 335 317 

※ほかに濃厚飼料 900kg

る。これによって，飼料生産ならびに家畜管理の労働時間の著しい短縮を突

~:J3ìしているのである。すなわち，飼料生産・調製に要した労働時間は年合計

で 1， 435 時間， 10 a 当りでは8. 1時間となり，全国平均の%程度に短縮され

ている。乳牛の館養管理労働時間も搾乳牛 1 頭当り年間 138 時間となり，全

冒平均の月以下であり，育成牛を含めた成牛換持:では 1 頭 82.5 時間にすぎ

ない。

(2) 経営の分析

自給飼料の生産・利用量を第 6 表vこ示した。 FU (銅料単位)量でみても

f牧草は全体の約97;ぎを占め，草地の比重が著しく高し、。その牧草の利用別仕

府けは生草で，放牧:乾草:サイレージロ30:45:25 (現物量) または 30
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: 40: 30 (FU量)であって，ほぼ妥当なところであろう。

成牛換算年間 1 頭の必要最はFUで 3， 530 kg, DTP で 377kg あるから，

養分自給率はFUで94.596 ， DTP で84.1~ぎとなり著しく高い。 41年ではそ

れぞれ93.2必， 81.496であったから，多頭化のj並行にもかかわらず自給率は

年々向上している点を注目したい。

自給銅料の生産費は貯蔵分を含めて 1kg あたり平均1. 7円で，その内容は

放牧採食1. 0円，牧草サイレージ2.3円(スタック1. 0円，普通サイレージ 4.0

円)，牧乾草現物5.0円，コーンサイレージ3.5円であって，一般の水準よりか

なり低し、。このような成果は徹底した放牧，機械の利用による省力化(労働

時間の短縮)により，自給飼料生産費の半分を占めている労働費が大幡に節

減されたことと，牧草収量が増加したこととによるものであろう。

在家 1 人当り年間労働時間は農外(;休業)を含めて 4， 068/2.9=1， 400 時

間であり，また労働ピークの 7 月と 10月でも 1 人 1 ヵ月それぞれ 191 時間と

163時開であって，それほど重い負担にはなっていなし、。

第 3 表の経営収入から，農業収入(道産のみ)に対する農業経営費(自家

労働費は含まず)の比率は62忽となり，また差引農業所得は農業収入に対し

ては3896，農業経営費に対しては6196 となる。乳代収入に対する購入飼料賓

の比率(いわゆる乳飽比)は18.396と非常に近い。また;農業経営費における

購入飼料費の割合は24.796であり，いっぽう自給飼料生産の主な支出部分で

ある農機具償却費割合と肥料費割合の計は33.396であって，両者を対照して

みると，自給飼料生産に重点をおくことにより購入飼料費を節約してあるこ

とがわかる。

このように分析してみると，一見かなりのテンポで規模拡大がなされてい

るが，けっして無理なものではなく周到な経済的計画に裏づけられた着実なー

前進であることが理解されよう。

(3) 普及性と今後の発展方向

草地改良事業は国土の開発，畜産の振興，経営の外延的拡大などきわめて

重要な使命の下に農林省および関係機関が多年にわたり巨額の投資をし努力
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してきたが，周知のように，なお多くの困

難な問題をかかえている。このような中にあ

って，森田さんが多収，良質，永続性，省力

管理利用として理想的条件をほぼみたした草

地をつくりあげたという事実は，わがi認の草

地改良事業，ひいては草地農業の今後の進展

に明るい希望を与えるものである。

県体的に例をあげれば，北海道ーはもち論，

全国にわたって傾斜地を中心に広く分布して

受賞者所在地の略図

骨造町

いる低位生産の雑木林の高度利用にあたり，草地として造成，利用されるこ

とに多大の期待が寄せられているが，このような場面にこの受賞財にみる技

術の普及性は高い。

わが国の畜産はいくつかの体質的弱点をもっているO マスコミ世論にもて

はやされて背伸びしている反面で，貿易自由化におびえて国際競争力の弱さ

をさらけ出しているのが現状であろう。個別経営においても体質を改善し，

いかにして強固なものにしていくかは最大の課題にちがいない。森田さんは

熱心な研究と努力により，このすばらしい草地をつくりあげ，これを基盤と

して堅実な大型酪農の完成に近づいている。 43年にはさらに規模拡大をはか

り約 20ha の牧箪地に40頭の乳牛を飼育し，これをほとんど自家労働のみで

きわめて省力的に経営し，夏季は集約放牧に撤し，冬季舟蔵錦料は機械化一

賞作業で確保するとし寸欧米なみの技術水準にほぼ到達している。 46年末ま

でにはさらに規模を拡大し，畜産収入1， 000万円，所得350万円の目標を立て

ているようである。その成否は別として，まさに理想的酪農の多頭・省力・

安定としづ方向を歩んで、きたし，歩みつづけようとしている。森田さんのす

ぐ、れた技術・経営は広く全国の酪農家にとって有益なモデノレとなり，その普

及効果の期待はまことに大であるといえよう。
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草の長期利用で増収を期待

森田

昭和40年 6 月に，ミズナラ，ササの混

生する雑林を切り開いて造成した1. 8

ヘクターノレの草地が，中央畜産会主催

の第 6 回全国草地コンクーノレ集約牧野

の部で，日本一賞を受賞し，これがは

|からずも幾業祭において淡林漁業振興

|会長賞受賞の栄営をおい，身に余る光

栄と感激で一杯です。

受賞対象となった草地について特に

;窓をもちいたことを簡単にあげてみま

;すと，造成時に注意したことは，①草

; の長期利用を目的としてこと壌改良資材

(基肥に熔燐)に重点をおいた。②ノレ

ーサン(マメ科〉を導入し，根粒E査を

接種して{患のマメ科(ラデノクローパ，

アカタ口ーバ)とともにバイオリン矯

きしたこと。③草生状態を良好にする

ためイネ1斗(チモシー，オーチヤード

グラス)は手播きとしたこと。④放根

による良質土壌のほ場外持出し防止の

ため根株を乾燥してから除去した。⑤

石灰の施用に注意 (10アーノレ当り 600

1 キログラム)半設を耕起前に施用し

j た。⑥作業務織の利用効率と発芽定若

i を良好にするためデスクハロー 4 回，

i ペー 3 聞がけし，ローラーで鎮圧し

l 酬を一一)⑦草
勢維持と冬枯れ防止のため施肥は41年

10月に熔燐30キログラム塩加10キログ

正

ラム， 42年 4 月草地化成 2 号 (6 ・ 11

・ 11) 40キログラム，同年 6 月草地化

成 2 号30キログラム 8 月にNK化成

C 6 号 (17 ・ 0 ・ 17) 20キログラム(い

ずれも 10アーノレ当り)を使用した。

以上のような経緯を経た結果43年度

には 3 回刈りで10アール当り主主草収量

が10 トン余となり利用回数を域すなら

ば更に収設増が期待出来るようになり

ました。

現在の経営は労働力 2.5 人で20ヘク

ターノレの牧草を作り 40頭の乳牛を飼育

しており，年隠粗収入は 464 万円，酪

農所得は199万円となっています。

経営上特に留意していることは労働

の省力化の推進で夏季開 (169 日)は完

全放牧搾乳とし( 1 頭当り 82.5時間)

冬季開 120 日は合外運動をさせており

ます。また飼料作物の耕種肥培につい

てもー述の作業機械をほぼ揃えた現在

では10アーノレ当り 8.1 時間に止まって

おります。

今後の改善目標としては放牧搾乳を

より有利にするため放牧地の合理的施

肥と適期掃除刈りに努め，未利用地の

草地造成と併行して搾乳牛40頭，育成

牛20頭と規模を拡大し，昭和46年度に

は 1， 000 万円の粒~又入をあげたいもの

と考えております。
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二二二二日本農林漁業振興会長賞受賞二二二二

出品財

主支1. ，'}-勾' ー，

コζ 員制

肉用牛

神田千代子
(大分県東国東郡国東町重藤)

襲撃肉牛の歴史的背景に育った経営と技術一一受賞者の略歴

神田千代子さん(大正11年 1 月 2 民生)の居住する大分県東国東郡国東町

重藤は，周防渋íÊに突出した国東半島東海岸の伊予灘に面したところにある。

田東町の総面積は 112. 38km，2 人口約 21 ， 932 名の小さな町であるが重藤村

は海岸泊いの南端にある。

東側海岸寄りの地勢は起伏の多い丘陵地帯と海岸に沿ったi隔の狭い平地よ

りなり，その他の大部分の面積は急傾斜の山地によって占められている。最

寄りの鉄道駅は日豊本線杵築駅より，国道213号線パス便による。

この園東町重藤村の神田八郎氏のもとに同郡安岐町で生まれた千代子さん

が結婚して嫁いできたのは昭和17年， 20才のときである。

結婚後は稲作を主体とした農業経営の主人の良き協力者として努力すると

ともに，特に肉用牛の飼養については自分がその主たる担当者として尽力を

つづけてきており，なお今後もその飼養規模の拡大による将来の内用牛経営

に大きい期待を寄せている。

その背景には「豊後牛」の生産地として， I日い歴史をもっ宮入，玖珠，大

分の各都とともに西国東，東国東，宇佐，南海部など，一環した肉牛肥育地

域を構成しており，したがって肉牛飼養の風土的諸条件に負うところが多く

伝統の技術に支えられているといえよう。
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肉牛のßE育で
生活改善をめ
ざす光月会の

主婦

したがって，この場合にも千代子さんは実家で肉用牛を飼養していた関係

上，幼少の境よりその飼養管理に慰11染み，のちには自分の主な仕事として内

用牛に対する知識と経験を持っていたことが，現在の肉牛肥育をとり入れた

生活改善グループの結成につながったものといえよう。

すなわち，昭和30年頃に県ならびに町ー当局の指導により主婦を主体とした

生活改養グループの結成に率先尽力し，昭和33年に12戸の主婦による「光月

会J を設立し，自分がそれを主宰し，運営するようになった。

その際，会の必要経費と生活改善資金の返済を目的に肉牛把育研究を活動

主体にとり入れ，月 1 回の学習会を開催，各視察など経営と技術の向上につ

とめてきたところで，勿論この背後にはflIJ，組合など熱心な技術者の指導;こ

負うところ多大なるものがあることは見過すことはできない。

これら活動が契機となって，この地域では肉用牛の生産または肥育をとり

入れたグループ活動が盛んで，現在28クゃループ，参加戸数 375 戸，肉用牛飼

養頭数 809 頭におよんでいる。

こうした活動の蔭には神間さんの円高Jで，真商店な人柄があれまた体験

を通して得た貴重な知識と研究心があるためで，グループの内外をとわず信

頼もあっく，また近隣の風評も良好である。昭和42年には罰東町長より産業
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振興表彰をうけている。

家族構成は主人神田八郎さん (53才)と，養子縁組をした若夫婦知行さん

(29才)浅江さん (28才)の 4 人である。家庭は至極円満である。

地域特産物構成による経営と肉用牛肥育一一一受賞者の経営概況

神田さんの農業経営規模の概要は次の通りである。

回一……・・・85 a (6 団地) ( 

畑・・………・ 4 a (1 盟地) ~耕l也計139 a 

果樹園…・・50 a (1 団地) ~ 

山林・……・80a (2 団地)

宅地…….10 a (1 団地)

肥育牛・・・… 9 頭(過去 1 カ年の坂売頭数 8 頭)

建物施設…畜舎 (28. 8m2，作業舎兼収納舎を含む)

新畜舎 (39. 6m2 , 1 棟)

作業会兼収納舎 (61. 4m九 1 棟)

堆肥舎 (9. 9m2 1~凍)

みかん定置配管 (50 a 分)

農機具……動力耕転機 (8 SP) ，トレーラー 1 ，一輪車 1 ， リヤカ -1 ，

第 i 表

作 物 名 作付面積 lO a 収量 備 7f7* 

前官 70a 540kg ホウヨク，クジュウ

Fじ 烏 し、 15 a 55東
畳表550枚，水図表作，冬期畳表
加工

支 27 a 7俵 水図表作23 a , ~[司 4 a 

裸 三L子包A 20a 7俵 水田菜作

ニ乙 ン ノ、守 ク 15 a 5, 000kg 七島い裏作

イタリアン， レン 27a 6, 000kg 7]-(白菜作
ゲ混j番

青刈とうもろこし 3a 5, 000kg 畑
テオシント

甘藷(飼料用) 1a 止国

自 絵 野 菜 4a 宅地利用

み カミ ん i 50 a 5年生以上20 a , 4年生以下30 a 
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受賞者所在地略図 国東町立さ図

伊
予
滋

B'I府市

カッターおよび伺モーター各 1 ，動力脱穀機 1 ，穀類および七

烏い乾燥機一式，七島い分割穏 1 ，動力噴霧機し石油発動機

1 ，背負式ミスト機 1

つぎに昭和42年度の作付，収護の概況は第 1 表の通りである。

第 2 表 水田は排水良く，当経営では全面謀

作悶名 数 賞: {阪 続 l'nこ利用し，粗館料42a ，表作43 a を

米 540kg x63俵 497， 750河 おこなっている。 畑は小安跡に青刈と
七島い畳表 820枚 453, 750 " 

うもろこし，一部テオシント，一部錦
変 32俵 99, 20011 

みかん 90, 00011 料向1t藷作をおこなっている。

肉 牛 8 頭 2441, 56011 
菜作の粗銅料作および購入揺わらを

メIコh 3582, 26011 
JJE育牛に給与し， I既胞を耕地に還元し，

第 3 表

星空 目 名 I {illi 額 安 自 名 {出i 額

種苗費

肥料費

農薬および紡除主主

燃料油その他材料費

籾摺など食料料金

水料費

差是 機 兵 華全

4， 046円

72, 18711 

31 , 82411 

34, 27011 

9, 02711 

6, 50011 

94, 06011 

建物償却費 16， 900門

索牛購入費 (8 額分1， 004, 165 11 
飼料購入費 549， 48011

家畜共済総合掛金 (7 頭 8， 18011

肉用牛阪売諸経費 81， 000 11 

負債利子 12， 32511

以上合計 i 1, 923, 964 11 
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受賞院の黒毛和種去勢肥育牛

第 4 表

額

畜産農機兵費

"建物償却費
素牛購入費
飼料購入費

肉用牛販売諸経費

合計

高
山{

 
15， 508円

9, 600 " 

1, 004, 165 " 
549, 480 " 

81, 000 " 

1, 691, 986 " 

名自費

5, 000 " 

名

飼料作物種商費

飼料作物肥料費

飼料作物栽培薬品
運搬用燃料治

家宅百共済組合掛金

負債利子(制度資金利子)

呂主著

8, 180 " 

12, 325 " 

七島いの10a 収量は一般に比し1O~2096程度高L 、。地力はたかい。水稲，麦，

および内用牛肥予言はいずれもこの地域の特産的作目で，みかん，七島い，

7](稲を中心にこれらを組み合せた構成の確立に努力しているといえる。

農業経営全体の粗収益は第 2 表の通りである。

また農業経営全体の経営費は第 3 表の通りである。

第 2 表，第 3 表より差引農業所得は 1 ， 658， 296 円となる。そのなかで肉用

これに対し諸牛肥育部門の粗収益は肥育牛 8 頭の販売金額 2， 441 ， 560 円で，

経費の内訳は第 4 表の通りである。肉用牛肥育部門の農業所得は 749， 574 円

肥育に要する労働時聞は年間を通じ，次の通りで，飼養管理に要する大部

分の労働は神田千代子さんによるもので，主人は肥育素牛の購入に際し，

の選定に関与する程度である。

て

となる。

飼料作物栽培労力14El ，粗飼料乾草作り労力 4 日，野草および青刈運搬労

働( 1 日 x2 時間 x30 日 x4 ヵ月) 30 El，青刈飼料刈取運搬労力( 1 日 x1
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時間 x30 日 x8 カ月) 30 臼

婦人によ~若令去勢牛の肥育一一一受賞財の特色

受賞の対象となった黒毛和種去勢肥育牛「勝利号」は昭和43年 3 月 23~26

臼に宮崎県者ß城市で、開催された第訪問九州連合畜産共進会の肉牛部門で、最上

位に入賞し，農林大臣賞を受賞したものである。

この牛の生年月日は昭和41年 3 月 26日で，産地は大分県大野郡産である。

神田千代子さんは本牛がまだ生後 6 ヵ月令のときに大野郡より購入し，その

後約18ヵ月間にわたり若令去勢牛の肥育をおこない，生後23ヵ月令で本連合

畜産共進会に大分県から選ばれて出品した。

(1) 若令去勢牛の肥育は難しい

若令去勢牛の肥育は他の一般肥育に比べて技術的に難しい。その理由は去

勢後の若令舗の中から災い素牛を選定することが容易でないこと，生後 7 ヵ

月から生後15カ月頃までの期間は発育JtJìと性成熟期が重複しており，この間

の飼養管理が難しいことであるが，このニつの難点を婦人の技術と日頃の研

究をもってよく克服して，入賞に備する肥育牛を仕上げたことは高く評価し

てよし、。

(2) 入賞牛の体型と資質

この入賞牛の体型および体重は第 5 表の通りであって，これをわが国の肉

用牛肥育の仕上り時の目標と比較してみると，その把育度， ~本格，体型がよ

くその筒標数値をみたしており，若令去勢牛の肥育時の一つの模範的なもの

といえよう。

第 5 表

底分

E間目標(境汚月)
入賞牛(生後23カ月)

殴

なお，第四国九州連合畜産共進会の時の審査報告によると「肉用牛として

体各部のつりあいがよく，体幅，体深に富み，資質良好で，肥育状態もよく，
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肥育度は満肉とみなされ，特に{nu望は伸びのよい肉用型をなし，腿の形状に

おいてすぐれている」と報告されている。この肥育牛は畜産共進会終了後の

臨時市場で販売されたため枝肉歩留の記録はないが，大方の専門家によれば

枝肉歩留は6896を下るまいと推定されている。

(3) 安定した肥育技術の成果

この成果が偶然のものでないことは，神間千代子さんの受賞涯がそのこと

を物語っている。

すなわち，昭和37年 4 月以来昭和43年10月までの間において，町，郡， .\果

ならびに地域のこの種共進会および枝肉品評会において，上位入賞すること

15回で，そのうち県知事賞 9 回，農林大臣賞 1 四を受賞している。

このことは安定した高度の肥育技術による成果であるといえよう。

(4) 農村婦人の手でもたらされた成果

この地域で肉用牛の生産および肥育をとり入れた婦人の生活改善クツレープ

活動が盛んであることは先にも述べたところであるが，とりわけ月一回開催

する肉牛研修会での技術研修による成果であることは一つの特色といえよう。

とくに黒毛和種去勢牛肥育の狙いどころをよく研究し，飼料給与設計書を

作成し，日々の記録をとどめ，販売後屠殺された肉牛の枝肉の肉質などと比

較検討していることは当然のことながら立派なものである。

受賞者の技術・経営の分析およびその普及性と今後の発展方向

この内用牛の技術および経営の全体を検討して感じられることは，

① 良い素牛を常に選んでいること。

注:一般に良い素牛を選ぶことは地域性と価格などの関保から容易でない

のが普通であるが，幸いこの地域は大野，玖珠，大分の各郡が豊後牛の生産

地で市場が近いこと，価格の点、で買い易いことなどの条件に恵まれていると

いえよう。

② 肥育技術，ことに銅料給与技術が優れていて，また育成期に良質の粗

鋼料の給与に努力していること。
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住:この地域の肉用牛飼養の盤史は長く，その自然的条件の活用と経験は

無視することはできなし、。また霞秀な技術指導者も多く，それらの環境的諸

条件のなかで努力した賜であろう。

(3) 肥育仕上り肉牛の肉質が優れているので，大阪市場における疲売価格

が有利に決められ，また比較的に儲格変動幅が狭いということ。

注:聞東半島の離島に姫島があるが，姫島牛の名柄，隈東牛の名声はっと

に高く市場性がたかし、。したがって販売流通技術もすでに一応確立されてい

ることも強味であって，販売牛の肉費等に対する評価技術もあるところによ

るものと思われる。

以上のように，すべての諸条件のなかで成長した技術と経営の結果である

といえよう。

しかし， 712業経営全体の観点からそのなかにおかれた肥育経営をながめて

一番に感ぜ、られることは，作業労力の配分におし、てかなりの無理がみられる

ことである。

しかし，昭和41年に結婚した若夫婦が突族構成に加わったことにより，さ

らに肉用牛鍋養頭数を現在の 8 頭から 18頭にする罰擦で，苦言舎の新設などを

おこなっている。

この飼養管理に要する労力は本人と若妻があたることとし，若主人はみか

ん作の規模の拡大を考えているもののようである。

① 把育牛18頭の粗館料は一部稲わら購入に依存するが，その他は現夜の+

耕地の菜作利用とイタリアン増収によってかなり賄えるものと思われる。た

だ 6~9 月墳の若手中期の食欲減退期に必要な青刈とうもろこし，テオシント

の増産のための作付増反地をどのように求めるかが一つの問題点で、ある。

@ 先に述べたように，労働配分上の問題は七島いの収穫期の労働競合で

ある。この点頭数増加に{半い七島いの作付を減らし，一応10a 程度とし，そ

の跡地にエンバクをもって間に合わせようということである。

③ 将来の労働配分上のつぎの問題はみかん収穫労働との競合である。 現

在50a の幼木が数年後には全部結果樹令に達することになる。また，さらに
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国営パイロット造関事業に参加し， 1ha のみかん閣をもっ計闘が検討され

ている。みかんの収穫に不足する労力を属労力に求めざるを得なくなること

が予想される。労働配分団から肥育牛18頭規模とみかん作1.5ha 

働人数3.5人を前提として併立するかは今後の検討問題である。

以上述べてきたように水稲，七島い，肉用牛肥育の組合せの体系の中で作

業労力配分上の問題が残されているが，七ぬい，肉用牛の肥育はこの地域で

古くからおこなわれ，自然的，経済的諸条件に恵まれており，みかんは地域

産業振興の一つにあげられて近時新植が進められ，かなりの成果をあげてお

り，この作自の組合せは天惑の与件の前提で有利と思われる。しかし労働配

分をいかにして切り抜けるかが一つの課題で、ある。こうしたなかで、の肉用牛

紐育は，他の2京高iこ比し労働ピークに弾力fl9に対応できることでもあり，若

令去勢牛の肥育が婦人のグノレープ活動のなかから発展していることは，活:及

性のうえから非常に効果的なものがあると考える。

しかも京ー牛の選定，飽和1.給与設計，肥育仕上り時の目標の設定，肥育牛の

販売方法，その成果の検討等一貫した体系技術を実践していることは，この

地域での普及効果もさることながら地域肉用牛振興上寄与するところ大なる

ものがある。
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光月会を組織して

神田千代子

私は，淡家の娘として~三まれ，戦時 くゆかず図っておりました。

中はi設問の娘なみに町の工場で働きた そのあげく，生活改替の先生に相談
いと忠、ったこともありますが，銃後の しましたところ，これからは牛の肥育
怒りと食糧橋渡が私の仕事ーと考え，村 がよいというので，普及所の加藤技師
に残って荷J;I\l>â:Jl}Jけながら;険業に励ん を紹介してくれました。そのときの会
でまいりました。 合が月のきれいな晩でしたから，会の

そして終戦を迎え，戦後はいろいろ 名前を「光月会」とつけて農協から 1
なグループ活動が活発になりましたの 人 4 万円から 5 万円の資金を借り受
で，私も神間家に嫁入りするとまもな け，ひたむきに肥育事業に打ち込んだ
く，生活改善グループでi't:flf[の講習会 のであります。

勉強会をはじめるようになりました。 今では私が10頭， {I自の 11人のグノレー

だんだんとグループの会員もふえ， プ員も少ない人で 5 頭というようにな

私はこの活動を通じて生きる喜びを!巡 りました。今回受賞の栄に浴すること

じたわけで、ありますが，昭和27年ごろ ができましたのも，加藤先生のおかげ
ともなると，あまり大きくなりすぎ であります。

て，内部から分裂するようなきざしを 光月会の会長としての経験から Eþ し

みせはじめました。 ますと，やはり会員を引張って行くに

そこで私迷の気の合ったおーだけで， は，自分が先頭に立って経験を車交むこ

28年に「だるま会j というグループを とだと思います。また，すぐれた指導

っくりましたが，問題は資金でした。 者も欠かせませんので，その方々のご

共同で田作りをしましたけれどもうま 援助を期待申し上げておきます。
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第7固

農業祭受賞者の
技術と経営
昭和43年度

蚕糸部門



興会々長室霊をう

ける受賞者たち



天皇杯受鍵者は 皐太

子さまから それぞれ

励げましのおことばを

いただいた(特君主展で)

子



3
1仇

と
竺炉

、一の子リ発

全国民の農林漁業に対ーする認識を深め，農林漁業者の技術改善

および経営発展の意欲の高揚を図るための国民的な祭典として，昭和37年，

農林漁業者に天皇杯がご下賜になることとなった機会に，従来の新穀感謝祭

i
i
i

亀

を発展的に拡充して始められたものである。

この農業祭は，毎年11月 23ß の勤労感謝の祝日を中心として天皇杯授与な

どを行なう式典をはじめ多彩な行事を，農林省と日本政令林漁業振興会が各方

面の協力をえて iJfJ Hli してきており，明治百年を迎えた昭和43一年度は，記念事

としての林漁業先覚者の顕彰事業などを含め，明治百年記念、第 7 問農業

祭として実施した。

このJ1'J:業祭に参加した農林漁業関係の各種表彰行事は 285 {LI二で，それら持

事において農林大臣賞を受賞したものは 544 点にのぼったが，そのなかから

農業祭中央審査委員会において 6 名の天皇杯受賞者(農産，閤芸，高fti~，蚕

さらにこれに準ずるものとして日本糸，林および水産部門ごと 1 名)が，

農林漁業銀興会会長賞受賞者12名(各部門 2 名)が選賞された。

、て表彰されたこれら受賞者の優れた業組こそは，当掃する設

林漁業近代化の生きた指標として，~~*ネ漁業者をはじめ農林漁業技術，経営に

関係する各方簡の方々にブ品、に稗益することと思い，ひきつづきここにとり

まとめて印刷に付した次第である。

終りに，本書の編集にど協力を頂いた執筆者および編集協力者各位に対し

深甚の語J立を表する。

日本農林漁業振興会財団法人

昭和 44 年 3 月



蚕 糸 音B 門
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皇杯受賞

出品目オ 養蚕経営

受賞者 鈴木忠男

(栃木県宇都宮市銭山町]"1930)

警護創意工夫とたゆまぬ努力一一受賞者の略歴

鈴木忠男さんは，昭和 9 年 3 月宇都宮市筑瀬小学校を卒業し，ただちに栃

木市の高店に勤めた。 17年召集を受け， 21年復員しふたたび同高自に勤務し

たが，将来，農業で自立しようと決心し， 25年現在地の清原開拓地に補充入

植し，陸稲・麦類および落花生を中心とする農業経営を始めた。さらに換金

作物のプスパラガス栽培を取り入れるなどして経営の改普をはかったが生産

性は思うように上らず，苦労の歳月は流れた。しかし，やがて希望の年が訪

ずれてきた。 36年にいたり，養蚕は農業の各分野のうちで，省力化が進み収

益性の高い部門であることを蚕業改良普及職員などから教えられ自分の経営

に取り入れてみようと決心し，自ら積極的に県，蚕業試験場，蚕業指導所等

に出向いて相談したり，先進地の養護農家を訪ねて実情を聞き養蚕主業の経

営に切り替える自信を得たので， 37年 3 月，県の指導のもとに，桑悶を造成

し養蚕農家として出発することになった。

鈴木さんは県の奨励する新技術を積極的に導入する一方，自分の経営に適

応する数々の技術を創意工夫と焼ゆまぬ努力によって生み出し，ついに42年

には，総収繭;註 4， 195kg，さらに43年には 4， 454kg を生産し，今まで、破れな

かった議 4t 生産の壁を絞り 2 年連続して全国第 1 位となった。養蚕をはじ
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めてわずか 6 年にして，桑図商務およびi反繭設の推移(昭和42年)第 1 表

この輝やかしい成果をあ桑閤

げたのである。

要するに，徹底した省

力技術と合理的な経営が

突な結び，極めて生産性

考7

kg 
1, 763 137年植付

210a 1, 962 I 

2, 849 138年植付
100a 4, 195 I 

4, 454 

Q
U
Q
U
a
4
 

n
b
o
o

ヴ
4

、"=l 間 1資

a 
310 

310 

310 

310 

310 

次

昭和39年

40 

41 

42 

43 

年

のF1iし、大規模養護農家と

一方，地域の養蚕振興のためにも献身的に尽され，昭和37年から 41年の潤

においては，清原地区養蚕組合長として組合発肢のために尽力され，

なったので、ある。

さらに

現在は栃木県繭生産 1 トン会長として県下の養蚕民家のために技術革新と経

営改善の位進力となって活限しており， JUJ持と信頼を集めながら，

の養蚕経営のために力強く生きょうとしている。

これから

ぎた，鈴木さんの優れた経営および技術の成果は県の競技会，共進会等に

も数々入賞しさらに42年度には，栃木県主催の養蚕経営改善競技会において

最陵秀賞に入賞し，栄誉ある民林大臣賞を受賞する q.こいたった。

緩企業的大競模経営の推進一一受賞者の経営概況

地域の概況(1) 

受焚者所在地略図
守
君主

鈴木さんの住む宇都宮市主富山町は，医i

10km，国道123号鉄宇都宮駅の東方約

話U'乙治った鬼怒JI[流域の丘綾台地で，元

宇都宮陸軍飛行場の跡に位校している。

この地帯は清原地区に属し，戦後入植

した開拓地で麦・落花生・陸稲・架など

うち養が栽培され，農家戸数は74戸で，

室戸数は25戸である。 耕地面積は 184ha

-7-

07毘i総l欄i 備
57阿見|

63 

92 

で，普通畑は 150ha で過半を 15め，薬



鶴は 171m，果樹

国は 15ha で水田

は{草カミ O.5ha に

過ぎなし、。このJ也

豆の薬関および論

注:果樹閣は殆んどが粟である。

第 3表家 族 J時

氏名 続柄 年令

普通焔 1100 24 陸稲， 鈴木忠男 世帯主 47才

桑閤 310 76 アスパ タケ 安 43 

苦卜 410 
ラガス

100 20 

原野等 i 36 周作長男 18 

洋子二女 16 

生産量は年々別加し，養蚕団地として，今後の発展が期待される。

この地区の概況は第 2 表のとおりである。

(2) 経営の概況

農業従事者

向j 考

家族は 5 人で、ilS業に従事ーする者は忠男氏夫妻と長女の 3 人で、ある。なお，

43年 4 月からは高校を卒業したー長男周作君が自ら進んで養蚕後継者となって

意欲的に養蚕のために取り組んでいる。

耕地の利用状況

耕地面積は 4.1ha で大規模経営農家に属している。桑園面積は 3.1haで，

その他は普通知11ha のみである。普通畑には陸稲およびアスパラヵースを栽

培しているが生産性は低い。

桑|認は 2 団地にまとまり，銅育場所との距離は 2km から 2.7km あるが，

農道は第 2 閣のとおり整備されているので，桑の運搬は自家用のトラックを

使用し，能率的に行なわれている。

農用資本装備

資本装備の殆んどが養蚕用でよく整備されている。養蚕施設としては壮蚕
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整備された桑関全長

924m2，上族主 314m"，蚕共生 63m2 給桑用リフト 160m (40m, 

4 列)などである。機械知はテーラ -1 介助，カ噴霧機 1 台，動力毛羽取機

1 ïS'，条払台 3 台，自動車 2 f::iなどで，作業能率の向上のために果す役割は

大きい。

経常の収支

誌蚕を基幹とする専業農家で， I2外収入はない。 42{f三の農業~1l収入は4， 892

千円で，このうち養蚕粗収入は 4， 712 千円で養蚕依存度 (9696) が極めて高

い養蚕専業の経営である。

H: I'Iされるのは緩用労働伎が 301 千円と

非常に多いことであるわ養蚕収誌は3， 068

千円で械めて高額である。

議大規模経営に適応した省力技術と経

営の合理化で高収益一一受賞慰の特色

鈴木さんは昭和37年養蚕を始めて以来，

常に新技術を積棟約に吸収するとともに，
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自らも創意工夫と旺盛な

研究により大規模経営に

適応する省力投手1(5体系を

組み立て，経営全体の合

理化は勿論，個々の技術

についても，改苦ーのあと

が顕著に見られる。栽桑

部門では，章!生栽培によ

る省力骨:fif!と有機質の 7i'{É

第 5 表 10 a 当り施肥量 (42年)

稀特特 21都号号民I 梁判上蚕判 備 考
;.l梁 点一15兵0T|!11 均無機量質肥料の成分

fF 348 (換1)算稚蚕用桑i認
"特 3 号 150 I 36 I N 33.0kg 

焼成燐叫 51 ! 51 I P205 26.2 

ìf与 不: 灰 1. 166 ー (2) ;1上主主用桑l調
牧1 叩1干L I 1, 290 I 1.290 I N 39.1kg 稲わら im 290 叫 25.5

15.7 

保，施JJ~の合J1Jl化やこ:1::壊改良などによる土地生産性の向上，育蚕部門では，

特に:11:蚕用給桑リフトと条払1守合(<1!用しての餌育・上族作業の大幅の省力化

であお。さらに作業手順の合J1j!化，蚕作の安定等により立派な企業的大規模

養蚕経常を実現させ，高収誌をあげる要閃となっている。

(1) 生産性向上のための桑作り

桑!奈|は丘陵台地の王子担地にあり，標高は 160m で、土J1'4は腐植質火山灰菜園

土壌のいわゆる那須火山灰で地力は'1'位，酸性は強く，燐酸吸収系数は高い。

これらの阻害要因を除去する対策は，敵性 l :ljQ矯正のための苦土石灰の施用，

土壌改良のための有機質の哨投，総!戎;拶fJJ巴の施用などによる地力の前進であ

り，施JJ巴の而では無機ffJJ巴料として，チL薬!肥料を主体に壮:ïff用薬l習で、は成分

換算で N 39kg , P205 25kg , K20 16kg を施し，さらに有機質肥料として

は牧草など約 1 ， 500kg を施用し土地生成性の向上につとめている。桑涼i施

肥量は第 5 表のとおりである。

桑品種は，一の瀬と改良鼠辺で樹令は 5 ~ 611二で若く，樹勢は旺踏である。

仕立は仁|ゴ刈1際空会で，収穫法は交互伐採が主力であるが，省力化の必要から次

第に収穫法の簡易な夏秋主主専用桑閑とお夏秋蚕兼m桑i芸iに移行している。

薬密は 3 本 (10a 当り，植付株数125i~ミ， 11併J:本数375本)による草生栽

培で，目と中高は広く 4m である。牧草の種類はイタリヤンライグラスで泰樹と

-10 -



の競合を避けるため泊íWJメIJ取の励行，肥料のよ民投など色々と工夫のあとが見

られる。刈取回数は従来 5 月と 7 月の 2@]であったが， 43王子からは 5 月， 6 

月， 8 月の 31司に改千年し，また，刈取引土昨今ニまでは手作業のため非常に手

間を要したが，本年から刈取機を導入したのでí'I'業能不は向上した。牧草の

収穫設はlO a 当り 1 ， 300kg 程度である。

桑閣の管理作業は草生栽培のため少ないがほとんどが機械によって行なわ

れている。桑の病害虫防除については特に惚悲し，時JUJを失せず撤底しずこ消

議を行なっている。桑際!の概況および管理1'1ト業は tí~ 6 表，第 7 表のとおりで

ある。

(2) 錦宵・ l二政作業のずi力{ヒ

飼育回数は年 51tiJ (43"1 ゐは 6nm の多国育で， ~ 1ιtl 主 {j二 11刊を通じて条桑の

一段脊である。春蚕の第 11"1 [1は三美樹隣掠の共用地(地百rH主コンクリ-]、)

を利用し 1 11 2 [lJIM'ì桑の露天脊な，それ以降は鉄骨ハウスの壮否知育室で，

春蚕後JlJJは 1 1] 2 Illl，立秋MJt出土 1 j] 3 IITIの給桑を行なっている。玄関の

給桑作業は，本人汚奈の:11:張用給桑リブトを蚕宗の天:1 1:に架íi立し，この給桑

用途別

稔蚕m

:11:玄~m

" 

第 6表桑惨i 概況 (42年)

仕立 )1又護法 I Niì 考

第 7 表桑I~(Jの管翌fl作業(-12年)

時期!作業の筏類 f克服役険 J~ (1m 

方む IJ巴

3 中 " 
3 下 約 1す虫防除

.. .1: iJê 芽前伐採

5 ヰ1 牧草の刈取り

;) ~ 主主 IJE 
6 ヰコ

ーラー十j トレラ

" 
ブカ] 母写噴.~ 'r. 

定

ーラ -fれr:flil去モ

ラー{、J トレラ

スタ

ーヲー{、JI訂|転モ

11-

1=ﾎ JR Il~ ;{I� 

メL主主肥料』毎月j
ヒメハマキ，ヒメコシンクイの防

i徐， T.7.5B波紋布

メL桑1Jl:.:òMli主 m
シントメタマパイの防除， B.H. 
CWz;{j� 



給桑用リフトを使用しての給桑作業 条桑 300kg 積載できる絵桑 1) フトと架設状況

リフトに桑医!から運んできた条桑を一指積載し， リフトを移動しながら給桑

するので，条桑を土問に1m:し、たり，その都度運んだりせずに配桑作業ができ

るので極めて能率的で疲労も少なくしかも蚕病予防の見地からも適切な措置

で一石三鳥の効果を発持しているO

また，作業のエF-i\4i化をはかるため，蚕の飼育経過の早し、遅いによって 3 令

と 4 令の起査で数日に段階を分け， J二族時の労働ピークを崩すとともに，鈴

木さん考案の条払台を使い仁l 加に‘斉条払上族を行ない， zfi力化をはかつて

いる。その能率的な条払I二族の作業手11債はまず熟蚕の出る 2 日前に査J6iそに，

Z 本の縄を平行に入れ，熟蚕が 4~5 割程度出たときを見はからって 3 人が

1 初となり 2 人が条払子?を使って熟査を条桑から払い落し，他の 1 人i土，そ

の蚕座を整理・}「付けmする。十五し、消した熟査は 1 カ所に集めれ、あみJ を掛

け査をきれいにするO その側に凹'1云放を横にならべておき，自転践の艇に合

せて作った木箱に一定置の熟蚕を入れ， ~-jfílで熟蚕が回転族に振り込まれる

よう工夫している。 20時間ほど経過したならば，天井に回転践を吊すことに

なるが，その際，吊す針金に少量のポマードを塗り，熟蚕が天井に登るのを

紡いでいる。(鈴木さん自身の発想によるものである。)

また，張中管理もゆきとどき，適宜必要に応じ石油ストーブを使用するな

ど，大規模にもかかわらず繭質改葬の聞にも十分努力を払っているO 蚕の成
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献は第 8 表のとおりである。

なお，議の検定成誌が偶人になっているのは，裕治:規模が大きく多聞育の

ため，地区の組合員と抑立日がずれているためである。

第 8 表 Z震の飼官紙袋

11三次蚕

予Lド

f! 

j ノj 、 lil ! 

7 19 i 30 I 857 1 
816 i 27. 2! 18. 63 � 17. 02 

27 

9 12 470 462 I 18.54 I 17.42 

39 1, 356 1, 296 33.2 

126 4, 195 4, 009 I 33.3 

5 23 28 1, 063 1, 050 

6 3 24 902 885 

52 1, 965 1, 935 I 37.2 

初秋怒 7 12 15 453 440 

" 
7 19 18 537 529 

43年[小計 33 990 969 I 29.3 

8 24 24 838 823 

9 2 20 660 637 

44 1, 498 1, 460 I 33.1 

129 4, 453 4,364 ! 34.5 

(3) 歪fF安定のための徹底したy!前年

過去の述作の経験から，査YFの安定をほi るためには完全な消毒であるとい

うお念で，徹底した消毒を行なっている c

的えば，蚕室内の 11~毒はもちろん，天井真，土問1)，はめ板までを動力噴霧機

で完全に水洗いし，乾燥させてからホルマリン 2~396液で 1m2 当り 10 .e

り散布して消毒している。また，稚蚕の飼育室はネオ PPS ，クロン等で撤

底した消毒を行なっている。査具類についても同機で，回転族のポーノレはネ
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ォ PPS で煉蒸した後，さらに日光消毒を行なっている。また，蚕i本j討議は

セレサン石灰 5~ぎを使用し 4 令までは各令とも起益 1 問，康食期 l 巨10 5 令

は起蚕 1 回 ， !i荏食j明は 1 日おきに散布している。さらに銅育室と上談窓を分

離し，作業能率を高めるとともに，病原菌の隔離をはかるなど，違í'Ffり&1[:に

万全をj拐している。

(4) 作業予11院の合理化

薬関作業はもちろん，餌育. ~I::.抜作業も1'ì力化され阪めて効率的に行なわ

れているが，さらに日常生活の uií までが改善されてし、るのは，本人の創怠工

夫と，ち密な計画性によることはもちろんであるが，家族全員の一致した協

力なくしては実現できるものではない。

作業を円滑に進めるため， :1:1人のはじめに過去 1 ヵ年の実績を基にして作業

計画を樹てている o ~Hjjj 内絡は作業別日!神j，作業上の注意事項，すべき

主な資材，作業日記など，いくつかの項目について月別に制かに作成してい

る。とくに計画を策定する際には，家族全員が参加i し，あらゆる角皮から十

分検討し，合意の上で決められるつまた，作業行動は作業日記欄iこ詳細に記

録して，計回i と突読が対比できるよう知Ij!fij の).. [，(にまで配慮されている。

(5) 高い養蚕所得

鈴木氏は開拓地において広い桑閤!万i街右苦労の結果確保し，また都市近郊

で雇用問題を創意工夫によって解決し，このこつの有利な立地条fj: と

十分に活用し，新しい企業養蚕を抗進し，魅力ある近代的高収益のl主主経営

を行なっており， 42:1 1三の繭収入は 4， 712 千 iつである。このう

1， 644千円で，差引き養蚕所得は3， 068千丹となり，長蚕従事者 1 人当りにす

ると，年間月IT得は 1 ， 000 千円を結し，いかに優れた養蚕経営を行なっている

か， うかがし、知ることができる。また，単位当りで見てもきわめて授れ，上

蕗 1kg 当りの労働時間は1. 5f時間で全 11<1平均3.9時間に対し労働生産性は驚

くほど、高し、。したがって家族労働報酬も多く 1 日当り 6， 520 円となり全国平

均の1， 577円に対し約 4 倍となっている。

これな要するに霞れた技術と相まって，機破の導入や施設の設置の擦にも，

14 



算
一
明
明
間
細
川
百
瀧

概
一
一
明
お
洲
り
M山
崎
臼
旬
余

益
一
冊
目
山
轍
当
内

p
q
t

う

け
v
~
一
〆
t
、
ハ
U

払
m
n
n
u
v
f

，

y
n
u
q

劃
一
益
弘
知
桝
哨
明
功

養
一
収
族

1

判
所
恥

l
i
一
戸
i
同
体
!
組

制
一
費
一
明0
0
3
5
3
0
5
3

一
批
判

2

一
一

9
0
3
0
9
0
o
a
g

一

J
/

μ

一
営
一
J
A
J
J
J
J
J
J
J

一
法

一
一

0
3
7
9
8
1
6
7
4

一
)

況
一
経
一
幻
詑

4
U
4

却
お
話
臼
一

M

淑
一
蚕
一
設
費
費
費
資
労
償
他
L

一
昨
い

酌
…
養
一
種
料
菜
料
蚕
費
用
費
備
費
の
計
一
ド

径
一
i
一
堅
田
陣
除
暗
躍
濃
川
j肖
L
3

1

J

M

7

4

5

m

1

 

一
九
一

F
O
F
G

パ
一

3

E
之
一
“
ノ
一

m
i
n
v
A
v
n
j
n
υ
n
o

一

g
〈

古
都
一
ー
一
戸

b
o
o
n
b
0
9

一
正

札
一
-
収
一J
J
J
J
l

度
一

J
n
q

第
一
粗
一
泊m
m
m
=慌
時
一
一
時

一
一
一
'
!
存
古
一
整

一
栄
一4
4

依
入
一
を

一
里
帰
伽
莱
業
収
一
討
つ

一
長
一
繭
陸
野
割
引
一
淡
繭
一
'
経
九
人
し

過
重
い
査
あ
経
内
と
倍
立

慎
と
養
で
蚕
の
の
は
設

し
う
る
で
果
養
算
表
に
を

合
よ
す
党
結
'
概

9

月
」

適
ぬ
入
感
る
入
益
第

8

場

に
ら
導
営
い
収
収
は

o

年
農

営
な
て
経
て
組
蚤
て
る
認
木

経
に
し
業
し
業
譲
い
あ
'
鈴

の
資
討
企
営
段
'
つ
で
お
「

己
投
検
た
続
。
費
に
り
な
社

自
剰
に
つ
を
る
営
容
お
会

襲撃企業養蚕を推進し合理的な経営一一受賞者の技術経営の分析

この経営の特色はすでに述べたように，立地条件を活かしての大規模経営

であり，単なる粗放化ではなく，経営および投手j~の要点を把握し，省力化す

べき }h~は忠、いきって省力化するが，予を掛けるべきところは十分子を掛けて

いることである。これらの経営および技術について，次に述べる。

(1) 桑鴎諮率と収穫法

薬関能率は10 a 当り収臨fiJ: 135 kg ( 43Jr三は 144kg) で地区平均の 74kg

(未成桑隠が相当含まれている)に比較すれば生産性は高いが，土地条件か

らみて肥塙管王思惑f改善すれば，能率は高まるであろう。

まず，桑閣の肥培の部についてみると，概ねごj二J笈型に応じた施Il巴設計と判

断されるが，稔蚕専用桑閣については， !j又穫設が少ないので面積を割合多く

してあるが，今後は収穫法の改良と，稚蚕用桑窪iに適応した施肥設計を設定

するための検討が必要であろう。

施肥i立を決定する場合には，土壌類型と収融自擦を基礎にすることはもち

ろんであるが，草生栽培の場合には，草生作物によって奪われる成分量も加

算して適正な施肥設計がたてられることが望ましし、。適正な施肥設計によっ
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壮蚕飼育施設

て，把料の利用率は高まり桑園能率は一段と向上するであろう。また，この

地帯は火山灰土壌のため燐酸吸収系数が高いため熔成燐肥などで，関酸を布n

強する計画であるので，施肥の合理化と土壌の改良はさらに推進されるであ

ろう。

現在の仕立収穫法は，主に無全長の交互伐採方式がとられているが~又珪労力

を節減するために，条桑刈取機の導入を計問中であるので，当然、機械に適応

した仕立収穫やJ値付方法が検討される必要があろう。また，当面の問題とし

ては大規模経営に応じた簡易で、収査を落さない仕立収穫方法の検討が必要で

あろう。

(2) 草生栽培

桑閣は草生栽培が行なわれており，牧草の収穫量は 1， 3001汚程度で，高

い方ではない。草生栽培を成功させるために，牧草の種類，管理方法等につ

いて，地域の環境条件に適応した栽培方法がとられることが必要である。と

くに将来は，桑園能率を一段と高めることになるので， 十分繁茂した菜園で

の牧草栽培をいかにすべきかについて，今から検討しておく必要があろう。

(3) 蚕作の安定

育蚕の面では，蚕作の安定が先決であるという考え方で，細心の注意と最

大の努力を払っている。

現在，繭生産は日本ーとし、う成果をあげているが，過去に違作の連続とい

-16 -



よ古実用条払台と

払い完客室れた熟蚕

ったにがし、経験を味わい，一時は養蚕な断念しょうかというところまで追込

まれたが，完全な消毒で連作が防げることを悟り，前育室と上族場所との分

離が必要であることがわかれば，万難を排して実行に移すといった努力を払

って現在のように違作は絶対に避けられるという確告を持つことができるよ

うになったのである。

(心掛立の適正化

掃立の時期，回数，数量については一応年度当初に決めるが，その年の気

象条件で奈の伸びが違うので，適正な掃立設と時期を決めるため，桑閣内に

謂査株を設定しておき，毎年詳細に発芽発育調査を行ない，その調査結果に

基づいて決めるといった極めて適切な方法をとり経営の合理化に役立たせて

いる。

(5) 育蚕の省力化

壮蛮飼育室は鉄骨ハウスで，地語はコンクヲートである。釜室の面積は

924m2 で広くとってあり，飼育は一段条桑育である。飼育室と上族室とが

別のため作業は大変やりやすく能率的である。

養蚕で最も労力を必要とする作業は，壮蚕期の脊査とよ族で，しかも労力

が一時に沢山必要とするので，これに対処するため館育回数を 5 図から 6@

の多国育とし，給桑ワフトと条払台の使用によって省力化し大規模養蚕経営

を成功させている。

- 17 



(6) 作業計画と記録

養蚕作業はすべて計画に基づ、いて進められ，作業手IJ僚が適切であるため，

作業は効率化し経営改善のために果す役割はi歪めて大きし、。また，計画に合

せて笑'績を細かに記録し，計画と実績を比較検討し，経営改善の見地から反

省評価を加えて経営なり技術の改善のために役立たせており，突に立派な経

営態度ということができょう。

(7) 高い労働生産性

養去の作業別労働時Il，~をみると，栽桑・育蚕阿部門とも省力化が進んでい

る。桑閣の管理は出iか225時間で10a 当りにすると 8 時間となる。また，青島

蚕の函では飼育および上族作業が非常に省力化しているが採桑時間はあまり

減らないのは，機械化できず従来の現定紋による収穫のためであるO しかし，

全体の作業時間の過半を占める飼育. J::族作業の時聞が激減したため， と繭

100kg 当りの労働時間は146時間と少なくなっている。

次に雇用労働の問題であるが， 雇用労働時間は2， 0911時間で， 総労働時間

第10表養蚕の投下労働時，riJj (42年) の%を占めている。これ

区 分 iJlIi ヨ号 だけの雇用を使用してい

i 発芽吉Íj伐採 39 I 総労働時間の内訳 ることは現下の労勘事情

栽施肥 77 自家用 3 ， 765時間 からみれば不審をいだく

草刈り 52 J起用 2， 091
むきもあろうが，当地域桑 l 防除 57 5, 856 

小計 225 は宇都宮市で雇用が容易

飼育準備 264 服用延尖員数 であるという恵まれた条

予言 | 飼 育 1, 759 376人
件下にあるためで，この

採 桑 1, 944 m1用延推定8 員1時数間換(算1:)14 
ーと 族 798 267人

有利な条件を 10096活用

収 繭 548 
し，企業的経営を進めた

護 i 後片付 318 

小計 i 5, 631 ところに特長がみられる

5,856 のである。 1 ﾟ 8 時間労

146時間 働として算定した推定雇

189ff年間
周延員数は267人(突延員
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数は 376 人と多くなっているのは半日雇用が相当含まれているためである。)

であったが， 43年は養蚕従事者が 3 人から 4 人にi長引1 したこと，と機械の導

入等ーにより，省力化がさらに進み藤周が 9571時間に減り，雇用に依存する割

合が少なくなっている。義ili作業5.i1j労働時間は第四表のとおりである。

務規模拡大と設営の合理化を一段と推進一一普及性と今後の発展方向

あらゆる困難を克服し，常iこ創;岳、工夫と不協不胞の信念をもって立派な養

蚕経営を実現さ

さんの経営を支えている ま1三 がく
ノ 総l奴繭盆 i 針11 考

条約二は，前述のとおり地 打百手n42''f三 4. 195kg 

力増進のための有機銃給
43 14,1 4.454 

44 310 161 5.000 

源の確保と合理的;ωJ!': ， 410 

多田育に適臨した収穫
目標 410 200 8.200 IJ二蔚

法，歪作安定のための徹底した消毒，工夫された省力的飼育・上競作業，作

業手!煩の合理化，機械作業の推進，経営に適応した資本装備で、あり，いずれ

も，その地;域は勿論，他の地域でも詩通の養蚕民家であれば容易に導入でき

る普及性のある技術であり経営内容である。

とくに鈴木氏考案の鉄枠に鋼線を張った条払台はすでに全国各地に普及

し，養蚕の省力化に大変貢献しており，また，スキーリフトからヒントを得

て作った給桑リフトは今後広く普及されようとしており，とくに大規模経営

の養護家には人気を1I子ぶで、あろう。

今後の発展方向についてみると，さらに養蚕の規模を拡大するため，土地

の生産性会f高め経営の合理化を一段と進める方針で44年には，熔成燐肥の増

投によるとと壌改良，施IJ!':の合理的多投による桑|翠能率の向上により 10a 当り

収繭長: 160kg，上磁 5， 000kg 右é êl 擦にまI'ítljî'â.ê進め，さらに羽生子には 1ha の

桑掴さと新たに造成し4.1ha にし，完成桑閣に達した涜には10 a 当り 200kg, 

上臨 8， 2001湾を目標に着々と準備を進める一方，桑鴎管理の機械化，条桑

メ日取燥の導入や現在の飼育技術や装備に改良を加え，さらに労働生産性およ

19 -



び土地生産性を高める決意であり，鈴木さんの実行力からすれば達成は可能

であろう。

なお，稚蚕が個人飼育であるのは，大規模と多国育のため組合員と掃立日

が一致しないためで，地域の養蚕規模が次第に拡大し多回育になりつつある

ので，近い将来は近代的な稚蚕共同飼育所を新たに設置し，稚蚕を共同で飼

育する計画であるので，早急に実現することを希望してやまない。

次に農業後継者の問題であるが，現在，農村では深刻化し憂患されている

状況下にあるが，主幹い，鈴木さんの家では，明朗で、希望に満ち溢れた青年河

作者が養蚕後継者として， 43年 3 月高校を卒業し，自ら進んで、農業に取り組

む決意志f囲め，意欲的に養蚕に取り組んでいることは誠に心強い限りである。

今後，養蚕自立経営農家として，創意工夫と境ゆまぬ努力によれ規模を

拡大して，近代的な立派な経営を目標にさらに選進されることを期待してや

まない。
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失敗に屈することなく

鈴木忠男

訟は昭和25年に宇都宮市の郊外に位

置する清原関拓地に入植し農業をはじ

め，一般の畑作物を作っていたが思う

ように成功ぜず，将来の幾業に悩みを

感じていた持，養蚕経営の有利性を教

えられ，ゃるからには臼木ーの養蚕家

になるんだという宏、をたて，昭和 37

年， 38年の 2 ヵ年で310a の桑闘を造

成した。

なにしろずぶの素人で，養蚕に対し

ての知識はほとんどなかった。そこで

桑商を植付してから 2 年ほどは，体験

者である養蚕家に蚕期中の突地体得に

rl:\かけた。

しかし，いざ蚕を飼育してみると養

蚕に関する認識不足かどうか，病蚕を

出すことが多く繭にならず，姿や子供

から，もう養蚕はやめようとの戸がで

るまで追い諮られるようになった。

しかし私は，他人が立派にやって

いることが自分に出来ないことはな

い。「養蚕をはじめたからには阪本ー

になるんだJ という初志を捨てずにが

んばった。毎年9 月 1 日は，蚕が病気

で全滅したのを機会にこのような苦し

い思い出を二度と繰り返してはいけな

いと「途作記念日」として一家が当時

の苦労を思い出し，これから養蚕に精

出そうと，肝に銘じるのである。

このような経験を基にして， 42年に

初志を食くことができ，それに加えて

日本一の天象杯を受賞する栄誉に浴し

ました。

いま，心静かに考えると，あの時の

失敗に屈することなく，初日吉、を主主いた

のだと……感無量なものがあり，今後

ともこれをそットーとし養蚕のため一

生を捧げる気持で胞がいっぱいで、ござ

います。
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白木農林漁業振興会長賞受賞二二二二二二二二二二
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務組合の略歴

黒熊第一養蚕組合は，昭和34年に多野郡吉井町黒熊地区の養蚕農家38戸を

もって組織された非出資の任意組合で，その所在地は群馬県の南部，八高線

藤岡駅より閏道254号線、で、西へ 5km，上信電気鉄道官井駅より国道254号線

で、東へ 5km のところにある。

この組合の生いたちは，大正末期に任意組合黒熊養蚕実行組合として発足，

その後，昭和 6 年に蚕糸業組合法に基づく黒熊養蚕実行組合に改組，さらに，

昭和23年に農業協詞組合法の制定にともない解散，ふたたび任意総合黒熊養

蚕組合を設立したが， 34守ゃに黒熊第一養蚕組合と黒熊第二養蚕組合に分離し，

現在にいたっている。

組合の運営は，理主~'f. 8 名と監事 1 名によって行なわれ，正・割組合長のほ

か会計 2 名，飼育所長 1 名をおいて，それぞれ業務を分担し，民主的にかつ

円滑に運営されておれまとまりがよい組合である。

黒熊第一養蚕組合の組合員は，吉井農協に加入し，吉井農協は多野郡養速

に加入している。

吉井農協は町村合併にともない旧町村毎に設立されていた!日吉井，入野，

多胡，岩平の四農協が合併した農協で，旧農協地区ごとに事業所をおき，
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務述絡と技術指導などを位進している。この組合の所躍する吉井農協入野事

業所には5;~11J喜一，久米飴-f~r5の両氏が嘱託蚕業普及員として駐在し，藤岡

蚕業指導所や養護系統間体と緊密な述けいのもとに地区内の蚕業技術の改良

普及にあたっている。

なお，この組合は38年度に稚蚕共同朗育所を設立して以来，稚蚕共問調育

を中心に査室の共同消毒，桑園の共同防除などの共同事業と蚕業投下iiJに対す

る研修事業主ど実施し，組合員の精進とあいまって繭の生産性の向上と経営の

改善に大きな役割を来している。その成果はまことに顕著なものがあり， 42 

年に群馬県議連主催にかかる繭生産合理化競技会集落の部において，最優秀

の成総を修め良林大阿賀を受賞している。

援組合の経営概況

(1) 地域の概況

この組合は，多野郡吉井11口県熊にあるが，吉井町は!日多野郡吉井II!J，入野

村，多胡村とi:j-楽部岩子村が合併した新市町村で，群馬県南部の畑作養蚕地

-HI- ，__占マ

守3・ rC 0:う 00

この地|互の*)~J也は， 111高110~120mのゆるやかな丘陵台地にある。土壌は

よび鉱質火IJI!j(土111土J:iQìC.1.品し，排水良好で酸性やや強く， リン酸

奴~又力が大きし、。また，気候i耐震に

して積零はほとんどなく，容宣言の締

立はおおむね 5 月 7~8 日現で，自

然条[[1:には比較的に恵れた地 fi;，で

.>-マ

めの。

吉井IIJJの民業の概況は，総戸数

3， 831戸のうち農家戸数2， 109戸，養

蚕農家戸数は 1 ， 679 戸(養蚕農家率

79.596) ，耕地面積 1 ， 725ha のうち

水田 617ha，普通畑 394ha 桑閣は

- 23 
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692ha (桑関度63労)で，養蚕農家率・桑器i度ともに高く畑作養蚕地帯とい

うことができる。 42年における収繭量は883 トン，その販売代金は972百万円

で，吉井町の農産物服売高1， 394百万円の約70必を占め，第 1 位であるO

(2) 総合の経営概況

この組合の組合員は， I日入野村黒熊吉g務の養蚕農家38戸で，いずれも

農家である。 第 1 表

42年の組合員の経営耕地国積

の合計ーは 41. 96ha で， うち水

1IIは 7.6ha，普通畑 18. 15ha, 

桑悶 16. 21ha である。普通知i

には主に陸稲と小麦を作付して

いるが，最近の高繭価を反映し普通畑の桑掴転換が進み， 42年には突に 2.5

ha の葉樹I怯換が行なわれ，養主主の経営規模拡大はまことに顕著である。(第

1 表，第 2 表参照)

また，この地区は黒熊しいたけの産地で，組合員38戸中35戸がしいたけ栽

培を行なっている。したがって，組合員の民業経営は養蚕を柱にしいたけ栽

培を組み入れたものが多し、。(第 4 表，第 1 区i参照)

42年の組合員1戸当り平均良業従事者数は2.4人，平均経営耕地面積は110a.

うち水田は 20a，普通畑は 48a，桑園は 42a で，養蚕は年 3 回行ない年間

約20箱を掃立て 673kg の繭を生産している。 また，肥育牛，献を飼育する
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農家は38戸中31戸と多く，

その厩肥は桑閣の生産性

向とに大きく寄与してお

り， 42lf.の10a 当り平均

組合の議蚕経営の概況第 2 表

38 

17.02 

組合員数

収蕗i5 は 157kg(43年163
358.5 

kg) で吉井町の 127kg に

くらべ高水準で、ある。(第

2 表参照)

りなお， 42年の 1

7.5 

139.5 

345.5 

851.0 

支三
.ニロ人

初 t~ !tt 

íi;ét~ ~ 

凶
一
一
η

Ei 
~iil' 
一ι

-Ì!ι 

Z臼

数

平均22業組収入は 128.5

万円，そのうちわけは璃

吋

Jイ"
-戸内考7c

総

しし、たげ25.6万74万円，

298 
)1正

その円高産物20.5万円，

4, 502 

10, 992 
i詩書

他 8.4万円で養蚕粗収入27 , 682 
L
z
 

rhE 

は民業羽lJ!又入の5896を占

めており，主主依存度は
2.3 

45 42 

15.2 

:-)6 
一
一
戸
当
り

き Jつめて高い。

異議受賞財の特色

この組合の特色は，大

22.3 

728 

157.8 162.6 

20.3 

673 

規模養:tíf l出if であるにも
128.5 127.7 

3 令までの共同飼育会f実施するとともに，桑闘の共[liJ 防除，

の共!雨時議，技術，経営改葬に対する折淳司1・業などを行ない，初合員の蚕作

の安定向上と年間条桑育など、のとお力養蚕技術入の端緒を聞き，繭の生産性

かカ寸つら

向上と経営の合狸化に大きく~訂?J!;していることである C その概要は次のとお

りである。

昭和 12 年に群馬県が稚蚕共

稚蛮共同飼育の実施

背から養蚕の皇室んなところで，
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稚蚤共同

鏑育所

問飼育を奨励したさい，いちはやく 198m2 の稚蚕共同飼育所をnf~段し，稚

蚕共同飼育を実施したが，当時はまだ稚五共|可飼育技術が幼稚で、あったため，

2'守一自に五三病が多発し， 3 年 I~I には共河飼育を中[\:し III~人飼育にかえった。

その後， 25年頃群馬県蚕業試験場で開発された持易稚百個干草案(土室式)を

地区内の大規模出家は!lìq別に導入し稚蚕{い15.11]飼育を行なっていたが， 341F-頃

より晩秋蚕に連作が多発し， その対策が問題となった。

そこで，組合は指導機関の接見J)を受け連作原因を究明したところ，稚蚕用

桑の葉lit と蚕室・蚕具の消存に欠陥があることが切らかとなったので，査作

の安定をはかるため， ふたたび稚査共i司飼予言を実施することになったもので

ある。

このような一七怖から，ネII{ìf:;、 38今一度に群馬県蚕糸振興事業協会の ll))成 (96

万円) と民主主近代化 の副!引 (574)fl~J) を受け，ゴ二室48)去を装備したlf'f.馬

式稚蚕共同飼育所を設[i:';-した。

これと同時に，稚遜飼育の完u主主了知するため， 2.5ha の稚蚕共同桑閣を開

こん造成し， 39{r'脊蚕JtJJ より:(千五jりJ3 令までーの共同銅育をブミ姥している。な

お， この稚蚕共l;íJ 桑[jl(1が完成桑践になるまでの間，組合員は境 桑関 2.52

ha~供出し，組合:ì~;J!jIにより良質の稚蚕用桑を確保し作柄の安定に万全を

期しているが， このJ也 12<:のように養蚕に生活がかかっている養蚕主産地にお

いては， 言うは易く行い難し、ことである。おl合員の蚕作安定vこ対する熱意に

敬意を表するものである。
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よとの結果，稚蚕共同錦予言実施以来，査作が安定したばかりでなく，組合員

の団結も強化され，桑閣の防除，蚕室の消毒などの共詩作業実施の契機とな

っており，この稚蚕共同飼脊は当組合事業の ~I:]核である。

(2) 蚕室の共同出荷;等

この組合は，蚕{ノFの安定をはかるため，稚蚕共同館予ぎを実施するほか， ;f1主

蚕共同調育所は勿論のこと各組合員の蚕室・蚕具のを共同作業iこより徹

悲!刊に実施している。また，桑鴎の生産性会f向上するため桑IÆI病害虫の共同

防除を行なっている。

これらの共同消毒は，組合所有の動力l費税機 2 合と組合員所有の動力噴霧

機を{吏用し，主主室の消議は 2 測に，桑障の防除は 7 到nこ分かれそに能率

的に進めている。

(3) 技術・経営研修の実施

今問，この組合が振興会長賞受賞の栄誉に浴した業主，この治区を担当

する張業改良普及職員のたゆまざる普及活動の成果であることはもらろんで

あるが，それ以上に，この組合が I~I から担当普及職員等の協力を fUて技術・

経信研修を実施し，組合員の技術水準の向上と*引主改正:をはかつていと〉努力

を高く詳細すべきであると思う。 また，この研修事業に立さする経主， J!市東

金( 1 戸当り， jj三間5， 100PJ)によってまかなっている η

主な研修事業は次のとおりである。

I 42年より養蚕婦人学級を開設し，養蚕の担い手である婦人に， ~'カ養

蚕技術の浸透をはかつている。

互 依月 1 I!司，桑作りを中心とした肢談会を開催している。

車 組合員の親|陵と研修のため ， ij 品工 l豆i先進地研修旅行を行なっているo

N 養蚕後継者対策として，入野地rz:蚕桑研究会に加入している会員 (42

年12名)に，活動資金(1 @l 1 ， 000円)宏援助している。

(4) その他

以上のほか，蚕種の共同購入，議の共同wx:売などを行ない，蚕品設と飼育

技術の統~?'こより繭質の統一向上と経済的地位:の向上:をはかっている。
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蚕穫は23年以来，繭は数年前より各蚕期ともー業者と取引きを行なってい

る。これは組合員の団結の強固さとまとまりのよさを示すものであり，注目

に価する。

-経営の紹介と検討

この組合は，これまで述べたとおり，稚主主共同銅育を中心に桑国・蚕室の

共同諮毒たどの事業を実施して，組合員の蔚生産性向上.と養蚕経営の近代北

に大きく貢献しているが，以下その技術と経営の内特について，紹介しよう。

(心稚歪共向調育の技術と管理運営

この組合の稚蚕共同飼育型式は，群馬式(土室育)である。土室育とはい

まさらの惑がないでもないが，この組合は39年に稚蚕共陪銅育所を設置する

さい，調育型式について慎重に検討したO その結果，①稚蚕共同銀育実施以

前に，大部分の組合員は士室育によって稚蚕倒別飼育を行なっており，

育技術に習熟していること ②小室に縞離されているため，病源菌の蔓延を

防止できること ③暖房費が電床式より安いことなどから，士室育に決定し

たものである。

この群馬式48基で，各蚕期とも全量:を 3 令まで共同飼育を行ない， 3 眠中

に配歪しているが，その鯛育実績は第 3 表のとおりである。一般に士室育 1

基 3 令までの飼育能力は 5 箱といわれているが，この組合は 1 慕 3 令までの

飼育能力な7.5箱 (7.5箱 x48基で 360 箱)としており，一般的基準より厚拐

である。第 3 表の実績が示すとおり， 43年の春，晩秋蚕はほとんど能力 A杯

飼育されたが，作柄は良好であった。

第 3表稚蚕共同飼育実績 飼育1m数は，春・初秋・晩秋蚕期ともに 1

1 4昨 1 42年!昨 距iで，ぷ婦は行なわないo 掃立時期は，

〕ぷっ間 管蚕 5 月 7~8 臼，初秋蚕 7 月 28~29日，晩秋
春蚕げ40.01 301. 01 358 

初秋蚕 1 110.51 165.01 139.5 蚕 9 月 1 B である。

晩秋蚕げ30.01 308.ぴ叫5.5
一一一ーにこコニ二L一一 給桑は， 1~3 令針j芽で行なっており，稚

�-[. I ::;$<11弓門刊のI 843.5 
一 "'v山山 E ・ごし一一 蚕用桑の仕立収穫法は残条式全芽育成法(群
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民式)である。

勢そ、ろいし

た組合員

縮予言語]の誰五五共 111]飼育所のj目指と税五共同桑l奈川 1I巴培管J!f!.は，稚蚕共詞鯖

7年実施の経緯にかんがみ徹底的に，かつfí:ll l心の訟を払って行なっている。

まず，詮議共同飼育所の Yl~誌であるが，各蚕Jt日とも掃立前に 3 回実施して

いるゥすなわち，

第 1 沼 蚕具類はi光j絡乾燥後，クロン200倍またはメ/レ2， 000f加夜に10分以

上浸漬?自社'};o

玄室は1NJUfiを Ll又り tl!したあと大柿除を行ない，メル 1， 000 倍液で

消毒。

第 2 同 宣言兵類を蚕室に入れてから，フォルマリン 396，メノレ 1， 000 倍液，

中性洗剤 296i，見合液でがわか。

むfS 3 Iヨ PPS でt号、茶店i 向。

このほか， ~Yt 1 liiJY�'俍 前とおfS 21り消毒後，コウジカピ検査をJi'i導所に依頼

して行ない， TIf fpの安定に万全を期しているO

次に，控室共同桑閑の肥#H'1' f'Ll(之，組合がi直接管理を行なっており，仕立

法は高援刈， 10a 当り施)JEk;:iぷ有機質素材 4， 000kg，マ/レ桑特 1 号10袋を 4

月， 6 月， 10Jjに分施，桑閣の防総は，一般桑閣の防除と同時に実施してい

る。なお，この地区は畑作l也子!?で有機質素材の確保が困難であるので，前矯
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周辺の水田地L出'より稲わらな p再入してこL: fノlé りに特に留意し，良質の稚蚕用薬

の確保に努めている。

3 稚査共同飼育所の管]31!)主引は，組合員のうちから飼育所長 1 名，

名，栽きさ係 2 名を選任 l ，ょ主任{4三 jljlj~と lí'ái了としている。労務は組合員の出投当

番制で，出役の割当基準行~Î~ り1. 3人である。労賃は飼育係lこ1 ， 500円，

栽桑係に1 ， 000円支払っているが， U\í:交には支払っていない。その結果， 3令

初 f:J:， 晩秋宣言平均で~fi当り 850 円鍛収していまでの飼育料は， 42年には

る O

この銅育料には，近代化資金返済金は含んでいないが， J.! IJj金箱当り壮年は

さきのキfì1 ， 000円， 42i f., 43:tF'-は5001~J返済準備金を徴収積立ててし、るので，

i) 飼育料当り 850円に出役労賃1.3人分と返済fi，I\úlli金 500 円を加算すると

はおおむね3， 000円程度となり，妥当な簡といえようっ

桑閣の共同防総等(2) 

7 IVjF~';mムを称iうで桑iぷ|を7I:~:域 iこ区分し，桑闘病虫害に対する共同防除は，

lムJ íJこ勿成して，対象病虫害の防除述iJ1JJにいっせいにj丹市し，桑|会|の

めているが，防除対象寄jk，防除i時 WJ，使用薬剤名は;1くのと:ゴりでああった

予シントメタマパイに対する第 21iJ1Hスキムシ，だし，

察結果に2占づいて実施している。

次に，蚕誌の rì'j訪2は各蚕JtJJとも税蚕共 Ir1J飼育 2 眠中に 2 郊に分;jl 為

悔してし、る o 斉Ijはブォルマ

1
4
 1
 

'I~E洗剤 296の混合法である。
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ffU 対象害虫名

カイガラ虫

スキム、ン

シントメタマノ〈イ
組合与の栽桑・飼育J出

多l収穫桑閣の脊成

菜園は，標高110~120l11のゆるやかな日:陵地{↑;，にあって， ;~U熊部誌のJid辺

(3) 

I 

リン酸吸収刀は大き

薬品種はーの瀬97形，多加 LIl. ~t 3 96で，ほとんどムの汚!とみてよ L 、。 仕立

30 -
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黒熊部落濁辺の集団桑菌

は高刈， 10a 当り付本数は600~700本で，夏秋蚕専用薬闘はわずか1096

fi!泣であるc 夏秋蚕専用薬関割合が小さいのは初秋蚕と普通知の陸稲のj徐

よびしいたけ!jZ木の手入などと労働競合があり，初秋蚕の掃立tlitl合が少

ないためである。(第 2 表参照)

奈の絵j令は，白給葉市を生産し年々新・改舶を積極的に行なっているの

で，悲し、。 42年の桑園同1'，'1 16. 21 ha のうち 3 未満1696 ， 4 ~10年39.8

96， 11~15if39.496 ， 16年以上4.896で， 1詩令 4~15年が突に79.296占めてお

り，これがこの組合の桑i羽生産力が高い一要閣である。なお，自給桑苗は38

戸中28戸で， 424-に165千本生産され，残lむは郡養連に出荷している。

桑障の管理は， i百 *'1:訟を主体とし--"~{郊の傾斜地桑園にマルチが行なわれ

ている。 除草剤は使用していない。

施)J巴については， JJIj段施肥週間というものは設けていないが，施杷の適;Jt1j，

施IJ巴112は担当75こ及員が有料Uj文送とか}'f[j落座談会，養蚕婦人学級などを通じて

十分指導し，その浸透をはかつている。また，毎年 4 月に土壌調査を 1 戸当

り平均 2 点むし減肥の合理二イとを推進している。

10a 当り抱肥;註は，おおむね有機質素材 1， 500kg，マノレ桑特 2 号10袋を 3

月に 6 袋 6 月に 4 袋分施， 8 月中旬に尿素 1 袋 (20kg) ，晩秋蚕終了後苦

土石灰を 120kg 施しているが，マノレ桑肥料の施肥量(組合の共同購入数量

による。)は41年 8 袋， 42年10袋， 43年12袋と年々増加している。また，有
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第 4表組合員の絞

組合員 農業従 震沼者 が十 地 Cみ台t 芯ロォζ 

番 ア口F 事者数 数(養蚕) 水田 普通畑 桑鼠 i 牛 日家

4 人2 延13人7 
a a a a 

1 ! 
1 20 35 115 170 
2 45 60 64 169 
3 2 35 36 48 119 2 
4 3 3 40 70 59 169 1 “ つ

5 3 6 30 i 72 67 169 1 
6 つ白d 4 37 68 54 159 10 
7 つ“ 18 19 27 64 1 
8 3 18 39 42 99 1 

9 2 12 30 29 71 
10 つ> 19 14 36 69 1 
11 2 21 40 30 91 1 
12 3 23 25 36 84 

13 4 4 39 70 65 174 つ町4

14 2 16 27 41 84 
15 1 14 34 25 73 1 
16 4 4 24 40 47 111 3 

17 3 4 38 44 41 123 2 
18 2 3 19 52 .17 118 
19 2 20 35 28 83 1 1 
20 3 24 50 44 118 1 

21 2 8 41 25 74 1 
22 3 4 25 70 48 143 1 
23 3 6 18 69 59 146 つ>

24 3 4 20 49 46 115 13 

25 2 4 20 !, 49 143 2 
26 3 20 54 43 117 1 
27 つd 58 30 88 2 
28 2 3 40 52 43 135 1 

29 3 64 44 108 
30 46 25 71 
31 9 47 29 84 
32 38 20 58 1 

33 2 18 47 43 1 2 
34 2 18 52 31 101 2 
35 、つJ 18 55 35 108 3 
36 2 3 24 48 52 12,1 1 

37 21 42 36 88 l l 
38 1 49 19 68 
計 91 69 760 1, 815 50 20 

平均 2.4 1.8 20 48 12 I 110 
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営概況 (42 年)

飼い育た兼け栽し 養護成績 10a 当 幾主義組収入

培プレー 掃立食|収総 収繭;監 養蚤|しいたけ|音産|その他| 計ー
品、

46. 箱0 
kg kg 千805円 千円 千13円0i2，千54円1 1, 460 126 1, 606 

240 33.0 1, 032 161 1, 136 73 130 170 1, 509 
158 21. 0 687 143 756 670 310 80 1, 816 
158 31. 0 953 161 1, 048 138 380 180 1, 746 

152 30.5 1, 026 153 1, 128 750 120 470 2, 468 
240 28.5 992 184 1, 092 430 850 230 2, 602 
40 12.0 367 136 403 80 20 503 
119 12.5 724 172 797 423 90 80 1, 390 

145 13.5 460 159 506 215 30 751 
100 17.0 562 157 613 150 150 48 966 
105 15.5 530 177 583 156 130 43 912 
79 16.5 505 140 556 55 611 

155 31. 5 1, 075 165 1, 182 505 300 110 2, 097 
132 19.0 661 161 727 410 68 1, 205 
53 12.0 382 153 420 80 55 555 
277 23.5 832 177 915 430 410 72 1, 827 

119 22.0 760 185 836 440 280 121 1, 677 
79 22.5 754 160 830 350 50 1, 230 
105 17.0 581 207 628 260 300 45 1, 233 
172 19.0 580 134 650 110 200 65 1, 025 

53 9.5 287 115 316 60 180 40 596 
119 23.0 808 168 889 180 220 ;:，日 1, 344 
119 28.0 909 154 1, 000 258 280 63il, 601 
132 27.0 875 190 963 250 450 49 I 1, 712 

82 890 182 360 240 55 1, 634 
66 21. 5 716 167 788 310 200 53 1, 351 
59 13.0 459 153 505 272 370 48 1, 195 
119 22.5 772 179 849 303 180 76 1, 408 

109 20.0 747 170 822 350 200 125 1, 497 
9.0 292 117 321 110 38 469 
12.5 391 140 430 110 460 90 1, 090 
8.5 280 140 307 60 120 35 522 

132 12.5 680 158 747 130 370 58 1, 305 
99 14.0 464 150 510 106 130 51 797 
132 16.5 555 159 611 250 380 59 1, 300 
239 21. 0 662 127 728 150 120 80 1, 078 

79 20.5 639 178 703 95 80 45 923 
8.0 222 117 244 70 38 352 

4, 460 774.0 25, 572 28, 129 9, 739 7, 790 3, 180 48, 838 

20.0 673 157 740 256 205 84 1, 285 
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機質素材の供給源は主として家畜の既)JI:;と山林の落葉である O

このように，有機質素材とマル桑肥料の増投による土作りと新・El'Ä植によ

る樹令の若返りなどを行なった結果， の生産力は年々向上し， 42年の王子

均 10a 当り収鞠1訟は 157kg (43年 1621王g) という高水準に述した。

rr :tfì 力義主主技術のf31及

:fIti:í:fは 3 令まで共同飼育"â:，止1:蚕は銅予干支ít しいたけ栽培プレームで年問屋

外条薬育を行ない， J二族は条払い9096，自然と族1096の訴合で実方むしており，

fEiカ養蚕技術の普及率は100必である。

飼育兼しいたけ栽培フレームは 3 令までの稚蚕共間飼育の実施主ど契機に，

この地区の特産物であるしいたけ栽培フレームを壮蚕の鏑7ぎに適するよう改

良したもので，組合員38FÎ~I:134Fîに Ei:及している。このプレームは，壮蚕の

通話i飼育が可能で特に晩秋桑の作柄の安定と鞠質の改替に寄与するばかりで

なく，年問屋外条桑脊の導入を促進し養蚕の近代化に貢献している。また，

養蚕のシーズン・オフにはしいたけ栽培を行ない施設の効率的利用と農業経

営の改警に大きな役割を来している。

なお，この地区の一般的な壮蚕周桑の収穫法は，春蚕期は兼用桑潤より間

引または隔畦伐採を行ない収葉景の増加をはかっている。初秋蚕期には夏刈，

春刈 5 令盛食期築関より各々%程度間引)1又穫を行ない，晩秋蚕j明には基部よ

り 70cm{立のところから中間伐採を行なっているが，かなり深切りである。

(4) 経営と生渡性

この地涯の農業経営は，養護を柱にしいたけ栽培または肥育牛・養豚を組

み合せた経営が多し、o 42:1:[ニの 1 戸当り王子均農業組収入は 128 万汚， うち養主主

は74万円で58~ぎを占めており， 38戸はいずれも養蚕収入が第 1 位である。養

蚕収入50万円以下の農家はわずかに 6 戸， 50~75万13戸， 75~100万12戸，

100万以上は 7 戸となっており，いかに養蚕焼模が大きく養蚕依存度の高い

農家が多し、かがわかる。

一般に大規模養蚕の生産性が高いことは，よく知られているが，この組合

の桑閣の生産力も例外でなく， 10a 当り平均収繭最は40年 122kg， 41年 131
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kg, 42年157kg， 43年 1621王g と年々着実に向上しており，その水準は吉井

iりの 1271培 (42年)，群馬県の 84.1kg (42年)にくらべ高水準で、ある o 42 

年の組合員の 1o. a 当~j(繭 ~tj:は最高 2o.7kg から最低 115kg の間にあって，

150. kg 以とは27戸71必を占めており高能率桑闘が多し、。(第 4 表‘参照)

また，労i動生産性についてみると，この組合の l 戸当り王子均農業従事者は

2.4人で，年間20..4箱を飼育し 673kg の収繭裁をあげているが，臨時雇用

はわずか1. 8 人で、ほとんど自家労働でまかなっており，省力養蚕技術がよく

昔:及し能率的な養蚕が行なわれていることが察知できる。(第 4 表参照)

普及性と今後の発展方向

この組合は，稚重量共悶餌育を中心とする各種共同事業と組合員の積極的な

省力養護技術の導入があいまって，生産性の高い近代的な養蚕を築きあげて

いるが，その技術，経営の内容は特別なものはなく，広く普及できるものば

かりで、ある c ただ，安易に今日の成果をあげたのでなく，組合員の熱意と努

力を見逃してはならない。

また，この組合は，現在 16. 21ha の桑潤から25 トンの磁を生産している

が，近い将来初秋蚕の増産と夏Z症の導入により 30.トンまで規模の拡大を計画

している。この程度の規模拡大は，普通知が 18ha もあって桑園への桂換が

可能で、あるし，土地生産力もまだ向上の余地があるので，さほとすROÆなく

成できると思われる。 他方，初秋蚕の増産などによる規模拡大計副は， 43年

の飼育実績(第 3 表参照)が示すとおり，稚蚕共悶飼育施設の有効利用と飼

育労働の均等化のうえからも適切な計闘といえよう。ただし，この計画を推

進するためには，今後桑菌の拡大に伴い現在10.96程度の夏秋蚕専用禁園を25

釘程度まで増反する必要があろう。

なお現在収繭主主 1 トン以上の養護自立経営農家とみなされる農家は， 5 戸

程度であるが，今後稚蚕共同飼育を中心とする組合の事業が推進力となり

盤となって組合員の規筏拡大と養蚕経営の近代化が一層促進されるよう切望

するものであるO
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この栄光を守り黒熊部落の発展を図る
橋孝之

私達のi也'おは護軍主の先党名高 ILJJえま王

郎翁のiJ:l ':t=Jtl!で昔から養主主が盛んで，

Z妥作の盛liI，議{í!lïの変動は良家生活に

大きく影響する。従って，議室主に文、jす

る関心は高く，昭和12年におn妥共同飼

育技術が沼=及されるや，いち早く部落

さを農家を対象とした!校青から稚蚕飼育

までの施設を建設し，共同で催脊，稔

]f飼育を行なった。

しかしながら，飼育技術の未熟等か

ら大逮蚕を被り，この3Jr*は 3 ヵ iHこ

して休止せざるを得なかった。 しか

し個人飼育になっても途Z芸者は依然

として絶えなかった。

このような経綴を経て，戦後:碍び養

蚕が盛んになり，規模が鉱大ð :h， 飼

育技術の研究が進み遠主主の涼留が際ら

かになるにしたがって，これを解決す

る方法として，蚕室・蚕兵の徹底治議

や稔蚕専用桑の確保が必芸さであること

が明らかとなった。これを捻進するた

めには共同飼育による方法が災いとの

結論に達し関係機関より私たちの部

落にも稚蚕共河飼育の~Jj包について，

指導が行なわれたが，過去に苦い体験

もありなかなか実施にふみきるまでに

いたらなかった。

しかし，その後も途蚕者はあとをた

たず，音ß落有志から蒋び稔蚕共同飼育

所の建設による主主作安定の必要性が持

ち上がり，会議を開き協議を重ねた結

果，関係機関の強力な指導もあって，

38年度に1rr馬式-18~去の稚蚕飼育施設を

建設し全戸 3 令までの稚蚕共同銀育を

災施する運びとなった。

これと l司特に ILJ林 2.5ha を総合員

の手で開墾して税蚕共同桑闘を造成す

るほか，全戸の主主主主・]f兵の徹底消

:i~ ， ~桑閣の病虫害紡除，さらには各

戸毎に桑閣総肥設計会害事を関係機関の指

導のもとに突施してきた。

その結果，一戸の途蚕者もなくな

り，稚主主共同飼育実施古Îr 10a 当り部法

王子均議笠 128kg であったものが， 実

施後は王子々向上し昭和J43年には l63kg

に向上し，主主蚕l土名災共iこ災家経営の

柱となり背ß落の渓業経営改千三;が行なわ

れてきた。

t第品 71間E飼司渓栄祭で

主をf受Z笠:する栄光tにこ浴した。今後はこの

栄光を守り受笠に恥じない設釜経営を

行なうとともに，吏に前進するために

規模拡大と i設営鈴川土地改良卒業を推

進し授業基盤を充実して近代淡三突きど実

現し，地域社会の模範となるよう組合

員共々カを合売さて努力する覚悟で三ぅ

る。
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一一一日本農林漁業振興会長賞受賞二二二

出品対

，s:t. 桔，.弘

コζ 主l l'ヨ

農業ひとすじに一一受賞者の略産

養護経営

大和田恒好

(茨城県西茨城郡友部町矢野下)

大和E8恒好氏は，宍戸l町立寄常高等小学校を卒業以来72才の今日に至るま

で，五十有余年の間一貫して，矢板{去来の農業に従事してきた。

大和国さんは古くより養蚕と稲作を柱とする農業を経哲し，とくに養蚕に

興味なもって研究を続け，いつも養蚕のやり方に改善を加えて，長い間県内

においては，生産最も生産性も最高の水準にあった。疑問があれば，いつで

も研究機関に出掛けて探究し，新しい情報を持たときは蚕の飼育中でも先進

地の農家主ど訪問して，新技術の吸収につとめ，これらの新技術，新知識を活

用し，経営の改善をはかつてきた。

また，大和田さんは毘!や県の奨励施策をも率先してとり入れ，最近では農

林省が省力投手I~普及のため，年間条桑育の模範組合の設置を奨励した際も，

所属組合の組合員によびかけて，モデノレ組合となって成果をあげ、た。このた

め，この地区には非常に平く年間条桑育が普及した。

このようにして，新技術の導入や作業の合理化などに創意工夫をこらし，

白からの経営の改善につとめるとともに，地域の関係団体の役員として，そ

の発展につくしている。

すなわち，友部町矢野下土地改良組合理事長または友部町土地改良組合連
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合会会長として，水田の土地改良に力をつくし，また宍戸!fIJ養蚕752業協関組

合および宍)コîllJJ農業協同組合り役員として，地域農業の掠輿に力を尽すとと

もに，克童委員，民生委員として，地域住民の揺祉の向上にも貢献した。

大和田さんは養蚕の改良発達に尽した功によって，すでに戦時中に良商大

臣の表彰を受けたほか，良業または厚生事業などへの貢献に対して，数多く

の表彰を受けている。 最近では42年 5 月大日本蚕糸会より功労賞をうけ，ま

た， 43年 3 月には関東・東山地i互における繭生産性向上コンクールにおいてp

優秀な成績をおさめ農林大臣賞を受賞した。

稲作と養蚕の複合経営一一緩営の概況

1. j也j或の概況

友部町矢野下地|支は，茨城県の ~fl央よりやや西北にあって， 1日宍戸日1Jに属

し，常盤線友部駅より東南約 3km のところにある。

この矢野下部落の属する lEI宍Fi f!lJは平坦な畑作地帯で、農家数916J三{のうち，

養蚕農家は218戸であるO

総耕地面積は 918ha であるから 1 戸当りの耕地面積は 1ha であるO 水

闘が 356ha，水田率は39~ぢで，普通畑 第 1 [頚受賞者所在地付近略図

はこれよりやや多く 367ha であり，桑

圏 114ha，栗園 69ha となっている。こ

の地帯は水田+養蚕，水田+たばこ，水

限十普通作などの経営が中心で、ある。

養蚕農家 1 戸当りの桑園面積は 52a，

収鞠量は 410kg で，養蚕の規模は割合

に大きく，最近養蚕農家数も桑関商積も

増加している地帯である。

2. 経営の概況

(1) 農業従事者

家族は 6 人で農業に従事する者は，経
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営主短好 (72才)さん夫妻と長男栄一 (38才)さん夫妻の 4 人であるが，奥さ

んのかつ (64才)さんは家事が中心で，給桑，上族などを手伝う程度である。

42年には農業高校を出たばかりの大森 (18才)さんが，養蚕の技術を収得

するため， 5 月から 10月まで 6 カ月間同家に同居し，養蚕に従事した。

(2) 耕I也と施設

大和田さんの総耕地は 309a で，うち半分の 153a が水聞で，桑閣は 139

a (4596) を占め，養蚕と稲作の複合経営であるO このほか，架閤 10a，普通

畑 7aがあり， 第 1 表経営の概況

111林も 290a

を持ってい

る o ~Jt- j也はし、

ずれも、|三担

で，割合によ

ぐ集団化して

L 、る。

:fít蚕)fJ ìこは

鉄筋コンクリ

ート j;!よりの専

用蚕室，二i二hま

造りの貯茶

室， '仕蚕飼育

にはm立式の

鉄骨'ハウスを

利用してい

マ

心。

長耕および

桑の運搬など

に自動緋うん

(1) 労働，耕地等

区分

常時義主主従事者数

臨時 j霞傭

耕地

うち水 m 
i手通畑
三<.明
社ミ 防到

来樹駁

務t 蚕 m 主主 2宣

:11: 蚕 JlJ 主主 ~ 

Jli' 桑室

緋うん機

3ミ 数

4 人

延 79人

309 a (10096) 

153 (5096) 

7 ( 296) 

139 (4596) 

10 ( 396) 

17m2 

376m2 

50m2 

2合

(2) 収入および経費

淡業粗収入 (42年)

議 Jtえ入 2，

米 Jt又入 960 

資産収入 500 

栄樹等収入 40 

言卜 4.159 
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突習生 1 人を含む

桑関11人，飼育32人，
上族36人

鉄筋コンクリート造り

総立式鉄'自ハウス

こと箆造り

議笈経営費(現金)

蚕種主主 119，

肥料費 166， 100 

農薬殺 19， 040

;燃料費 55， 500

長差益兵費 32， 000

麗用労働費 79, 000 

共済掛金 18， 550

負担金 47， 560

その他 50， 000

苦 587， 550



機 2 台を利用し，動力脱殻機，動力カッターなどを備えているコ

(3) 経営の収支

この経営は養蚕と稲作を中心とし，秋冬期の民間JtJJには乳牛の育成を行な

い，高い収益をあげる自立経営民家である。 42年における年間の民業粗収入

は 416万円である。そのうち繭の販売収入は 266 万円で，全体の 6496を占め

養蚕への依存度が高し、。米の収入は96万円 (2396) 畜産収入は50万円 (12忽)

その他 4 万円となっているO

養蚕経営のための現金支出の主なものは蚕種目12万円，肥料貸 166 千円，

労賃79千円で，その他を含めて59万円となっているが，このほか，実習生に

対する謝礼，先進地見学費などを加算すると 69万円となる。これは繭j以売収

入の22必に当り，相当効率の高い経営といえる。さらに所得税等の税金も相

当多額に上っているので，そのうちの養蚕関係分を加えれば，長五経営貨は

粗収入の30%を上廻ることになるであろう。

襲撃労働の効率的利用一一受賞財の特色

この経営は，さきにのべたように養蚕を中心として，これに稲作を総合わ

せた擾合経営で，養蚕労働の能率が高く，また，桑IÆIの生産力も高い水準を

維持する模範的な I~I 立経営農家であるO

この経営は養蚕と稲作を巧みに組合わせて，労働の競合を避けている。この

著

蚕

. " --" 

* t� 

第 2 図
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地方は背から養蚕が盛ん

で，菅は春蚕の終了後に

田植を行なっていたが，

)\との品質が忠く， 1lX.i立も

あがらなかった。最近は

稲作に重点をおき，青苗

技術の進歩を活用して.

5 月中・下旬に田績を行

ない成果をあげているQ



航空局送信所の草刈地

しかし，大手1] IEI さんは出舶を少し早めて， :5古手蚕掃")L前の 4 )'J 末ごろから 5

)g 5 日までに終るようにし，養蚕との競合をさげるとともに，水稲を半生と

i見生の 2 口 iこ分け， IT1生種は面積は少ないが，その収穫を初秋蚕と晩秋蚕と

の間に行なって，早場米として出荷し， r民生種は晩秋~終了後に収穫して，

労働配分の適正を期している。これらの関係を模式図として示ぜば，第 2 図

のとおりである。

冬期は桑園に敷く主主を刈るために，かなりの労力が必要ではあるが，それ

でも民間期iこ当るので， 10月に乳牛の仔牛 3 .lí況を買入れ，これを育成して 5

月に売り渡している。これで粗収益で50万円，純収益15~20万円を収めるこ

とができるうえに，相当1TIの堆!既肥の確保ができる。

つぎに養蚕の技術と経営の特色をのべよう c

1. 高い生産力

この経営は茨城県内では最も規模の大きい養蚕農家で、35年から40:9三までは

県下第 1 の議生産量をあげ，土地ならびに労働の生産力が極めて高し、。その

概況は第 2 表のとおりである。

桑関 10a 当りの収繭ifJ:は，長期にわたって 150kg の水準を維持していた

が42年には 177kg となれ完成桑園に換算すれば，ほぽ 200kg に達した。

しかし， 43年には 121kg (完成桑園換算 132kg) と著しく低下した。

42年は気象条件に恵まれたうえに，土壌改良剤(熔燐，キーゼライト)の
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投入などによって，例年この地方に多い縮葉性細菌病の発生が少なくなり，

かっ，笑習生が加わって労力が十分にあったため，間引収穫の徹底など集約

的な養蚕を行なったことによるものである。

ところが43年には，低rlûtのため桑の発育は不良であれまた，ひょう害農

家へ桑を供給したため，夏蚕の掃立が激減し，さらに経営主の病気による掃

立の手控えなどが重なったためで、ある。

つぎに早くより年間条桑育，条払， I二族など、の省力技術を導入するととも

に，各種の作業に当っては，常に創意工夫をこらして，緩めて能率的な養蚕

を行なっている。

40年農林省蚕糸局が実施した大規模養蚕農家の実態調査を担当したが，そ

の調査成績から見ると，桑採りは長男夫妻が担当し，飼育作業は家族 4 人で

行ない，上族はかなりの部分を養蚕をやらない農家からの雇傭に依存してい

る。 5 令食付けから上族に至る労働時間は，上繭 100kg 当り 70 時間である。

また，家族 1 人当りの収繭註は， 42年には 615kg， 43{f.には 6821王gとなっ

ている。養蚕従事者は 4 人であるが，経営主夫妻は老令で，労働能力が{丘下

していることを考えると，労働生産力も綴めて高い水準にあるといえよう。

つぎに，このような高い生産性をあげていあ技術と経営の内容を検討しょ

っ。

2. 多回育による労働の均分化

第 2表議 蚕 の j住 移

年次桑園 i阪繭主主

a 
91 1, 423 156 

38 101 1, 475 146 

39 101 1, 687 168 

40 120 1, 635 1:36 (156) 

41 120 1, 744 145 (161) 

42 139 2, 462 177 (199) 
9858i j 

615 

43 139 1, 681 121 (132) 682 

注 ①37~39年の収溺量は上繭のみ。

( 10 a 当り収繭 fZ:の( )内は完成桑1~1換算I1ぇ繭忌であるJ
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この経営は年間 5 !i 'J の掃立を行な
い，各回の掃立iiEの聞きが少ないの

が，大きな特長である。したがっ

て，春査の樹立ii:: または収繭;樹立，

年間合計の片にも達していない。

(第 3 夫)

これはil: 1Íf WJの飼育にあてる組立

式の鉄'1ザハウスがせまいことと，労

力の効ヰミ(I~な利用をはかるためであ

る。

第 31とにぷすJ守ti立i時期別の婦立数

第 3~ 飼育場所の概姿

{苦患)

72iif 
トゆ司ーJ

，-齢鳴 e ・・-ーーー・・・・・・--鴨陶___..1

目
回

第3 表 Jú}\'o日~Ì' J~J7]1j収繭;長:t 設に合うよう桑闘の収穫法を定め，無理のな
( -!2:if.) 

掃立Jl日[編 入:1: -'二繭収繭 i込:

5 月 8 日

6 28 

s 1 

18.0箱

12.5 

15.5 

19.5 

8.0 

GG5.7kg 

38G.0 

382.2 

675.4 

264.5 

、ように能率 1'1甘な養蚕念行なってし、る。この

う桑の採り方にも苦心の跡が見ら

れる。その大要を示せば，つぎのとおりであ

マ
Q 。

晩秋iíOW J.!t用桑i誌の 1冷~祐伐採， i，IHfJ桑闘の新j:f'ì伐採。

去の古川脊についての第 2 の特長は，五jljjの予IWにi初心の注意を払っている

ことである。

ホノL マリン 10(白波を十分にかけて n~みし，さらに新PPSで消毒す

るが，居宅jJ~はもちるん作業衣に三íi るまで，筏めて徹成したj荷主与を行なって

いる。さらに稚蚕用については，クロンによる消毒も実施する。

また， 3 令までは毎t;す]， 4 令 r'll'主 2@パフソーノレによる蚕体消毒を実施し，

S 令起去の 11\はじめたこゐセレサンイーîl.火による n~'f診てど行なう。

43 



晩秋収穫後の桑箇

1~2 令中はコンクリートの専用蚕室内で防乾紙育によって飼育し 3 令

以降は下室式の鉄骨ハウスで，年間条桑育を実施する。

ハウスの周りは，テントで1m っているが， 3 令期中はさらにビニールで、由

って，補温を行なっている。

4~5 令中はほとんど補撮することなく，短冊形の主主肢を作らずに全国に

拡げて条桑予言を行ない，通路は蚕座の上に橋を架け，この橋の上から給奈を

第 4 国

ーの漁
2mxlm 
改良高根メ'1
.春秋j費用
j 裏切 20a
l 究互 IOa

,700 m 

0----7 

、

ノ、

〆500m \ 500 "，

ーの瀬 1 
2mXlm 19a }(Z年自)
1.8mXO.97.刀 30a I 
改良高根刈 (3幹2曹) '19a 
根刈 301l 
春松兼用

円一一--"二「 改良ーの浮'~20a r一→「玄「 ー爪輯
I ~柳押田町r I 一の荒瀬貢 2仇0仇a '--立5ω斗 λバ占
I '1'1r\1士 L一_/.必8mXι仰9 ，問刀 30ωα 」ι一~ 相点川E 

じとコ ?lmX0.9m IOa 主主専用
』一一一一一一}高板戸l

J1}.R専用 IOa 
春秋兼用 300. 
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行なうものである。

上族は全部条払法によ

り，居宅内にまぶしを吊

し，行iììlül して繭質の向上に

つとめているO 居宅は上族

にのみ使用し，飼育は一切

行なっていなし、。飼育上族

の作業に当っても，その手

11震と方法に工夫なこらし

て，ヂi プj の突をあげてい

マ

屯)0

3. 土作りによる桑闘生

産力の向上



穏を架けての給桑

大和田さんは，平くから多収穫の基本は土作り iこあると考え，稲わらを桑

i惑に入れると問時に菜園の世間にク口ーパーなどを栽培して，関内自給につ

とめてきた。しかし，桑の繁茂する桑原iにおける草生は成功しなかった。そ

の上桑罰面績を次第に増力11 したので，有機物の補給に心をくだいていた。

たまたま，近くの航空局通信所が敷地内の雑草の処分に困っていることを

知り， 37与の秋より 28ha におよぶ敷地の草刈りを引受け，これをJ1t積して

おいて，春先きに桑闘にしき草を行なった。刈り取り後直ちに敷き込むと，

その;量が多く乾燥期に万一火災に遭って，桑樹に被害をうけることをおそれ，

春先きまで，枯草を堆:ft(しておく。

しき卒は各l些に行なっているが，そのj早さが 10cm以上に達し，を過ぎ

秋冬期でも，かなり多く残っている状態である。

草刈りは耕うん機にそアをつけて行なうが，突に延80人も要している。し

かし，農閑Jÿjで、あるから労力弼からの問題がないばかりでなく，このしき草

Jう" 向上の基125 となると考えて， 37年から引続き実行している。

桑障はすべて王子担で 4 問地にまとまり，居宅から500~700m のところに

あるO その分布状況，桑品種，栽~tl距離，収穫法などを示せば第 4 凶のとお

りである。

桑i調 139a のうち 42年春植 19a ， ;能付 3 年目 20a， 4 年以上 80a で，樹

令20年以上の桑l認は全くない。
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桑閣の管理については，有機物の自給をはかる êll:l~で草生法を試みたこと

もあったが失敗に終り，現在は清耕法およびしき草法により 2 台の耕うん

機を利用して，省力的な管理を行なっているO

施肥は⑧特 2 号 10a 当り 300kg を春肥と肥夏とに 2 分して施し，ほか ~I，こ

高度化成や石灰窒素をもわずかに使用している。また，石灰も 200kg 以上

投入して，酸性の強い腐植質火山灰土型桑園土壌の矯正につとめている。そ

の結果，購入肥料は成分量で， N41. 4kg, P16kg, K16kg となっている 3

桑園の消毒を徹底して実施し，クワカミキリ，ヒメゾウムシ，カイガラム

シ，シントメタマパェ，ヒシモンヨコバェおよび5j~枯病などを対象とする桑

園の消毒を適時に実施している。

養蚕経営費のうち農薬費は 10a 当り 13601弓支出していることからみても，

徹底した消毒が実施されていることがわかる。

襲撃施設の改善を一一受賞者の技術・経営の分析およびその普及性

①この経営は養蚕との労働の競合合避けるため， IH植のI1ci(i引をJP めている

が，羽生i三には農業構造改普事業によって，新たに稚五共同飼育所の珪設が行

なわれ， 44年から稚蚕共同飼育が行なわれるので，今後はm植をおくらせる

ことができるようになり，稲作の合理化が進むこととなろう。

②つぎに，この経営は年間 51iîlの姉立を行ない，しかも各|弓iの掃立の聞

きが少ないのが特長である。これは労働の配分を合l<H化する;怠関もあるが，

壮蚕飼育場所 nマ屋式の刺立ノ、ウス)のjTrî抜からみて飼育 ideが限度に達して

いるためでもある。

飼育場所がせまいため，通路毛:';没けず全lfriに条桑育を実施し，

橋を架けて，通路としている。せまい場所を巧みに利用しているし，給桑の

能率も高いようであるが，作業能率の聞からみると，岐了誌の方式とはいえな

いように思われる。

40年の大規模養蚕の実態調在によると，大和田さんの 5 令期の 100kg 当

りの労働時|習は合計70時間であり，採桑に22.3時間，飼育に16.6時間， と篠
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に28.6時間を要し，上族に費した労働が非常に多くなっている。上族場所は

飼育;場所とは加の居宅を利用しているにもかかわらず，上族に多くの労働を

必要としているのは，1[肢の作りブJにも大きな関係があると考えられる。

経営主夫妻は老令で，経営の中心は長男の手に移りつつあり，今後家族の

労働能力は全体とし低下をまぬかれないであろう。しかし，桑閣の生産力は

現状程度の維持は十分可能と考えられるので，養護の規模を縮少する必要は

ないものと考えられる。

したがって，今後の経営上の課題は，省力化の徹底ないし労働の充足であ

ろう。現状でも相当工夫すと行なって省力化につとめているので，さらにこれ

を進めるには，機械化または施設の改善をはかることが重要であるO ことに9

tt:蚕飼育用の簡易蚕舎を建設して，飼育作業の合理化をはかる必要があれ

そうすることによ J て，夫婦 2 人で、 1 蚕期に2051宇i以上の飼育は可能となるで

あろう。

@最後に技術の普及注についてのべよう。大和国さんのような稲作と義蚕

，養蚕;農家に最も多い類型であり，その技術内容は現行普及技術の

枠のやに入るものである。

すなわち，施設と労働の効率的な利用を図るために多田育をとり入れ，

I百j条桑育，条払，上族などの省力投手憶を導入し，この銅育体系に適するよう

桑の収護法を工夫している。また，桑闘の管理についても間様である。

したがって，これらの技術は，十分普及性をもっているものばかりである

といえる。
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養蚕と水稲栽培に労力を配分して

大和田恒好

4守加の苦労はなかった。しいていえ の近辺にあるものではなし、。陛，株の

ば，如何にしたら養蚕と水稲栽培とが 間すべてにあるのだと考え，散布施肥

労力的にかちあわないようになるだろ に切替えた。これは今から20数年前の

うかと考えたくらいで、しょうか。 ことだ。また，結束にしてもそのとお

やはり労力的には苦労をしました。 り，凍結審予防と作業面の安易さから

春蚕にけんめいの努力を払って，や 行なってきたが， 10アール当り 1 人か

れやれと思う間もなく，水田耕起をや ら 1 人半の手簡を妥し，解束?こも手間

り，田植の人夫が来るのを待つとい がかかり，芥にも惑い，それならば結

った状態で，やはりその持は収繭主主も 来をせず，管理にそれだけ余分にかけ-

800キロ伎しか穫れなかったわけで、す。 れば等と王寺え改善するとともに，水問

稲の収穫時と晩秋蚕とも同じようで の早期殺;渚をいち早く採用して，品事fi

した。そのようなところから，養蚕は もJf-g三種，娩生種を組合わせて労力の

まずまずの成殺でも，米の方は，収量 競合を避けるようになった。

も 10アーノレ当り 7~8 俵程度で質も何 今後の抱負

時も 4~5 等の結果しかでませんでし これを期に息子に経営，財産を全部

た。どうしても技術改善会はかる以外 波して息子に自分に出来得なかったこ

はないと考え，水稲栽培にしても，養 とを達成してlをいたい。

蚕にしても労力の配分，労力の省力

化，合理化をつねに考えておりまし
ザ拘

れ」。

養蚕作業一つを例にとりましても，

春肥，菱胞の施用も，主主株の根際tこ施

肥穴を一つ一つ掘って施肥していたも

のを，肥料分を吸収する根は，この穴
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第7回

農業祭受賞者の
技術と経営
昭和43年度

林産部門



興会々長霊童をう

ける受焚者たち



天皇杯受鍵者は 皐太

子さまから それぞれ

励げましのおことばを

いただいた(特君主展で)
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iまと
で~

'-の干日発

農業祭は，全信i民の農林漁業に対する認識を深め，農林漁業者の技術改善

および経営発展の意欲の高揚を図るための悶民的な祭典として，昭和37年，

農林漁業者に天皇杯がご下賜になることとなった機会に，従来の新穀感謝祭

j
i
i

，
亀

を発展的に拡充して始められたものである。

この農業祭は，毎年11月 2313 の勤労感謝の祝日を中心として天皇杯授与な

どを行なう式典をはじめ多彩な行事を，農林省と日本農林漁業振興会が各方

明治百年三r迎えた昭和43年度は，記念事面の協力をえて開催してきており，

業としての 52林漁業先覚考の顕彰事業などを含め，明治百年記念、第7 田農業

祭として実施した。

この52業祭に参加した農林漁業関係の各種表彰行事は 285 件で，それら行

事において農林大間賞を受賞したものは 544 点にのぼったが，そのなかから

農業祭中央審査委員会において 6 名の天皇杯受賞者(農産， I調装，高度，蚕

さらにこれに準ずるものとして日本糸，林産および水産部門ごと 1 名)が，

出林漁業振興会会長賞受賞者12名(各部門 2 名)が選賞された。

設業祭において表彰されたこれら受賞者の優れた業績こそは，当面する没

林漁業近代化の生きた指標として農林漁業者ーをはじめ農林漁業技術，経営に

関係する各方面の方々に大いに稗益することと思い，ひきつづきここにとり

まとめて印刷に付した次第で、ある。

終りに，本書の編集にご協力を頂いた執筆者および編集協力者各伎に対し

深甚の謝意を表する。

日本農林漁業振興会財由法人

昭和 44 年 3 月
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日本農林漁業振興会長党受焚/大場樹高生産団地共同組合…....・H ・....… .24

(林野庁研究普及諜/佐藤 主主)
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(林業経営研究所/森 厳夫)



二二二二二二二二一二二二-二天皇杯受

出品 Fl~ 林業協業

出品者東和町森林組合

(代表者組合長及川哲夫)

(宮城県主主米郡東和町米}II字飯土井20)

弱小組合の合併と執行体制の整備一一受賞者の略歴

東和IUJ森林組合は町村合併のあと， 1日町村単位に組織されていた錦織，米

川の両村および米谷町の 3 組合が合併して，昭和34年 1 月に東和IUJ全域にわ

たる単一組合として発足した。合併前の!日組合は，いずれも文字通り弱小でテ

わずかに米谷町総合が素材生産業者から質入れた材を細々と製材していたほ

かは，みるべき活動をしていなかった。このことは当時地域の林業生産が製

薪炭中心(戦前には年間35万俵の木炭を生産，県内有数の製炭地であったこ

と)であり，私有i*の林地保有の宝存続l性も影響して，一般の育林への関心も

うすかったためとみられる。

そこで，新しく発足した組合は，活動の主眼を地域森林の人工林化促進に

おき，その実現のため教育指導事業と経済事業を中心として積緩的に行なう

こととし，組合員のための組合づくりに専念したのである。それは組合自身

が回顧するように，旧組合のあり方とはまさに 180 度の方向転換ともいえる

活動への姿であったにちがいない。

とはいうものの，その背後に東和IIIJ当局の地域林業に対する確聞たる基本

方針があったことを見のがしてはならなし、。すなわち，現組合長及JII哲夫さ

んは合併によって昭和32年 5 月に成立した当時からの東和fUJの町長であり，
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町長就託以来地域林業の発展は森林の体質改善，つまり人工林化以外にはな

いという方針のもとに町有林をはじめとする造林計闘を立て， 1Iぜが率先して

その推進にあたっているからである。

ちなみに及川哲夫さん 第 1 表土地利用状況

は!日米JII村組合長から東

和IlIJ森林組合発足以来一

貫して組合長の地位にあ

わ昭和40~43年ま (昭和42年町勢婆覧)

域県森林組合連合会長をつとめ，組合員はもとより多くの人々からの信望の

厚い実行力の豊かな人である。

ともあれ，新組合がru] の基本計耐にもとづき私有林についても鋭意林種転

換を拙:逃した結果， n日平1]35年当時わずかに2796にすぎなかったこの地域の民

有林人工林率は，同43"'1ニ 4 月現在で55.596 とと外した。もちろんその過程に

おいて，労働力の減少， (.底質広葉餅の需要減などのマイナス要因の克服は並

み大抵なことでなかったはずである。かくして，いまやIf汀の呂擦である人工

林率的必に向って拍車をかけている現状で，その活躍振りはまことにE1党支

しいというほかはない。

このような実績が高く詳価されて，昭和37i:[:.に全森述会長賞を，またその

前談 7101にわたり県を初めとする関係当局の表彰な受け，そして今問の天皇

杯受賞となる。すなわち， “長郊の計的i的協業活動による事業の実施，これ

にともなう労務体制の整備による雇用安定，および地域林業振興への武献度

において特に優秀とみとめられた"からである。

耕地わずかに 8 誌に過ぎない山村の町一一一地域の概況

東和IHJは ， (l~~'域県の北京都に位し，来はオド古lJ日志津川町‘と本吉lHnこ，西は

北上)11を境に中田町と岩手県花泉町， Î有は登米町，北は岩手県藤沢町に境し，

東西13km，南北17km，総面積 14， 027ha である。総面積の82.896が森林で

あり， :5fと坦:11主は少なく，集落・耕地は主として北上JII ・二段川および県道沿
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宮

城

受賞者所在地略図

米谷( J日米谷町J
--\,. - -"'./ ¥ 

//斥
ノイl失

峠

いの山間に点在し，耕地わずかに 896 (第 1 表)に過ぎない山村のHりである。

本[J!Jは大部分が丘陵性の111地で，古生間(二畳紀)に属する硬質砂岩，喋

岩および粘板岩からなっているが，錦織・米谷地区の北上川In合いには石灰岩

が分布している。

山地の土壌はこれら 2左岩にiJ I来する f~)色森林土で、あり，大部分が適潤性

(BD 型)で，乾性 (BA ~~， BB 型など)および湿性 (BE 型， BF 型)のも

のの，分布は少ない。しかし，丘陵性の地形であるため，中腹以上には偏乾

型 (BDCd) 型)の土壌がかなり広く分布しており，スギ適地は意外に少ないむ

したがって，寺沢・東上沢など什iの地況を除くと，一般にアカマツ適地が

スギ適地よりも多い(第11表参照)。

また，この地域の気候は一般に槌l琵で，降水量は県平均に比し幾分少なく

常風は冬季においては北西風で，夏は東風または南風となる。

交通は東北本線新田駅からパスで 1 時間余りを要し，気仙沼市，志津川町

などに通じる中間地点にあり，設米・本吉岡1tI\の連絡の要路にあたる。
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本u汀は昭和31年 9 月に米川・錦織岡村が合併して日高村となり，ついで翌32

年 5 月に米谷町と日高村が合併し，ここに新しい町「東和j が生まれた。

そこで本町の産業であるが，ここでは農林業を家業とする戸数が全体の

62.95討をしめ，第 3 次産業24.796，第 2 次産業12.45ぢという比率で，第 1 次

産業が圧倒的に多し、。しかし，耕地は狭少でその経営形態も零細であり，将

ラ!E とも急速に農地の集団化・機械化による大規模な営農化は国難である。し

たがって，耕地からの生産量と農業収入の増加にあまり大きな期待はもてそ

うもなし、。

とはいうものの，本町では昭和 40~42 年度に農業構造改善事業(事業費

5， 019万円)を錦織地区に，昭和41~44年度に山村振興事業(事業費2， 239万

円)を米)II:f1!J.区に，それぞれ導入し， 7J( [l1の土地基線整備をはじめとし，果

樹園(りんご)の造成，酪設の娠輿などをとおしてきめの議11かい;苦殻改普が

第 2 表 所有形態別森林関税および議活ミ (昭和43年 4 月)

区 分巴lID *l'i 竺竺坐三竺(内天然 iit 祭主i休日
|突数 I!~成|節税|議絞 l 同議積|商務!日叫喜子…林率

竺一…è1& 6弘必M弘必12LE匙L国d;」27， ZJ 133114 
ど出2.91 2， 6翌日担当竺1 7221竺140[ _ _  8[ -[72.5 

町昨竺 28.8片:竺全与手r手陪11115
1ZJ 引 いりい， 2001 4引ゆ 152 川町 1トド12i
一 一一一

有!@底的問4! い，制幻， 15011, 0141 11 ， 410 幻司 15吋イ…173. 3 

唖型三一二戸可
林!?22Ei-fJ-Eー主判一二マ竺3

1科書課 i 叫 | 吋uヤ611 12， 856[ 判 1叩__ 331 j竺
f.l,-*'& ak 5，唖歪 j雨仁七:I~竺
ザ2-Ufし任当竺， 540恒也坐竺!竺計一止己主f
林堅手芸品;叫 |叫問。!叫ム判対日3i -i イ6:5.6

曜警は束手IW!J森林組合加入の森林

俄考:生産森林組合林は， I町有林に地上権を設定して分i以造tiを行なっているもので
米JII地区にあり，分ll:x.歩合は組合75 :町25である。



進められてし、る。

しかしなんといっても問題は面積的;こ大きな比重を占める森林にあり，そ

れを対象にJ休業関連産業の開発をどう進めるかが今後の地域の大きな課題と

なる。そこで昭和41~43年度に林業構造改善事業(事業費 6， 300 万円)を全

町一円に実施することによって ， ßð~!Æ:町民の所得増加をはかろうとしている

現況である。

ところで，いま 11， 619 ha におよぶ森林を所有形態別にみると，国有林

22.9必， IHJ有林28.896，私有林48.396 (第 2 表)で，その森林{主従米低質広

葉樹が大半を占めていたものである。

各種事業を通じての健全な~組合運営一一受賞財の経営概況

東和H汀森林総合(昭平1]42年度末現在)は組合員 814 名，組合加入森林mi積

8, 372ha (県行造林地を除く 11IJ千ずおよび私有林の全部で， 総森林面積の .72

96) ，出資総額7， 259千円(うち払込済額6， 803千円)である。

組合発足当初の仕事といえば，まず良木生産をねらいとした既造林地の撫

育間伐をすすめることからはじめ，これによって組合員との結びつきを濃く

することであったO それが近年では組合員からの主伐林分の伐採委託にまで

進炭した。このような組合1ffi:業の活発化には，のちにのべる組合執行体制の

確立と労務])1の強化が楽づけとなっていることはいうまでもなし、。

このように組合員中心の弓i業が進むにつれ，今後の事業主主の拡大も予却さ

れるにいたったので，昭和43年度通常総会にお沿いて出資金の信額増資が可決

されたのである。すなわち，昭和43年度から 5 カ年計闘で倍額の14， 518千円

(48, 3941:1 )に増額しようというのである。このほか， 43年 9 月決定のUIJ当

局の特別出資1， 000千円が加わり総額 15， 518 千円となるわけで，自己資本充

実への熱意のほどがうかがわれる。

なお現在の執行体制はZ里事 15 名 (11::.副組合長・常務各 1 名)，監事 3 名，

職員 8 名(参事 1 名，主任 2 名，副主任 1 名，主事 1 名，技術員 3 名)であ

って，この組織を系統的に示すと次のとおりである。
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5毛主的運営は部落集会から

|総坊主

一労 務

J% ミt

場主

|白系

連係

探

~E 係

約係

認

部!係

f百 部

林係

係

ッブ工場

一需 用

ト「||(14BmY布)
方
臨時
(15';;1[229名)

主

以上の役職員は，組合員の民主的討議による活動計jJiljにもとづいて活動を

つづけているのであって，こうした役職員の一体となった努力が絞くかぎり，

この組合の繁栄も約束されるものといえる。

1) 労務班の誕生…

議組合協業の好モデjトー受賞財の特色

もべたように本1Il]の森林はこれまで託費広葉樹
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が大半を占め，その保有階層も薪J3<材生産を基盤とする東北共通の零細さで

ある。そのため造林への資本蓄積も乏しく，ために線合発足当特は拡大造林

が町当局の努力にもかかわらず停滞していた。そこで森林組合は昭和35年に

休閑期の農林家を集め労務班を結成し，造林地の除間伐，薪炭林の伐採など

の組合事業に従事させたのである。その結果，これら労務班員の収入は増加

し，造林のため資本も蓄積され，造林促進の機運が次第に醸成されてきたの

であるO

2) 労務1iEの整備……こうした労務班の働きは当然の結果として組合事業

のjfi加をもたらしたので，組合はさらに積極的に労働力の間定化と雇用の通

年化に努めることになったO そのため農作業などをも勘案した組合事業 5 ヵ

年計両を作製し，これにもとづ、いて着実に事業を進めた。その実績は計画を

2 割程度も上回るとし、う。

玄た他方において，組合員には個別経営計同保有規模 lOha 内外のもの

8 件， lOOha 前後の共有林が 2 件)を立てさせ，伐採・造林の計図l的推進を

はかったっこのことは労務者の麗用をより安定的にしたO

の労務班増強の経過をみよう。

第 3 表付)労務]妊の現況 (昭和43年 8 月米)

第 3 表例年度別lul用と事業泣 以 i二によって，雇用状況を通して組合

協業の-応の姿をみることができょう。
/.:r: I゙: 
'1" とえ

n召1'1140

1/ 41 

1/ "12 

なお，この総合労務斑の特徴ともい

えることは，常用(専属労務)班長の

すべてが多かれ少なかれ耕地と林地を

保有する民林家である点で、ある(第 4

表)。 このことは労務就業の持続性につながるとともに労務班の信用[立を高

12 
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めているゆえんで、もある。

ところで，このような労務JiLE

はそのおi成において全国・東北

あるいは宮城県の水準と比べて

どうであろうか。

これをみても，東和JIlJ森林組

(昭手1141年度)

(この表の労務者数には60 1:1 未満の臨11もも

含む)森林組合統計(昭和43年 3 月)

合の場合が，そのいずれの平均よりも多いことがうかがわれる。

このような労務班の強化によって，組合の lあ業は一段と進み最近 3 ヵ年平

均で新 40ha，保育 166ha ，素材生)2]\: 2, 003m 3 という事業量を示している。

しかし，まだ組合への委託 lkは 20~30必程度(第 7 表，第 9 表)で，十分と

はいえないが，イけiびゆく頗!?サ 'â: t<わしているのは心強い。

また，労務班員の質の向上については，年に 3 ， 4[丘l メーカーを招いて機

械狂iの使用を中心に講習会主ピ聞くなど技術の線謄を行なうとともに，災害防

11:と労災保険の適用，共済制度(昭和43年!立から労務刻退職金共済制度を実

施)の充実など，労務管理の;rr訂正化と医用の近代化につとめ，それが組合事

業発展の大きな支えとなっている。
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第 6 表 造林実績と樹稜割合 3) 労務班による協業
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備考:昭和43年度はj宗行造林主f含まず。その他の年

度は一般造林，県行造林，融資，公開，自力
の各造林，悶有音f5分林君ピ含む。

第 7 表
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ている。ところで東和町

での製炭設は，製品の品

質の良さ(他に比べて高

し、 úllÎi'Í'rでlj巧 i されるとい

う)のゆえに， t主時ほど

なでないにしても，いま

お 18~20万俵の生j)Îfが

500 戸製炭農家によって

持続されている。このよ

うな条件を有効に利用し

ながら，その伐謀跡池の

人工林化にfílt極的にとり

*11んだ意欲は称賛に{凶し

ようし，その結果が過去

10年聞において3， 213 ha 

の造林実績となってあら

われている。(第 6 表)

なお広葉樹矛IJ用につい



選による築材状況索
揺議議言語

第 9 表組合への委託(設とネ)

昭和 40

ては，昭和43年度に林業

時i己改善事業で新:没され

た丹羽01げの資材処理

能力をもっチップ工場の

今後の活動が期待される。

この工場の資材 iこはγ ツ

の用材不適材も併用可能

であるので，この工場の

備考:昭和42年度の地域内実施数f設は ffil有林活斥jに 存在は将米さらに有意義
よる数量土授のため多くなワ， したがって委託

率は前年度より低下している。 なものとなろう。

ところで造林事業の受託の状況はどうであろうか。過去 3 ヵ年間の実誌は

第 7 表のとおりで，委託者数も受託i市街も哨加傾向にあわ造林における

合!あ業の若突な進展振りがみられる。

(ロ)林産・販売事業; 労務班は造林木のl徐伐・ l間伐，ときには主伐およ

び天然林のパルプ用材などの伐U\作業にも従事‘する。これには伐採班として

6 班23人，集J寸班として 5 JiE29人の常用(専属労務)が当り，集材機一式，

索道一式 (300m) ，チェンソー10合，その他伐H1に必要な機械をそなえて4ニえ

近 3 ヵ年に第 8 表の実績を挙げている。

この場合，地域内実施総数のうち組合委託は人数において64.396，数;i;:で

24.396である。(第 9 表)

第 9表で労務班による機械化作業が地域の京材生産に寄与している
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優良苗木を生援する組合蕊畑

うかがわれる。

これと関連して組合では貯木場を設け，その生産または取り扱う素材の共

同販売事業を営んでいる。まだ取り扱い量は多くはないが，これまた組合員

の利益増大に役立つ措置であるといえる。

なお，この組合は伐調，造林，林道，林経，担保の林業資金貸付与を行ない，

昭和40年度ーから大幅に資金量を1詳し伺43年度までの 4 カ年平均実績は 2， 000

万円余となっている。これらの金融業務をとおして組合員との結びつきを強

めるとともに，森林担保資金の貸付ーには林産事業の組合への委託を条件にす

るなど組合協業の推進にも役立てている。

(ハ)優良苗木の生産; 当初の直営高畑はわずかに10 a 程度にすぎなかっ

たが，昭和37年にIHJ有地主ど{背り受けて 5ha に拡大し，ほかに 2ha 程度の委

託高知iを確保して侵良樹}15 の生産を目指し，最近 5 カ年平均で 843 千本の山

行商を出している。これはIf庁内生産最の 75 必を占め，町内総需要長の 62労

(第10表)を満たすものでおl合事業のシェアの大きいことを示す。

なお寝良林のをなす育種事業の手初めとして，昭手1143年から採穂闘を米

第10表直木生産状況 谷地区の苗畑内に設け

注示ぞ?[沼間ゅ|ゅ|叫がL叫カ214000 本の台木の植付け
組合生産~II 千本|千三1;:1 千本|千刻 本千本|
行荷本数 1 7591 1,0251 9101 7日! 日1 8431 を完了したO その成果は

l-2180矧 73961 70…同に対プ i | | 竺L二ご竺 J り01 長い自で見守らねばなら

間管詔叫 7例町 55961ηオ臼%!ないが，優良林分育成へ
16 ー



の礎石として注目に舘しよう。

受賞財の技術，経営の分析およびその普及性と今後の発展方向

1) 拡大造林における適地迎木の配fr;t~. .…-拡大造林において最も重要なこ

とは適樹穫の選定である。いま適地適木調査の結果を示すと第11表のようで

ある。
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前にものべたように土壌部からみて東上沢，堂沢，八森111 ， の諮:lífJ. 1三

はスギ適地が多いが，その他はアカマツ適地が優位を占めている。ところで，

既往の造林実積(第 6 表)をみるとスギの槌わる場所を優先的に造林したた

めでもあろうかスギの比率が多くなっているが，総体的には土壌調査の結果

に近く，適地適木の技術的理慮が払われているといえるO このアカマツ造林

にともなって出てくる用材不適材は林檎卒業で設置されたチップ工場がよき

消化の場となることはすで?このベた。

2) 指導普及部門における顕著な業主ト…・組合員保有山林の計画的経営を
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束手口町森林組合の人びと

目指して綿別経IJ}f;~'l聞の樹立をIII~\道し，すでに大小規模のもの10件 (370 ha) 

につき成案を得ている。また，組合員の森林調査を受託してその経営面の合

理化に協力している。例えば， "討f炭林の jj'l'lìlli で、あるが，昭和 40 年度に 6 件

(38. 9ha) ，可41年度に 8 門: (51. 6ha) ，同 42 年}立に12件 (63.7ha) と次第

にその量を増しつつある。

さらに組合員の経営指導のために昭和3611'.度以降第121<のように指導林を

造成して実地研修の場としている。

この指林は早期育成林業の模範的テストケースとして地区民の実物指導

に供するものであり，育林成果を植栽本数，保育形式，施!l巴計画，肥料水混

第12表指導林の状況

I!jj 36 町有林

" 37 間一二

" 39 向上

" ι1 悶ヰ11')';

" 43 i貢j 上

造林地場所

米谷宇沢民 2. 

米JW字米綱ヌド+.

錦織~~ï台i城Jl I

米JII 字大ま|品ij*

錦織字八森1I1

18 

11 , 004 
6, 000 

10 ,700 

50, 184 



{氏霊童な広葉樹とマツ材を有利な

商品とす=5チップ工場

植， I徐間伐など、伐期10今?を銀総Iずる方針ーのもとに行ない，その経過を組合員

に示そうというものである。

以上のほか，総合のなかに研究グループ。や青壮年あるいは林業教室などを

第13表(イ)事業収益 組織し，専門的な研修をおーなっ

(ロ) 一絞j送溜主主合言 i

(ハ) その他t民主主

m. ま労 :JJi 益

事栄タト " 
期間外 " 

(ニ) 差引剰余金 (イ)

主主 ている。

円 3) 本組合の経営実みli--
236 

8, n9 ， 3611 ヲ

181 ， 475 丹

1, 648 
(一 19 ， 024

164,099 

(ロ)十(ハ)

った執行体制のもとに組合員の

ため各種事業が行なわれてし、る

が，それでは最近どのような突

あげているであろうか。こ

;れれ毛を(ff昭日手羽和n4必2主年[ド".)度良皮2損主誌主 (第1臼31去ミ)

で

i以スとは昭和4位2主今年Iド三斗!皮史だけの損誌

るが，業運営が順調

ることを示すものといえる0

4) 受賞財の普及性・

= 188 ， 101門

1fIj'海林組合がなしつつある総合

一見めぐまれた環境の

もと ょう えるかもしれないo �:V� 

高いのもその良き環境の 1 つであろうCllJ。
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見渡すかぎりの造林地

〔注〕 林檎林道を加え36路線，総延長63 ， 340111 ，利用面積 4， 663ha であるから，

林道密度は 13.6111/ha となりかなり高いものであるO

また拡大造林にしても，森林生産Iii強の点から当然、の措置であるといえば

平凡であるが，品質の良い木炭の生産地でいまなお相当の生産量を確保して

いるところにおいて，業7炭林の将来に対する危倶を組合員に十分認識させま\

癌的造林を推進したこと自体非凡というべきであり，高く評価されてよいで

あろう。とはいうものの，これらのことは特定の英雄的存在によってなされ

た「至難の業J というような性質のものではなく，関係者の人の和と努力と

で可能にした点、は普及性に富むといえる。すなわち，東和IIIJ森林組合のたど

った組合協業のあり方は，一般的にひろめうる実践可能の路線を提示したも

のであり，後進林業地にある森林組合に対して，きわめて良いモデルとなり

えよう。

5) 今後の発展と問題点…ー・いま IIIJの最北端，岩手県との境のに立って

展望すると，まだ幼令林が支配的とはいえ， “よくも植えたものだ"との感

慨にうたれる。

これら造林地が成林のあかつきには，この全地域は一大林業地として脚光

を浴びることは想像にかたくなし、。

といって全然、今後に問題がないわけではない。ここに 2 ， 3 の問題点、を挙

げてみよう。

( 1 ) 造林推進について;過去の実献は昭和 36 年度の 400ha をピークと

して，ほぽ 300ha の総を保っているが，今後日壊の 90箔造林を達成するに

は，各地区別にさらにきめの細かい造林挽進の方策を必要としようし9 また
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団地造事1，のごときは採択主主準のヲ i き下げ(現在 20ha 以上)の実現を関係方

面へ要望する必要もあろう。

(2 ) 労務確保について;現在の労務班員(常用)は40才台以下が8596を

占めているが，将来これの老令化と都市との所得絡差〔注〕からくる全般的

な労務不足の波は避けられないであろう。このためにつねに労務者の若がえ

りと機械化の推進により実質賃金の増加による安定的就労(共済制度の磯立

を含めて)をはかる必要があろう。

〔主主〕 ちなみに，昭和43年度の労務班員 1 自の協定賃金は伐木造t~. 1 ， 200 円，築

材3， 500門(日曳用の馬代を含む) ，造林男 1 ， 020円，女720円，育蕊，タ')800

内，女560門である(なお42年度の取得賃金総額は平均 115 千円であった)。

(3 ) 組合利用度の向上について;本地域のような移行林業地帯で，しか

も，私有林の利用蓄積のまだ少ないところでは，組合林産事業に結びっく対

象林分は眠られているO と同時に最近の労務不足も手伝って， ;I，告[;/*撫青函の

組合労務班の活動が大幅に要請されている。そこで協同組合としての経済的

運営において今後多大の苦心を要することも覚悟せMねばならない。

(4 ) 農林援合経営による安定的所得の増大について 5ha 以下の林地

保有者が全体の8096余を占める現状においては，林業構造改善事業で入会林

野(記名共有 258ha，権利者88名)の近代化により経営規模の拡充をはかる

はもちろん， r しいたけJ 栽培の協業など，また農業構造改善事業および111

村振興事業で，米どころの一角を形成する伝統的な水田の改良，スターキン

グなどの高扱種を中心とするリンゴ闘の造成，集約牧野による酪践の振興な

どを行なう。そしてこれらの施策を通して農林複合経営改善のもたらす農林

家の所得増が地域振興として望まれる。そこで森林組合はそのような総合的

見地に立って，林業亜のきめの細かい指導に努力する必要がある。とくにそ

の場合，青壮年層の啓蒙が望まれよう。

かくしてこそ，豊かな山村東和町の将来が期待できるわけで、ある。森林組

合将もこの点に十分注目しており，組合がつねに組合員の相談相手となり，来

の生活設計への指針を与えようと役職員一体の熱意を示している。したがっ

て，上にのべたような諾期題も筆者の杷憂に過ぎないことになるであろう。
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天皇杯受賞の栄誉に浴して

及 i
 
l
 

--a,,,, 夫哲

(1) 組合合併以前の東和田T山林の姿 一応棚上げせざるを得なかった。

宮城県4下でも有名な木炭の産地で良 しかしながら昭和33年 9 月再び機運 1I

質の木炭が年産30万~35万俵生産され の盛上りを見たので推進協議会の再開

一年の半分伎は製炭でくらす者が多か となり細目の折衝も順調に向年12月ま

った。したがって造林は杉の沢合造林 でに各組合とも解散総会を終了，翌昭

だけで20年後は1596程度で，戦後の拡 和34年 1 月 4 臼正式登記を待って，現

大造林でも2796程度に過ぎなかった。 在の東和町森林組合が誕生したので、あ

(2) 合併後の組合 る。

以前は三組合共戦後製材事業を綿々 (4) 合併後の組合活動とその成果

と経営している程度で、総合員意識も極

めて低調で、出資額も少なく受託事業な

ど殆んど見るべきものがなかった。役

職員総織も問題にならなかったもので

ある。

合併前合併後現在将来目標

出資額 万 7万26 1 ， 5万12 万
549 2, 500 

造林拡大 /月105 ノ Fぢ 5/。U,5 f 9。//U 0 
22 

ha ha ha ha 
向上面積 1 ， 240 1, 820 4, 550 7, 500 

受託事業
m3 m3 

3, 000 11 , 100 
林道密当度 m m m 口1

ha り 12， 2 13.4 14.4 20.0 

協業専IfríW体制従f1守 字i イノケコ

87 150 
320 220 

I隊員数 名7 名 名 名12 5 10 

(3) [日米谷1lIr，米川村，錦織村の三カ

llIJ 村合併

昭和32年 5 月に行なわれたことによ

り，森休組合もまた合併すべきである

との県の指導を受け，当H汀の合併新聞丁

の町長であり，米)[[森林総合長であっ

た私が主たる提唱えをとして，三組合の (5) 省みて今日天皇杯の栄設をなった j

役職員に協談，その同意;を得て合併推 ことの[疫に

進協議会をつくり協議を蓑ねたが， {I中 川役織員にその人を得たこと。特に

ノをな見の調整が難かしくや途において 常務に大場栄一氏を得， lí議員に犬々
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の専門的経験者ーを配し得たこ乙。 次元の立場iこ立って指導災践を行な

{ロ)紛えざる職員会議により，企殴立 ったこと。

案，これが実現について総力を挙げ 等をあげることが出来ょう。

てあたったこと。 (6) 今後の重視事項

判特?こ教育指導事業に哉君Z点を泣い 協栄{本と受託林産との関係，拡大造

て組合の認識，組合員の自覚， 111林 林と撫育管理，木材流通，指導等を今

経営の指傑を与えこれを組合Z釘業に 後の重視事項として今回の栄えある受

結びつけたこと。 設を機会として一段の努力を積んで、会

十二)苗悶，チップ工場，問地造林の捻 りたいと考えておつまず。

i藍ミ~~， 'l!~に組合は組合員に対してi高
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受賞者の略歴

二二二こB本農林漁業振興会長賞受賞二二ご

[1\ぷ財高 畑

!日品者大場樹苗生産団地

共同組合

(代表者新林弥作)

(~諸問県寓士宮市杉岡 1534L 3)

大場樹高生産同地共同組合は，静岡県当局が苗畑経営の合理化，近代化推

進策の一環としてうち出した「樹首生産団地造成事業J (苗期の集団化，作

業の共同化に必要な施設の助成を骨子とする。) に新林弥作氏ほか七氏が相

より協議の結果，卒先参加し，この事業を実行するため昭和40年 2 月に任意、

組合として結成したのがはじまりである。以来，一般に農林業経営における

協業化はむつかしいといわれ，しかも他に例のない苗畑経営の協業化を種々

の困難を克服しながら薬剤調合施設と約 3.800m におよぶ防除用配管設備を

中心として軌道にのせ，それと並行して優良苗木を多量に生産しつつある成

架は賞讃にあたいし， I ~:'iJ く評価されよう。それは大場団地の構成各人の協業

に対する熱意と担当する分野の専門家たらんとする努力が円満，篤実な性格

と相まって今日の発民主どもたらしたものといえよう。さらに加えて，その代

表者である新林弥作氏 (68 才)の箆れた指導力と，とくに金森亀一 (65 才)，

野 EB ~UI:-' (46才) ïiITI氏の補佐的存在も大場団地の円滑な運営に大きな力とな

っていることをみのがすことができなし、。すなわち，新林氏は進取の気性に

'ídKみ，強い意志の括主であり，現に富士宮種苗生産 I~J.Í司組合の副総合長およ

び高士宮市の農業委員として活躍しており，過去には富士根村(合併後富士

宮市となる)村会議員をつとめるなど地域住民の信望も厚し、。また金森氏は
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誠実，販路:こ明るく，大場団地の販売部長的存在で、あり，野田氏は鼠厚で研

究心!圧盛，過去25年の脊苗経験をもち大場団地の技術部長的存在となってい

る。そのほか，構成員はI血稔， J也縁によって結ぼれており，いずれも 2~3

の家族の労力をこの作業に参加させ，いわば家族ぐるみの共同作業であるこ

とが構成員の和と結びつきを一層深くかたいものとしており，大湯田地の強

みでもある。そのうえ，高令者の家庭では 、ずれも次代の後継者がよろこ

んで家業をj継ぐ素質ができていることは特ネにあたし、しよう。

このような大場開地の発展は，その後，静岡県沼同の指導のもとに県内に

続々と誕生した後進問地のモデルとなり，またよきパイオニア的役割を果し，

技術的には一般生産者のf剣道となっている。また全図的に';f訪日|規模の多い

わが出1~f畑経営の今後のあり方にきわめて有意義な示唆を与えており，各方

首iから注目され，県内は勿論，県外各地からの見学者，視察者も多く，過去

4 年間で 1， 000 名古ど越しているほか，林野庁主催の全問の造林担当林業専門

技術良研修をはじめ全国 IL!林種苗協同組合連合会主催の生注者の子弟を対象

とした技術研修など各種の研修の見学の場として，広く活用されているなど

地域社会，業界におよぼしている武献度はきわめて高い。

受賞者の経営概況

大場団地は，静岡県の木の主生産地の一つで、ある宿士宮市の市街地の北

方約 5km にあって傾斜WNづき 5 度前後の富士火IIIIU麓の緩斜聞に位N~t: し，

構成員の経営する耕地および岡地ならびに山林は第 1 表のとおりで，斜地

15. 45ha，そのうち約 12ha を前畑用地としており，いずれの tfli成員も苗木

の生産主ど主業とする農家で、ある。 前向日経常はEi畑用地の約 3 分の 2 の商積に

スギ，ヒノキを作付し，のこりの約 3 分の l の面積は休閑地としてf年々輪作

している。苗畑は第 2 簡のように11陪々集団化され，しかも各構成員の住居が

その周辺に接続していて経'日管理にきわめて効本IY'.lで、ある O また経営意欲は

きわめて旺患で、協業化がすすむにつれて，年々小rW;fi!tながら第 2 表のとおり

ま足絞の拡大がはかられ，今後もさらに拡大の怠図をもっている。また資本装
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第 2 表

備についても'li?に惚意

し，毘j也の主要事業で

ある病虫害防除の施設

(第 3 表)は勿論のこ

と ， l'Eî r問機械，除草剤

の導入も積極的にはか

っている。ぎた吉川fHの

環境は，富士火山噴出

物(古期溶岩)を去岩と

した火山灰質ごと操で腐

植に乏しい砂質壌土で

あり瞬間交吸収力が非

ド部にはいわゆる

い (400~500) 耕土は 30~60cm 程度で

サがあって土壌

的には必ずしもよい条件とはし、いがたい

が，年平:JI-"J主計昆150 C ，イT:.ft~ì~;長1'ßîi ， :<2， 100

第 3 表共同利 m 施設

鉄筋コンクリート製 lj主900m 3

鉄筋コンクリート製nよ容量各108m'

" l!i~ " 200m
3 

" l~j\; " 508m
3 

プロベラ式撹狩*幾，上記各i憾にーコづっ
(動力源l主噴霧機用原動機)
ヤンマージーゼノレ発動機F-8 型 1 tr，常
用80011'，最高90511'
有光A-23型，所要馬力 4~7IPl 合，圧
力20~35kg/cm3，送波ß:78i!/min
。 20mm，延長3， 000m，全線、土中主II設
。 13 日1m ， ,, 800m " 
80カ所

竹竿ノズノレ 7 ヱ!~ (1 本=5 頭/::1スズラン型)
ホース40m x 2 木， 20m x 10本
Jtj'水機，薬剤調合槽，動力噴鋭機の絡納，
木造， Æi鉛鉄板lt 5208m2 

トランシーパー(連総用 2 組)

動力噴霧機 !fVJ 機

']:yj 機

ノミイプライ 1. ピニーノレノミイブ

20 立上りコック
30 j散布 j司ホース

家!公

付属探共
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大場樹首生産団地略罷受賞者所在地付近略図

Ull也構成良の所有する主なる食後兵綴

動力 1Ut-転機

"民議後
カッタ

オートカノレチ

U 'fUJllr: (ライトパン)

(沿っ (flj入所有で、あるがお互に滋還し合っている
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第 4 表mm{W支あって気象(1句には比

13= 絞Fì:J XよL ま Jtてし、る。

)itj木の生脊j'{iJii，I;J の

々の後れた

とくスギおよびヒノキ !?f; を，

l白]上;こより

;こ山 iTi'i'íは 1u:{F100~120万本

生産出荷している。

(i1EI 42. 10) 経営両知の状況
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第 5 表
受賞財の特色

r;s: 
大場生産部地の特色は，

八戸の出家の約 12ha の山知l

の団地{ヒ， Iあ業化による 1'!'ì1111

経営の安定と，そこにみられ

る病虫?与の防除などの作業の

機械化，作業体系化による労

(トラック
"λ ，. 

一平 Jjl

手デp j; ノレチ

… fli~{- 今
/1ヨ 1;i:f :5-~ 

トラクター

カ，経自の続減および全!llìlル;

iあ業ではなく，今のと

とも優良部が捕って多 l誌に生産されていることであろう。
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(1 ) 経営J二のおもなもの

大場|すIJ自の協業i土，いわゆる民業法人のよう



大場生産団地

構成員の人々

ころ構成員{障l々の農家経常はそれぞれ独立し，土地は各人の所有そのままで

の防除施設の共同利用等を中心とした部分的協業で、あり， 11百不J]39年に 150 万

円(内県費補助50万円)を投じて設置した防除施設とその共同作業にはじま

り逐次協業のできるものから段措的にその範囲を拡大しつつあって，現在，

このほか施設を利用しての液肥および除草剤の散布の共同作業，まきつけ幼

苗養成の完全協業(土地は組合として構成員個人から借地して)ならびに山

行苗の共同販売で，いずれも大幅な労力のi軽減はもとより経費の節減等経営

の合理化に著しい効果をあげている。

① 共同訪除

従来， 2ha ぐらいの商畑のボルドー液散布を個人作業で、ひと通り行なう

のに 2~3 日を要するが，この団地の共同作業では 1 組 2 名(9'J ，1;:各 1 ) 

7 組程度の人員で一斉に散布し， 8 ~9ha の面積は 1 日で楽に終了するの

で労力の著しい軽減となり労力の他作業への配分を楽にしており，そのほか

適期に徹底した消毒:ができるなど直接，間接の効果は大きし、。第 6 ， 7 支は

42年度のボルドー液散布に要した労力と経費を，団地の共同作等と!日1人作業

とを比較したものであり，施設を利用しての共間作業が労力において約7096 ，

経費において約5096それぞれ軽減されている。なお，団地構成員の各悶場に

要した薬剤散布の経費は国場ごとに要した散布時間により計算され，それぞ

れ負担することになっている。
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② 業務の分担と技術の向 i二

州地の運?立は，各部門ごとにそれぞれ構成員の間性と経験に応じて分担が

決められ，各人は担当部門について団地全体の施業の資f去をもつようになっ

ている c そのため，自分の責任となっている部門の技術なり知識を県の指導

や各種の議習会等から積i滅的に吸収，また自ら工夫，研究するなどして担当

部門の専門家たらんと努 第自表防除(ボノレドー液散布)労力の比絞

カし，その投手I:jを他の 7

人におよぼし問池全体の

レベルの向とに役立てて

いる c 各鐙j場とも形1ftの

tilÍíつ ぐれた iTJ木がブ三

(ha あたり)

大 f!iil 

f弦i止Iにしカか鴻も泣安:(i僻ìf出似fI出liに安定[的i内甘 第 7 苦表受 U紡制iバ!徐徐 (ボボ、ノルレド一 i液復釘i散i汝士刊4布I吟) Æ経雪箆i焚のl比七む剖il
(ha あたり)

子(

8. 

に生産されているのはそ i ア十点hJMPEE-2-fl-hLri
の効果のあらわれであ…一一一 一一一一一一一一…一i 円円i 円j 門i 門ι

i 大場lヨIJ:也 A 1, 100, 2 , 200, 1, 4301 90, 4 ,830, 0.47 
る c iij!!  

I Ml 人 B i 1, 100
1 

7 ,800
1 

1, 2001 100i lO, 2101 
⑧ 共向販売 : 

(注) ポノレドー液 4-4 式(等f五t) にノレベロン，段

j以売外交は，専ら担当 ~ì'Í"剤ワッピラン ìill周

の責任者が当り，他の者は，それに協力はするが自ら服売に奔走することは

なく，出荷のための掘取り，樹包，輪j若手ーの共 i可作業に従事しているO その

ため，団地の労力配分が円滑にでき，またまとまっての販売は販売経設の部

減にもつながり，その上，とくに構成員の技術の l í:tJ とによる，苗木の7移民の

よさと均一化した規格がまとまって大国:に需要者の要望に応え向-ることが団

地の共肢の強みとなっていて販売を有科にしている。

(2) 技術上のおもなもの

大場団地における育荷技術は， Y;~~I日jなどの指導を積極的に受け入れると

ともに前記のとおり自らも技術の向上，作業能率化に鍔カしていて，かなり

の高位水準にあるO

① ♂:種系統区分の管理

29 -



吋J
t
E
E
X
X

ソ
J
f
x

m
u
τ
d
 

スギ 1 回床替 2 年生標準規格との比較

一

m

ム
A
m

一

1
ノ

ム
η
I

又
ム

L
ハ
口
布
団
一

将
一
元男
」
5

明

よ
4
j

!
i
「

L

「

I
L
I
-
-
E
d
一

ζ
u
n
u
z
d

ハ
U
p
b

ハ
U
R
υ
n
v
p
h
u
A
U
;

ハ
U

η
j

門
j

ハ
h
u
p
h
U

町
内
J
V
「
ヘ
υ
n
μ
マ

A
ι
寸

3
1
U

吋
ベ
U

ハ
道
車
問)
m

: 戸く x 

w
uヲん
/2

u
x
 

第 1 図

第 2 図 ヒノキ 2 凶床替 3 年生標準規格との比較

その他は山知l全体の約8596が県常採耳えの1'ifl子による確認苗木で、占められ，

てしたもので， )~余地系統ごとに足分寒地系のiijt入種子治、ら

適正に管浬されている。

苗木の形質② 

大場団地のスギ 1 田床替 2 子生:お・よびヒノキ 2 回床替 3 生の山11-苗を無

スギ苗は，平均根元径作為抽出により 100 本ずっとりあげ調在した結果は，
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9. 42111111，王子均百i高 52.6cm，玉[Z:均訳出 164g，ヒノキ前では、[1-;1:0)恨元î*- 9.17 

111日1 ， 57.8cm，平均霊長 188g をぶしている。これは静i苅尽なら

びに林野庁:の標準規格(第 1 ， 2 区1)をと!日!っており，しかも恨の発法がよ

く，地上部と地下部とのつり合がよくとれている箆良形質の市水といえる。

大場団地は，かかる寵良形質のlti水を大 hJ:に揃え生j(~' しているのが特色のー

っといえよう。

③ 

Wî畑は一策ごとにごと壌検定(矢木式簡易土壌検定採により)が施肥担当責

任者ーによって行匂なわれ，その結果がその他の必要事項とともに iW1:IU台帳に記

録，整理されている。各i苗場ごとの土壌，犯人キなどの管.(11[(まこの台帳をもと

にj車正に行なわれている。 例えば施)J巴の場合は，標準施肥 Iけが樹種5JI]， ïi'î令

別に担当寅告者によって示され，その傑準 fitを抜準にして各構成員は ÉJ己の

各爵;携の状態を勘案して突際の施 ili:が決められてし、る。なお，施肥 :ùにI~[{ ら

ず，すべての施業は，構成員それぞれ独自の判断のみで行なうのでなく，生

される苗木の形質，規格の均一イヒ，技術レベル向上の観点からそれぞれ部

門の担当責記者と協議相談の上実行する仕組みとなっている。 11日和42iF)交の

10a あたり襟準施肥註は， J削巴 1， 200kg ， 鶏糞 450kg，オーノレマイティー

(化}成 N12 ， P8, K10) 100kg，とくりん (P5.25) 100kg，場合によって

は液肥一住友 2 号 250 倍となっている。またこの沼地は酸性が強く有効;弊援

の含有が:が少なく，燐酸吸収力が強いことからJiUJ巴を多jItに用い，あるいは

全苗畑の 3 分の l の面積が休閑地とするように計íifiî し，ヒノキ→スギ→休照

の輪作体系なとれ休保Jj也には甘三弘主いもを主体に落花生，大豆な

培して，その茎葉を土壌に還元，有機質の補給をはかるな

にも積極的に努めている。

④ 

大場鴎地は，病虫害の共同防除施設を中心に結成されただけあって，第 3

表の整備された施設により計閥的に適期に全鶴場一角:&こ教底した防誌が効率

的に行なわれ，いまだ赤枯病などの被害にかかったことがない。また三のほ
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大場余震団地苔焔の主要部分と

共同防除の状況

か特記すべきこととして，まきつけー床におけるまきつけ前の土壌線虫，駆除

の励行である。主にネマゴンの注入であるがこの結果は根の発達を促し，適

当な恨切作業と相まって形質のよい幼苗が生産され，とくにスギ苗が育所j現

間を 1 年短縮して 1 回床替 2 年生で立派に~Li行15 となっているのは， {I也の技

術の向上もさることながらこれが重要な要因となっている。 42年度における

I仮設を用いての坊徐は，ボルドー液 6 田，ダニ部 2j豆1，除草荊 2 回，それぞ

れ散布している。また42年の 5~6 月はとくに全医l的にJ5~状乾燥にみまわれ

たが，この間地ではパイプラインを利用して，まきつけ床のす1[水を行ーない乾

燥の被害を最小限に喰い止めるなど，各種の保護管理に万全が期されている。

技術の普及性と今後の発展方向

大場団地は，いままで、みてきたとおり，今後のあるべき Jl;HLi村の協業化に

対して苗畑経営の面から積極的に卒先とり組み，優良形質のi'ì'f木を大id:にか

っ安定的に生産しうる体制を作りあげたことは高く評価され，経営，技術両

面にわたって普及されるべきことがきわめて多し、。以下，さらに検討を加え

てみよう。

(1 ) 土壌合帳のことは したがそのほか作業等の記録や資料が整理

されていて，その礎のうえに立って反省検討が行なわれ，互に協議の上計

画がたてられ，覆極的に運営される。

(2) 労力は原則として構成員およびその家族の労力によることとして外

音防、らの雇用はほとんど行なっていない。年間延労働力は約 2， 000 人のうち

襲用は僅かに 100 人程度にすぎない。また就労は高畑の所有に関係なく配誼
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されるが生産された前木が共販されることもあって，家族労働も全苗畑が自

分遠のものという観念のもとに能率的に真剣に作業がすすめられる。

(3) 火山灰土壌の特徴である窒素が比較的少なく，腐植の分解しにくし、。

しかも酸性の強い土壌で、あるので大場部地のJjídJl::の施用は要である。堆IJ自

の施fflは窒素などの主要要素のほか各種の微 fit要素の供給，土壌の物理性の

どは接の効果のほか併用している化学肥料とくに燐般に対する Wî木の

吸収率三ど高め，根の発注など擾災形質の{ナ与に大きな役ii訟を果す。また休閑

地主ど設け，間作物による有機質の土壌への還元は地力維持および{袋詰育成上，

i在日巴の多議施用とともに首ー及さるべきことである。

(4 ) 大場団地の ln2 あたり仕立本数は，まきつけ床のスギ 500 本，ヒノ

キ 1， 000 本 1 問床替 2 i[三生スギfd，ヒノキ前とも21~23本を標準としてい

る。生育状況をみながらの追肥および根切りの実行と相まって，この適正仕

立本数が写真のような根および下校の張った優良市が揃って生産される要国

となっている。

(5 ) 土壌線虫の被害は全国的に多いが無関心なものが案外多し、。大場開

地での，まきつけ床のネマゴンの注入による土壌線虫の駆除は，涜述のとお

り苗木の形質，育部期間]の短縮などにL((安な路響を与えている。それは，こと

接線虫の駆除により苗木の根の発注を促し，上長成長んにする。それに

秋の適期の根切りがより効果的に形質に作用するからである。土壌線虫の駆

徐は是非行ないたい。
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苗本生産に生きる道を求めて

新 林

私ども， iJ IÆ水面引に生産者の多くは，

真tこ俊良な古木を，安flJfiに生産し，造

;f~'者の方々に供給することによって，

自分遠の生活を維持するばかりでな

く，これが悶土緑化の一助にもなると

いう，ひそかな I~I 負を持って，生産に

励んでぬうますが，私どもの菌木生産

を行なっています地域(静岡県‘富士と宮

市)では， ï東級河湾地区工業特別主主

。i有地域j の局辺:こ位i註することもあっ

て，ここ数年，工業化の;進展にともな

う労働力の流出による，労務不足と高

賃金に悩まされ，さらに良地の宅地

化，あるいは工場用地への転用等によ

る高地価等のため，苗木生産の収益性

の低下，または後継者の離脱等の理由

で，高木生主主の将来を悲観する傾向が

強くなってきておりました。

このようなどJ' (r昭和39 有三度) ì狩HiZ:l J尽

により，前木主主E去を合理化し生成主主

の低減，生産性の 1"Jj二，あるいは，労

務不足に対処すること等を目的とし

て， ï樹高生産団地造成卒業u が始め

らj工玄しすこ。

51'1，どもは，まえに述べましたとお

り，高賃金等に悩まされて，苗木生産

- 34 
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の条件は悪化しておりましたが，かと

言って，火山灰土のあまり肥えていな

い畑地を抱え，また水閃等も殆んどな

いため，苗木'clミ肢は，私どもの農家の

大きな収入源であり，この生成三を中止

することは，農業さと!とめることにもつ

ながりますので，なんとか， Wi木生産

を続けていくために協業化の道しかな

いと考え，周辺の農家数人と諮らっ

て，共同防除施設を建設し，経費の 2

分の 1 を県聖堂助成していただき， これ

を中心とした，苗知l生産i現地を結成し

まし7占。

建設当初は，お互いに共間作業とい

うようなものに，不なれなため，いろ

いろと問題もありましたが，結成後わ

ずか 4 年余りの歳月しか経過しており

ませんが，さ料、構成員の理解と，関係 i

方面の熱心な指導のおかげで，共同防

|徐をはじめ幼苗養成など共同作業によ

り，生産授の節減は，顕著なものがあ

り，さらに除草剤および液肥等の利用!

による前畑作業の合理化は，相当な成 I

誌をあげているものと確信しておりま

す。



日本農林漁業振興会長賞受賞

11¥ r\i, 11~ 林業経営

t'J:~打組合法人

IU 品お程原産業組合

(代表者 ìli主主手先武)

U:;j根県飯石郡JJ，~1( 1II 1 大宇井戸終593)

ぐるみの協業で苛酷な条件を克服一一一受賞組合の略歴

段組合法人 程原産業組合が所在する程原揺は，島根県飯石郡の西南

のはずれ，広島県との県境をなすI Li村・赤米fllJの南端に位置し，赤*IHJのな

かでももっとも奥深い集落のひとつである。

松江市から国道 54 号線を南下すること87km，亦米111]・のヰ1心地赤名で国道

から分れ，隣村邑智郡大和村に向うパスにゆられて約 6km，君r;境に近い井

戸在音r;誌が程原への入仁i である。程!船主，その真南約 5km，標高 400~480

mの地点にあって， 111医員 4mの林道が部落と公道とを結ぶl唯一の交通路とな

ってし、る。

古j;落の総戸数は 14 戸，それが経営する耕地は約 10ha，それらがこの一筋

の林道に治って点々と散在するだけで，その府間は，いずれの方角も比較的

急l俊な山なみ(探高650~800m) によってとり臨まれる。 flfの南側はすぐ広

島県であるが，通りぬける道はなく，税原は「行きどまり」の部務でもある。

しかも，積雪が多く，しばしば 2~3mの豪零にみまわれ，また途JCf

雪の常襲偲所があつて，冬期は半ば「睦の孤島J 1七するとし、う。まったくも

って，程原は「僻遠の地J と呼んでよいであろう。

程原産業組合の活躍の真髄は，まさに，このような苛酷な条件を克瓶し，

新たな発展の途を追求して，文字通り部落ぐるみで奮闘する，そのたくまし
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い行動力のなかにこそ求められねばならなし、。詳しくは後述にゆずるが，昭

和37年に部落全戸を包含する協業経営の組織体として発足したこの組合は，

翌38年に農事組合法人の登記を完了して以来して撤密な計罰をたて，

それにもとづいて，シイタケ・ワサビの栽培，分収造林，林産事業，国有林

の請負作業など新たな経済活動の分野を l'jfl拓し，これを組合員全員つまり部

落全戸の協業によって営んだのであった。そればかりでなく，後継者・老人

対策，スクーノレノミスの運行，年金制度の創設をはじめとし，福祉厚生の加で

もすぐ、れた活動を展開した。このことによって，地域住民の就労の機会は年

間ほぼ安定的に保障され，所得も大幅に増大し，また生活環境も徐々ながら

改善されつつある。いま，その成果を-(11Jで示せば，発足当初(昭和37iF)

わずか36万円にすぎなかった 1 戸当り粗収入は， 42年には 100 万円をこえ，

かつて「出稼ぎ部落」として著名であったこの程原から，昨今では 1 人の出

稼ぎ者も出さずにいる。この発展ぶりは，一般に地域産業の衰退と人口の流

出がはげししいわゆる過諌地惜の典型とされるヰ:閉山系の奥地Ul村のなか

にあっては，まことに注目すべき動向であって，この過程において発揮され

た組合員の聞い団結と不屈の意欲，そして徹也:な計ー闘樹立と堅実な実行力は，

大いに賞讃されてしかるべきであると考える。

ちなみに，程原産業組合のめざましい薬品えは，これまでも新聞・雑誌・ラ

ジオ・テレどなどで枚挙にいとまないほど数多く紹介され，地域開発に関心

受賞者所在地絡図
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受賞!こわく程原産業組合の人びと

三ど抱く人々の規察は断、なた?となし、。また，各磁の表彰行若手において名誉ある

受賞な幾度か経験している。今次の日本tリイ;漁業振興会会長賞の受賞は， そ

れら と許制してよし、であろう。

林業協業の成立と発展の原動力一一一受賞組合の特色

合のfIねえ良14)î (それは部落全Tîである.ゲ)によっ

て経択される耕地が 10.3ha る。そのうち，水HI面積は 9.6ha にお

よび， 、 7]C EFl 1ヒネ (94;;:引をえ、すが，それは，多少とも、円1 1.で水さえかか

るならばすべて水田にしたことの結果であって， 1 )一 i当りにすれば68a と

制規模であるうえに，水むiii の (L~ さや水 1111ベ II Íijの不のために，メ1:.法的:は低

し、 c 42年度の 10 a 当り収54は 420kg で， jJ;~EIIIJ 、ド均よりかなり劣ゐといわ

れている。強方，普通~HIは 0.7ha にすぎず 1) 1 、jλ均 5 a こも しなし・ 0

そこで;主在家用Jとさし されるだけで，換念行，*ちはまつにく

なし、。

~ 

'---

発M

も不振で、ある o L12{rðL在， 10) j の民家 i ニ 159Jtの和牛が飼育され，

されたヱ111mにすぎなし、。じつは， IIIJ 当局では，本fl!Jの農業

-手n!!~ の多SiJj飼育と果樹作振興におき， 38 年には「米十

- 37-



部落の全長

牛乳J~基幹作目とする民業指造改善事業を始めたりしているのであるが，

1笠原にはそれをうけ入れる民業的基盤はない。換言すれば，このもffj落は民業

的にはいわばIRIl: W:l也 1'i':J存在であるといってよいのである。

したがって，ここでは段業だけで生計を維持することはできなし、。不足す

る家計は，とうぜん附 I!JIをとりまく 111林に求められることとなるのであるが，

そのもっとも主要なものとして [11 くから製})<業が常まれていた。すなわち，

程!京の山林は， 1l0ha の私有林と 365ha の固有林に分かれるが，主として

後者ーから供給される原木に依存して木氏を lj:.J2長し， i註)議時には 1 万能 (15kg)

をこえる製炭12:なあげ，県内でも著名な製炭Jil!.のひとつとなっていたのであ

った。それは，生計を補充するというよりは，住民の 1111:-.または故大の現金

収入源として地i1iX:経済の主柱でもあったのである。

ところで，昭和30年代におけるいわゆる燃料~1'l'J~命に遭遇して，京阪のばあ

いにも製炭業は決定的に斜陽化してしまった。 そして，これにかわって，出

稼ぎ、がし、っそう激化し，また人口流出が I~ ~/E ちはじめた。 36iHこ:，;:1戸の挙

家離村もあらわれた。もっとも，ここまでは，中間山系奥地山村のー般的知

向となんら変るところはなし、。だが， jPíl原 'rt[)落においては， I ここは少戸数

の部落である。もしこれ以上減少するならば，部落そのものが崩壊してしま

うのではないか。この際， “程原の生きる道"をみんなで考えよう J という

機運が内発的に採りとり，その対策を追求する行動を部落全員が共向で起し
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た点では大いに兵なるといわなければならない。とくに， 36年冬の討議は真

剣であり深刻であったと関係者はし寸。出稼ぎ、にでていたヲをなも呼び戻して

部落構成員全員で何日も何日もか{ナて徹底的に話合ったとのことである。そ

して，その結論にもとづいて，翌37ó I二に古lí~客全戸、な包含する

として，担原産業組合を設立し，これを母体に:f{i[原 i~:I~務発展の諸活動を Ij~lm

することになったのであるが，発足以来つねに代表辺事会の要職にあって

な性格と卓越した能力を駆使してこの組合の発淡に献身してきた

(49才)は， I当時の徹底的討議こそがこれまでの活動を支えてきたき

であった」と強調する。傾聴すべき言葉であろう。

さて，組合結成にあたってたてられた“和涼の生きる途"の基本院想は，

一面では， 111林の多聞I:IZ] iこして誌がjな利用開発な軌にして地域経済の発肢を

はかること，他国では，これまで劣忠な条例τにおかれていた社会的涼境を改

して住みよい fflj落をつくること，そしてこれらの活動は組合の夜営つまり

住民の協業によって担当する，おおむね以上のように袈約することができる。

山林の科用開発と社会環境の改善一一一受賞組合の経営概況と成果

第 1 表i土，程原産業組合が営む白Wi~JI会業のうち主公:なものについて，発足以

第1:表 fi~原産業組合の主要事業の災級(lIfj 37~-12) 

シ
イ
タ

投下労働 jij:

ワサビ i 投下労働 j五:
生産事業 i 売 上

造林5背負苓業 l 計三

林産事業 l 売
iお|千円
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シイタケの採取

51ミ42年度までの尖紛の概要を示したものであるの以下，この去を概観しなが

ら若干の説明を加えておこう。

1) シイタケヨ:汁f業 斜陽化しつつある製炭業に代替してシイタケ

栽ム??をとりあげたのであるが，これに着目したのは，終戦直後，居有林が在

営によってシイタケ生産を行なった際に部落住民は人犬としてこの事業に従

事し，その時の経験から当地はシイタケ栽培に適しているとの確信を抱いた

ことに由来する。もっとも，当初，部落内にはシイタケ生産を営んでいる者

はなく，いわば新規lこ開始するわけで、あったから，技術聞での研究iこ力を入

れるとともに， 11司別か iあ業か経営の形態をめぐ、っても大し、に論議されねばな

らなかった。結局，シイタケ)京木はすべて国有林から組合が一括して賞受け?

精木の造成，種駒の打込み，管J:1J1.，採取，乾燥，販売等の一切の過程を組合

の直営つまり部落民の協業によって経常するブj式が採用された。その実践は，

舘 1 表にみるように顕誠に仲び， 42ól'.J立には， 11万本の楠木を所有し，延べ

2, 135人の労働を投下し，乾燥シイタケにして 2， 235kg，売と高503万円の生

産をあげる;こいたっている。 それは，水稲の収入 (14戸合計ーで 344 俵)

さと凌駕するばかりで、なし段段J!:Jjにおける木炭( 1 万侠)の販売額にも匹散

するつなお， 43 ・ 44今度i いにさらに 8 万本の楠木を造成し，年間 4 トンの乾

シイタケの生産実現を円論んでいる。

2) ワサビ生産事業 一般にワサビの栽精通地は狭く限定される。幸
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ワサビの栽培

い，ここの国有林内にその適地が所在するので併地契約を結び，ワサビffi の

生産に主体をおいた絞首た官;むのである。現従，借地問fj~は78a ，そのうち，

:22a に作付けしているにすぎないが， 近く倍土佐する計断念たててい;る。な

お，シイタケ原木の供給能力に限度があることを思えば，ワサどのような高

収益の作物を集約的に栽培し，その特産地となることによって収益確保安は

かることの意義は，将来いっそう大きくなるものといわなければならない。

3) 造林請負事業 周知のように，際i有林は天然広葉樹林の人工針葉樹

林への転換に経営の基調をおいており，続阪地区内の間有林(J11本営林容所

においても，近年，造林事業が積極的に!民間されてし、る。そこで，

この事業を諮負い，新緑1 .下刈りなどの作業に従事する。それは，

一聞では組合員の賃金収入獲得機会の増大を意味し， fili前iでは国有林と

組合との連携@協調の強化に役立つ。なお，負卒業はいまのところ，

日数や請負額において必ずしも大きいとはいえないけれども，将来の見通し

としては，この事業の比震は高まるものと予想される。

4) 林産ミ1，:業 程源地区:内 Il!林の立木は，シイタケ原木に向けられる

ほかパルプ村としても伐出される。程原産業組合では， 40年度以降，

材および員有林材について，その立木を買受け，素材"â:生産する

した。 42年度には延べ700人の労働がこの部門に投入され，総在員223万円

;討を生産した。量的にいえば，シイタケ生産事業に次L 、で:泣要な{立授を占ふう
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ている。

5) 分収j造林事業 部落のなかには110ha の私有林がある。これは主

として製炭原木および fl 家用薪材の供給源として手Ij用されてきたため天然林

が支配的であって，人工林化はすすんで、いないo 42 年度末現夜，わずか 14

ha にスギが槌えられているにすぎなし、。 しかし，長期的展単にたってみた

ばあい，所有林地の人T林化は不可避的であって，そこから産出される林業

収入(立木価額)は地域経済の支柱として京視さるべきことはいうまでもな

いであろう。当初合もこうした狸Wfにもとづき積版的に林穏転換の挽進にと

りくんでいるが，残念ながら，僻々の所有者はし、まだ経済的蓄積が乏しく，

造林という長期投資にi耐えうるだけの余力に欠ける。それゆえ，組合は，伐

採II~'における収入の 70;ちを取得する契約で造林を代行する。つまり組合

との分i民主林を始めたのであった。開始以来 3 ヵ年，これまでは年間 2~5

ha にすぎなかったが， 43 年から実施される林業構造改訴事業において部分

林としての国有林の活用 26ha が認可されたので，分収造林は飛躍的vこ伸び

ることとなった。

6) 水稲栽 拠採には古くから部落共有の財産として 8 a の水間が

あり，その稲作は共同作業でJjままれていた。これが37年以降には腹原産業組

となったのであるが，品11イ?の組織と性絡からいって，当然の

ことというべきであろう。

以上，程!京業総合が現夜営んでいる事業について概観した。とり扱って

いる積院はじつに広汎多岐にわたること，しかも事業は順調に発展している

ことが確認されるであろう。

ところで，和合の卒業は組合員とその家族によって担当される。程J~去の総

人口は現在63人で，子供以外はすべて組合の仕事正参加する。その数は現在少

男15人，女16人である。毎日の仕事の内容はあらかじめ出立されている計闘

によって拐ぷされており，各人は労務を担当する理事の指顕にしたがって行

動する。賃金は時閥単位に計算され，超過勤務はもちろんのこと，夜間ある

いは惣時間の勤務については特別加算されるO 第 2 去には，発足以来の男女
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別賃金の推移のほかに，労働日数(延べ 1 人 'F'均)と給与支給額(総額 1 戸

当り)の動向宏示してあるが，一見して，比較的高い賃金のもとで相当多い

日数をこの事業にふりむけていることが窺知できるであろう。

[1百37 2,3 

38 3, 297 141 53 1,813 130 

39 4,081 197 66 2,463 176 

40 90 65 2,816 1,260 4,076 184 8'1 3, 518 251 

41 150 2,875 2,013 4,888 184 121 6,093 435 120 75 

42 180 120 2,526 1,735 4, 261 171 124 6,882 492 140 90 

注) 昭和41 ， 42if-の議本給は，下段には!J360才以上，女55才以上の賃金主f示すc

こうして， ぞ?な構成する部落の全農家の労働の機会が拡大され少

所得水準も大樹に向上した。腎}îJiに述べたように，わずか 6 年間に*Il収入は

3 {f\'に増え，かつて避けえなかった出稼ぎせピ今では完全に追放することに成

功しているのである。

もっとも，それが可能になったのは， 11福祉厚生百iîにおいてもすぐれた活動

があったからであることは見逃せなし、。いま，代表的な事項のみを例示すれ

ば，まずスクールパスの運行がある。すなわち，組合では費用の大半を負担

してマイクロパスを潜入し，幼児 (7 人)と児童 (6 人)の通|溺・通学に利

用している。このことによる教育上の効果もさることながら，婦人の育児家

事労働セ続減し，それを組合の協栄に参加さぜえた役割りは大きい。このパ

スは，住民の研修や慰安の旅行にも頻繁に使われ，逮陣地相原の不可欠な足

として役立っている。 また，高校千と!学者に対して月額 3， 000 門の奨年金を紫

し卒業後却帰i村して主組n合の 'J虫Ji

!皮立室安f 仁自!力でで、創設しているが， この後継者対策も l持率に航いする。現在 2 名の
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利用者がある。そればかりでなく，企業:f['金制度ーに方11入し掛金の 3 分の 2 を

組合がf'!おすることによって，老後に一定の保持を与えるととも ~C，老人の

臼や民休日を制度化して，部落への愛J?と相互の%4211栄強化をはかつている。

さらに，日バ~ 1 1(/1 ・ ll:_活資材の共同購入を行ない，組合からの賃金支払いをf云

ること合併用して，託行ltkdにおける浪目前 LL:~こつとめている。

このほかにも注 11 す』ベき活動や措紅があって，それら されて，

の生活をとりまく環境はJI支近めざましく改訴されているのである。

普及性と今後の発展への期待一一一過疎対策のモデんとして

したところから切らかなように， jjii原産業組合は，それが所千1:する地

域の 1~1 然的・社会的条件のごNf酷さと IMI" 、ながらそれを克服し，設かな切るい

部落づくりを日指して，構成員一同協力して励んできた。たしかに，発足以

数年間の道事ilはずf:l'ffí~に満ちたものであったにちがし、ないが，今や，努力の成

果は所得の飛躍的増大と出稼ぎの完全解消に代表されるように，きわめて大

きな実り、イどもって実現されつつある。そればかりでなく，この過程において

杭み軍ねられた諸活動は，部落の将米における発肢を約束する本長生構築でも

あったことは見逃せない。この意味において，過疎の進行がひとつの社会問

題として提起されている今日，ほかならぬ過凱の典製とされる中間山矛の奥

地保務において休現された当組合の活躍ぶりには，示唆される教訓iが多いと

いわなければならなし、。とりわけ，部落ぐるみの協議体制の確立と協栄級品:

の和措となった民主1'1甘にして徹底的な討議，新規司j:業の開発にみそ主た創造7J

と正l-fJlü樹立における撤衡さ，そして計四の完全災践にとりくむたくましい気

慨と行動力，こういった主体的条件の卓越性について，大いに注目しなければ

ならないと考えるのである。とし、うのは，この組合の発肢を主導した係動力

は，決して特典的に高級な技術とか奇抜な経常方式にあったのではなく

この点では，貌原産業組合の活動には114:適性があるとし、ってよし、一一，組合

の構成員各々の主体的条件にこそ恨ざしていたと Jl\l解するからである。

すれば，当'作者の意欲と能力し、かんで一見どうしようもない 111村も発民可能
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組織に力を結集して

藤 谷

「稜原の人間はよう働く」よその部

落の人たちはこう言っています。事実

その返りで 10 年前までは!日村の約

1/3 の戸数で全村生産;匿の約 1/3 の木

炭を生産していたことからもその評価

は当っていると思います。人口減少率

会悶ーといわれる島根県ですが，そ

の人口減少が部落機能の破壊にまで

及んで姿を消している f これからもそ

うした傾向が続こうとしているなか

で，当然その道をたどるような地理的

潔境にある程療が踏み止まり，これか

らも生き残ろうとしているのは，よく

働くという勤勉伎の外に， 自分主主の力

で何とか;遣をきり拓こうという共向意

識 f ライオンì<:襲われたシマウマが内

障を作って防衛するという考え方や方

法と全く問じように，程原.@:栄総合と

いう組織にカを結集して天与の条{éH<:

11際応しながら人の生み出した墜をのり

こえ，切波って前進しようとしている

のが今の程原の姿です。これまでの 7

4三がÎ1Urr路怒路の連続であったように，

今後の滋も坦々たるハイウェイに出る

までにはまだまだカーブもあり，急な

寛 主℃

J反もあることでしょう。彩、途は過去を

省み，現複を生き，そして将来どうあ

るべきかを考えています。小さいこと

ですが，これまでの程原を支えてきて

くれた老人に感謝し，毎月老人の日を

設けています。またカをふりしぼって

今の程原を担っている人々に，ならの

地方の水準以上の報酬を出しており，

また当然予想される将来の戸数，人口

の減少に対処して造林という気の交い

仕事とも取組んでおり，われわれの次

の佐代には国防!と木材生産だけで生活

できるようにと災行中です。

これまでの体験を過して訟はこう考

えます。法律や条例が国民・j県民の 100

5ぎが満足するようなものはできないで、

あろう。!湯の芝i らぬ;場所や人迷がいて

もやむを得ないのではないか， しかし

その法令の不器店主f補うものが政治とい

うものではなかろうか。一方協の自を

見ぬからと i言って惑を政の不信を資め，

泣き言ばかりいっていても進歩はな

い。まず自らが協の当る;場見rrに w るよ

う努力することです。

「天は自らEおけるものをJjjJ く」
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天皇杯受鍵者は 皐太

子さまから それぞれ

励げましのおことばを

いただいた(特君主展で)
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、ーの干5発

設業祭は，全国民の農林漁業に対する認識を深め，法林漁業者の技術改善

および経営発肢の意欲の高揚を鴎るための隈民的な祭典として，昭和37年，

農林漁業者に天皇杯がご下賜になることとなった機会に，従来の新穀感謝祭

e
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，

を発展的に拡充して始められたものである。

この農業祭は，毎年11月 23 日の勤労感謝の祝日を中心として天皇杯授与な

どを行なう式典をはじめ多彩な行事を，農林省と日本農林漁業指興会が各方

国の協力をえて開催してきており，明治百年を迎えた昭和43年度は，記念事

業としての林漁業先覚者の顕彰事業などを含め，明治百年記念、第 7 回農業

祭として実施した。

この店主主祭に参加した皮ー林漁業関係の各種表彰行事は 285 {Lj二で，それら行

事において農林大臣賞を受賞したものは 544 点にのぼったが，そのなかから

農業:祭中央審査委員会において 6 名の天皇杯受賞者 (Jl~B去，閤芸，藩蚕

さらにこれに準ずるものとして日本糸，林産および水産部門ごと 1 名)が，

農林漁業振興会会長賞受賞者12名(各部門 2 名)が選賞された。

111];業祭において表彰されたこれら受賞者の優れた業総こそは，当面する長

林漁業近代化の生きた指標として農林漁業者をはじめ;農林漁業技術，経営に

関係する各方部の方々に大いに稗識することと思い，ひきつづきここにとり

まとめて即席uに付した次第で、ある。

終りに，本書の編集にご協力を頂いた執筆者および編集協力者各位に対し

深甚の謝意を表する。

日本農林漁業振興会財団法人

昭和 44 年 3 月



水 産 音E 戸守

天皇杯受賞/立石松義 6 

仰木大学教授/岡本清造)

藷本重量林漁業援察会長箆受賞/菌 田 繁 徳…H ・ H ・....…・・ H ・ H ・........・ H ・---・ H ・ --21

(漁業協同組合選備基金/黒田竹称)

沼本農林漁業振興会長資受焚/西 嘉一....・H・-…---・ H ・---・ H ・ H ・ H ・-… H ・ H ・ ---34

(水産庁研究第二課長/安枝俊雄)



三二二二二二天皇杯受賞一一一…

IU I日1 Jl:� 鰹 節

受賞者 立石松義
(箆児島県枕崎市港IHT 111 番地)

受賞者の略歴

受賞者立石松義氏は，鹿児島県立川辺中学校卒業後，先代常次郎氏の家業

をつぎ，鰹漁業と鰹節製造業を経営し，昭和22年従来の個人企業を改める立

石水産株式会社(資本金 200 万円)および旭漁業株式会社を設立し，白から

両社の取締役または社長に就託 L，鋭意社業の運営にき当り，逐次その経営の

改善をはかつて，社礎をかため，今日に及んで、いる。

氏は鼠くより地方水産業界指導の任を負い，昭和10年以来枕!崎町漁業会の

理事または会長として戦時，戦後の多事多難な時局に処して，地方水産業の

五líJ:Ô'ならびに復興に尽伴し，汐くし、で昭和25年枕崎市漁業協同組合が組織せら

れるにi捺して，率先組合長となって卒業運営の鰐に当り，かねて鹿児島県信

郎漁業協同組合連合会の会長の任に就き，一意地方水産業の振興をはかり，

また昭和25:fé1三枕i崎商工会議所会頭の葉支を負い，昭和34年退任後もその顧問

に就任して現在におよび， :tú!'方水産業ならびに商工業全般にわたり，終始一

貫してその指導誘放の努力をつづけてきた。

昭和30年代に枕崎市水産業は一時不振に陥り，資金難に悩む業者が続出す

る傾向にあったが，D:;は東聞に奔走して業者の経営改善を指導するととも lじマ

資金融通の遊の拠陥をばかり，もって業界の苦境を打開するに主主献するとこ
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ろが大であった。

近次，全国の鰹節製造総額は約 12， 600t にのぼるが，そのうち鹿児島県の

生産額は 46;:ぢを占め，枕崎市の生産額はその過半におよび， またその品質

の標準は次第に向上し，枕崎産権摩iriJは産額， ililIFi ともに全閣に冠たる地位

に立っているが，氏の長年にわたる熱心な業界指導が与って大いにカがあっ

た。それのみではなく，枕崎水産加工業協向総合の知合の議!合員 (123人)の

うち，託の指導・援助をうけて自営業者となった者や，また氏の工場で鰹節

製造技術を習得して優秀な熟練工となった者は多数にのぼり，枕11な市の鰹節

製造業が今日その盛況を迎えるにいたったについては，氏の物心両雨の誘披

と指導に負うところが，議し決して浅少ではない。

氏は， I昭和24年陛下行判こ際し，県水産界を代表して tìi ð!llfl誌の光栄に浴

し，その後，多年水産業および訳lJili若手業の振興に尽、序してその発展に貢献し

た功絞により， r府軍 128年鹿児島県知事，昭和34年海上保安協会鹿児島支部長，

何年日本商工会議所会頭，同年大蔵大臣，日本銀行総裁，昭和35年鹿児応漁

港協会々長， f1B和37jl~南九州漁業無iI協会々長，間年九州1五波管現局長，同

年全国漁業協同組合述合会々長，昭和38年鹿児島県漁船保険組合会長，同年

海上[~~安協会々長，昭和4Hr二大日本水産会々長より夫彰，感謝状を受け，昭

和42年水産業に尽した功績により黄綬袈章を授与された。

故近間会社の 13 }i';の業務をl制子に実り，氏はもっぱら最高方主|の指導に任

じ，他lY:ri ますます多くの努力を地方水産業の開発指導と地方公共科益の増進

の方聞にI主し、でいる。多年にわたる熱心話実な業界指導と ìlnL厚篤実な資質と

によって，氏は地方の信望を一身に緊めている。

立石松義氏は，このように三三代にわたる家業の鰹漁業および鰹節製造業の

絞営を続け，堅実な経営方針のもとに，大民製造よりもむしろ優秀品製造を

目標とし，逐次その経営に改善を力11え，その経営する立石水産株式会社の製

品は品質優良にして， fytl~\F会に出品するごとに最短等品の名声'â:'f専し，昭和

42王子には第 7 回全国鰹節類i品評会ならびに第 4 問鹿児島県水産物!日評会にお

いて，それぞれ農林大臣賞を受けている。

7 



鰹節製造工穫の概要

「延義式」のなかに記載されてある「竪魚J が鰹節の始源的形態であると

いわれているが， そうだとすると， r堅魚J すなわち鰹節が実際につくられ

た起源はこの記録よりももっと古いといわねばならぬ。その当時の「堅魚」

が果してどんなものであったか，どのような製法でつくられたかは，現在知

るよしもないが，おそらく 2， 000 年もの長い間にその製法が改善に改善を加

られて，今日みるとところの鰹節に進化してきたのであろうが，ことに徳川

幕藩時代の後半に商業・経済が著しく発達したのにつれて，鰹漁業，とくに

鰹節製造業が諸藩の産業奨励や漁業掠輿の政策によって，大いに発達を促さ

れ，今日の鰹節製造技術の基本的な要素がすで、にこの当時に発見され，かっ

実際に成立するにいたっていた，とおもわれるO 現に，鰹漁業や鰹節製造の

営まれている太平洋岸各地には，当時の製造技術の伝播に関する物語りが伝

えられている。次いで明治・大正年間に技術改良が行なわれ，今民各地に行

なわれている鰹節製造法は，詳細な点では各地の特徴が見受けられるが，本

質的な部分は全悶各地に共通するようになった。その工程を示せば次のよう

である。

すなわち，鰹節製造の本質は鰹魚肉塊(節)に煮熟，賠乾(または燦;乾と

もいう) , かびつけの諸作業主ど加えて， これを堅く乾燥させるとともに独特

の旨味と風味および香気を付与するにあるが，ここに特筆すべきは鰹節製造

技術は突にわが障の風土の諸条件を巧みにに活用して，長期貯蔵に耐えうる

保存水産食品を造り出す古い時代からの伝米的技術であることである。 また，

鰹節はその長期保存性と調味料としてのその品質の優秀i生とによって，古く

から国民全般に主主なものとしてひろく利用ぜられ，ことにその名称の話惑

に因んで抗議二用もしくは贈答用として重用されてきた。しかるに，それが余

りにも区間にすぎて，日常の利用に不便を免がれず，他方最近各種の使用上

便利な合成調味料が現わるようになり，一般家庭の食生活の諸変化の影響の

もとに，近n寺鰹節の利用は一時停滞もしくは降下する傾向がみられるに至っ

-8-
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たが，それらの合成調味料をもってしては鰹節の自然に具わった優秀性に代

替することができないことが認められるようになって，鰹節の利用は再び以

前の状態を回復する傾向が見られる。

枕崎地方の鰹節製造業の一般状況

薩南海峡は鰹漁業およびそれに必要な活保I漁獲の好漁場をなし，鰹漁業は

おそらく百戸、時代からまれていたで、あろうが，鰹節製造が現在の方法で行

なわれるようになったのは，今から約 300 年前頃のことと伝えられている。

すなわち I熔乾(懐乾) ・潟IJ り・徽つけJ の工程ができあがったのは延宝

年間 (1673~81) , 紀州の甚太郎によって了LIZi:Vこおいて試みられたによると

伝えられ，その数十年の後に森満兵衛によって紀州もしくは土佐から枕崎に

伝授されたと伝えられているから，枕I[ほにはすでに約 300 年前に煮熟・培乾

(:照乾)・削り・徽付けの工程iiをその本質的要素とする現在の鰹節製造法が成

り立っていたのであって，その後改良に改良をかiえられ，際南海域の新鮮良

質の原料;魚を利用する藤)奈節がこのl也に多出ーに製造され，その品質の優良を

誇ったのである。

大正14年に鰹漁業と鰹節製造業とが分化するにいたる以前には，この地の

鰹節製造は鰹船主がその所有する工場で営まれ，さらにそれ以前には鰹漁船

が船内に小さな煮釜をもちこんで，いわゆる「沖ゆで」を行ない， f�i I)、!煮熟

簡を陸地で鰹節に製造する方法が行なわれていた。義し，新鮮良質の原料鰹

魚の早急の処JWが優秀な鰹節の製造する第一の秘法と重視されていたからで

ある。

その後，大正年頃に先進地静岡県焼津地方から熟練職工を招勝して，主と

して「生切り j のブ7法やその他の方法を学び，いわゆる改良節を製造する技

術を導入したが，結局は「生切り」技術の改善が行なわれただけで，日!空白irí製

造の技術は在来の技術に幾分の改良を加えつつこれを踏襲し，もっぱら

節製造方法を伝えて今日にいたっている。枕11I奇が際摩節製造ーをそのよ也の鰹節

製造の主流として伝えて現在に及んでいる点は，近隣の iLIJIIにおいてその鰹

10 -



節製造技術のi去来の系統が土佐，五島，焼wなど諮ブl5D'rHこ分れ，その製IR: も

技術的に雑多な種類に分れていることに比較して，枕Iiな鰹節製造業のー特徴

をうかがうことができる。

枕l崎は鰹漁業主ど主とする漁港として，地元漁船のみでなく，他地方の漁船

もここに集まって，その漁獲物を水揚げするが，元来鰹魚の最も重要な利用

形態は鰹節製造であって，生鮮科用ないし主主科会~'j利用はこの地が時速の地に

ありその輸送範囲および市場範域の狭いために，水揚(-Yi注の一部にすぎず，

また缶詰製造は多少行なわれるが，その肉質は缶詰製造に逃せず，水揚げ1止

の極めて些少な一部のみが缶詰原料に i匂けられるにすぎなし、。かくて，枕崎

市水産業にとっては，鰹漁業は鰹節製造業に全く依:仔し，逆に。鰹節製造業は

新鮮良質の原料鰹魚の供給を主として際南海域に操梁する地元鰹i魚、訟に依存

し，両者は相互に緊密な依存関係を京It持しながら，枕lilな市の支配的な主要産

業である水産業の発展を支Jずしているのである。

このように，鰹節製造詐三は枕I[向においてTKい伝

統をもっ重要産業で、あって，地方経済j二~啄めて弔

要な役割を来たしつつ設近は逐年l勾 i二の方 l í:iJに進

んでいるO その最近(昭和42年)の生産iiJ~jは，枕

i埼水産加工業協同組合の所属組合員(約 123 人)

の生産額についてみると，第 1 表ょうであるつ

なお，躍南地域に{立 第 2 表

る枕!崎， I LiJII ，鹿 :'ﾍ':liSI (A) 

児島，串木野，その他 nB 手口 35 五l三 6, 3-.l7 t 

を含む鹿児島県の鰹宣告
36 9, 235 

37 9, 771 

産額の全問鰹節総産業 38 8, 404 

に占める地位を最近年
39 10, 498 

40 10, 327 

次について示せば第 2 41 12, 591 

表の通りである。
42 11, 809 

第 1 :表

ヌド節

fな節 l 751 

JTiÎi存 i 63:3 I 282 

i-!!Hl曻 433 

1, 740 

1)彪児島(B)B/A労

2, 858t 45 

4, 036 44 

4, 753 49 

3, 785 45 

4, 279 41 

4, 795 46 

5, 440 43 

5, 471 46 

このように鹿児島県鰹節産額は全国に高いJ也{立を占めてし、るが，なかでも
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枕崎市の産額は鹿児向県の50必以上を占めて，高し、地位にある。

なお，枕崎市吉クICl心に際南地域の鰹節製造業の状況を地の方面から見ると，

次のような特徴点がうかがわれる。

(い)鰹漁期と|男述して鰹節製造期および薩節の出荷J\JJが長く，ほとんど

間三l'- 1こ jったっている。 4 ， 5 月期に新製品を市場に出すことのできるのは，

全国でも自民南地方に限られ，その製造は 4 ， 5 月および 7 ， 8 , 9 , 10月 Iこ

繁忙な極めるが， なお!な主r総統して行なわれることができる点で， {!也の地方

(とくに三陸地方)に比べて有利である。

(ろ)鰹節製造業は全@Iを通じて比較的に小資力・小経営の多いことに特

色が見られるが，全国に冠たる地位にある枕i崎市鰹節製造業もその併にもれ

ず，比i絞告示こ小資力・小経営の家内工業的な業者が多く， これな原料鰹魚寅

入[弓を基準とする鰹節製造業の階層構造によってみれば， ドの去の示すよう

に，小資力・小経営者が多数右:' 2: iめることと，階層の差が大きいことがうか

ヵ:去っjレL るつ

昭和33年度原料鰹魚賢人高階層|玄分

100~500万円 61:名 3, 000~5， 00。 4 名

500~1 ， 000 21 5 ， 000以上 3 名

1, OOO~3， 000 23 

このような状況であるから，多くの業者は製造期における原料鰹魚代金の

支払し の出荷およひ liiìi!名決定の街iにおける問屋，仲買硲の介入や支配，

信用の調達について苦境に i!:たねばならぬ状況を避けることができなし、

とくにその妻女を中心に，削り工その(1ヱ)抱方， [(f漁船乗組員の家紋

他のま'jt工などの労働力が盟市で， しかも多年技能を伝示した熟練技能者も多

くて ， i~J明白製造業に有利な条件が今日もなお古!H:J' されている。

枕11吋鰹主主製造業の・般概況は以 1:のようであるが，立1:'Î水産株式会社はこ

のような状況を背;去にして有力 朽のJ也{立

艇の上iこ窪営し続け， lüjJt与に氏はヰく先してこの地方における鰹節の価格決定

ならびに出荷の泊jにおける前記の不幸IJな状況に対して，最近地元入札制の縫

12 -



の指導力を発俸し禁rr業経常:J二の詑.~ミの弊の除去につとめてし、るつ

露出品慰とその製造経営上の特色

審査成緩

1 原料 [20.00点

2 J診;伏 119.76
3 色沢 I 19.81 

4 乾漁変: 20.00 

5 香気・食味J1951
合計 (100点満点)I 99.08 

決定された。

IB(， I， H;J‘については，多数の門家の鼠:JEな審査

の結果，原料，形状，色沢，乾燥!支，香気，風味

の諸点についていずれも満点に近い好成鍛を認め

られ， とくに鰹節製造工程上の生命というべき

京熟・陪 11を(持、乾) -かびつけにおし、に良好な成

今、~ ~ -r.. ) ふさ~~ 1 、
íf'H '2ピめ、) \..い\..， lr之器秀品 (在五点数99.08) と

鰹節製造法ーは前述のように全悶ほとんど共通し，なかでも際限節製造法は

鹿児島県下一円大差がなく，立石氏も特に取り ~tLてていうべき特呉新規な

製法なもっているわけではないが，その'f~秀品の製造に関して特筆すべき

点は， その事業経営の方針として {:f~: i?とよりも優秀品の製造を目標とし，多年

伝来の鰻節製造の優良技術の粋をn: しく踏襲してこれを厳密に守り， その製

造問 131の達成に必要な製造方法つおよび製造設備の実現に特別の配慮を講じて

いる J誌に，その成るその優秀な秘密があるようである。すなわち，氏はつねに

良質新鮮な原料鰹魚の確保，訊ðJ;lIl . JJn工の能本向 tにj必ずる諸設備の改良整

備，霞秀な熟練職工の養成と}函館に立をJHl、ているが，主なjl(をあげると次

のようである。

氏の主宰する立石水産株式会社(資本金 200 万 I'Jをもって昭和22年設定)

は，広大な敷地に比較的に規模の大きたr:場なもお，従事:$[451;をもって年

70t. (本筋，亀節，荒節，も;rHfJJ) うち鰹節の産額6500万円 (昭和42年)

の生成をあげているが， この生p在 :Ih光たその設計ii能 )Jに比'1校してみると

これなもってしてもその経営方jÏ;'l';à: よりも産量の[忌いことが明らかで，

優秀IfJi製造を自擦としていることが明白である。

(い)原料鰹魚の厳選

県湾Ij;こ沿って春から秋にかけてわが 11s1 の伯作を北上する鰹は， 4H より 7
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合理的な魚裂の煮熱釜

月までに漁獲されるものは脂肪分が少なく，いわゆる春節と呼ばれて IG1質優

良な鰹節の!原料に最も適し，枕崎鰹珂i製造業はこの点で、優れた立地条件に恵

まれている。立イ i水産会社では，立石氏の先代常次郎氏の時代には jヨ家の経

営する鰹漁掃をもって主として際南海域に良質の原料鰹魚を求め，原料 r~l 給

の方法てど用いていたが，鰹漁業と J開館j製造業との分離後は，魚市場において

広く一般漁業者から極力優良な原料鯨iれを厳選して買入れることに努めてい

る O 原料鮮魚iこ対するこのようなJi，J ;i'IJな配慮が優秀製品をつくる第一の必須

条{牛として尻要視されている。

(ろ)煮熟

鰹節はその製造工程を経るごとに!原料鰹肉が種々の変化を受けるが，その

諸変化のうちで第 Aの最も若しいものは脱水作用である。鰹節の製造は徹頭

徹出原料鰐肉 1:1，の水分の除去に終始するといっても過言ではないが ， r[~財布の

ように大型で腐敗し易い蛋白質の塊りは，京乾11-f! のように生のままで乾燥さ

せることが不可能で，煮;誌によってその肉蛋白を変性させ，あわせて水和性

を失わせて乾燥を速かにすることが必要である。他面，煮、熟cl::tに「ダシ J の

本体であるエキス成分が流出離脱することを防がねばならぬから，長;熟方法

としては熱湯中の煮熟よりも蒸気熱による蒸煮の方がすぐれており，また鰹

節の形状の保J、J.にも j自切であるO

立石氏は以前にf~火式丸釜の熱湯仁l'に筋肉をならベた蒸籍を出し入れする

方法を用いていたが， ìl昆度の加減がむづかしく，また作業に危険を伴うこと

14 ー
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改良された熔乾施設

が多いので，蒸煮の優れていることを認めて，早くも

を通ずる方法に改め，また穫の出し入れにチェーンブ口ツクを用いて作業の

容易敏速化と安全とをはかつている。この改良によって点、熟成約も Ir'J J:: し

た。

(は)熔乾(蟻乾)

倍(燦)乾は鰹肉塊の内部の水分を除去し，乾燥を安全ならしめるととも

に，際煙の香気'â:付与し，あわせて燃焼中の防酸化剤による ?III焼を訪11::する

効果を狙って行なわれるが，熔乾作業は 1 日 11iJ1 850 C 内外の制度で約40分

程度行ない，これを放冷して内部の水分合拡散によって表面に浮びあがらせ，

水分の除去な完全ならしめるのであって，通例数回繰り返えして行企なわれて

いる。

賠乾設備としては，この地方ーでは従来「たきむろ J が使用されてきた。こ

れは多量処理に便利で，しかも疫良品の製造に適するといわれてきたが，そ

の反面その作業に多大の労苦言ど伴うものであったから，立五氏は衆に先んじ

てこれ'â:改良し，爆乾室と焚;場とを分離し，コンクリート製の炉に!浸水を焚

き，この煙を煙道を通して憶乾主に導いて際q乾を行なうようにし，これによ

って作業上の便宜をはかるとともに，爆煙の流通と;品、度の調節とを可能なら

しめ，倍(環)乾の効果を高め，寝秀品製造の道をひらいているO

({こ)かびつけ

かびつけは水分および脂肪の除去を行なうとともに，脂肪を分解して香気

-15-



成分を生じさせるための作業であって，かびつけ絡に入れて，かびつけ室で

これな行なう。この地方では梅雨の候が優良かびが生じ，かびつけに好適な

時期とされているが，それ以外の季節にも純粋培養の擾良菌株を用い，また

かびつけ室は寒冷Jt:}]には蒸気暖房によって常時 28~300C の温度を保つよう

にして最良の状況のもとでかびつけを行なうように工夫をこらしている。

({ま)その他作業場の整備

その他，洗浄，調理，骨抜き，整形・修繕，日乾・風乾，削りなどの認作

業の行なわれる作業場は，保鰭衛生上の諸条件はもちろんのこと，それらの

作業の遂行に適切な諸条件を具備するように配慮し，その整備に努めている

のみでなく，最近では断頭機や削磨機などを導入し，部分的に工場の楼誠化

を試みつつある。

(へ)労務管理

鰹節製造工程の前段部分を構成する頭切れ身卸し，身割り，背皮剥ぎ，

寵立て，水骨抜き，整形・補1畏，削りの諸作業はほとんどすべて手作業であ

って，優秀な熟練職工の必要数を確保することができるか否かは，品質陵秀

な鰹茸jの製造にとって致命的な重要要件である。立石氏は前記のごとくに夙

くから職工の養成に意を用い技能の習得を指導してきたので，優秀な熟練工

を震入れることもでき，また鯨漁業をも常んでいるから，その乗組船員の妻

女を雇入れることも比較的に容易であり，さらに数日人の労働者の処遇や労

務管理にも周到な考慮を払っているから，優秀製品製造のための労働者の謹

機械化の進んでいる作業場

-16 -



入れや，作業能率の向上に恵まれた条件を享受している。

以上列記したような謡条件によってつねに優秀製品の製造に成功している

が，その製品の優秀なことと関連して，立高氏は製品販売の商においても一

般業者とは異なる販売方法をとっている。すなわち，枕崎鰹節製造菜者は一

般に従前から鰹節仲買人や鰹節関屋iこ依存してその製品を絞売する不幸IJな方

法をとって現在に及んでいるが，氏はその品質霞良な製ffJ:をもって直接1C全

国の有名な鰹筋商店や百貨店などどの小売店と取引を行ない，中間高人を排

除した販売経路による販売方法を実擦に利用している点は，その鰹節製造経

営上特記すべき点である。

立石水産株式会社は社長立石松義氏の主宰のもとに， とに記したような諸

設備の改善によって箆秀製品の製造につとめ，それをもって有名小売店と

の直接取引を行ない，業界指導者の地位に立っているが，その製造方法の

改善についてみるに，未だ部分的な機械の導入がなされているにすぎず，す

でに(倍)壌乾については機械乾燥装置が雑宣告製造に用いられて，生法能率

の向上や燃料費節約の効果をあげており，ほとんど製造全過程にわたる機械

体系化に近い状況が達成されているにかかわらず，未だ部分的な接械化がみ

られるにすぎず，しかもそれらの機械も鐙秀製品の製造には十分な効果をあ

げていないようである。おもうに，鰹節は現在はむしろ祝犠舟，贈答用に重

用され，したがってその品質については保存食品としてのその本来の揺髄よ

りも，むしろ外形の美観が高く評価せられる傾向にあり，その製法にも店然

伝承的技術の集積による熟練職工の名人的技能が重んぜられて，容易に械域

化され難い現状にある。也方，この地方にも熟練技能者のみならず，一般労

務者の不足する傾向がうかがわれるけれども，現在ではそれらの鰹節製造労

務者はなお比較的に大勢供給される事情にあり，またとくに婦人従業員を漁

騒々員の家庭に容易に求めることのできる事情にあるから，鰹節製造の機械

体系化は優秀製品の製造右目標とする立石氏の工場(それは大規模で、あると

はいえ実質的には家内工業の域を脱していなし、)においては容易に実現され

難いであろう。このことと関連して特記すべきは，立石氏の指導のもとに最

-17-



新製品「たべる鰹節J の製造

j江「食べる鰐の名称言どもつ新*~IWlが出現するようになったことである。

「食べる鰹節」とは，本うiミ鯨節製造工程において半製品の段階にある操節

をいうのであるが，かびつけ以前の I:þf渇製民1 (裸節)を真空包装し，加熱殺

直iすることによって，長期(約 3 ヵ月)の保存に耐える美味にして栄養に富

む副食品で，鰹節(本枯節)がもっぱら調味料(煮汁原料)として利用され

るに対して，調味と栄養を兼ねた保存食I171 で， f~iJり易く利用に使である点に，

その特色がある。

また，鰹部製造業経常の面より考祭すれば，鰹宣告(本枯節)は原料鰹魚の

入手から製造完成までに 5~6 ヵ月の製造期間を要するに対し，新製品の製

造期間は 2~3 カ月であり，したがって資金問転との科便が大きく，現夜そ

の限価格は鰹節本枯部と大差がないから，その製造は鰹節製造業経皆上す

こぶる有利とされている。新製品は高知県下ではじめられたが，立石氏は逸

くその技術を迎え入れ， g!己の工場でその製造を営むととともに，枕崎市

の同業古今にその製造を勧奨指導し，あわせてその市場の開拓や宣伝普及に努

力をすすめつつあり，この方市でも先達者の役割を果たしている。

よび経営方法の普及性

立石氏の鰹節製造工場は比較的に大規絞で，そこで次々に改善された製造

技術や経営方法を，比較的経営規模の小さな多数の業者に産ちに採用するこ

とは，必ずしも有効とはおもわれないが，氏が試みた諸改善は多数の開業者
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にとっても模範とすべきものな含み，多くの示唆をもっている。ことに優

秀製品の製造を目標にして，その目標の述成を中心に諾設備の改善，技能の

向とに!匂って努力を重ねつつある点，経営の合理化をはかりつつ絶えず進歩

を目指して慢突な前進の努力を続けているその態度は，その熱心な業界指導

を通じて，枕!崎水産業界にひろく浸透し，鰹節製造業の技術と経営の両信jの

改74 と， Wr業全般の向上進歩とに武献するであろう。
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ダシ専問から食べる鰹節へ

立石松

第 71沼の淡3突然7J， jìi't!;ï)i勺におきまし

て，はからずもフ(!iil杯受賞の栄 lこ浴

し，天皇陛下に将認できまして身に余

る光栄で、感激にたえません。これも T1-

個人の7]ではなく，さつま節の製造も

継承して7すがとしてこられました'Jífi界の

絞殺ブjのお陰で深く感謝巾しとげま

す。

鰹節の製造は，兵~\練工の;長年の絞験

と技術iこより生産されており，原料入

手から製品まで約三カ月の期間を主をす

ること， ?.'ii f!1fJである，削る手間がかか

るなと'の主主 iちで，化学調味料にその販

路を押される傾向にあります。

そこで，従米の夕、シ専門の終i'!íJはも

とよりですが，決べる鰹節の製造安強

化すべきであることを提唱し，る.'(級ÉI''J

lこ打t逃してきました。これはカピツケ

lìíjのや間製品を真~包装し }Jnffi\殺謝

して長期間の保存に耐えるようにした

栄養に22む副食品で，削り易く利用に

使利であり，外線上も1M三がJで美しい

ため好評を受け，締格も格安に販売で

きることから経必・の合3型化の聞で、も有

利で，今後はこの方商にも努力したい

と考えております。

優秀な鰹節の製造は，まず原料の厳

選でありますo 4 月から 7 月にかけて

脂肪の少ない，いわゆる春節と呼ばれ

るもの-a:Jli入れますが，これが:{;ーに

m主主視されますo i;íくがが;熟で， f(~~筑)の

製造は終始i勾中の7)(分な除去します

が，伎のままでは乾燥できず，設立i\に

よって肉蛍l与を変性させます。以前は

泊火式メL忽の熱湯 "1"のに節j弱含盆べた

メ芸能を 111 し入れする Jj法 '-â: fおいていま

したが，おil.l交の加減がむずかしく，現

在はfii'Lí~ の主主主主主査に '1:蒸気さと滋ずる方

法に改めております。第 3;こ総会}訟です

が，燃殺は i勾!人jの水分を|徐き，乾íMをうと

余iこするとともに， ßì煙の主寄りをつけ，

あわぜて燃焼中の|坊酸化剤による討1I焼

ItJn l::の効果もあります。そのた従米一

「たきむろ」な{員:)隠してきましたがこ:ië

は多及処現に巡しているさ手間，作業が

大変なものでした。これを改良し際、乾

窓と焚場を分譲住しコンクリート製のが1

に~~*を焚きこの煙を悠治ーを通じて燃

]吃援にi浮いて燃乾を行なっています。

以上のような製造工程ですが，設備

の改良もさることながら，突は他の梁

字?より熟練した校エヴをもった~r~人をJ脅

していることが強味であり，また従業

員も良いものをつくることを自覚して

いることが今 1，，]の受賞につながったも

のと考えます。今後この栄誌?にIIß じな

いよう{<::.， Jli~業人として水産梁発展の

ため微力を尽す所存です。
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日本農林漁業振興会長賞受賞二二二:二

出品財

，寸ヌ冷g.. .::::-bι 

:ミζ 守支 '"ヨ

干しノリ

園田繁徳
(熊本市松尾町上松尾4471)

実直な日頃のめだたぬ努力の穣霊ね一一受賞者の略歴

国 EH氏の住む熊本市松尾1lI]は金l峰 111 のふもと，有明海に関した静かなIUJで

..>、ヲ

ß.) 心。

昭和18年松尾尋常高等小学校を卒業後そのまま文(末八)の家業である漁

業に従事していたが， 34:fr独立して打瀬綿漁業を経営した。しかし，この頃

から漁場条件の悪化などで漁獲量は年々減少して，経営が思わしくなくなっ

てきたので， 36年にノリ養殖業を組入れて経営の安定を闘っているO この漁

部漁業とノリ養殖業とをたくみに年間際業している経営は諮岸漁業の模範と

いえる。

氏は宍官;で，自ら進んで表面には立たないが実行力があり，総合内ばかり

でなく，一般の信望はj認めて厚い，したがって，公の面では経合各部門の代

となっているが，先ず，ノリ漁場管理責任者として，卒先してノリ養殖

の改良，養殖場の適正な行使などに献身的に努力するとともに，打瀬網漁業

部会長としては漁具漁法の改良に当り，また，漁業取締指導委員，漁業部落

連絡良として，漁場管盟，操業秩序の誰持など組合の円滑な運営に当ってい

v 
00  

一方個人として，ノワ養殖についてはあらゆる閣で工夫し，その発案は個

人のものとしないで進んで組合に申し入れて，その具体化に努めるとともに，
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指導機関諾先殺などの意見は進んで取り入れて，一つ一つ着実に笑行に移し

ている。

氏の属している松尾漁業協同組合は組合員151名(正組合員128名，準組合

員23名)の治岸漁業を主体にした組合で、あり，養殖場はælの通り j平井川尻に

あるが，最近は都市排水の影響もあって，有明海の中では必ずしも好条件に

恵まれているとはいえない。またノリ養殖場は共有なので，各組合員の協力

なくしては生産の安定，優良品の生産は困難であるが，この総合は組合長を

中心とし，よく統tliUが取れているので，組合全体としても良品を生産してい

る。氏はその中にあって，指導者の一人として，優1~1"~" の増産に努め今まで

に市長賞，県漁連会長賞などを受けているO

42年度熊本県水産加工品品評会に農林大臣賞を受賞したのは，このような

日頃のめだたぬ努力の積重ねのたまものであって，氏の努力はこの約合内だ

けでなく，広く泊洋漁業者の範として賞諮に値する。

つねに漁場を見廻る緩営一一一受賞者の経営概況

受賞者所在地略図 .lçは 3'Ji在，打、灘、網漁業は 9 トンの木船主f

使用し，ノリ養殖業は網ひび46枚( 1 枚の

11I原108m，長さ 18m) を経営する専業漁家

であるが，高校 11['-の長女をTIJiに 1 クJ2 女

の父親であり，打瀬網漁業もノリ養殖業も

夫婦 2 人で操業している o 42ófJ立の年間従

事状況は表の通りであるが，両者一の作業の

mなる 10 ， 11月は最も多忙た月である。

ノリ養捕に従事する日数は年liil162 日で少

その内，海と作業を主とする日数は83 日で

あるが，氏はノザ養殖期間中は{也の人々が

出ない時でも，海に!十i られる限りは常に養

殖場に出て，見廼り自己のノリの状況を巡
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視し，他人の漁場も廻って適切な指導をし，漁場の適正な行(~についても監

視に努めている。

第 1i表 42年度年間従事日数

打?原綿漁業 ノリ養殖
年月

操業日

42.4 I 3 3 6 

5 4 10 14 10 10 24 

6 I 8 12 20 20 

7 i 14 12 26 26 

8 I 18 10 28 28 

告 12 8 20 8 8 28 

~~! 8 I 8 16 10 4 I 14 30 
11 12 4 16 12 2 14 30 

12 4 4 15 10 25 29 

43.1 i 14 11 25 25 

2 i 8 14 22 22 

3 3 3 12 12 24 27 

言 83 70 153 83 79 162 315 

養殖とのあらゆる点で，良いことは忠実に実行しているが，人-flラ漁場を

見廻ることが氏が優良11ちを生産した要因である。

このように忠実に事業を経営し，労働の配分にも工夫しているが， 4tvこ打

瀬網漁業とノリ養獄作業が重なって労働の過重になる時は，たまたま，弟も

ノリ養嫡業主f経営しているので，随時協同作業によって，省力化に努めている。

また，打淑志向漁業部会長を務めているが，次のような努力をして，網漁業

を改啓するとともにノリ養 こご:::1立花辺11'\ ...全 ザ

殖業の発JJ~~こ当っている。

(1) 打瀬締漁業とノリ養

殖業は漁場が競合するの

で漁場の行使について，

組合内ばかりでなく，隣接

漁場との紛争の防止に当

主月上

出

@利用交通機!司

- 23 ー
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第 1 図
42年度年間従事人数

臨調閣のリ是主主

巴コ打線網

30 

20 

108 

42年4fl 0 6 7 8 S 10 11 12 43'1' IJ� 2 3 

り，ノリ養殖時期以外の春，

夏には漁場の清掃に水先して

当っている。

また，松毘漁協の打初網漁

業部会員は10人で、あるが，県

漁業調整規則，漁協和!互の中

るよう指導して

いる。

(2) 有明海で操業する打瀬綿漁業は資源の関係もあって，従来無動力に思

られていたが，能率が悪く，入手も不足してきたので，漁場の往複だけは動

力を使えるよう組合長とともに努力し， H苦手IJ37fl'-12月からこれが認められ，

操業時間が短縮され，ノリ養殖業との兼業が楽になった。

(3) 操業には最低 3 人必要で、あったが，従来の手動式ローラ網揚j設を41年

に動力に切換え 2 人で操業できるようにした。

また，動力化したので，沈子の数をi脅し，網の構造を改良し，漁獲能号、iを

良くした。このような網漁業とノザ養殖業によって， 42年度は次の通り約

210万円の生産をあげ，経資を差ヲ|し、て約130万円の所得となった。

なお，

42年度収支

)1又入

打瀬綿 651千円

ノ リ 1, 467 

2, 118 

差引

ノリ製造関係の保械は次の通りである。

洗接

切さい機(2001女/分)

すき機 (1， 8∞枚/fl~')

燥機 (1， 200枚収容)

ノリす

子わく (15枚掛)

- 24-

支出

243千円

565 

808 

1 ， 310千円

1 h' 
1 11 

l ゲ

1 I! 

8， 000枚
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三味線網てl'7J'

より優良品の生産一一受賞財の特色

受賞n~ は熊本市松足JlIJJl)Iづけ尻の有 lÿjdu:で制ひびによって芸獄されたこ子し

ノリで;うって，第 6 f!íj熊本県加工品川口、l'会で， 22林大i五賞ヲピ受賞したも

のである。

!京の鮮度，すきブj ， 形，色，光沢， I沫，呑ともに良く，破れ，ちぢみ，

き土う雑物のない挺秀llJi で，魚類子製品，ねり製lull，干しノリ合計 267 点の

出品l討中から賞を受けたことはこの II\I\M!~ が優秀であったばかりて、なく，

殖技術経営方法が良かったからである。また， 1却でll/JJ也先は組合の努力によ

って，優良ノザを生皮しているので、あるが，そのiごいでも受賞者の製!?IIは，全

般に災いばかりでなく，生産性の i台'jl 、ことは表の通りである。このような優

良品を生産した環境は次の通りである。

熊本県は古くからノリな養殖しているが (1910王子顎から)日本の上位にあ

おノリ生産熟であり (42年度生産品:は全国の約 7 釘)その生産金額は県水産

業中で極めて高く (県生産金額の30必以 l二)重要謡史資で為る。ノリ種苗の人

工採すi宏事業化したのは熊本県水産試験場であり，日本で唯一のノリだけの

県研究所を設;-;:しているのを見てもその反主性を知ることができる。

松尾i魚、協はノリの生産の安定せけまi り，優良品を生産するため，組合長を中

心として，役職員，漁業積立{別部会長，漁場管理玄任払漁業取締指導委員，

漁業部落連結~~が各組合員と有機的に述けいを慌にして，組合一体となって，
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三味線網ひび 鳥井式ひび

県水産梨県，ノリ研究所，熊本市役所，県漁述，水産業改良普及員の協力を

得て，常時協議しながら実行に移している。 I羽田氏はその指導者の 1 人であ

る O

十公}官庁組合全体と園田氏との生産の比車交

金
一
分

隊
一
回

引
一
関

山
当
一1
1
1

枚
一
体

山
一A
Z

ひ
一
郎

数
一
分

枚
…
出

込
一
関

張
一
1
1

び
一
鉢

ひ
…
附

ノリ 1 枚当ワ平均単価日

-1. 171 

八
リ
弓

υ

内h
V

4

4

6

4

6

4

 

375枚

824 

928 

41 

42 

-1.195 

680枚

1.536 

1.450 

15.51 16.50 

-10年度 3.713

21 ・ 74 22.00 

ノリ長舶の対策は

① ノリ漁場の適切な管Jl j! (街殖の防止)

② 新技術のi惇入，改良

③ 作業能率の向上

④ 加工技術の向と(特に婦人部の活動)など，

すべての商で工夫し，努力しているし，器具，機械も導入して?!?力化

を区!っているが，その巾で特徴のある点は次の通りである。

(1) 新養殖技術の導入

(イ) 沖合い養殖

干潟而を主体とした養殖では，単位当りの~又 fjEが減少してきたので，
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.+.;a...!.. 
iす 1、

，~Hl u び

主主艇場の拡張が必要となってきたが，この組合地先では沖合いにU:Iる

しか方法がなく，沖合い養殖(ベタ流し)について，昭和41王子;こ!!芸ノ

リ研究所の指導のもとに共向研究を災施し，本県におし、て沖合し、養殖

の可能性を篠認し，沖合い進出の先べんをつけた。

(ロ) 冷凍絹

冷凍網については既に愛知県なとやで好成約をあげてし、たが，昭和]41

年に現地視察の上，松尾地先で使用する場合の長殖場の環境などの比

較研究もしたが， 42年には実際に試験養殖宏実施し，好成松宮収めた

ので， 43{1ミは全組合員が見習い，約5， 000枚の冷凍網を使用することに

1高

亡::-1宅

符
) 

なった

(2) 在地技術の改良

付) 三味線網ひび

当初 ， i'i!l竹ひびで養殖が始め

られ，昭和138年に網ひびとなっ

て，最近は全fflÎ的にノリつみ機

も普及したが，従来のまtíãみ方の

縞ひびでは摘採に不琵なので，

摘採に便利な写真のようなミ三味線，網ひびを考案して，試験した結果，

摘採に便利なだけでなく，収設が増し，ノリのitll質も良くなり，経費

も約7596 (網最は多くなるが，各自が編むため安くなる)であるので
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施肥(養殖場へ)

ヘリコブターで施肥

会、に普及しつつあるc

(凶鳥井式制ひび

養殖場が熊本市内を流れる坪井川!況にあるため，淡水の影響でノリ

芽が， 3cm 前後に成長したl侍に被害を受けることが多い。 この淡水

の影響を少なくするため，鳥井式網ひび(写真)とし約 30cm網ひび

を沈めて試験をしているが，成績が良いこの方法は特に新しい方式で

Jまないがひびの取付け方法などにも工夫を加え，作業能率の向上を密

っている。

昭和42年施肥状況

漁協名 ! 言諜装場 j滞施月肥巴阻凶山量凶k比〈
は1 ， 00ωOm2

熊 i松尾 904: 14 ， 870:騒安，消

去 i小島 I 1 ， 078: 川吋安"
ヤ 1 11 1 1 新 I 3, 142 I 27, 5吋"

河内 2， 154' 18 ， 0川:京
i号 C1 ! 2, 566. 13, 900;立が， 1�4 

I:R 

天|海路口:， 3, 113! 137, 9551 " 明 !l l!j;;;.rr I--l '1 '-', .....'""-'--' ....v. , '-''''''-'1 
村 }II ロ I 1, 403. 19, 560; " 

字:綿浮 I 4, 205! 75 , OOOj " 

ji!籾日|刊'} !日

28 

付梢ひび取付け操作技術

最近は労力が不足して来た

ばかりでなく，養殖場が沖合

いになって来たので，能率的

に作業しなければならなし、

そのため，

①船上と陸上の作業を区分し

計îífJj的に実施する。

③網ひびのたるむのを訪ぐた



肥料のさん布

めわくのl隔を 2.1m とする(従米は1. 8m)

⑨船の動きを合理[[1おに干IJ用して，杭打ち，ひびの絞{すけ，張りかえ

をする。

以とのような工夫を加え，がjのある|閣に奇心とのf'F業主ど中心として，従

より倍の能率をあげている。

宇ニ) 漁場のかくはん

施肥については県および県試合述の術的を受け，付近漁協とともに

(別去の通り)実施しているが， この外iにこ全全:Y!!在，(同:

くはんし;浮手泥を除乙三去去tとと牛し討仰糊リ時i通し右をf良くしているο

(3) 加工方法の改善

① 徒長させない!京誌の利用

摘採前;こ:土日射量を調べながら，ひびの高さを調節して，ある

くつり，余りのばさなし、ようにする。

②沖合い海水で洗う

摘奴したノワは清浄な海水で良く洗い，一亥Ijもくすくが，現場の海

水がよこ、れたり， ri;mがう lò 、ている場合は次の ì#H\vJfI告に洗う c

@ 乾燥機の改良

;室内の;湿度にttf!~して乾燥するとともに窓の改良により乾燥の能率をφ

あげる。
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乾燥室と加工場

④結束のù5z詩

箱詰によってノリがし、たむことを防ぎ，結束は出荷吉Íîに行ない，総兵

によって各51~がJrlJ_.の厚味になるよう厳格に結束する。

その他鋭利は刃によってノリを切断すること字自にすく (100 枚当り原簿

350g) ことなど，すべて買う者の身になって加工する。

以[::の外義から加工まで，すべての点で工夫と努力を重ねているが，研

究グループは常時会合して常殖を防止し，約千七庁、j 策など早急に手配できるよ

う心jjトげている。したがってお互いに教え合い持及本は非常に早く，相互に

扶助して生産の安定，経営の近代化が進められている。

受賞たの技術篠沢'の分析およびその持及性と今後の発展方法。

(1) 打澱網漁業とノリ養殖業の経常

前述した通り打瀬網漁業とノリ養航業によって経営の安定を図ってい

るのは沿岸漁業者の脱範といえるが，労働は特に10， 11月が過重になっ

ている。この対策として，打瀬網漁業については動力化(漁場への往復

だけ)漁具の改良によって省力化を関る。

ノリ養殖については，海上作業主点の方法，摘採，洗じよう，加工等

の t~械化，弟との協同作業などによって省力化に努めている。

この çl二Iから生れた工夫は，組合内から順次隣接組合に普及しつつある。

しかし，ノリ養殖の各種探機は普及率も高く各個人が設備しているの
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乾燥室と加工場

が大部分であって，無駄なmi も見られるノリ養舶が各{同人の経営形態で

あるから， 11:むを向ーない点はあるが，共有で実胞できるものはできるだ

け共有とし，協同作業ももう少し広範聞とし，より進んだ共同経常まで

発燥させれば，より能率的となるであろうぐ、

(2) 段、業協同組合の優れた体制

漁業全般に通ずることであるが，段対gは各 11，>;1人有なのに，漁場は共有

なので，漁協を中心としたより強い協同利用の柏村iがなければ発展は望

めなし、。特にノリ養刑では制ひびは各側人の所有で、あるが，義殖場は組

合有であり，毎年名例人の主娘jおーは変る方式となっているので，一例人

だけの努力だけでは生産の安定はむずかしし、c

最近は種Wiの人T採了úがTìÍl~了乙し，養航111Mが巡?Jj、してきたことはよろ

こぶべきことであるが，それぞれ早期養成と故産が中心になってしまっ

て， li古賀の向上が忘られている。これがかえって，議船場の条 (11二主f忠く

して，天然の環境にせれ、養殖経となってきている。このお i 合は過去に

漁場問題で紛守I もあったとのことであるが，昭和4HI'.に，淡水の1)10\状

況など養殖場の環境を県ノリ研究所の指導を受けて徹底した調査を史絡

し，ひびの建込条件を検討し，組合員が一体となって，できるだけ組破

とし，前述したように議殖，加工の技術，経世のあらゆる加で工夫を加

え，全組合員がお互いに教え合っているので組合内の普及率は務めて早
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いし，全組合員が優良品を生産している。

特に最近の内外の情勢は量産だけの時代は過ぎて，質の向上を図らな

ければ経営は安定しなくなってきている。

園田氏を核のーっとして，優良illI: の増産に励んでいる松尾漁業協河組

合の姿は，今後のノリ養殖業のあり方を示しているものといえる。

埋立て，水質汚染などの関係もあって沿岸近くの養殖場は徐々に失わ

れてきている現在，養殖場は沖合いに進出し，新しい養殖場が開発され

ているが，経iきはなかなか安定しなし、。また組合，広くは各県，各地域

がこの松尾方式をとれば各養殖業者の経営が安定し，日本のノリも安定

した増産形態とすることができると確信する。
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信用ある優れた乾ノリ生産のために

富田繁徳

商店の軒先にsìtんだ乾ノリを街に出

かけたときによく見かけるが，私の生

産する乾ノリより抄き上げ方，ノリ本

来の艶の出しコむなどが秀れている物は

無いと自負している。否，この自負は

私だけではなく，私達の漁協員会員が

持っている。自我礼設的であるがその

証拠に乾ノリ売買商人(入札業者ある

いは入札潟社)は， ;fÄ述の生産した乾

/習を「松尾渡ノジ」として，他地先

の乾ノリより~;備でしかも心よく廃っ

てくれる。

なぜこのような秀れたノりが生産さ

れるかといえば，ノリ養殖の時点にお

いて，事立緩的に施JlEしたり， j尚採前に

適切な平出しを与えるなどして健全な

ノリを育てているためである。また，摘

採したら現場の清澄な海水で万適なく

洗浄しできるかぎり卒く加工するなど

箆単な基本的技術を然視しないからで

ある。さらに私達組合員は，生来の漁

業者であるため「哀の漁業者J (専業

者)は，交の水産加工品さt:'fi=るのだJ
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といったfj"{J りをおって，乾ノリ一枚_ i 

枚を厳格に選別し，規格どおりに結束:

して， P，'ij主~~~ど)11:くような乾ノリを作ら

ないためである。このような(製法製

造態度)は，私の父などが沿うとにおい

てノリを始めてから，手工3史的製造が

機械製造に変わった今 EI まで L~/.~約iこ

は少しも変わっていなし、。乾ノザ売買

商人から絞尽ノリならと荷姿のままlR

í]1する信用を待係主催の水産加工品品

評会では，過去 4 回投俊秀笠である淡

林大臣賞を連続受賞し，その位上位入

賞品安続出させる玄でに三さってし、るの

は，光子長Zfi氏の不断の努力の絵果であ

る。

このたび，栄えある受賞;ミ浴したの

は，私一人の努力のみでなく，クt:~N(諸

氏をはじめ組合員会員の指導と協力の

協である。今後私自身模範となり，本

先して後続の漁業者の指導にさ三り，伝

統ある「松j毛皮ノリ」製造の殺持i??段

につとめたい。



白木農林漁業振興会長賞受賞二二二

出品財 淡水魚〈カワチフーナ)

受賞者西 最

(大仮府松原市白井城11汀 3 丁目 60設の 2)

受賞者の略歴

西嘉一氏は，大阪府松原市において長年淡水魚養殖業を経営し，優秀な経

嘗を進めるとともに，業界の発展と向上に尽力してきた。

氏が淡水養魚右-なんでいる松原市は，大阪市に南接し，人口約 7 万の中

都市であるが，大阪市郊外の旧園地帯であったが，大阪市の発展にともない

近郊都市として急速に都市化し，昭和31年に市制をひいた。現在の状態は，

回，畑の間に集団住宅，アパート，個人住宅などが建設されつつある。

松原市を含めて大阪府下には，弘法大部，行基苦院など幾多の先覚が開い

たと伝えられる池をはじめ多くの擢甑用溜池があって，農業水利上きわめて

主要な役舗を果し，法瓶用水源の47%を占めているが，これらの池を利用し

てコイ，フナなどの淡水魚の養殖が古くから盛んで、ある。

現在大i波府下の椛疎地の総数は， 15， 300面(昭和37年大阪府耕地諜調べ)

あり，このうち5， 000頂 (3 ， 000 ha) が淡水養魚に利用されている。これらの

摺池養殖の生産量は年間約 1 ， 800 トンで，魚種別生産設の内訳はブナ(かわ

ちぶな)が， 1 ， 600 トンのほかコイ，モロコ，ニじビ、などが 200 トンである。

これらの生産物は，大阪府はもとより全国的に流通し，食用となるほか河

川，人工湖の放ví'[， 士院殖)百種市あるいは釣掘用にも使用されている。
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いて長く Uíli絞JtJ�fi?fu ~ ßt用しての淡水養魚に従事し，

その ILJ 厚をi生係と優れた技術経営によって同業者ならびに周辺の尊敬も

Jlj'I く，過去に:乱、て大阪府淡水漁業協同組合の理事を務め業界の発展に尽力

し，ぎた現在，除原市18:)1二城IlIJII!J会理事， EEI:!I:城 II!J水平IJ組合理事の職にあっ

て，地域応の発展にも大いに貢献している。

受賞者の経営概況

時氏ばiiYi ì也10凶，約 15ha ブナおよびコイを放設し，年前j約 31 トン(うち

フナが8096) を {j三兆:し， ha 当り約 2 トンの生産で，大阪府ー下における給餌

な11なっている養殖業者の平均生産主 ha 当り 1 トンに比べて 2 僚の生産を

しマ、屯〉。

また，これにJlJ l 、る'万:JJ \主，管理，給餌には，本人を含めて'11r時ご 2 名で行

ない，魚以1~1l寺のみ約15iSな雇用するが，非常に少ない労力で， I@jf!'i:，の生産

:J)合巧みに利用して，大きな成をあげているのがみられる。

受賞財の特色

今flllの受賞の対象となったカワチブナは大阪地方の特産物である。フナは

われわれに身近い魚で、あるが，フナにもいろいろの種類があり，わが国で、は

受賞者の所主地および養魚池盟各函

デ予

マブナと 11子ばJ1ているギンァーナ，ヘラ

といわれているゲ、ンゴロウブナが設も

一般的である。

ヘラブナは琵琶湖，淀川で最も大き

なフナであるゲンゴロウフ、ナが!京穏

で，それを各地に移殖，放流したもの

が河川や湖沼で接み付き地ベラになり，

またマブナと交雑して合ベラになった。

ゲンゴロウブナを改良して養殖I日!麓に

労したのがカワチブナである。
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カワチブナは大阪府河内地方の養魚家(橋本福松，問坪房吉)が明治38，

39年頃淀川で体高の高いフナを見つけ，それを池で銅育し繁殖させたのがカ

ワチブナの始まりであるといわれているO その後多くの人達が協力して淘汰

を繰返し，今日に見られるようなカワチブナという体高の高い成長のよい優

れたフナを作り出し，現在では大阪地方の特産品となった。

カワチブナは体高の高くて屑王子である事がの特徴であるが，頭が小さく背

びれの前端にかけて急に高くもり上っているのが純粋である。そしてこのよ

うに体高の高いものほど成長もよいとし、う性質コ討すっている。

カワチブナの食物は植物性プランクトンで，わが国に棲む魚類で続物ブラ

ンクトンを主食にする魚は，カワチブナ以外には中国から輸入したノ、クレン

があるだけである。また環境に対する順応性が臣、く，流れの早い海流を!添い

てはどこでし接みつくことが可能であり， JI!の場合は平野f郊の流れのゆるや

かなところや，都市廃水などによって汚され，他の魚種がすめなくなった水

域でも大いに繁殖する力をお:っている。湖沼でも平野部にあって下水などが

適当に流入して栄養が多く，プランクトンの繁殖が旺盛な場所がむしろ

とさオもている。

カワチブナの養成については，カワチブナは植物性プランクトンを主な餌

料とするため，止水池で植物プランクト γのよく繁殖していることが必要な

条件となる。養成は卵から体兎30~40g までに育てる種苗養成と，さらにそ

の穏苗を 200g に成長させることを目標とする成魚養成とがある。 これらは

一般に別々の池で、行なわれており，飼育の管迎技術にはおのづから誤があ

る。

優秀な形質の成魚を得るためには，まず第ーによい種苗をF甘いる必要があ

り，さらにこのためには優秀な親魚から産まれた卵を用いなければならなし、。

優秀な親魚というのはカワチブナの特椴を十分に具なへるように，長年繰

えし、淘汰してきた系統のフナのことであって，単に大きい個体を親にするこ

とだけでは不可能であるO 親魚候補としては雌は 3 ir，燃は 2 年魚、が用いら

れる。
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大阪府では，淡水魚養殖の産業奨励のため，大阪府下寝屋川市に大阪府句淡

水魚試験場を設けて，淡水養魚の試験研究ならびに指導をするとともに，毎

年 1 回品評会を開{寵している。

間嘉一氏のカワチブナは，昭和42年度の品評会で最高位を得たものである。

昭和42年度の品評会は，総出品点数(カワチブナ成魚 10kg を 1 点とする。)

80点のうち，つぎの審査基準により審査され最高点165.8を得たものである。

外観 100点

計測値 100点(うち比体重・…・・体長体高比50点，比体高一一体重，体高

比50点)

また健康状態などからも，生産管理技術においても最優秀と判定さ廿た。

受賞者の技術と経営

カワチブナの養殖は，務;苦生産 (採卵，ふ化)，種苗養殖，成魚養成なら

びに管翌日(環境の管理)などの過程と技術がある。

種l'i'i生産一一産部させようとする親魚は選別された優良な系統ものも使用

しなければならない。西氏は競魚侯捕として養成を行なっており，特にこれ

から親魚、の選別に、注意をはらっているO 一般的にいって，体高の高い，頭の

小さいものが霞良親魚といえるが，これの議別にはやはり多年の経験とかん

が大きく作用しているといえよう。錐 1 尾に対して雄5~8 尾を用いている。

成魚養成一一大阪や奈良で一般的に行なわれている沼池利用の養成方法を

大別すると

A. 11ま施肥・無給餌(天然劉料)

B. 施肥 ・無給餌 /1

C. 無施肥・給餌(天然餌料十人工餌料)

D. 施肥 ・給餌 1/

となる。 Aは経費が低廉であるが，一般に生産量が少なく品質は悲し、。しか

し適度の下水の流入や，施肥Bを行なって天然餌料の増加をはかると生産量

は増える。 Cは給簡のみであるが，給餌をすると残餌や読ま物が分解して大低
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受賞財を度出した松原市天美町鱗天池群のうちの下池

は植物プランクトンも繁殖するし，またこの方法をとる池は富栄養で天然鶴

料の多いのが普通で、ある。 Dは積極的に天然餌料を発生させながら給餌を併

行させる場合で，放置すれば天然、餌料の少ない池が多い。

カワチブナは高!日としては，食用と釣用にMけられるが，食用としては

200g 以上なければならず，釣用は 120~200g のものが 200g 以上のものに

混っていても通用する。

そのため養成の自壊としては， 1尾200g に成長さ吃ることをねらいとする。

西氏の場合は，池により CあるいはDの方法を行なっており，額料はサナ

ギ，麦ぬか，押麦などで特に他と変ってはいない。

養成池の管理一一養成池は古くなればなるほど底泥が多くなり，養~î，を続

けているとー腎泥の堆積が急速に促進される。泥は有機質ーが多く水質の悪変

をひき起すので，つとめて排除しなければならない。このためにつぎのよう

な方法を行なっている。冬期魚の取揚後池の排水を行なうが，その最終段階

において，通称泥樋を抜いて排水につれて集まる浮泥を出すほか，樋の反対

側から注水して，流樋に付近の泥を流し込み，順次流路をかえて池全面の泥

の排除を行なう。このあと石灰を撒布して酸性化した泥の中和を行なうとと

もに，取り残した雑魚を殺滅する。

大阪府下の擢i鼠用福池の使用については，毎年入札によって水利権者から

の借入れが更新される慣行となっており，今年の借入者が明年必ずまたその

池を使用できるとはきまっていないので，そこに溜池養魚の不安定な要素が

みられるが，受賞財を産出した下池(しもいけ)は，松原市天美町にあり緋

天池群として，四つの溜池が一括して入札されるものの 1 つであって， ð氏
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はこれまで12年関連結して入札し，養魚経営に当ってきているO したがって，

その間の池の管理におし、ても，長期の計画によって，充分に池の特性を生か

し，また消毒，天然餌料の発生のさせ方などにも努力と工夫がはらわれてい

る。

襲撃普及性と今後の発展方向

ここでもう一度カワチブナの特性についてふりかえってみると，

1. 植物性プランクトンを主食として成育し，有機物を多く含む汚濁水域

でも抵抗力が強く飼育ができる。

2. 淡水養魚において無給街での単位国旗当りの生産量では，わが閣の在

ヨ*の養殖魚種のなかでは最高の魚種であるO

3. 養魚、に施肥するなどの方法により天然餌料を増加させれば，さらにか

なりの増収が期待できる。

4. 特別の施設を必要とせず溜池などの自然水域を利用でき，また専門業

者でなくとも容易に飼育できる。

5. 冬期気温の低い時には水なしの長距離輸送も可能で， 20r時間程度の輸

送では放養後数十分i勾でIE位にもどり活力を回復する。

などの特性があげられる。

今後の需要動向としては，食生活の高度化，多様化につれて，淡水魚，活

魚、の需要も増加の傾向がみられ，またレジャー対象魚としての需要も急速に

伸びつつあり，今後の需要は一層拡大伸長することが予測される。

また，種苗および成魚、の生産適地として，受賞財を生産した大i加古をはじー

めとして，近畿，中間，四国地方の多くの楳i阪府溜池の利用も一層促進され

なければならないであろう。殊に急速に発展する大都市近郊において，様化，

公閤化とともに池水域の自然、保護とレジャーへの活用面において，都市計画

中に取入れて活用すべき第一の魚種と考えられる。

このことについては大阪府淡水魚試験場においても，大阪府下の池で，パ

イプによるエヤレーションにより酸素の供給と，積極的な水の垂直混合をは
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かつて，栄養塩類を表層に運び上げて生産に関さ与せ，養魚、の効率を高め，

汚濁池の活用をはかる試験を進めており，これらが実用化すると，一層活用

する水面が拡大され，それらの水面での適種としてのカワチブナの生産の途

はさらに伸長することが予想される。
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障協調電器哩

かわちぶなのため池養殖について

西

かわらぶなは，長年にわたって諸先

殺が琵琶湖のげんごろうぶなを品種改

良し，大阪府下のため池養魚に適した

ものに育て，今日，全国にその名を知

られるようになったものであります。

しかし私共ため池養魚を営むもの

は，農業用のため池を利用しているた

め，多くの池は毎年入札で借り，長年

継続使用できるとは限らないこと，熱

帯魚、用のミジ γ コ生産に使われて，池

床料(池の利用料)が高くなってきた

ことなど，養魚事情はむつかしくなっ

ております。私の場合，池は十年来継

続して使ってはし、ますが，最近魚釣り

レジャー人口:iiú加につれて盗み釣りさ

れる魚が多くなり，日終祭日には終日

池の監視をしなければならなくなって

います。

よし、ふなをつくるためには，栄養の

多い池に優良な種苗を放すことが必要

ですが， ï'.l.なりに苦労しているのは種

苗づくりで、す。かわちぶなの採卵には

水温変化など必要条件を備えた小さな

池がいるので，毎年東大阪市の山手の

池を借り 5 月中旬採卵して持り帰

り，コンクリートの養成池で投餌して

嘉

種苗に育てます。この養成池にはふ化

直後の餌料用に予めミジンコをつくっ

ておきますが，これと採卵，ふ化の時

期を合わすのに最も苦心しておりま

す。養魚と同じくミジンコづくりも簡

単にはまいりません。特に水質には苦

労しております。つまり，きれいなJII

の水や雨水そのままの「きつい水j で

は，よい魚はできません。私共が「ま

たい水J と Eわしておりますのは，雨水

と家庭下水が半分づっ位混合したよう

な水で，このような水づくりができれ

ば， ミジンコもよく発生いたします。

ふ化直後の稔魚には 1 週間位卵黄

を，その後は消化のよい小さなミジン

コを与えるようにしております。そし

て，養成した種苗は選別のうえ，ため

託jzで翌秋頃成魚に仕立て上げるわけで

す。

技術，経営それぞれの面で私なりに

努力はしてきたつもりでおりますが，

先輩諸賢の苦労には速くおよびません

ので，かわちぶなが今後ますます全閣

の皆様に可愛いがられるよう一層ふな

づくりに精進してまいりたいと存じま

す。
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第 7 図/農業祭受繋者の技術と経営

印刷j ・発行/昭和44年 3 月 20 日

発行/財団法人日本農林漁業振興会

東京都千代田区援ケ関 1 の 2 の 1

制作/社団法人全国農業改良普及協会

東京都港区西新橋 1-5-12
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